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2024年度の病院年報が完成しました。2024年度は、４月よりダヴィン

チによるロボット支援手術を泌尿器科、外科、婦人科にて開始し、順調

に症例が積み重なってきています。８月には前年度以来病院全体で一丸

となり取り組んできた病院機能評価を受診し、いくつかの指摘事項あり

ましたが無事認定いただきました。さらに１月には卒後臨床研修病院と

してJCEP（NPO法人卒後臨床研修評価機構）による第３者評価を受診

し、こちらの合格認定もいただきました。これら当院において日々行っている診療および研修の質を

見直し、さらによりよいものを目指す、大変貴重な１年となりました。スタッフの皆様もいろいろと難

しい状況の中でご協力いただいたことに心より感謝します。

診療状況については、救急車受け入れ患者数は前年度より少し減少しましたが年間約2500件受け

入れています。外来患者数も減少傾向がみられますが、他医療機関からの紹介患者数は増加してい

ます。逆紹介数の増加もあり、地域医療機関との連携活動がすすんでいるものと考えます。その結果

として新規入院数は増加し、一日平均入院患者数も増加し、入院単価も増加、入院収入・外来収入

ともに前年度より増加しました。給与費、材料費、諸経費などが増加したことから、経営収支の改善

とまでは言えない状況でしたが、診療パフォーマンスの維持およびアップに向けて、各科診療および

各部門、さらに委員会活動・各チーム医療活動を継続いただいたスタッフ皆さまに感謝します。

2040年に向けての新しい地域医療構想への取り組みが始まっています。新たな地域医療構想で

は、地域の実情に応じ 「治す医療」を担う医療機関と「治し支える医療」を担う医療機関の役割を

明確化し、二次医療圏等を基礎とした、地域ごとの医療機関機能 （高齢者救急・地域急性期機能、

在宅医療等連携機能、急性期拠点機能、専門等機能）、より広域な観点から医療機関機能 （医育及

び広域診療機能）を設定するとされており、橋本市民病院のこの地域でのそして和歌山県全体の中

での役割および機能を明確化していく必要があります。

2025年度以降、橋本市民病院は、和歌山県・和歌山県立医大との連携のもと遠隔ICUの導入検

証、診療看護師受け入れおよび研修体制の確立、在宅診療へのかかわりなど、新しいチャレンジも

始まっています。経営状況は厳しい中ではありますが、橋本市民病院は地域における医療ニーズに

応えられるよう、スタッフの皆さま病院全体として向上できればと願います。

また、この病院年報をご覧いただいた他の医療機関や地域の方々におきましても、橋本市民病院

に対して、これまで同様ご指導・ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

2025年10月

「2024年度　病院年報巻頭言」	 病院長　駿田　直俊
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理　　念
　　

１．医療を介して地域の発展に尽くす
２．こころの通う医療で地域住民の健康の保持・増進に尽くす
３．中核病院としての機能の向上に尽くす

基本方針
　　

１. 患者の権利を尊重し、理解と納得に基づいた信頼される医療を目指します
２. 急性期医療を中心に、安全・良質で適切な医療を提供します
３. 病病連携、病診連携に努め、地域完結型医療を推進します
４. 医学の研鑽に励み、地域での医療の進歩と後進の育成に寄与します
５. 行政の医療、保健、福祉施策に積極的に参画します
６. 公共性と経済性を考慮し、健全な病院経営に努めます

患者の権利
　　

１．人格を尊重される権利
２．質の良い医療を平等に受ける権利
３．病気について納得できるまで説明を受ける権利
４．自分の病気に対する治療・検査等を自分で選択し、自分で決定する権利
５．自分の受けている医療に対する情報を知る権利
６．医療上生じたプライバシーを保護される権利

患者の義務
　　

１．診療にあたって正しい情報を提供する義務
２．医療へ積極的に参加する義務
３．規則を遵守して他の患者に対して迷惑をかけない義務

1病院の理念　基本方針　患者の権利と義務
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こどもの患者さんの権利
　　

１．あなたは、ひとりの人として大切にされます
（こどもの基本的人権の尊重）

２．あなたは、診療や入院のとき、できる限り家族といっしょにいてもらうこ
とができます　

（養育者から守られる権利）

３．あなたは、病院にいても、遊んだり、勉強したりすることができます
（選ぶ権利、教育を受ける権利）

４．あなたは、病気のことや病気を治していく方法についてあなたが知りたい
ことを、病院の人たちにわかりやすい言葉で教えてもらうことができま
す
そして、自分の思いや考え方を病院の人に伝えて、いっしょに考えても
らうことができます　

（知る権利、意思表示の権利）

５．あなたは、あなたにとっていちばんよいと思われる治療を受けることがで
きます
病院の人たちとあなたの家族は、あなたの病気や治療にともなう痛みや
苦しみをできる限り少なくする努力をします

（最善の医療を受ける権利）

６．あなたがほかの人に知られたくないことは守られます
（秘密を守られる権利）

2 こどもの患者さんの権利
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1947年 伊都郡橋本町大字妻に １ 町 ６ ヶ村組合立「国保橋本病院」開設

1952年 全館焼失

1953年 橋本市東家に移転

1954年９月 橋本町外七ヶ町村組合立国保病院
（内科、産婦人科、小児科、放射線科）

1957年 結核診療所（50 床）開設、病床数 163 床
（内科、外科、産婦人科、小児科、耳鼻咽喉科、歯科）

1963年11月 新築第一期工事完成
「国保橋本市民病院」（総合病院）として事業開始
（内科、外科、産婦人科、小児科、耳鼻咽喉科、歯科、

整形外科、眼科、神経精神科）

1964年11月 新築第二期工事完成
病床数 323 床（一般 130、結核 70、精神 100、伝染 23）
付設准看護婦養成所開校（1991 年 ３ 月閉所）
救急告示病院の指定

1965年 地方公営企業法適用（一部適用）

1970年５月 有志で託児を開始（市役所別館）

1991年 医療事務業務の委託開始

1992年 伝染病床、精神病床を閉鎖し、一般病床 255 床となる

1993年 脳神経外科、循環器科開設

1993年10月 病院託児所「ひまわり園」を開設

1994年 訪問看護ステーション併設、橋本市介護支援センター併設、
健診センター（人間ドック）開設

1995年 看護基準 2.5 対 １（13 対 １）の届出

1996年 泌尿器科開設、眼科の常勤化

1997年 麻酔科開設
地域災害拠点病院に指定

1999年 物品管理システムの導入（３ 月）、給食業務の全面委託（４ 月）

2000年 （橋本市）歯科保健センター開設

2001年 院外処方を完全実施（11 月）、ナースキャップの廃止（11 月）

2003年４月 地域医療連携室開設
院内託児所で給食を開始（病院給食委託業者に依頼）

2003年11月 臨床研修病院（管理型）に指定

2004年４月 地方公営企業法全部適用（市長が管理者を兼務）

2004年10月 放射線科の常勤医化

2004年11月 橋本市小峰台に許可病床数 300 床（稼動 250 床）で新築移転（11 月）
病院名を「橋本市民病院」に改名
訪問看護ステーション・健診センター・歯科保健センターは併設継続、橋本市介護支
援センターは併設せず、東家地区で継続
院内託児所「ひまわり園」リニューアル

2005年１月 院内託児所において 24 時間保育を開始

2005年10月 病院事業管理者を設置

2006年３月 ＤＰＣ（診断群分類包括評価）対象病院の許可（厚生労働省）

病院の沿革
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2006年４月 心臓血管外科、呼吸器科（４ 月）、循環器センターの開設（４ 月）
看護基準 10 対 １ 看護の届出
女性専門外来、女性泌尿器外来、男性更年期外来開設

2006年６月 乳腺・呼吸器外科開設

2006年７月 ＤＰＣによる包括診療開始
和歌山県立医科大学第二病理教室より病理医派遣

（毎週水曜日：病理診断開始）

2006年９月 皮膚科外来診療科開始

2006年11月 日本医療機能評価機構の認定病院となる

2007年１月 がん診療連携拠点病院に指定

2007年３月 地域包括医療・ケア認定施設に認定

2007年７月 ５ 階東病棟 30 床稼働（うち亜急性期病床 20 床）

2008年４月 ５ 階東病棟 20 床稼働（300 床フルオープン）

2008年５月 急性期病床 288 床、亜急性期病床 12 床に変更

2008年８月 病理診断科開設（常勤病理医着任）

2009年４月 皮膚科常勤化、耳鼻咽喉科の非常勤体制に変更

2009年６月 臨床研修病院（基幹型）の返上
和歌山県立医科大学の協力型として継続

2009年８月 呼吸器内科常勤医 ２ 名退職し、非常勤体制に変更

2009年９月 和歌山県立医科大学より内科地域枠常勤医師の派遣（2010.３ 月まで）

2009年10月 眼科常勤医師 ２ 名体制

2010年１月 ５ 階東病棟閉鎖（稼動病床数 250 床）、亜急性期病床の廃止
呼吸器内科常勤化（近畿大学医学部より常勤医赴任）

2010年２月 和歌山 DMAT 指定病院に指定

2011年４月 腎臓内科の開設

５ 階東病棟の再開、３ 階東病棟を産婦人科病棟に変更し 46 床から 20 床に減床

（稼働病床数 274 床：うち亜急性期病床 ８ 床）
（医療安全管理部、医療安全管理室の開設）

2011年７月 病院敷地内禁煙の実施
禁煙外来の実施

2011年９月 基幹型臨床研修病院の指定

2012年１月 日本医療機能評価機構認定更新 Ver.６
（認定期間 2011.11.20 ～ 2016.11.19）

2013年２月 医療情報システムの更新

2013年７月 医療安全管理部、医療安全管理室と独立して医療安全管理部、感染管理室を開設

2013年10月 診療技術部　超音波検査室を開設
ＨＣＵ ６ 床開設、地域包括ケア病棟開設

（稼働病床数 280 床：うちＨＣＵ ６ 床、地域包括ケア病棟 50 床）
救急科の開設、診療情報部を開設

2014年９月 リハビリテーション科を東館に新設・移転

2015年４月 へき地医療拠点病院に指定
（稼働病床数 300 床：うちＨＣＵ ６ 床、地域包括ケア病棟 50 床）

2016年４月 卒後臨床研修センター開設、総合内科の開設

2016年12月 内視鏡センター開設

2017年４月 腫瘍内科の開設

4 病院の沿革
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2017年８月 血液内科の開設

2018年４月 血管内治療センター開設、地域医療部に入退院支援室を開設

2018年８月 脳死下臓器提供を実施（心臓、肺、肝臓、膵臓、腎臓、眼球の提供）

2019年３月 乳腺・呼吸器外科常勤医 ２ 名退職し、非常勤体制に変更

2020年１月 病院マイクロバスの運行停止

2020年４月 リウマチ・膠原病科の開設

2022年２月 医療情報システムの更新（NEC 社製　MegaOak/iS）

2022年４月 脳血管内治療科の設置

2022年７月 地域包括ケア病棟 50 床から 49 床へ減床

2023年４月 呼吸器外科常勤医 ２ 名着任に伴い、常勤体制による診療を再開

2024年４月 手術支援ロボット（da Vinci）導入
大型受水槽の増設

2025年１月 日本医療機能評価機構　病院機能評価 3rdG：3.0　一般病院 2 に認定
（認定期間 2025.1.6 ～ 2030.1.5）

2025年３月 NPO 法人卒後臨床研修評価機構（JCEP）　認定（4 年）
（認定期間 2025.4.1 ～ 2030.3.31）

5病院の沿革
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施設名 橋本市民病院
開設者 橋本市長
管理者 橋本市病院事業管理者
所在地 和歌山県橋本市小峰台二丁目 8 番地の 1
開設年月日 昭和 38 年 11 月 18 日

診療科

内科、循環器内科、小児科、外科、整形外科、脳神経外科、皮膚科、泌尿器科、産婦人科、
眼科、耳鼻いんこう科、歯科口腔外科、リハビリテーション科、放射線科、麻酔科、
呼吸器内科、心臓血管外科、呼吸器外科、乳腺外科、病理診断科、消化器内科、代謝内科、
救急科、腫瘍内科、血液内科、リウマチ・膠原病科

橋本市人口 58,250 人（2025 年 9 月 30 日現在）
地方公営企業法適用 1965 年 ４ 月 １ 日

指定及び指定医療機関

保険医療機関、救急告示病院、労災保険指定病院、生活保護法指定医療機関
母体保護法医療機関、未熟児養育指定医療機関、原爆被害者一般疾病指定医療機関
妊婦一般健康診査取扱機関、国民健康保険療養取扱機関、結核予防指定医療機関
地域災害拠点病院、小児慢性特定疾患治療研究事業指定病院
特定疾患治療研究事業指定病院、指定自立支援医療機関、日本医療機能評価機構認定病院
地域がん診療連携拠点病院、臨床研修病院、助産施設、公害医療機関
産科医療補償制度加入機関、地域包括医療・ケア認定施設、日本がん治療認定研修施設
和歌山 DMAT 指定病院、基幹型臨床研修病院、へき地医療拠点病院

学会認定施設

日本がん治療認定医機構認定研修施設、日本内科学会認定教育関連施設
日本高血圧学会専門医認定施設、日本消化器病学会専門医認定施設
日本循環器学会認定循環器専門医研修施設、日本外科学会外科専門医制度修練施設
日本整形外科学会専門医研修施設、日本産科婦人科学会専門医制度専攻医指導施設
日本泌尿器科学会専門医教育施設、日本口腔外科学会専門医研修機関
日本アレルギー学会アレルギー専門医教育研修施設
日本脳神経外科学会専門医プログラム研修連携施設、日本呼吸器学会認定施設
日本呼吸器内視鏡学会認定施設
日本周産期・新生児医学会周産期母体・胎児専門医研修施設
日本消化器外科学会専門医修練施設、日本臨床栄養代謝学会 ＮＳＴ稼働施設
日本病理学会研修登録施設、日本手外科学会基幹研修施設
日本脳卒中学会認定研修教育病院、マンモグラフィ検診施設
呼吸器外科専門医合同委員会認定関連施設、日本皮膚科学会認定専門医研修施設
日本麻酔科学会認定専門医研修施設、日本気管食道科学会認定気管食道科専門医研修施設
日本医学放射線学会放射線科専門医修練施設
日本医学放射線学会画像診断管理認証施設（MRI 安全管理に関する事項）
日本消化器内視鏡学会指導連携施設

許可病床数
病　　棟 病床数

3 階西病棟 54 床
3 階東病棟 41 床
4 階西病棟 50 床
4 階東病棟 50 床
5 階西病棟 50 床
5 階東病棟（地域包括ケア病棟） 49 床
ＨＣＵ病棟 6 床
合　計 300 床

病院の概要

6 病院の概要

Ⅰ 

病
院
の
概
況



橋本市民病院　主な設備	 	 	 	 	 	 	 	 	
■熱源設備

・炉筒煙管式ボイラー 伝熱面積 24.8㎡ 最大蒸発量　2.269T/h（ガス式） ２ 台

・直焚吸収式冷温水機 冷却能力 512RT 加熱能力 1532kw（ガス焚き） ２ 台

・水冷式ブラインクーラー 冷却能力 198kw（製氷時） 冷却能力 250.8kw（追掛時） １ 台

・空冷式チラー 冷却能力 26kw ２ 台

・冷却塔 開放式　 ５ 基

・空調用熱交換器 シェルアンドプレート式 １ 基

■空調設備

・空気調和器 ファンコイルユニット 354 台

・個別エアコン ファンフィルターユニット 16 台

・個別エアコン 空冷パッケージエアコン 57 台

・個別エアコン 空冷パッケージマルチエアコン 216 台

■衛生設備

・給水設備 地下設置 市水（上水）受水槽 60㎥ 加圧給水方式 ２ 槽

屋外設置 市水（上水）受水槽 306㎥ 加圧給水方式 ２ 槽

雑用水受水槽 120㎥ 加圧給水方式 ２ 槽

・給湯設備 貯湯槽 7㎥ ２ 槽

・排水設備 公共下水道に放流

排水槽（雑排水、汚水、湧水、感染排水、検査排水　他）

・プロパンガス設備 中圧供給

■電気設備

・受電方式 ３ 相 ３ 線式　6.6KV ２ 回線受電

・設備容量 5,275kVA

・コージェネ発電機 発電容量 185kW ２ 台

・非常用発電機 発電容量 750kVA １ 台

発電容量 300kVA １ 台

・交流無停電電源設備 負荷容量 150kVA （本館・東館） １ 組

・弱電通信設備 電話交換設備、ナースコール設備、電気時計設備、放送設備、

入出退管理設備、映像・音響設備、監視カメラ設備、駐車場

管制設備　他

7主な設備
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■防災設備

スプリンクラー設備、屋内消火栓設備、連結送水管設備、泡消火設備

自動火災報知設備、ガス漏れ火災報知設備、非常放送設備

誘導灯設備、防排煙設備、非常電源設備、火災通報設備

ハロゲン消火設備、ダクト消火設備、移動式粉末消火設備

■昇降機設備

一般用エレベーター（常用兼車椅子用） ５ 台

一般用エレベーター（常用兼車椅子寝台用） ２ 台

厨房用エレベーター（人荷共用） １ 台

供給用エレベーター（人荷共用） １ 台

救急用エレベーター（人荷共用） １ 台

既滅菌用エレベーター（人荷共用） １ 台

小荷物用エレベーター（荷物専用） １ 台

■医療用ガス設備

・酸素供給装置 液酸タンク（CE）　２ トン

予備マニーホールド（手動切替方式 2 列 12 本立て）

・治療用空気供給設備

オイルフリーコンプレッサー　11KW（5.5KW × ２ 台）

タンク容量　700L

・吸引設備 水封式吸引ポンプ　7.5KW

タンク容量 1500L

・その他の供給設備

窒素供給設備、炭酸ガス供給設備、非治療用空気供給設備

笑気ガス供給設備

8 主な設備
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職員数推移

（単位：人）
2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 2024 年度

病　　院 常勤 非常勤 常勤 非常勤 常勤 非常勤 常勤 非常勤 常勤 非常勤 常勤 非常勤

診療部 医師 48 46 48 47 54 49 55 49 59 53 62 49

歯科医師 2 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2 1

小　　計 50 47 50 48 56 50 57 50 61 54 64 50

看護部 看護師 167 31 160 32 154 38 160 34 160 35 164 38

助産師 11 3 11 3 13 4 16 3 15 3 11 5

准看護師 1 5 1 5 1 5 1 5 1 5 1 4

看護助手等 0 40 0 55 0 59 0 56 0 56 0 58

小　　計 179 79 172 95 168 106 177 98 176 99 176 105

診療技術部 薬剤師 10 1 10 1 13 1 13 0 13 1 14 1

放射線技師 10 1 10 1 10 1 10 1 12 1 11 1

臨床検査技師 10 3 12 2 12 2 12 2 11 4 13 3

超音波検査士 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0

理学療法士 23 0 22 0 23 0 23 0 21 0 23 0

作業療法士 4 0 3 0 4 0 4 0 4 0 4 0

言語聴覚士 4 0 3 0 3 0 3 0 3 0 2 0

臨床工学技士 7 0 7 0 7 0 6 0 6 0 7 0

管理栄養士 3 0 3 0 3 0 3 0 3 0 3 1

歯科技工士 1 0 1 0 1 0 1 0 0 1 0 1

歯科衛生士 0 4 0 2 0 3 0 2 0 4 0 4

その他技師 0 3 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4

小　　計 73 12 72 10 77 11 76 9 74 15 78 15

事務局 事務職員 21 31 22 32 22 36 22 35 20 38 24 37

社会福祉士 4 0 4 0 5 0 5 0 5 0 5 0

その他職員 0 12 0 12 0 8 0 10 1 8 1 7

小　　計 25 43 26 44 27 44 27 45 26 46 30 44

合　　計 327 181 320 197 328 211 337 202 337 214 348 214

訪問看護ステーション 常勤 非常勤 常勤 非常勤 常勤 非常勤 常勤 非常勤 常勤 非常勤 常勤 非常勤

訪問看護
ステーション 看護師 - - 0 7 0 8 0 8 0 9 0 8

事務職員 - - 0 4 0 4 0 4 0 3 0 4

合　　計 - - 0 11 0 12 0 12 0 12 0 12

病院事業合計 327 181 320 208 328 223 337 214 337 226 348 226
※ 2020 年度に訪問看護ステーションを統合

※各年度 ３ 月 31 日時点の実人数

10 職員数推移

Ⅰ 

病
院
の
概
況



届出施設基準等一覧
2025 年 ３ 月 31 日現在

基　本　診　療　料　の　施　設　基　準　（届出）
項　　　　　目 受理日付 受理番号 備　　　考

医療DX推進体制整備加算 令和 6年 6月 1日 （医療ＤＸ） 第 230 号

地域歯科支援病院歯科初診料 平成 31年 4月 1日 （病初診） 第 14号

歯科外来医療安全対策加算 ２ 令和 6年 6月 1日 （外安全 ２） 第 28号

歯科外来診療感染対策加算 ４ 令和 6年 6月 1日 （外感染 ４） 第 4号

歯科診療特別対応連携加算 令和 4年 4月 1日 （歯特連） 第 9号

一般病棟入院基本料 急性期一般 ４ 令和 6年 10月 1日 （一般入院） 第 1109 号

救急医療管理加算 令和 2年 4月 1日 （救急医療） 第 30号

超急性期脳卒中加算 平成 20年 4月 1日 （超急性期） 第 5号

診療録管理体制加算 ２ 平成 26年 5月 1日 （診療録 １） 第 9号

医師事務作業補助体制加算 １ 50 対 1 平成 26年 4月 1日 （事補 １） 第 4号

急性期看護補助体制加算
　夜間看護体制加算
　夜間急性期看護補助体制加算
　補助体制充実加算 １

25 対 15 割以上

夜間 100 対 1
令和 7年 1月 1日 （急性看補） 第 296 号

療養環境加算 平成 26年 7月 1日 （療） 第 457 号

栄養サポートチーム加算 平成 29年 11月 1日 （栄養チ） 第 25号

医療安全対策加算 １
　医療安全対策地域連携加算 １

平成 30年 4月 1日 （医療安全 １）第 67号

感染対策向上加算 １
　指導強化加算

令和 4年 4月 1日 （感染対策 １）第 6号

患者サポート体制充実加算 平成 25年 3月 1日 （患サポ） 第 38号

報告書管理体制加算 令和 4年 4月 1日 （報告管理） 第 2号

ハイリスク妊娠管理加算 平成 21年 4月 1日 （ハイ妊娠） 第 35号

ハイリスク分娩管理加算 平成 22年 4月 1日 （ハイ分娩） 第 19号

呼吸ケアチーム加算 平成 29年 6月 1日 （呼吸チ） 第 6号

病棟薬剤業務実施加算 １ 令和 3年 6月 1日 （病棟薬 １） 第 47号

病棟薬剤業務実施加算 ２ 令和 3年 6月 1日 （病棟薬 ２） 第 7号

データ提出加算 ２イ（200 床以上の病院） 平成 26年 10月 1日 （データ提） 第 46号

入退院支援加算 １
　入院時支援加算
　総合評価加算
　地域連携診療計画加算

令和 6年 10月 1日 （入退支） 第 263 号

せん妄ハイリスクケア加算 令和 2年 4月 1日 （せん妄ケア）第 15号

認知症ケア加算 ３ 令和 6年 10月 1日 （認ケア） 第 113 号

地域医療体制確保加算 令和 2年 4月 1日 （地医確保） 第 5号

協力対象施設入所者入院加算 令和 7年 3月 1日 （協力施設） 第 15号

ハイケアユニット入院医療管理料 １ 令和 6年 10月 1日 （ハイケア １）第 21号

小児入院医療管理料 ４ 平成 27年 8月 1日 （小入 ４） 第 411 号

※入院時食事療養費 １ 平成 18年 3月 1日 （食） 第 453 号

※療担規則等に基づき厚生労働大臣が定める掲示事項

特　掲　診　療　料　の　施　設　基　準　（届出）
項　　　　　目 受理日付 受理番号 備　　　考

歯科疾患管理料の「注 11」に掲げる総合医療管理加算及び歯科
治療時医療管理料 平成 28年 4月 1日 （医管） 第 55号

心臓ペースメーカー指導管理料の注 ５に規定する遠隔モニタリ
ング加算 令和 4年 4月 1日 （遠隔ペ） 第 10号

外来栄養食事指導料の注 ２に規定する基準 令和 5年 10月 1日 （外来食指） 第 5号

糖尿病合併症管理料 平成 20年 4月 1日 （糖管） 第 4号

がん性疼痛緩和指導管理料 平成 22年 4月 1日 （がん疼） 第 21号

がん患者指導管理料イ 平成 23年 5月 1日 （がん指イ） 第 10号

がん患者指導管理料ロ 平成 26年 4月 1日 （がん指ロ） 第 2号

がん患者指導管理料ハ 平成 26年 4月 1日 （がん指ハ） 第 2号

糖尿病透析予防指導管理料 平成 25年 7月 1日 （糖防管） 第 17号

小児運動器疾患指導管理料 令和 4年 2月 1日 （小運指管） 第 20号

乳腺炎重症化予防ケア・指導料 平成 30年 4月 1日 （乳腺ケア） 第 3号

婦人科特定疾患治療管理料 令和 2年 10月 1日 （婦特管） 第 81号

二次性骨折予防継続管理料 １ 令和 4年 4月 1日 （二骨管 １） 第 16号

二次性骨折予防継続管理料 ２ 令和 4年 4月 1日 （二骨継 ２） 第 14号

二次性骨折予防継続管理料 ３ 令和 4年 4月 1日 （二骨継 ３） 第 17号

下肢創傷処置管理料 令和 4年 10月 1日 （下創管） 第 12号

地域連携夜間・休日診療料 平成 22年 4月 1日 （夜） 第 2号
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特　掲　診　療　料　の　施　設　基　準　（届出）
項　　　　　目 受理日付 受理番号 備　　　考

院内トリアージ実施料 平成 30年 4月 1日 （トリ） 第 16号

夜間休日救急搬送医学管理料の注 ３に掲げる救急搬送看護体制
加算 令和 2年 4月 1日 （救搬看体） 第 31号

外来腫瘍化学療法診療料 １ 令和 6年 10月 1日 （外化診 １） 第 33号

連携充実加算 令和 4年 4月 1日 （外化連） 第 16号

外来腫瘍化学療法診療料の注 ９に規定するがん薬物療法体制充
実加算 令和 6年 6月 1日 （外化薬） 第 4号

ニコチン依存症管理料 平成 29年 7月 1日 （ニコ） 第 313 号

がん治療連携計画策定料 平成 29年 12月 1日 （がん計） 第 188 号

肝炎インターフェロン治療計画料 平成 22年 4月 1日 （肝炎） 第 1号

薬剤管理指導料 平成 22年 9月 1日 （薬） 第 435 号

地域連携診療計画加算 平成 28年 4月 1日 （地連計） 第 1号

医療機器安全管理料 １ 平成 20年 4月 1日 （機安 １） 第 19号

在宅療養後方支援病院 平成 26年 4月 1日 （在後病） 第 1号

在宅酸素療法指導管理料の注 ２に掲げる遠隔モニタリング加算 平成 30年 4月 1日 （遠隔酸素） 第 1号

在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料の注 ２に掲げる遠隔モニタリ
ング加算 平成 30年 4月 1日 （遠隔持陽） 第 11号

精密触覚機能検査 令和 1年 11月 1日 （精密触覚） 第 2号

遺伝学的検査の注 １に規定する施設基準 令和 6年 7月 1日 （遺伝検 １） 第 19号

ＢＲＣＡ １／ ２遺伝子検査 腫瘍細胞を検体とするもの
血液を検体とするもの 令和 4年 4月 1日 （ＢＲＣＡ） 第 17号

先天性代謝異常検査 令和 2年 4月 1日 （先代異） 第 1号

ＨＰＶ核酸検出及びＨＰＶ核酸検出（簡易ジェノタイプ判定） 平成 26年 4月 1日 （ＨＰＶ） 第 58号

検体検査管理加算（Ⅰ） 平成 20年 4月 1日 （検Ⅰ） 第 468 号

検体検査管理加算（Ⅱ） 平成 20年 4月 1日 （検Ⅱ） 第 15号

ヘッドアップティルト試験 平成 28年 1月 1日 （ヘッド） 第 10号

コンタクトレンズ検査料 １ 平成 29年 4月 1日 （コン １） 第 391 号

小児食物アレルギー負荷検査 平成 18年 4月 1日 （小検） 第 3号

画像診断管理加算 １ 令和 2年 4月 1日 （画 １） 第 436 号

画像診断管理加算 ２ 令和 2年 7月 1日 （画 ２） 第 411 号

ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影
64列以上のマルチスライスCT 令和 2年 7月 1日 （C・M） 第 404 号

MRI（1.5 テスラ以上） 平成 24年 4月 1日 （C・M） 第 275 号

冠動脈ＣＴ撮影 令和 2年 7月 1日 （冠動Ｃ） 第 13号

心臓ＭＲＩ加算 令和 2年 7月 1日 （心臓Ｍ） 第 14号

抗悪性腫瘍剤処方管理加算 平成 22年 4月 1日 （抗悪処方） 第 11号

外来化学療法加算 １ 平成 29年 1月 1日 （外化 １） 第 450 号

無菌製剤処理料 平成 20年 4月 1日 （菌） 第 420 号

心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ） 平成 28年 4月 1日 （心Ⅰ） 第 13号

脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ） 平成 29年 1月 1日 （脳Ⅰ） 第 108 号

運動器リハビリテーション料（Ⅰ） 平成 26年 9月 1日 （運Ⅰ） 第 114 号

呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ） 平成 26年 9月 1日 （呼Ⅰ） 第 88号

がん患者リハビリテーション料 平成 26年 9月 1日 （がんリハ） 第 18号

集団コミュニケーション療法料 平成 26年 9月 1日 （集コ） 第 17号

歯科口腔リハビリテーション料 ２ 平成 26年 4月 1日 （歯リハ ２） 第 3号

医科点数表第 ２章第 ９ 部処置の通則の ５に掲げる処置の休日加
算 １ 平成 27年 2月 1日 （医処休） 第 2号

医科点数表第 ２章第 ９ 部処置の通則の ５に掲げる処置の時間外
加算 １ 平成 27年 2月 1日 （医処外） 第 2号

医科点数表第 ２章第 ９ 部処置の通則の ５に掲げる処置の深夜加
算 １ 平成 27年 2月 1日 （医処深） 第 2号

ストーマ合併症加算 令和 6年 6月 1日 （スト合） 第 8号

口腔粘膜処置 平成 30年 4月 1日 （口腔粘膜） 第 69号

レーザー機器加算 平成 30年 4月 1日 （手光機） 第 65号

歯科技工加算 平成 22年 4月 1日 （歯技工） 第 85号

緊急整復固定加算及び緊急挿入加算 令和 4年 7月 1日 （緊整固） 第 5号

緊急穿頭血腫除去術 令和 6年 6月 1日 （緊穿頭） 第 2号

仙骨神経刺激装置植込術及び仙骨神経刺激装置交換術 過活動膀胱に係るもの 平成 29年 11月 15日 （仙神交便） 第 2号

乳がんセンチネルリンパ節加算 １ 併用法 令和 1年 9月 1日 （乳セ １） 第 12号

食道縫合術（穿孔、損傷）（内視鏡によるもの）、内視鏡下胃、
十二指腸穿孔瘻孔閉鎖術、胃瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、小
腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、結腸瘻閉鎖術（内視鏡による
もの）、腎（腎盂）腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、尿管腸瘻
閉鎖術（内視鏡によるもの）、膀胱腸瘻閉鎖術（内視鏡によるも
の）、腟腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）

平成 30年 4月 1日 （穿瘻閉） 第 5号

経皮的冠動脈形成術（特殊カテーテルによるもの） 令和 2年 4月 1日 （経特） 第 420 号

経皮的中隔心筋焼灼術 令和 2年 2月 1日 （経中） 第 9号

ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術 平成 18年 3月 1日 （ペ） 第 412 号

大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法） 平成 18年 3月 1日 （大） 第 407 号

早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術 平成 25年 4月 1日 （早大腸） 第 7号

腹腔鏡下結腸悪性腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合） 令和 7年 2月 1日 （腹結悪支） 第 3号

体外衝撃波腎・尿管結石破砕術 平成 18年 3月 1日 （腎） 第 406 号
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特　掲　診　療　料　の　施　設　基　準　（届出）
項　　　　　目 受理日付 受理番号 備　　　考

膀胱水圧拡張術及びハンナ型間質性膀胱炎手術（経尿道） 令和 6年 12月 1日 （膀胱ハ間） 第 6号

腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍摘出術 平成 29年 1月 1日 （腹前） 第 6号

腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる
もの） 令和 6年 9月 1日 （腹前支機） 第 4号

腹腔鏡下腟式子宮全摘術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） 令和 6年 12月 1日 （腹膣子内支）第 6号

医科点数表第 ２章第１０部手術の通則の１２に掲げる手術の休
日加算 １ 平成 27年 2月 1日 （医手休） 第 3号

医科点数表第 ２章第１０部手術の通則の１２に掲げる手術の時
間外加算 １ 平成 27年 2月 1日 （医手外） 第 3号

医科点数表第 ２章第１０部手術の通則の１２に掲げる手術の深
夜加算 １ 平成 27年 2月 1日 （医手深） 第 3号

医科点数表第 2章第 10部手術の通則の 16に掲げる手術 平成 26年 4月 1日 （胃瘻造） 第 14号

輸血管理料Ⅱ 平成 24年 9月 1日 （輸血Ⅱ） 第 25号

人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算 平成 24年 10月 1日 （造設前） 第 9号

胃瘻造設時嚥下機能評価加算 平成 26年 4月 1日 （胃瘻造嚥） 第 6号

広範囲顎骨支持型装置埋入手術 令和 1年 10月 1日 （人工歯根） 第 4号

麻酔管理料（Ⅰ） 平成 18年 3月 1日 （麻管 １） 第 412 号

保険医療機関間の連携による病理診断 令和 1年 5月 1日 （連携診） 第 7号

病理診断管理加算 １ 平成 24年 4月 1日 （病理診 １） 第 3号

悪性腫瘍病理組織標本加算 平成 30年 4月 1日 （悪病組） 第 4号

口腔病理診断管理加算 １ 平成 26年 4月 1日 （口病診 １） 第 1号

クラウン・ブリッジ維持管理料 平成 18年 3月 1日 （補管） 第 727 号

看護職員処遇改善評価料４６ 令和 6年 7月 1日 （看処遇 46） 第 2号

外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ） 令和 6年 6月 1日 （外在ベⅠ） 第 90号

歯科外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ） 令和 6年 6月 1日 （歯外在ベⅠ）第 24号

入院ベースアップ評価料６３ 令和 6年 6月 1日 （入ベ 63） 第 2号

※酸素の届出 令和 6年 4月 1日 （酸単） 第 8964 号

※療担規則等に基づき厚生労働大臣が定める掲示事項
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（単位：千円）

年度

科目

2004年度
（平成16年度）
（移転開設年度）

2009年度
（平成21年度）

2014年度
（平成26年度）

2019年度
（令和元年度）

2020年度
（令和2年度）

2021年度
（令和3年度）

2022年度
（令和4年度）

2023年度
（令和5年度

2024年度
（令和6年度）

2025年度
（令和7年度）

予算額

病院事業収益① 3,429,768 6,227,460 7,006,482 7,394,520 7,907,330 8,701,608 8,562,420 7,246,557 7,378,792 7,975,084

　医業収益 3,128,080 5,478,757 6,227,436 6,601,594 6,395,859 6,417,410 6,603,204 6,155,125 6,414,484 6,895,045

　　入院収益 2,070,774 3,615,003 4,294,039 4,585,608 4,554,455 4,458,340 4,670,803 4,224,215 4,386,317 4,932,396

　　外来収益 840,087 1,392,571 1,563,996 1,694,017 1,459,597 1,676,533 1,667,209 1,654,698 1,745,454 1,635,920

　　その他医業収益 217,219 471,183 369,401 321,969 381,807 282,537 265,192 276,212 282,713 326,729

　医業外収益 300,191 472,198 775,011 751,276 1,269,438 2,031,056 1,642,108 834,690 691,341 804,085

　訪問看護収益 - - - - 70,237 74,831 67,452 68,454 85,265 74,074

　特別利益 1,497 276,505 4,035 41,650 171,796 178,311 249,656 188,288 187,702 201,880

病院事業費用② 4,972,217 6,533,493 6,888,215 7,662,237 7,553,227 7,462,961 8,171,537 8,144,506 8,341,694 8,568,545

　医業費用 3,784,633 6,136,873 6,302,983 7,238,511 6,928,484 6,924,588 7,544,512 7,620,160 7,848,130 8,341,108

　　給与費 2,269,406 2,894,863 3,254,903 4,041,264 3,878,200 4,079,083 4,293,010 4,334,149 4,457,530 4,498,346

　　材料費 838,491 1,340,444 1,392,014 1,376,567 1,238,827 1,190,483 1,387,949 1,301,795 1,434,647 1,538,648

　　経費 619,620 909,645 1,036,176 1,238,850 1,252,487 1,291,365 1,429,473 1,502,215 1,466,076 1,810,394

　　減価償却費 50,127 983,281 607,284 564,904 545,592 319,072 402,970 452,843 467,911 474,428

　　その他医業費用 6,989 8,640 12,606 16,926 13,378 44,585 31,110 29,158 21,966 19,292

　医業外費用 247,814 386,135 411,728 414,416 428,459 467,553 470,521 452,875 417,763 135,820

　訪問看護費用 - - - - 65,682 66,998 65,013 65,591 74,473 88,017

　特別損失 939,770 10,485 173,504 9,310 130,602 3,822 91,491 5,880 1,328 3,600

差引①－② △ 1,542,449 △ 306,033 118,267 △ 267,717 354,103 1,238,647 390,883 △ 897,949 △ 962,902 △ 593,461

資本的収入③ 6,989,142 570,255 68,900 396,757 491,907 1,038,443 850,198 727,834 457,240 639,534

資本的支出④ 7,012,542 1,172,169 714,583 717,858 830,366 1,339,974 1,119,887 1,144,777 960,447 1,199,901

差引③－④ △ 23,400 △ 601,914 △ 645,683 △ 321,101 △ 338,459 △ 301,531 △ 269,689 △ 416,943 △ 503,207 △ 560,367

備考：病院事業収益・費用は税抜き額、資本的収入・支出は税込み額　
　　　予算額は税込み額であり、予備費 1,000 千円が含まれる

経営状況
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１ー １	 科別 １ 日平均患者数
	 ２	 １ 日平均入院患者数
	 ３	 １ 日平均外来患者数

２ー １	 新入院数（科別）
	 ２	 施設基準上の平均在院日数
	 ３	 科別平均在院日数（単純計算）

３ー １	 病棟別延べ患者数
	 ２	 病棟別入院数
	 ３	 重症度、医療・看護必要度
	 ４	 必要度の分子および分母

４ー １	 紹介率・逆紹介率（割合）
	 ２	 紹介患者数（初診）

５ー １	 救急車件数
	 ２	 救急車搬送元別
	 ３	 消防搬送先

６ー １	 科別診療収入
	 ２	 入院収入（自費除く）
	 ３	 外来収入（自費除く）

７ー １	 入院収入（自費含む）
	 ２	 入院行為別
	 ３	 入院単価
	 ４	 入院単価の構成

８ー １	 外来収入（自費含む）
	 ２	 外来行為別
	 ３	 外来単価
	 ４	 外来単価の構成

2024 年度　医事統計
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診療科
R04年度 R05年度 令和 06 年 令和 06 年 令和 07 年 前年同月比較 前年同月まで月平均比較

平均 平均 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 R06.3 R07.3 前年比 R06.3 R07.3 前年比

内科 46.4 42.2 51.9 47.9 48.1 48.7 52.1 51.0 51.9 56.2 58.2 54.0 50.9 63.2 74.1 72.5 67.5 48.1 67.5 140.4% 42.2 57.8 137.0%

消内 10.6 12.4 8.5 9.6 12.9 10.6 11.3 14.8 13.5 12.2 16.1 18.7 15.2 13.7 10.6 13.0 12.2 12.9 12.2 94.0% 12.3 13.4 108.4%

代内 1.6 1.9 0.6 3.1 1.7 2.7 1.1 2.3 0.6 0.4 1.5 0.6 0.0 0.6 0.7 1.4 1.3 1.7 1.3 78.8% 1.9 1.1 57.4%

呼内 26.4 20.7 28.7 22.9 21.5 23.3 21.2 17.7 22.6 23.3 16.4 12.2 13.0 18.5 20.7 14.9 14.3 21.5 14.3 66.6% 20.7 18.1 87.3%

循内 21.5 17.5 25.4 23.1 18.1 18.8 16.3 17.0 14.2 16.8 13.6 14.8 16.6 16.7 18.5 29.6 25.9 18.1 25.9 143.2% 17.5 18.0 103.0%

外科 16.7 12.9 10.5 11.7 11.1 11.2 13.4 14.9 15.6 15.0 18.2 16.9 17.3 17.7 14.8 15.3 16.1 11.1 16.1 145.1% 12.9 15.4 119.1%

整形 42.9 42.0 40.7 40.8 34.8 29.2 31.2 35.9 30.5 32.1 31.1 38.6 43.0 43.5 43.1 39.0 40.6 34.8 40.6 116.6% 42.1 36.2 86.0%

脳外 10.8 11.1 9.7 12.4 14.9 12.1 9.8 10.4 12.6 14.1 12.5 15.4 15.1 14.2 14.6 13.9 14.5 14.9 14.5 97.6% 11.1 13.2 118.5%

脳血 6.8 7.0 9.5 8.1 7.5 5.8 6.2 4.0 4.0 1.9 3.7 5.6 6.9 5.9 8.1 8.2 5.6 7.5 5.6 74.8% 7.0 5.4 77.3%

乳腺 0.0 1.7 2.0 1.8 0.2 0.2 2.2 2.1 0.4 0.1 0.7 1.1 0.6 1.2 1.4 0.2 1.2 0.2 1.2 616.7% 1.7 0.9 54.3%

心外 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 ー 0.0 0.0 ー

泌尿 7.6 7.7 6.0 7.7 4.8 6.3 7.5 6.3 6.7 8.0 9.0 10.0 9.7 9.3 10.3 8.7 5.5 4.8 5.5 114.0% 7.7 8.0 104.9%

皮膚 1.2 0.4 0.6 1.0 1.3 1.3 1.5 2.0 1.3 0.0 0.5 1.1 0.8 0.5 1.0 1.0 1.8 1.3 1.8 141.0% 0.4 1.0 236.5%

眼科 2.7 2.6 2.7 2.1 2.7 3.5 2.3 1.5 1.7 1.1 1.2 0.9 1.7 1.2 1.7 1.6 1.5 2.7 1.5 57.1% 2.6 1.7 62.5%

放射 0.0 0.1 0.6 0.8 0.0 0.0 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 1.0 1.1 0.2 0.0 0.2 0.0 0.2 ー 0.1 0.3 190.1%

耳鼻 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 ー 0.0 0.0 ー

麻酔 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 ー 0.0 0.0 ー

小児 2.5 3.1 2.3 2.4 3.4 3.1 4.7 2.5 3.4 3.4 1.3 2.3 2.9 1.5 2.7 1.5 3.2 3.4 3.2 92.5% 3.1 2.7 87.7%

産婦 19.4 19.3 21.2 22.7 20.8 13.1 10.9 11.8 12.8 15.9 17.8 17.8 11.8 11.7 9.6 10.0 12.0 20.8 12.0 57.4% 19.3 12.9 66.5%

救急 0.1 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.4 0.5 0.5 0.9 0.3 0.1 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1 0.0 0.1 400.0% 0.1 0.3 427.5%

歯科 3.3 3.1 1.0 1.7 2.4 3.3 2.8 1.4 4.4 2.9 4.0 4.8 2.4 1.6 4.3 4.5 4.3 2.4 4.3 179.7% 3.1 3.4 108.9%

リハ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 ー 0.0 0.0 ー

リ膠 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 ー 0.0 0.0 ー

合計 220.5 205.9 222.1 219.9 206.4 193.1 195.4 196.2 196.8 204.2 206.2 215.2 209.2 222.0 236.7 235.5 227.9 206.4 227.9 110.5% 206.0 209.7 101.8%

退院含 235.8 221.1 236.3 236.2 221.2 209.0 209.7 210.7 212.5 219.4 221.5 231.4 226.0 239.3 253.8 252.4 244.7 221.2 244.7 110.6% 221.1 225.6 102.0%

入院(24時)患者数

前年度 今年度 比
206.4 227.9 110.5%

前年度 今年度 比
206.0 209.7 101.8%

外来患者数

前年度 今年度 比
526.6 514.2 97.6%

前年度 今年度 比
533.1 516.6 96.9%

当月のみ

当月まで月平均

当月のみ

当月まで月平均

215.7 211.4 208.0 204.9 211.3

191.8
202.0 196.0

182.0

222.1 219.9
206.4 205.9

193.1 195.4 196.2 196.8
204.2 206.2

215.2 209.2
222.0

236.7 235.5
227.9

209.7

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年度平均

R04

R05

R06

499.1

536.9 529.5
546.5

515.7

549.3

508.5
528.3

564.4
544.0 548.0

526.6 532.7

496.4 505.7 516.9 505.5 498.2

537.6

501.0 504.4

564.4
539.0

524.8 514.2 516.6

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年度平均

R04
R05
R06

　１－ １　科別 １日平均患者数

　１－ ２　１日平均入院患者数（退院日除く 24 時患者）
経過 12 か月
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診療科
R04年度 R05年度 令和 06 年 令和 06 年 令和 07 年 前年同月比較 前年同月まで月平均比較

平均 平均 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 R06.3 R07.3 前年比 R06.3 R07.3 前年比

内科 26.8 29.1 33.3 29.2 26.4 25.5 22.7 27.3 26.4 31.0 28.8 25.4 26.1 33.5 39.1 26.7 27.3 26.4 27.3 103.2% 29.1 28.2 97.1%

消内 22.5 22.9 23.9 24.6 22.4 22.4 21.4 23.1 21.6 21.3 22.9 20.7 23.6 24.0 23.5 24.6 23.4 22.4 23.4 104.2% 22.9 22.6 98.9%

代内 29.5 27.9 27.4 29.6 26.3 27.4 24.2 27.2 26.3 27.8 29.1 25.9 22.0 27.8 27.8 28.3 25.7 26 25.7 97.7% 27.9 26.6 95.2%

呼内 25.4 23.3 23.4 23.1 24.5 23.4 23.7 23.6 23.7 22.6 28.0 25.4 26.3 28.2 28.2 27.4 27.9 24.5 27.9 113.9% 23.3 25.6 109.7%

循内 47.3 47.0 47.7 47.3 49.8 48.5 43.6 46.7 45.5 40.7 48.8 44.9 41.9 47.6 48.2 42.9 46.1 49.8 46.1 92.5% 47.0 45.4 96.6%

外科 25.9 24.4 25.1 25.0 23.8 20.4 22.8 22.7 24.9 24.1 23.7 26.3 24.4 24.3 26.8 24.2 22.9 23.8 22.9 96.4% 24.4 23.9 98.1%

整形 61.0 59.5 60.4 59.4 60.6 49.0 53.9 48.6 46.3 48.0 52.4 48.8 47.9 56.0 51.2 51.6 49.8 60.6 49.8 82.2% 59.6 50.2 84.3%

脳外 34.2 33.4 33.2 32.7 32.2 31.6 30.9 34.5 33.5 26.1 36.3 34.0 30.2 37.8 34.2 32.6 39.2 32.2 39.2 121.6% 33.5 33.3 99.6%

脳血 2.5 2.7 3.1 2.0 2.6 3.2 2.0 2.0 1.9 2.7 1.7 2.0 2.9 2.0 2.1 2.9 1.4 2.6 1.4 54.9% 2.7 2.2 81.4%

乳腺 5.1 6.2 5.4 6.4 6.0 4.8 5.1 5.5 5.2 5.2 7.6 6.4 5.3 6.4 5.8 5.6 5.7 6.0 5.7 95.8% 6.1 5.7 92.9%

心外 2.5 2.4 2.2 1.6 2.8 2.0 2.4 2.7 2.5 1.5 3.1 2.4 2.2 2.5 1.7 2.4 2.4 2.8 2.4 83.9% 2.4 2.3 96.5%

泌尿 54.8 56.4 57.2 58.3 57.7 50.4 55.6 53.8 51.4 52.0 57.2 52.6 53.5 59.1 58.8 58.9 52.7 57.7 52.7 91.3% 56.5 54.5 96.5%

皮膚 19.8 21.5 22.2 20.5 22.2 20.2 19.8 22.0 22.6 21.4 25.8 22.6 20.8 24.0 20.4 19.6 22.0 22.2 22.0 99.1% 21.5 21.8 101.1%

眼科 37.8 37.5 39.1 35.9 36.4 35.8 33.6 34.9 34.4 30.2 33.8 31.6 33.9 34.9 35.3 37.9 33.1 36.4 33.1 91.1% 37.5 34.0 90.8%

放射 6.7 11.2 9.3 12.6 10.4 9.6 13.4 8.9 7.4 6.8 6.0 10.1 12.4 11.2 10.9 11.3 7.5 10.4 7.5 72.1% 11.2 9.6 85.7%

耳鼻 16.1 17.2 17.3 17.9 18.7 18.1 18.3 19.6 17.3 19.2 18.4 15.4 18.1 18.1 14.8 15.9 20.4 18.7 20.4 109.4% 17.2 17.8 103.4%

麻酔 2.2 1.8 1.9 1.7 2.2 1.3 1.4 1.8 1.9 2.4 2.4 2.3 3.1 2.0 2.7 2.3 1.8 2.2 1.8 81.4% 1.8 2.1 114.5%

小児 26.4 39.8 40.8 47.7 35.4 40.7 39.8 37.5 45.1 41.5 41.4 38.6 42.6 52.0 38.8 36.4 38.5 35.4 38.5 108.8% 39.9 41.1 103.1%

産婦 32.8 34.7 37.5 37.4 35.2 29.9 35.7 36.7 32.8 37.9 37.5 34.4 36.5 36.5 35.8 35.5 32.3 35.2 32.3 91.7% 34.8 35.1 100.8%

救急 5.9 7.2 5.3 6.2 5.3 7.0 9.1 11.4 9.7 10.1 6.0 5.3 6.1 6.4 5.7 6.4 6.6 5.3 6.6 125.7% 7.2 7.5 104.5%

歯科 19.1 21.6 23.1 23.2 21.5 20.9 21.0 21.7 20.5 22.1 21.5 21.5 21.2 25.9 22.8 25.8 23.6 21.5 23.6 110.0% 21.6 22.3 103.3%

リハ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 ー 0.0 0.0 ー

リ膠 4.4 4.8 5.4 5.6 4.8 4.3 5.3 5.0 4.7 3.6 5.1 4.4 4.0 4.7 4.3 5.3 4.4 4.8 4.4 91.6% 4.8 4.6 95.5%

合計 508.5 532.7 544.0 548.0 526.6 496.4 505.7 516.9 505.5 498.2 537.6 501.0 504.4 564.4 539.0 524.8 514.2 526.6 514.2 97.6% 533.1 516.6 96.9%

　１－ ３　１日平均外来患者数（平日割）
経過 12 か月
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　２ー １　新入院数

R04年度 R05年度 令和 06 年 令和 06 年 令和 07 年 前年月平均比較 前年同月まで月平均比較

平均 平均 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 R06.3 R07.3 前年比 R06.3 R07.3 前年比

24 時患者 7,173 6,281 6,886 6,377 6,397 5,794 6,057 5,885 6,101 6,331 6,187 6,672 6,275 6,883 7,337 6,594 7,066 6,397 7,066 110.5% 6,281 6,432 102.4%

入退院平均 465 463 469 461 456 469 445 425 500 476 464 497 495 541 548 471 516 452 516 114.3% 464 487 105.1%

単純在院日数 15.4 13.6 14.7 13.8 14.0 12.4 13.6 13.9 12.2 13.3 13.3 13.4 12.7 12.7 13.4 14.0 13.7 14 14 96.7% 13.6 13.2 97.4%

保険在院 5,004 4,605 5,147 4,750 4,635 4,158 4,516 4,428 4,516 4,842 4,718 6,377 5,867 6,598 7,039 6,301 6,722 4,635 6,722 145.0% 4,605 5,507 119.6%

保険入院 436 449 486 434 432 461 440 407 497 464 455 472 479 530 543 442 493 432 493 114.1% 449 474 105.6%

保険退院 439.8 448.3 425 458 440 477 435 426 470 455 444 481 495 519 512 449 496 440 496 112.7% 448 472 105.2%

保険のうち短期滞在該当分 ※ 10 月より地ケア→急 ４ のため在院数増加

在院 52.3 52.6 49 58 50 56 39 34 43 51 50 86 101 117 126 99 94 50 94 188.0% 52.6 74.7 142.0%

入退院件数 52.6 59.1 76 66 56 60 52 75 98 83 88 73 94 95 112 90 87 56 87 155.4% 59.1 83.9 142.0%

※短期滞在該当でも特定入院料入院分は適用保険抽出の都合上、上部の「保険在院」に含まれていないため、入退院件数＞在院となってしまっている

施設基準用在院日数

計算後分子 4,952 4,552 5,098 4,692 4,585 4,102 4,477 4,394 4,473 4,791 4,668 6,291 5,766 6,481 6,913 6,202 6,628 4,585 6,628 144.6% 4,552 5,432 119.3%

計算後分母 385 389 380 380 380 409 386 342 386 377 362 404 393 430 416 356 408 380 408 107.2% 389 389 99.8%

単月計算 11.4 10.3 13.4 12.3 12.1 10.0 11.6 12.9 11.6 12.7 12.9 15.6 14.7 15.1 16.6 17.4 16.3 12.1 16.3 134.8% 10.3 11.7 113.5%

直近 ３ ヶ月 11.9 12.3 12.6 11.4 11.2 11.4 12.0 12.4 12.4 13.8 14.4 15.1 15.5 16.3 16.8

保険入院のみ（自費診療や生活保護等公費のみを）除く
特定入院料、短期滞在該当分（DPC 算定においても短手 ３ に該当する 5 日以内）は除く
※正確な計算は月ごとの入棟及び退棟で計算するが、保険及び算定属性を伴って抽出することが困難なため、近似値で算出
　具体的には（保険入院のみの在院日数から特定入院料を除いたもの）から（短期滞在の DPC 適用分日数 (5 日以内のみ )）を除き【分子】、
　（保険入退院の平均）より（短期滞在件数（5 日以内のみ））を除いたもの【分母】　として施設基準上の平均在院日数を計算している

診療科
R04年度 R05年度 令和 06 年 令和 06 年 令和 07 年 前年同月比較 前年同月まで月平均比較

平均 平均 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 R06.3 R07.3 前年比 R06.3 R07.3 前年比

内科 79.8 62.0 64 52 74 57 49 44 49 65 57 45 41 71 71 59 59 74 59 79.7% 62.0 55.6 89.7%

消内 45.1 47.3 61 39 37 40 44 43 51 44 55 54 44 76 54 57 57 37 57 154.1% 47.3 51.6 109.2%

代内 6.3 5.7 3 6 8 5 4 6 6 2 5 2 0 3 4 4 5 8 5 62.5% 5.7 3.8 67.6%

呼内 20.5 26.8 42 29 29 44 31 22 38 30 27 27 36 41 34 31 24 29 24 82.8% 26.8 32.1 119.9%

循内 42.6 39.8 49 50 38 45 35 35 40 28 34 41 38 46 53 43 58 38 58 152.6% 39.8 41.3 103.8%

外科 44.0 40.3 41 45 34 33 40 34 41 41 49 37 45 43 42 29 39 34 39 114.7% 40.3 39.4 97.9%

整形 53.8 52.2 53 53 45 49 56 41 54 61 41 65 59 66 59 55 56 45 56 124.4% 52.2 55.2 105.8%

脳外 16.8 17.3 14 16 16 13 16 20 19 18 19 18 28 24 18 12 19 16 19 118.8% 17.3 18.7 107.7%

脳血 16.6 16.3 14 20 13 15 12 11 8 7 12 18 13 9 16 12 9 13 9 69.2% 16.3 11.8 72.4%

乳腺 0.0 3.6 3 4 2 2 3 1 2 0 2 5 2 4 4 0 1 2 1 50.0% 3.6 2.2 60.5%

心外 0.0 0.0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ー 0.0 0.0 ー

泌尿 37.4 39.3 35 34 40 45 37 32 42 49 48 54 42 48 59 38 36 40 36 90.0% 39.3 44.2 112.5%

皮膚 0.7 0.6 1 0 1 1 0 2 2 0 1 2 1 2 0 0 2 1 2 200.0% 0.6 1.1 185.7%

眼科 29.7 29.9 39 22 30 38 29 44 53 33 37 29 50 36 54 46 48 30 48 160.0% 29.9 41.4 138.4%

放射 0.0 0.3 1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0 1 ー 0.3 0.3 133.3%

耳鼻 0.0 0.0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ー 0.0 0.0 ー

麻酔 0.0 0.0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ー 0.0 0.0 ー

小児 16.3 23.4 16 21 25 27 38 19 31 26 15 21 22 20 20 13 34 25 34 136.0% 23.4 23.8 101.8%

産婦 41.1 45.9 56 51 51 37 35 38 48 52 53 55 50 45 57 51 50 51 50 98.0% 45.9 47.6 103.6%

救急 2.0 2.1 1 0 1 0 9 14 12 13 7 3 6 3 4 7 4 1 4 400.0% 2.1 6.8 328.0%

歯科 10.8 11.0 7 7 8 10 7 8 16 13 9 15 8 7 16 11 11 8 11 137.5% 11.0 10.9 99.2%

リハ 0.0 0.0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ー 0.0 0.0 ー

リ膠 0.0 0.0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ー 0.0 0.0 ー

合計 463.4 463.6 500 449 452 461 446 414 512 482 471 492 485 545 565 468 513 452 513 113.5% 463.6 487.8 105.2%

入院料 要件
急性期充実体制加算 14日以内

急性期一般入院料 1 16日以内

急性期一般入院料 2 ～ 6 21日以内

　２ー ２　施設基準上の在院日数
経過 12 か月

経過 12 か月
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　２ー ３　単純平均在院日数

診療科
R04年度 R05年度 令和 06 年 令和 06 年 令和 07 年 前年同月比較 前年同月まで月平均比較

平均 平均 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 R06.3 R07.3 前年比 R06.3 R07.3 前年比

内科 17.6 21.4 27.0 24.1 21.5 22.5 31.1 29.1 29.3 24.9 28.2 30.2 29.7 27.6 28.9 31.5 29.9 24.0 29.9 124.4% 21.4 28.4 132.7%

消内 7.3 7.9 4.8 7.6 9.8 7.9 8.2 10.2 8.2 8.8 8.7 10.8 9.5 5.5 6.7 7.0 7.0 9.8 7.0 71.4% 7.9 8.1 102.3%

代内 9.9 11.5 7.6 16.4 8.0 16.4 7.3 12.4 3.6 6.0 11.0 10.0 0.0 8.0 6.3 10.9 9.1 8.0 9.1 113.9% 11.5 9.4 81.8%

呼内 28.3 19.9 19.1 19.0 19.9 14.7 18.5 18.6 17.1 20.0 16.4 11.7 12.4 14.7 15.1 12.6 15.6 19.9 15.6 78.2% 19.9 15.6 78.3%

循内 15.9 13.8 18.3 13.0 14.5 13.0 14.2 13.4 11.9 18.2 12.8 12.4 13.1 12.0 12.6 18.7 13.7 14.5 13.7 94.3% 13.8 13.8 100.3%

外科 11.0 9.4 8.4 7.2 9.7 9.4 10.5 12.4 11.5 10.8 10.9 11.9 10.8 12.2 10.8 12.7 13.0 9.7 13.0 133.8% 9.4 11.4 121.6%

整形 29.7 28.8 29.7 26.3 29.2 22.2 22.2 32.2 21.5 21.7 27.1 22.4 24.8 24.1 26.2 23.2 28.9 29.2 28.9 99.2% 28.8 24.5 84.9%

脳外 19.0 19.8 17.8 27.8 26.4 22.0 19.0 15.9 24.5 24.3 20.8 23.8 17.5 17.6 25.2 32.4 24.4 26.4 24.4 92.3% 19.8 21.7 109.2%

脳血 12.9 13.4 21.9 11.8 18.7 10.6 15.4 12.5 11.8 10.9 9.7 13.0 14.2 16.5 19.2 19.2 17.5 18.7 17.5 93.5% 13.4 14.3 106.7%

乳腺 0.0 13.7 25.2 9.6 2.4 6.0 19.7 25.6 6.5 6.0 10.0 6.8 9.5 9.0 12.0 10.0 18.5 2.4 18.5 770.8% 13.7 12.2 89.1%

心外 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0% 0.0 0.0 0.0%

泌尿 6.1 5.9 5.6 6.4 3.6 4.4 6.2 5.6 5.0 5.1 5.6 5.9 6.5 5.7 5.7 6.1 4.4 3.6 4.4 122.8% 5.9 5.5 94.0%

皮膚 50.2 24.9 40.0 0.0 39.0 78.0 94.0 30.5 19.5 0.0 28.0 22.0 15.3 8.0 0.0 0.0 27.5 39.0 27.5 70.5% 24.9 30.9 123.9%

眼科 2.8 2.7 2.4 2.7 2.6 2.7 2.5 1.0 1.0 1.0 1.1 0.9 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 2.6 1.0 38.7% 2.7 1.2 45.5%

放射 0.0 16.3 36.0 44.0 0.0 0.0 15.0 0.0 0.0 0.0 0.0 6.0 0.0 33.0 14.0 0.0 14.0 0.0 14.0 0.0% 16.3 27.1 166.2%

耳鼻 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0% 0.0 0.0 0.0%

麻酔 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0% 0.0 0.0 0.0%

小児 4.4 3.8 4.7 3.0 4.2 3.1 3.8 3.4 3.6 3.7 2.6 3.5 3.5 2.3 4.0 3.0 3.0 4.2 3.0 70.0% 3.8 3.3 88.7%

産婦 13.2 12.3 11.6 11.8 12.2 10.3 8.8 9.4 7.9 9.7 10.2 9.8 7.2 7.7 5.4 5.5 7.3 12.2 7.3 59.7% 12.3 8.2 66.4%

救急 1.5 1.0 1.0 0.0 1.0 0.0 2.4 1.9 2.3 3.7 1.8 2.0 1.3 1.5 2.5 1.2 1.6 1.0 1.6 160.0% 1.0 2.1 214.0%

歯科 9.2 8.6 5.3 7.1 10.6 9.9 9.7 5.5 9.1 6.9 15.1 9.3 8.6 6.4 10.6 10.4 11.1 10.6 11.1 104.8% 8.6 9.4 109.6%

リハ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0% 0.0 0.0 0.0%

リ膠 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0% 0.0 0.0 0.0%

合計 14.4 13.6 14.7 13.8 14.0 12.4 13.6 13.9 12.2 13.3 13.3 13.4 12.7 12.7 13.4 14.0 13.7 14.0 13.7 97.5% 13.6 13.2 97.3%

※参考

施設基準上 11.4 10.3 13.4 12.3 12.1 10.0 11.6 12.9 11.6 12.7 12.9 15.6 14.7 15.1 16.6 17.4 16.3

経過 12 か月
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　３ー １　病棟別延べ患者数

　３ー ２ー １　新入院数　病棟別

　３ー ２ー ２　退院数　病棟別

--

5,557
5,113 5,149

4,594 4,848 4,689 4,888 5,127 4,959
5,274

4,930
5,399

5,797
5,190

5,533 5,404
5,051 5,102

1,329
1,264 1,248

1,200 1,209 1,196 1,213 1,204 1,228
1,398

1,345
1,484

1,540
1,404

1,533 1,302
1,230 1,330

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 R4平均 R5平均 R6平均

地域 急性期

病棟
R04年度 R05年度 令和 06 年 令和 06 年 令和 07 年 前年同月比較 前年同月まで月平均比較

平均 平均 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 R06.3 R07.3 前年比 R06.3 R07.3 前年比

3 西 1,270 1,280 1,477 1,356 1,302 1,225 1,316 1,259 1,320 1,386 1,365 1,367 1,369 1,432 1,476 1,351 1,409 1,302 1,409 108.2% 1,280 1,356 106.0%

3 東 947 957 1,086 974 1,065 794 913 905 927 1,033 1,070 971 806 999 1,143 1,005 1,068 1,065 1,068 100.3% 957 970 101.3%

4 西 1,290 1,269 1,464 1,339 1,320 1,227 1,125 1,118 1,218 1,258 1,125 1,415 1,335 1,398 1,515 1,356 1,442 1,320 1,442 109.2% 1,269 1,294 102.0%

4 東 1,284 1,286 1,381 1,319 1,354 1,241 1,350 1,287 1,299 1,345 1,307 1,406 1,303 1,456 1,525 1,344 1,499 1,354 1,499 110.7% 1,286 1,364 106.0%

5 西 479 137 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0% 137 0 0.0%

5 東 1,302 1,230 1,329 1,264 1,248 1,200 1,209 1,196 1,213 1,204 1,228 1,398 1,345 1,484 1,540 1,404 1,533 1,248 1,533 122.8% 1,230 1,330 108.1%

HCU 134 122 149 125 108 107 144 120 124 105 92 115 117 114 138 134 115 108 115 106.5% 122 119 97.4%

合計 6,706 6,281 6,886 6,377 6,397 5,794 6,057 5,885 6,101 6,331 6,187 6,672 6,275 6,883 7,337 6,594 7,066 6,397 7,066 110.5% 6,281 6,432 102.4%

5 東以外 5,404 5,051 5,557 5,113 5,149 4,594 4,848 4,689 4,888 5,127 4,959 5,274 4,930 5,399 5,797 5,190 5,533 5,149 5,533 107.5% 5,051 5,102 101.0%

５ 東 1,302 1,230 1,329 1,264 1,248 1,200 1,209 1,196 1,213 1,204 1,228 1,398 1,345 1,484 1,540 1,404 1,533 1,248 1,533 122.8% 1,230 1,330 108.1%

合計 6,706 6,281 6,886 6,377 6,397 5,794 6,057 5,885 6,101 6,331 6,187 6,672 6,275 6,883 7,337 6,594 7,066 6,397 7,066 110.5% 6,281 6,432 102.4%

病棟
R04年度 R05年度 令和 06 年 令和 06 年 令和 07 年 前年月平均比較 前年同月まで月平均比較

平均 平均 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 R06.3 R07.3 前年比 R06.3 R07.3 前年比

3 西 119 150 155 150 156 161 150 128 152 164 162 168 149 167 174 148 138 156 138 88.5% 150 155 103.5%

3 東 107 87 96 78 95 84 74 76 93 96 93 112 133 136 179 134 156 95 156 164.2% 87 114 131.5%

4 西 72 77 76 77 71 71 62 75 90 59 72 86 75 92 79 61 81 71 81 114.1% 77 75 98.4%

4 東 63 74 86 75 67 77 94 58 77 87 55 91 84 95 82 83 92 67 92 137.3% 74 81 109.4%

5 西 49 9 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0% 9 0 0.0%

5 東 27 41 56 37 38 49 38 58 79 50 58 9 11 22 11 11 15 38 15 39.5% 41 34 84.0%

HCU 26 27 31 32 25 19 28 19 21 26 31 26 33 33 40 31 31 25 31 124.0% 27 28 105.0%

合計 463 464 500 449 452 461 446 414 512 482 471 492 485 545 565 468 513 452 513 113.5% 464 488 105.2%

他 387 414 444 412 414 412 408 356 433 432 413 483 474 523 554 457 498 414 498 120.3% 414 454 109.6%

５ 西 49 9 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0% 9 0 0.0%

５ 東 27 41 56 37 38 49 38 58 79 50 58 9 11 22 11 11 15 38 15 39.5% 41 34 84.0%

合計 463 464 500 449 452 461 446 414 512 482 471 492 485 545 565 468 513 452 513 113.5% 464 488 105.2%

病棟
R04年度 R05年度 令和 06 年 令和 06 年 令和 07 年 前年月平均比較 前年同月まで月平均比較

平均 平均 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 R06.3 R07.3 前年比 R06.3 R07.3 前年比

3 西 119 149 132 159 166 153 139 131 145 157 157 166 149 173 163 154 153 166 153 92.2% 149 153 103.0%

3 東 107 80 81 78 79 76 68 65 75 78 81 120 139 127 167 133 137 79 137 173.4% 80 106 131.3%

4 西 87 87 76 92 78 89 81 82 91 76 70 98 99 102 77 80 93 78 93 119.2% 87 87 99.2%

4 東 44 56 53 61 49 63 68 51 63 67 52 58 66 70 66 63 70 49 70 142.9% 56 63 113.5%

5 西 44 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0% 8 0 0.0%

5 東 62 78 95 77 79 92 80 97 109 85 92 56 48 57 52 41 62 79 62 78.5% 78 73 93.7%

HCU 4 4 1 6 8 4 7 9 5 6 5 4 3 7 5 3 4 8 4 50.0% 4 5 119.2%

合計 467 462 438 473 459 477 443 435 488 469 457 502 504 536 530 474 519 459 519 113.1% 462 486 105.2%

他 361 376 343 396 380 385 363 338 379 384 365 446 456 479 478 433 457 380 457 120.3% 376 414 109.9%

５ 西 44 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0% 8 0 0.0%

５ 東 62 78 95 77 79 92 80 97 109 85 92 56 48 57 52 41 62 79 62 78.5% 78 73 93.7%

合計 467 462 438 473 459 477 443 435 488 469 457 502 504 536 530 474 519 459 519 113.1% 462 486 105.2%

経過 12 か月
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　３ー ３　重症度、医療・看護必要度にかかる指標

　３ー ４ー １　必要度の分母となるもの

　３ー ４ー ２　現行基準での必要度の分子

令和 4 年 10 月より　Ⅱに算出方法を変更 令和 6 年 6 月改定は令和 6 年 4 月に遡って修正計算

病棟
R04年度 R05年度 令和 06 年 令和 06 年 令和 07 年

平均 平均 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月
3 西 32.9% 32.7% 26.6% 27.7% 35.1% 36.7% 40.3% 34.9% 32.1% 29.0% 31.7% 35.1% 36.0% 34.2% 32.9% 34.2% 32.2%
3 東 26.6% 25.8% 22.2% 24.1% 22.5% 25.7% 19.6% 14.8% 14.8% 12.3% 11.5% 16.7% 24.8% 24.1% 20.7% 19.8% 21.2%
4 西 25.4% 26.3% 25.5% 22.3% 29.5% 29.1% 24.3% 22.7% 28.8% 18.3% 26.2% 21.2% 19.9% 21.6% 19.2% 16.6% 17.7%
4 東 31.4% 29.1% 29.3% 29.4% 21.9% 26.4% 24.9% 23.6% 20.3% 24.1% 14.6% 25.3% 27.9% 26.0% 22.0% 22.1% 26.9%
5 西 25.0% 23.1% ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

5東（一般） ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 5.7% 3.7% 2.8% 3.7% 2.2% 1.7%
一般合計 28.9% 28.6% 26.3% 26.0% 27.8% 29.9% 28.3% 25.0% 24.9% 21.8% 21.9% 27.3% 28.7% 27.5% 25.0% 24.2% 24.8%
5東（地ケア） 2.6% 3.1% 13.4% 17.8% 9.1% 8.6% 20.0% 14.9% 15.2% 11.3% 15.2% ー ー ー ー ー ー
HCU ① ー ー ー ー ー 21.5% 38.2% 20.7% 33.1% 26.7% 20.7% 26.1% 24.8% 22.8% 29.2% 41.4% 28.7%
HCU ② 85.9% 87.3% 93.3% 91.9% 85.2% 96.3% 94.4% 96.7% 96.8% 85.7% 87.0% 95.7% 88.0% 94.7% 83.9% 82.0% 80.0%

一般病棟用必要度の直近 ３ヶ月平均（提出必要値、一時的な基準割れも認められない）　　　　急 ４必要度　A2B3 or A3 or C1　     地ケア　A1 or C1

病棟
令和 06 年 令和 06 年 令和 07 年

1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月
急性期 ４ 33.8% 33.2% 32.4% 27.9% 28.6% 27.7% 26.0% 23.9% 22.9% 23.7% 26.0% 27.8% 27.0% 25.6% 24.6%

地域包括ケア病棟 ２ 2.5% 3.1% 2.7% 2.4% 2.5% 3.0% 3.5% 2.8% 2.8% ー ー ー ー ー ー

病棟
R04年度 R05年度 令和 06 年 令和 06 年 令和 07 年

平均 平均 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

3 西 1,221 1,216 1,426 1,277 1,242 1,166 1,271 1,259 1,310 1,379 1,366 1,367 1,369 1,428 1,450 1,344 1,117

3 東 750 750 830 756 781 723 791 829 837 896 880 693 654 902 931 875 980

4 西 1,189 1,179 1,426 1,279 1,229 1,225 1,120 1,072 1,180 1,234 1,124 1,416 1,301 1,394 1,509 1,350 1,439

4 東 1,159 1,150 1,311 1,216 1,215 1,130 1,177 1,217 1,188 1,218 1,218 1,321 1,211 1,351 1,502 1,238 1,301

5 東 524 133 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

5 西 6,064 5,535 1,219 1,192 1,137 1,031 1,124 1,160 1,187 1,189 1,187 1,377 1,343 1,475 1,523 1,385 1,507

急性期 4,842 4,428 4,993 4,528 4,467 4,244 4,359 4,377 4,515 4,727 4,588 4,797 4,535 5,075 5,392 4,807 4,837

5 東含む ー ー 6,212 5,720 5,604 5,275 5,483 5,537 5,702 5,916 5,775 6,174 5,878 6,550 6,915 6,192 6,344

HCU 134 122 149 124 108 107 144 121 124 105 92 115 117 114 137 133 115

病棟
R04年度 R05年度 令和 06 年 令和 06 年 令和 07 年

平均 平均 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

3 西 402 398 380 354 436 428 512 440 421 400 433 480 493 488 477 460 360

3 東 199 193 184 182 176 186 155 123 124 110 101 116 162 217 193 173 208

4 西 302 310 364 285 363 357 272 243 340 226 295 300 259 301 289 224 254

4 東 364 335 384 357 266 298 293 287 241 294 178 334 338 351 330 273 350

5 西 131 31 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

5東（一般） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 79 50 41 57 31 26

一般合計 1,399 1,266 1,312 1,178 1,241 1,269 1,232 1,093 1,126 1,030 1,007 1,309 1,302 1,398 1,346 1,161 1,198

5東（地ケア） 160 173 163 212 103 89 225 173 180 134 180 0 0 0 0 0 0

HCU ① 0 0 0 0 0 23 55 25 41 28 19 30 29 26 40 55 33

HCU ② 115 106 139 114 92 103 136 117 120 90 80 110 103 108 115 109 92

一般病棟
急 １　① A3 or C1　② A2 or C1　急 ２ ～　A2B3 or A3 or C1

R06 急 １ 急 ２ 急 ３ 急 4 急 5
Ⅰ ① 21％② 28％ 22％ 19％ 16％ 12％
Ⅱ ① 20％② 27％ 21％ 18％ 15％ 11％

ハイケアユニット
① A1　② A のうち人工呼吸等 ６ 項目のみ １ 以上

HCU１ HCU２
① 15％② 80％ ① 15％② 65％
① 15％② 80％ ① 15％② 65％

一般病棟
A1 or C1

地ケア
10％
8％

※ HCU 必要度は単月要件

HCU1　①　15% 以上
HCU1　②　80% 以上

急性期 ４　15% 以上
地ケア ２　8% 以上
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概要 区分
R04年度 R05年度 令和 06 年 令和 06 年 令和 07 年 前年同月まで月平均比較

平均 平均 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 R06.3 R07.3 前年比

A 初診紹介数 380 411 383 416 443 432 459 426 517 422 451 498 434 437 405 412 466 410.5 446.6 108.8%

B 救急搬送初診数 132 117 122 118 122 115 103 108 126 118 106 95 120 147 144 121 108 117.3 117.6 100.3%

C 逆紹介数 571 568 537 601 600 622 571 564 567 563 565 583 543 595 593 561 641 568.1 580.7 102.2%

D 初診の患者数 1,362 1,442 1,472 1,545 1,343 1,360 1,452 1,389 1,637 1,632 1,446 1,526 1,481 1,789 1,616 1,293 1,392 1,442.3 1,501.1 104.1%

E 時間外及び救急初診数 350 346 370 361 291 284 307 309 340 331 292 276 301 511 585 289 295 346.4 343.3 99.1%

D-E=F ○時間内の初診数 1,013 1,096 1,102 1,184 1,052 1,076 1,145 1,080 1,297 1,301 1,154 1,250 1,180 1,278 1,031 1,004 1,097 1,095.9 1,157.8 105.6%

G 再診の患者数 9,088 9,486 8,998 8,991 9,397 9,181 9,291 9,047 9,633 9,032 8,948 9,686 8,800 9,749 8,839 8,338 9,084 9,486.2 9,135.7 96.3%

H 時間外及び救急再診数 64 115 111 90 43 109 92 99 93 105 89 77 58 84 115 67 55 114.5 86.9 75.9%

G-H=I ○時間内の再診数 9,024 9,372 8,887 8,901 9,354 9,072 9,199 8,948 9,540 8,927 8,859 9,609 8,742 9,665 8,724 8,271 9,029 9,371.7 9,048.8 96.6%

F+I=J ●時間内の患者数 10,037 10,468 9,989 10,085 10,406 10,148 10,344 10,028 10,837 10,228 10,013 10,859 9,922 10,943 9,755 9,275 10,126 10,467.6 10,206.5 97.5%

※地域医療支援病院・特定機能病院・診療報酬で定義がそれぞれ違うため留意が必要です

地域医療支援病院の定義
概要

(桁は略)
区分

R04年度 R05年度 令和 06 年 令和 06 年 令和 07 年 前年同月まで月平均比較

平均 平均 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 R06.3 R07.3 前年比

A ÷ F 紹介率 37.5 37.5（%） 34.8 35.1 42.1 40.1 40.1 39.4 39.9 32.4 39.1 39.8 36.8 34.2 39.3 41.0 42.5 37.5 38.6 103.0%

C ÷ F 逆紹介率 56.3 51.8（%） 48.7 50.8 57.0 57.8 49.9 52.2 43.7 43.3 49.0 46.6 46.0 46.6 57.5 55.9 58.4 51.8 50.2 96.8%

診療報酬上の定義（地域医療支援病院および紹介受診重点医療機関）
概要

(桁は略)
区分

R04年度 R05年度 令和 06 年 令和 06 年 令和 07 年 前年同月まで月平均比較

平均 平均 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 R06.3 R07.3 前年比

(A+B)÷F 紹介割合 50.5 48.2（%） 45.8 45.1 53.7 50.8 49.1 49.4 49.6 41.5 48.3 47.4 46.9 45.7 53.2 53.1 52.3 48.2 48.7 101.2%

C ÷ J 逆紹介割合 56.8 54.3（%） 53.8 59.6 57.7 61.3 55.2 56.2 52.3 55.0 56.4 53.7 54.7 54.4 60.8 60.5 63.3 54.3 56.9 104.8%

※転帰軽快退院の退院後初回受診で次の受診が必要ないとされる患者は計算できていないため、実際の逆紹介割合はもう少し高いと考える

　４ー １　紹介率・逆紹介率（割合）

地域医療支援病院の要件
区分 紹介率 逆紹介率

①～③のいずれか１ 80% －
２ 65% 40%
３ 50% 70%

紹介割合の減算規定
紹介割合 逆紹介割合

50% 30%

基準を満たさなければ初再診料が減算

　４－ ２　初診のうち紹介患者数

診療科
R04年度 R05年度 令和 06 年 令和 06 年 令和 07 年 前年月平均比較 前年同月まで月平均比較

平均 平均 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 R06.3 R07.3 前年比 R06.3 R07.3 前年比

内科 18.6 17.6 19 21 15 17 19 17 25 21 19 19 14 13 13 14 16 15 16 106.7% 17.6 17.3 98.1%

消内 18.9 20.3 21 20 20 25 20 25 30 21 28 25 23 28 24 24 27 20 27 135.0% 20.3 25.0 123.0%

代内 5.2 6.2 8 4 7 8 3 6 4 4 6 2 4 4 4 5 1 7 1 14.3% 6.2 4.3 68.9%

呼内 10.8 15.1 11 14 21 17 12 14 23 24 20 16 18 18 14 18 18 21 18 85.7% 15.1 17.7 117.1%

循内 25.8 24.5 27 31 20 25 29 27 30 14 17 29 30 18 32 25 24 20 24 120.0% 24.5 25.0 102.0%

外科 21.2 20.3 23 17 13 8 20 15 23 22 13 21 18 23 14 13 13 13 13 100.0% 20.3 16.9 83.5%

整形 39.2 46.8 31 52 60 52 45 37 49 49 49 44 32 52 41 39 41 60 41 68.3% 46.8 44.2 94.5%

脳外 16.9 20.3 19 29 17 21 19 30 27 17 21 31 30 26 18 17 31 17 31 182.4% 20.3 24.0 118.0%

脳血 3.6 4.2 4 3 1 6 1 2 6 5 3 5 3 1 2 4 2 1 2 200.0% 0.0 3.3 #DIV/0!

乳腺 1.6 2.3 1 0 3 1 2 3 1 2 3 2 3 1 1 2 4 3 4 133.3% 2.3 2.1 92.6%

心外 3.1 4.6 5 3 5 4 7 5 4 1 5 3 6 3 2 4 5 5 5 100.0% 4.6 4.1 89.1%

泌尿 23.8 22.8 20 28 28 22 27 31 27 22 17 34 27 22 27 21 36 28 36 128.6% 22.8 26.1 114.7%

皮膚 7.0 7.0 8 2 9 7 9 7 13 5 11 11 6 4 7 8 8 9 8 88.9% 7.0 8.0 114.3%

眼科 29.5 29.1 26 19 23 19 18 22 17 20 23 28 28 20 19 18 24 23 24 104.3% 29.1 21.3 73.4%

放射 45.7 49.7 42 60 68 53 73 50 50 35 47 55 47 40 50 56 56 68 56 82.4% 49.7 51.0 102.7%

耳鼻 9.0 9.8 15 9 11 13 21 19 13 14 8 10 11 14 9 10 13 11 13 118.2% 9.8 12.9 131.4%

麻酔 0.0 0.0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0% 0.0 0.0 0.0%

小児 12.7 19.1 20 19 21 32 33 25 44 26 36 35 17 20 16 15 17 21 17 81.0% 19.1 26.3 138.0%

産婦 22.3 19.7 15 14 22 18 23 21 16 26 23 19 17 21 18 14 15 22 15 68.2% 19.7 19.3 97.9%

救急 6.6 4.2 1 6 2 5 1 5 6 6 1 4 10 8 2 5 8 2 8 400.0% 4.2 5.1 122.0%

歯科 55.5 63.7 61 62 74 74 74 63 105 87 98 103 90 100 89 98 104 74 104 140.5% 63.7 90.4 142.0%

リハ 0.0 0.0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0% 0.0 0.0 0.0%

リ膠 3.2 3.6 6 3 3 5 3 2 4 1 3 2 0 1 3 2 3 3 3 100.0% 3.6 2.4 67.4%

合計 379.9 410.5 383 416 443 432 459 426 517 422 451 498 434 437 405 412 466 443 466 105.2% 410.5 446.6 108.8%
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　５－ ２　救急車搬送元消防別件数

　５－ １　救急車受入件数

126 125 119 124 117 116 116 127 116 100 114
150 135 128 109

48 53 52 43 54 49 56
61

52
55

63

66
68

54
61

212
201 202 196 198

186
203 213

193
172

202

247

210
193

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

その他
五條
高野
伊都
橋本

25

診療科
R04年度 R05年度 令和 06 年 令和 06 年 令和 07 年 前年月平均比較 前年同月まで月平均比較

平均 平均 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 R06.3 R07.3 前年比 R06.3 R07.3 前年比

内科 54.5 56.3 50 51 60 45 33 39 35 50 45 37 35 46 61 48 42 60 42 70.0% 56.3 43.0 76.3%

消内 15.9 16.7 25 14 17 12 14 10 13 11 12 18 15 20 18 17 11 17 11 64.7% 16.7 14.3 85.5%

代内 3.9 3.5 2 3 3 1 2 2 2 0 2 0 0 1 1 5 4 3 4 133.3% 3.5 1.7 47.6%

呼内 4.7 8.7 8 10 9 16 8 4 10 7 8 13 9 25 18 14 11 9 11 122.2% 8.7 11.9 137.5%

循内 23.8 20.5 26 22 21 20 14 13 17 13 12 12 19 31 21 22 18 21 18 85.7% 20.5 17.7 86.2%

外科 10.0 7.3 10 10 9 7 10 8 6 10 11 6 8 10 7 6 5 9 5 55.6% 7.3 7.8 106.8%

整形 28.8 26.3 29 26 25 20 22 17 28 33 28 24 34 37 34 25 38 25 38 152.0% 26.3 28.3 107.6%

脳外 12.0 7.2 10 10 10 9 17 11 12 13 12 9 22 18 10 7 13 10 13 130.0% 7.2 12.8 177.9%

脳血 10.6 7.2 7 11 10 9 10 7 4 2 7 9 10 5 13 10 6 10 6 60.0% 7.2 7.7 107.0%

乳腺 0.0 1.7 0 2 1 2 1 2 3 3 2 3 2 3 2 0 2 1 2 200.0% 1.7 2.1 125.0%

心外 0.0 0.0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0% 0.0 0.0 0.0%

泌尿 3.7 3.1 0 5 4 1 3 2 2 0 8 4 2 0 5 5 2 4 2 50.0% 3.1 2.8 91.9%

皮膚 0.2 0.1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0.0% 0.1 0.1 100.0%

眼科 0.0 0.1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0% 0.1 0.0 0.0%

放射 0.0 0.0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0% 0.0 0.0 0.0%

耳鼻 0.0 0.1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0% 0.1 0.0 0.0%

麻酔 0.0 0.0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0% 0.0 0.0 0.0%

小児 8.2 8.8 11 3 6 8 12 11 11 10 4 5 7 15 17 7 7 6 7 116.7% 8.8 9.5 108.6%

産婦 0.8 1.5 2 1 0 1 2 1 1 2 2 2 1 1 0 3 2 0 2 0.0% 1.5 1.5 100.0%

救急 36.8 50.3 32 33 27 45 50 59 59 59 40 30 38 42 39 41 32 27 32 118.5% 50.3 44.5 88.6%

歯科 0.0 0.0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0.0% 0.0 0.1 0.0%

リハ 0.0 0.0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0% 0.0 0.0 0.0%

リ膠 0.0 0.0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0% 0.0 0.0 0.0%

合計 213.6 219.2 212 201 202 196 198 186 203 213 193 172 202 255 247 210 193 202 193 95.5% 219.2 205.7 93.8%

搬送元
R04年度 R05年度 令和 06 年 令和 06 年 令和 07 年 前年月平均比較 前年同月まで月平均比較

平均 平均 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 R06.3 R07.3 前年比 R06.3 R07.3 前年比

橋本 127.8 131.1 126 125 119 124 117 116 116 127 116 100 114 150 135 128 109 119 109 91.6% 131.1 121.0 92.3%

伊都 60.2 56.0 48 53 52 43 54 49 56 61 52 55 63 66 68 54 61 52 61 117.3% 56.0 56.8 101.5%

高野 7.7 7.8 6 6 6 13 11 5 13 10 6 6 6 9 5 7 6 6 6 100.0% 7.8 8.1 103.2%

那賀 1.3 1.0 3 0 1 1 2 1 3 1 3 0 2 4 6 2 4 1 11 1100.0% 1.0 2.4 241.7%

医大 0.1 0.2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 17 0 0.0% 0.2 0.2 100.0%

近大 0.0 0.0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0.0% 0.0 0.1 0.0%

長野 0.1 0.1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0.0% 0.1 0.1 100.0%

五条 11.3 16.0 20 9 18 8 7 10 9 6 9 5 9 11 24 15 7 18 7 38.9% 16.0 10.0 62.5%

その他 4.1 6.0 8 6 5 6 4 4 5 6 3 6 6 10 7 4 4 5 4 80.0% 0.0 5.4 0.0%

D ヘリ 1.1 1.0 1 2 1 1 3 1 1 2 4 0 2 3 1 0 1 206 1 0.5% 1.0 1.6 158.3%

合計 213.6 219.2 212 201 202 196 198 186 203 213 193 172 202 255 247 210 193 202 193 95.5% 219.2 205.7 93.8%

医療圏内 195.7 194.9 180 184 177 180 182 170 185 198 174 161 183 225 208 189 176 177 176 99.4% 194.9 185.9 95.4%

医療圏外 17.9 24.3 32 17 25 16 16 16 18 15 19 11 19 30 39 21 17 25 17 68.0% 24.3 19.8 81.4%

合計 213.6 219.2 212 201 202 196 198 186 203 213 193 172 202 255 247 210 193 202 193 95.5% 219.2 205.7 93.8%
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搬送先
R04年度 R05年度 令和 06 年 令和 06 年 令和 07 年 前年同月まで月平均比較

平均 平均 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 R06.3 R07.3 前年比

橋本市民病院 127.8 131.1 126 125 119 124 117 116 116 127 116 100 114 150 135 128 109 131.1 121.0 92.3%

紀和病院 36.9 41.9 50 37 50 40 28 29 59 58 51 44 38 51 52 46 35 41.9 44.3 105.6%

山本病院 16.8 15.3 18 11 20 14 21 23 23 16 20 11 15 39 31 20 28 15.3 21.8 142.6%

紀北分院 1.8 8.9 9 10 10 7 8 9 9 10 8 6 7 6 12 6 4 8.9 7.7 86.0%

和歌山医大 8.5 8.8 13 5 7 6 8 6 7 7 6 10 10 13 14 5 8 8.8 8.3 95.2%

日赤和歌山 4.4 4.3 9 4 5 2 5 7 7 2 4 1 2 3 1 3 1 4.3 3.2 73.1%

和歌山県他 6.3 5.7 5 4 6 2 0 6 8 4 4 2 1 4 12 4 2 5.7 4.1 72.1%

近大病院 6.7 7.5 14 7 8 7 9 12 11 15 11 14 11 21 14 7 3 7.5 11.3 150.0%

大阪府他 2.8 3.5 0 1 7 1 1 3 4 1 1 4 6 6 2 2 1 3.5 2.7 76.2%

奈良県 1.8 2.0 3 1 4 3 2 1 3 0 5 6 2 0 2 2 3 2.0 2.4 120.8%

合計 213.7 228.9 247 205 236 206 199 212 247 240 226 198 206 293 275 223 194 228.9 226.6 99.0%

当院収容率 59.8% 57.3% 51.0% 61.0% 50.4% 60.2% 58.8% 54.7% 47.0% 52.9% 51.3% 50.5% 55.3% 51.2% 49.1% 57.4% 56.2% 57.3% 53.4% 93.3%

搬送先
R04年度 R05年度 令和 06 年 令和 06 年 令和 07 年 前年同月まで月平均比較

平均 平均 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 R06.3 R07.3 前年比

橋本市民病院 60.2 56.0 48 53 52 43 54 49 56 61 52 55 63 66 68 54 61 56.0 56.8 101.5%

紀和病院 36.8 35.9 44 31 34 40 44 28 50 38 35 30 38 44 40 36 30 35.9 37.8 105.1%

山本病院 10.5 6.9 5 7 7 10 3 11 14 10 7 11 10 16 17 12 10 6.9 10.9 157.8%

紀北分院 2.8 32.1 42 33 30 28 38 38 48 57 30 50 33 34 45 45 38 32.1 40.3 125.7%

和歌山医大 7.6 5.7 6 5 5 3 3 1 6 4 3 7 3 7 6 7 13 5.7 5.3 92.6%

日赤和歌山 2.6 2.3 3 2 2 2 0 1 1 5 2 0 2 2 2 8 3 2.3 2.3 100.0%

和歌山県他 29.4 24.8 18 21 29 20 23 26 38 31 22 20 22 20 18 20 15 24.8 22.9 92.6%

近大病院 1.3 0.9 1 1 2 0 2 3 0 1 1 2 1 1 2 2 1 0.9 1.3 145.5%

大阪府他 0.8 0.6 0 0 0 0 1 0 1 3 1 1 1 2 0 2 0 0.6 1.0 171.4%

奈良県 0.4 0.2 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0.2 0.2 100.0%

合計 152.3 165.3 167 153 162 146 168 157 214 211 153 176 173 193 198 186 171 165.3 178.8 108.2%

当院収容率 39.5% 33.9% 28.7% 34.6% 32.1% 29.5% 32.1% 31.2% 26.2% 28.9% 34.0% 31.3% 36.4% 34.2% 34.3% 29.0% 35.7% 33.9% 31.8% 93.8%

　５ー ３ー １　橋本市消防本部の搬送先

　５ー ３　消防別搬送先件数

　５ー ３ー ２　伊都消防組合の搬送先
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　６－ １　診療収入（自費除く）

入院収入

前年度 今年度 比
371,328 409,921 110.4%

前年度 今年度 比
350,848 366,281 104.4%

外来収入

前年度 今年度 比
154,200 140,656 91.2%

前年度 今年度 比
135,824 142,131 104.6%

当月のみ

当月まで月平均

当月のみ

当月まで月平均

346,770 354,918 348,444 344,141
360,113

334,687

366,689

331,322 321,750

378,794
351,224

371,328
350,848

328,357 333,599 326,896

360,487
348,285

334,957

392,423

358,505

394,099

425,551

382,297
409,921

366,281

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年度月平均

R04
R05
R06

127,681
135,404

142,798
133,361 137,333 136,500

129,516 130,469
135,617 135,551 131,453

154,200

135,824
146,346 145,780 145,922

141,325 141,471

127,154

152,453

138,353

150,153
144,253

131,708
140,656 142,131

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年度平均

R04
R05
R06

　６－ ２　入院収入　（自費除く）

診療科
令和 06 年 令和 06 年 令和 07 年 前年同月比較 前年同月まで月平均比較

1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 R06.3 R07.3 前年比 R06.3 R07.3 前年比

内科 66,823 55,482 67,835 58,583 61,040 59,766 66,180 69,861 66,749 66,410 57,990 76,440 88,033 78,648 79,472 67,835 79,472 117.2% 634,374 829,171 130.7%

消内 17,776 14,326 22,407 17,102 19,349 24,281 22,085 21,849 27,183 31,065 21,740 24,928 21,049 24,567 23,890 22,407 23,890 106.6% 241,716 279,088 115.5%

代内 1,105 3,287 2,582 3,375 1,852 3,211 1,255 547 1,986 850 0 910 1,179 1,727 1,794 2,582 1,794 69.5% 29,567 18,686 63.2%

呼内 38,815 31,664 31,659 30,980 29,934 22,976 31,650 30,694 21,837 18,384 18,780 26,793 32,038 21,611 21,807 31,659 21,807 68.9% 329,565 307,482 93.3%

循内 51,690 49,760 43,597 38,761 35,349 39,717 39,753 35,690 34,389 36,865 37,802 44,412 52,741 54,539 62,137 43,597 62,137 142.5% 471,088 512,155 108.7%

外科 29,305 27,864 24,358 30,521 31,134 35,298 40,622 35,415 40,215 38,337 42,651 42,321 35,718 34,848 39,533 24,358 39,533 162.3% 369,842 446,614 120.8%

整形 62,124 64,622 54,771 48,576 54,317 55,163 52,355 62,264 44,187 77,030 64,902 71,297 67,548 60,967 69,647 54,771 69,647 127.2% 790,377 728,254 92.1%

脳外 16,772 24,018 26,588 17,983 15,022 22,031 30,366 24,985 20,747 24,931 30,435 29,507 23,180 19,372 26,552 26,588 26,552 99.9% 230,136 285,114 123.9%

脳血 18,432 12,968 22,959 14,690 18,119 7,972 9,617 3,811 8,052 17,310 14,730 14,660 26,009 20,781 15,305 22,959 15,305 66.7% 239,090 171,057 71.5%

乳腺 7,045 3,214 1,242 680 4,376 4,263 2,403 163 1,491 3,432 1,024 1,989 2,852 255 2,340 1,242 2,340 188.5% 60,485 25,268 41.8%

心外 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0% 0 0 0.0%

泌尿 15,005 15,397 13,866 17,409 18,960 12,766 16,340 17,579 22,557 26,880 23,221 21,680 28,151 22,497 15,613 13,866 15,613 112.6% 202,681 243,655 120.2%

皮膚 666 729 1,197 1,249 1,353 1,980 1,407 0 504 1,141 874 828 937 660 1,668 1,197 1,668 139.3% 5,320 12,600 236.9%

眼科 10,593 6,807 10,644 12,138 8,536 8,429 10,138 6,417 6,826 5,450 9,417 6,944 10,307 8,590 9,225 10,644 9,225 86.7% 113,448 102,415 90.3%

放射 758 717 0 0 689 0 0 0 0 125 1,046 1,194 240 0 331 0 331 ー 2,446 3,626 148.3%

耳鼻 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0% 0 0 0.0%

麻酔 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0% 0 0 0.0%

小児 4,921 4,778 7,356 5,697 9,270 5,394 6,507 6,715 3,228 5,724 5,861 3,481 5,810 3,004 7,009 7,356 7,009 95.3% 72,149 67,699 93.8%

産婦 35,073 33,011 34,671 25,194 20,311 19,853 22,289 26,171 27,885 32,356 24,350 23,788 22,727 23,402 27,099 34,671 27,099 78.2% 356,235 295,426 82.9%

救急 98 0 94 0 710 959 1,129 1,640 546 204 445 371 270 531 301 94 301 320.3% 2,364 7,105 300.6%

歯科 1,793 2,579 5,505 5,419 3,276 2,837 6,392 4,484 6,575 5,928 3,238 2,556 6,761 6,298 6,199 5,505 6,199 112.6% 59,299 59,962 101.1%

リハ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0% 0 0 0.0%

リ膠 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0% 0 0 0.0%

合計 378,794 351,224 371,328 328,357 333,599 326,896 360,487 348,285 334,957 392,423 358,505 394,099 425,551 382,297 409,921 371,328 409,921 110.4% 4,210,180 4,395,377 104.4%
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　６ー ３　外来収入　（自費除く）

診療科
令和 06 年 令和 06 年 令和 07 年 前年同月比較 前年同月まで月平均比較

1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 R06.3 R07.3 前年比 R06.3 R07.3 前年比

内科 8,385 6,517 7,876 5,977 5,888 6,525 6,139 7,104 6,291 5,901 5,336 7,459 8,937 5,205 6,489 7,876 6,489 82.4% 92,042 77,254 83.9%

消内 7,157 9,351 9,303 10,477 8,975 8,811 9,120 7,613 7,496 9,953 10,945 11,403 12,431 11,020 9,122 9,303 9,122 98.0% 90,767 117,365 129.3%

代内 8,286 8,244 8,779 9,158 8,256 8,304 9,236 8,953 8,117 9,227 7,223 8,717 8,470 8,376 7,776 8,779 7,776 88.6% 102,710 101,812 99.1%

呼内 10,533 11,367 18,015 16,271 19,259 17,646 15,431 16,352 14,416 17,075 14,375 13,426 13,782 14,070 16,332 18,015 16,332 90.7% 153,455 188,436 122.8%

循内 10,764 9,454 11,725 12,990 10,480 12,008 12,102 9,309 10,217 14,592 9,628 10,562 11,539 8,526 11,119 11,725 11,119 94.8% 122,548 133,071 108.6%

外科 22,048 18,091 24,308 21,117 22,333 21,332 21,582 23,001 15,919 22,007 22,334 18,717 18,343 16,379 14,638 24,308 14,638 60.2% 240,190 237,704 99.0%

整形 8,687 8,094 9,640 7,457 7,602 6,768 6,691 6,859 6,747 7,509 7,187 7,943 6,834 6,528 7,970 9,640 7,970 82.7% 100,124 86,094 86.0%

脳外 4,846 4,289 4,902 5,396 4,941 5,761 7,077 5,744 7,083 8,046 7,276 9,897 9,474 10,031 12,106 4,902 12,106 247.0% 58,437 92,831 158.9%

脳血 807 640 767 981 619 624 1,101 848 568 722 796 630 671 611 443 767 443 57.7% 9,847 8,614 87.5%

乳腺 2,494 2,826 2,245 2,304 3,725 3,069 3,268 3,331 3,209 3,241 2,315 3,012 3,511 2,469 2,635 2,245 2,635 117.4% 33,570 36,090 107.5%

心外 525 483 676 748 686 715 740 377 888 804 690 709 511 818 798 676 798 118.0% 8,507 8,484 99.7%

泌尿 15,709 17,471 17,094 16,696 15,918 16,718 15,209 17,440 15,963 19,007 18,872 19,365 18,409 17,047 17,851 17,094 17,851 104.4% 211,335 208,493 98.7%

皮膚 2,027 1,344 3,370 1,448 1,443 2,739 1,535 1,627 3,124 1,686 1,461 3,362 2,052 1,330 3,496 3,370 3,496 103.8% 24,517 25,303 103.2%

眼科 3,880 4,203 4,205 4,032 3,705 3,808 4,052 3,468 3,439 3,828 3,969 3,777 3,824 3,774 3,965 4,205 3,965 94.3% 50,282 45,641 90.8%

放射 3,980 5,093 5,095 4,380 6,010 2,865 2,780 2,499 2,432 3,956 4,034 3,752 3,852 3,359 2,906 5,095 2,906 57.0% 51,231 42,825 83.6%

耳鼻 1,775 1,754 2,138 2,051 2,150 1,991 2,059 2,123 1,621 1,924 1,927 2,045 1,475 1,414 1,880 2,138 1,880 87.9% 21,249 22,661 106.6%

麻酔 18 18 24 15 22 14 27 23 17 17 33 6 12 19 10 24 10 42.1% 201 216 107.6%

小児 10,778 9,581 10,090 9,792 5,772 8,263 6,834 8,803 5,689 8,660 6,051 10,811 6,648 7,328 7,962 10,090 7,962 78.9% 103,721 92,614 89.3%

産婦 6,089 6,049 6,882 7,073 9,170 9,036 7,421 7,568 7,311 7,685 7,686 7,066 6,505 6,937 6,290 6,882 6,290 91.4% 69,844 89,749 128.5%

救急 1,845 1,947 2,123 3,233 3,882 4,281 4,083 3,801 2,071 1,887 2,078 2,341 2,480 1,952 2,297 2,123 2,297 108.2% 30,267 34,389 113.6%

歯科 3,814 3,565 3,876 3,796 3,916 3,578 3,782 3,872 3,641 3,847 3,330 4,193 3,612 3,602 3,624 3,876 3,624 93.5% 42,865 44,793 104.5%

リハ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0% 0 0 0.0%

リ膠 1,104 1,073 1,066 954 1,027 1,065 1,056 757 893 878 806 962 880 911 946 1,066 946 88.8% 12,173 11,134 91.5%

合計 135,551 131,453 154,200 146,346 145,780 145,922 141,325 141,471 127,154 152,453 138,353 150,153 144,253 131,708 140,656 154,200 140,656 91.2% 1,629,882 1,705,573 104.6%

経過 12 か月

26 医事統計

Ⅱ 

医
事
統
計



　７ー １　入院収入　（自費含む）

　７ー ２　入院行為別

診療科
R04年度 R05年度 令和 06 年 令和 06 年 令和 07 年 前年同月比較 前年同月まで月平均比較

平均 平均 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 R06.3 R07.3 前年比 R06.3 R07.3 前年比

内科 76,633 53,621 67,255 55,977 68,983 60,219 61,671 60,859 67,498 71,024 67,586 67,442 58,669 77,740 89,625 80,071 80,955 68,983 80,955 117.4% 53,621 70,280 131.1%

消内 18,785 20,583 18,025 14,705 22,819 17,678 19,967 24,896 22,615 22,363 27,921 31,791 22,480 25,432 21,572 24,785 24,308 22,819 24,308 106.5% 20,583 23,817 115.7%

代内 2,271 2,493 1,154 3,321 2,600 3,376 1,871 3,415 1,255 547 2,118 856 0 937 1,202 1,821 1,805 2,600 1,805 69.4% 2,493 1,600 64.2%

呼内 32,513 28,176 39,658 32,677 32,601 31,620 30,608 23,709 32,487 31,448 22,361 18,560 19,308 27,481 32,690 22,114 22,669 32,601 22,669 69.5% 28,176 26,255 93.2%

循内 46,246 39,800 52,336 50,286 43,786 39,014 35,913 40,323 39,989 36,437 35,067 37,491 38,438 45,209 53,558 55,509 63,052 43,786 63,052 144.0% 39,800 43,333 108.9%

外科 38,539 31,453 29,761 28,438 24,727 31,004 31,837 35,983 41,524 35,854 40,778 38,871 43,422 43,005 36,225 35,743 40,488 24,727 40,488 163.7% 31,453 37,894 120.5%

整形 69,672 67,306 63,858 65,936 55,984 49,806 55,311 55,984 53,148 63,154 45,321 78,808 67,031 73,671 69,035 62,157 71,082 55,984 71,082 127.0% 67,306 62,042 92.2%

脳外 21,490 19,487 17,036 24,333 26,932 18,076 15,306 22,324 30,866 25,670 21,083 25,324 30,937 30,064 23,330 19,545 26,946 26,932 26,946 100.1% 19,487 24,123 123.8%

脳血 18,355 20,169 18,742 13,289 23,412 14,827 18,272 8,204 9,715 3,830 8,157 17,364 14,875 14,799 26,031 20,878 15,438 23,412 15,438 65.9% 20,169 14,366 71.2%

乳腺 0 5,121 7,098 3,316 1,261 681 4,488 4,265 2,436 185 1,491 3,482 1,093 2,060 2,856 255 2,342 1,261 2,342 185.8% 5,121 2,136 41.7%

心外 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0% 0 0 0.0%

泌尿 18,816 17,199 15,112 15,621 14,398 17,586 19,349 13,340 16,773 17,989 22,985 27,522 23,866 22,364 28,633 22,963 15,871 14,398 15,871 110.2% 17,199 20,770 120.8%

皮膚 1,237 478 776 889 1,268 1,249 1,355 1,980 1,480 0 504 1,146 874 830 939 662 1,670 1,268 1,670 131.6% 478 1,057 221.0%

眼科 9,917 9,656 10,800 6,978 10,884 12,331 8,701 8,641 10,361 6,594 6,994 5,557 9,653 7,153 10,585 8,803 9,517 10,884 9,517 87.4% 9,656 8,741 90.5%

放射 0 209 758 717 0 0 759 0 0 0 0 125 1,051 1,199 241 0 331 0 331 ー 209 309 147.8%

耳鼻 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0% 0 0 0.0%

麻酔 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0% 0 0 0.0%

小児 4,727 6,176 4,976 4,853 7,584 5,947 9,564 5,642 6,679 7,011 3,325 5,920 6,074 3,551 5,967 3,094 7,194 7,584 7,194 94.9% 6,176 5,831 94.4%

産婦 31,989 32,775 38,181 36,322 38,688 26,888 21,871 21,601 25,021 29,078 30,882 36,202 26,051 25,825 25,530 26,012 28,880 38,688 28,880 74.6% 32,775 26,987 82.3%

救急 239 214 107 0 103 0 711 984 1,144 1,662 601 204 480 372 275 552 310 103 310 301.8% 214 608 284.7%

歯科 5,334 5,118 1,842 2,645 5,790 5,590 3,538 2,837 6,774 4,588 6,620 6,245 3,409 2,599 6,907 6,482 6,688 5,790 6,688 115.5% 5,118 5,190 101.4%

リハ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0% 0 0 0.0%

リ膠 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0% 0 0 0.0%

合計 396,761 360,035 387,473 360,303 381,820 335,890 341,093 334,989 369,765 357,435 343,794 402,910 367,712 404,291 435,201 391,445 419,548 381,820 419,548 109.9% 360,035 375,339 104.3%

R04年度 R05年度 令和 06 年 令和 06 年 令和 07 年 前年同月比較 前年同月まで月平均比較

平均 平均 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 R06.3 R07.3 前年比 R06.3 R07.3 前年比

初診 582 519 501 478 568 400 493 421 431 595 476 534 537 674 701 536 486 568 486 85.6% 519 524 100.9%

指導 4,451 3,978 4,090 4,001 4,084 3,878 3,798 3,587 3,921 3,908 3,788 5,080 4,836 5,120 4,842 4,481 4,700 4,084 4,700 115.1% 3,978 4,328 108.8%

在宅 805 469 594 739 354 368 425 737 738 378 219 410 767 463 799 676 550 354 550 155.4% 469 544 116.0%

投薬 2,168 2,468 4,746 2,960 3,194 1,817 1,846 1,450 2,067 1,670 1,747 2,076 1,804 1,993 1,751 1,976 1,996 599 1,996 333.3% 2,468 1,849 74.9%

注射 9,444 4,961 5,637 5,550 6,744 5,075 3,256 5,423 6,821 7,261 3,822 6,913 3,587 2,829 8,667 5,087 7,936 6,744 7,936 117.7% 4,961 5,556 112.0%

処置 816 599 608 773 599 447 641 384 425 437 709 977 546 556 1,221 820 558 599 558 93.2% 599 643 107.4%

手術 92,863 86,602 85,383 86,673 86,300 81,708 79,830 72,693 95,307 75,613 73,573 102,344 90,108 88,409 100,462 95,085 97,366 86,300 97,366 112.8% 86,602 87,708 101.3%

検査 4,959 3,747 3,684 3,639 3,682 4,085 3,474 3,269 3,710 3,768 3,887 3,784 3,993 4,583 5,132 4,387 5,120 3,682 5,120 139.0% 3,747 4,099 109.4%

画像 1,927 1,470 1,156 1,302 1,549 1,262 869 1,422 1,394 1,472 1,242 1,405 1,156 1,207 1,414 2,095 1,706 714 1,706 238.8% 1,470 1,387 94.4%

リハ 13,791 15,044 16,562 15,586 16,501 14,833 14,112 13,552 14,484 15,214 14,879 22,145 20,485 21,707 21,369 18,503 20,544 16,501 20,544 124.5% 15,044 17,652 117.3%

他 743 976 1,485 1,132 714 844 1,832 1,046 1,172 1,051 1,111 1,441 1,631 1,585 1,090 1,261 1,740 714 1,740 243.6% 976 1,317 135.0%

入院 101,344 73,437 75,390 69,980 80,302 65,953 67,510 70,040 79,820 76,947 74,233 44,454 42,731 43,468 53,208 50,095 50,835 80,302 50,835 63.3% 73,437 59,941 81.6%

DPC 142,581 145,232 166,716 146,822 154,207 137,197 144,739 141,885 138,734 148,400 143,763 188,441 174,508 208,340 211,187 184,749 203,046 154,207 203,046 131.7% 145,232 168,749 116.2%

食事 12,083 11,346 12,242 11,590 12,529 10,490 10,775 10,987 11,462 11,571 11,507 12,420 11,817 13,166 13,707 12,547 13,337 12,529 13,337 106.5% 11,346 11,982 105.6%

計 388,557 350,848 378,794 351,224 371,328 328,357 333,599 326,896 360,487 348,285 334,957 392,423 358,505 394,099 425,551 382,297 409,921 371,328 409,921 110.4% 350,848 366,281 104.4%

室料 5,662 6,558 6,070 6,520 7,306 6,194 5,988 6,580 7,105 6,659 6,092 7,325 7,636 8,510 6,874 6,651 7,944 7,306 7,944 108.7% 6,558 6,963 106.2%

文書 115 120 139 102 151 84 76 105 110 90 103 138 91 129 160 96 116 151 116 76.6% 120 108 90.1%

産科 1,764 1,981 1,932 1,819 2,521 811 949 999 1,520 1,813 2,036 2,412 790 726 1,662 1,723 864 2,521 864 34.3% 1,981 1,359 68.6%

他 664 528 538 638 514 446 481 409 544 588 607 613 689 827 954 678 704 514 704 137.0% 528 628 119.0%

計 8,204 9,187 8,679 9,079 10,492 7,534 7,495 8,093 9,279 9,150 8,838 10,487 9,206 10,192 9,650 9,147 9,627 10,492 9,627 91.8% 9,187 9,058 98.6%

入院計 396,761 360,035 387,473 360,303 381,820 335,890 341,093 334,989 369,765 357,435 343,794 402,910 367,712 404,291 435,201 391,445 419,548 381,820 419,548 109.9% 360,035 375,339 104.3%
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12,553
7,194

24,106
28,736

13,491 13,780

58,047 58,013

R06 R07

前年同月比較

その他 入院料 DPC 薬剤 手術

11,693 9,319

23,124 26,237

13,789 13,637

55,862 56,948

R06 R07

前年同月まで月平均比較

その他 入院料 DPC 薬剤 手術

　７ー ３　入院単価

　７ー ４　入院単価の構成

診療科
R04年度 R05年度 令和 06 年 令和 06 年 令和 07 年 前年同月比較 前年同月まで月平均比較

平均 平均 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 R06.3 R07.3 前年比 R06.3 R07.3 前年比

内科 54,343 41,653 41,556 39,973 45,496 40,070 37,796 39,063 41,106 40,127 38,208 39,671 37,952 39,040 38,308 38,743 37,952 45,496 37,952 83.4% 36,011 38,952 108.2%

消内 58,009 54,573 67,080 51,534 55,877 53,949 55,284 54,565 52,708 57,649 56,163 53,561 47,676 58,654 64,174 67,306 63,369 55,877 63,369 113.4% 68,558 56,668 82.7%

代内 45,798 43,349 58,182 36,525 49,647 41,155 56,107 47,223 62,739 45,621 45,146 42,479 ー 45,498 53,603 45,451 43,751 49,647 43,751 88.1% 52,672 46,715 88.7%

呼内 40,431 44,653 43,661 47,687 47,464 44,384 45,631 43,269 45,085 42,571 44,475 48,506 48,153 46,840 49,903 51,824 49,115 47,464 49,115 103.5% 32,585 46,287 142.0%

循内 70,865 74,601 65,597 74,157 77,852 68,725 69,997 77,724 90,348 68,634 84,080 80,141 75,907 85,737 91,724 65,710 77,478 77,852 77,478 99.5% 59,137 77,225 130.6%

外科 75,814 79,814 90,449 82,437 70,809 91,106 75,023 78,789 84,105 76,162 73,519 73,024 82,022 77,227 77,648 81,612 79,224 70,809 79,224 111.9% 70,082 78,740 112.4%

整形 53,440 52,487 49,187 54,625 50,713 55,389 56,171 51,172 55,461 62,514 47,310 64,298 50,311 52,930 50,522 55,831 55,320 50,713 55,320 109.1% 53,030 54,678 103.1%

脳外 65,619 57,485 55,536 66,531 57,549 49,541 49,416 70,839 77,464 57,175 55,327 52,377 67,038 67,214 51,057 49,801 58,874 57,549 58,874 102.3% 55,744 58,847 105.6%

脳血 88,777 93,920 62,271 54,950 98,117 83,943 93,883 66,993 77,557 63,511 72,542 98,917 71,505 80,547 104,037 90,353 87,456 98,117 87,456 89.1% 95,189 85,528 89.9%

乳腺 ー 96,474 111,822 60,636 206,941 113,310 63,419 66,604 184,874 54,440 74,541 100,948 53,869 55,254 67,913 50,955 63,254 206,941 63,254 30.6% ー 72,610 ー

心外 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

泌尿 81,898 73,656 80,240 68,734 92,438 92,604 82,077 67,546 78,180 70,883 83,545 86,991 79,796 75,018 88,249 92,581 91,306 92,438 91,306 98.8% 76,104 82,399 108.3%

皮膚 32,828 35,436 33,322 25,141 30,689 32,014 28,785 32,466 36,068 ー 35,980 34,587 38,019 51,730 30,218 23,556 30,319 30,689 30,319 98.8% 8,581 32,642 380.4%

眼科 119,596 119,704 126,104 109,798 126,713 116,716 118,555 187,306 191,277 188,735 184,476 187,927 188,334 192,898 190,868 186,732 192,177 126,713 192,177 151.7% 122,841 168,446 137.1%

放射 ー 51,176 42,088 32,593 ー 0 45,956 ー ー ー ー 41,690 34,881 36,197 34,290 ー 47,267 ー 47,267 ー ー 38,171 ー

耳鼻 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

麻酔 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

小児 63,237 65,994 69,312 67,302 69,394 61,925 63,063 70,976 62,567 64,569 80,689 79,496 68,145 75,675 69,165 71,513 71,518 69,394 71,518 103.1% 77,462 68,314 88.2%

産婦 54,111 55,615 53,465 50,246 53,670 64,107 59,915 56,241 56,143 53,085 52,318 58,511 68,592 65,351 76,523 83,281 73,043 53,670 73,043 136.1% 50,361 62,471 124.0%

救急 84,427 102,504 97,970 ー 93,870 0 59,187 63,931 75,241 58,571 54,555 68,067 74,103 123,797 53,955 88,562 75,165 93,870 75,165 80.1% 79,107 66,405 83.9%

歯科 53,251 54,355 56,046 51,578 74,398 54,740 37,660 69,183 46,658 49,817 54,339 39,786 44,358 50,116 51,216 50,383 46,606 74,398 46,606 62.6% 57,250 48,435 84.6%

リハ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

リ膠 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

合計 59,166 57,324 55,009 55,077 58,047 56,672 55,077 55,547 59,087 55,013 54,139 58,816 57,132 57,257 58,001 57,977 58,013 58,047 58,013 99.9% 53,433 56,948 106.6%

退院日含む 55,316 53,395 51,720 51,274 54,161 52,361 51,323 51,724 54,710 51,218 50,415 54,701 52,885 53,120 54,093 54,088 54,044 54,161 54,044 99.8% 49,957 52,946 106.0%

R04年度 R05年度 令和 06 年 令和 06 年 令和 07 年 前年同月比較 前年同月まで月平均比較

平均 平均 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 R06.3 R07.3 前年比 R06.3 R07.3 前年比

手術 13,848 13,789 12,400 13,591 13,491 14,102 13,180 12,352 15,622 11,943 11,892 15,339 14,360 12,845 13,693 14,420 13,780 13,491 13,780 102.1% 13,789 13,637 98.9%

薬剤 1,732 1,183 1,508 1,334 1,554 1,190 842 1,168 1,457 1,411 900 1,347 859 701 1,420 1,071 1,406 1,148 1,406 122.5% 1,183 1,151 97.3%

DPC 21,262 23,124 24,211 23,024 24,106 23,679 23,896 24,110 22,740 23,440 23,236 28,244 27,810 30,269 28,784 28,018 28,736 24,106 28,736 119.2% 23,124 26,237 113.5%

入院料 15,113 11,693 10,948 10,974 12,553 11,383 11,146 11,901 13,083 12,154 11,998 6,663 6,810 6,315 7,252 7,597 7,194 12,553 7,194 57.3% 11,693 9,319 79.7%

その他 5,988 6,074 5,943 6,153 6,344 6,318 6,013 6,016 6,186 6,064 6,113 7,224 7,294 7,128 6,852 6,871 6,898 6,749 6,898 102.2% 6,074 6,604 108.7%

手術除く単価 44,095 42,073 42,610 41,485 44,556 42,570 41,897 43,195 43,465 43,069 42,247 43,477 42,773 44,412 44,308 43,557 44,234 44,556 44,234 99.3% 42,073 43,312 102.9%

計 57,942 55,862 55,009 55,077 58,047 56,672 55,077 55,547 59,087 55,013 54,139 58,816 57,132 57,257 58,001 57,977 58,013 58,047 58,013 99.9% 55,862 56,948 101.9%

※ DPC のため薬剤は原則包括

延べ患者数 6,706 6,281 6,886 6,377 6,397 5,794 6,057 5,885 6,101 6,331 6,187 6,672 6,275 6,883 7,337 6,594 7,066
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　８ー １　外来収入　（自費含む）

　８ー ２　外来行為別

診療科
R04年度 R05年度 令和 06 年 令和 06 年 令和 07 年 前年同月比較 前年同月まで月平均比較

平均 平均 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 R06.3 R07.3 前年比 R06.3 R07.3 前年比

内科 7,893 7,991 8,720 6,829 8,156 6,213 6,103 6,738 6,429 7,416 6,488 6,267 5,977 7,862 9,234 5,461 6,687 8,156 6,687 82.0% 7,991 6,740 84.3%

消内 8,004 7,642 7,231 9,399 9,383 10,532 9,023 8,868 9,149 7,701 7,561 10,017 11,006 11,486 12,469 11,081 9,181 9,383 9,181 97.9% 7,642 9,840 128.8%

代内 8,705 8,576 8,294 8,258 8,795 9,171 8,269 8,326 9,243 8,964 8,143 9,236 7,230 8,733 8,477 8,382 7,782 8,795 7,782 88.5% 8,576 8,496 99.1%

呼内 12,713 12,845 10,589 11,462 18,059 16,350 19,305 17,687 15,469 16,394 14,476 17,115 14,402 13,492 13,837 14,134 16,376 18,059 16,376 90.7% 12,845 15,753 122.6%

循内 10,615 10,403 10,927 9,625 11,891 13,185 10,622 12,165 12,282 9,514 10,389 14,736 9,766 10,710 11,573 8,754 11,326 11,891 11,326 95.2% 10,403 11,252 108.2%

外科 21,654 20,097 22,099 18,181 24,407 21,206 22,414 21,405 21,658 23,107 15,961 22,117 22,445 18,796 18,400 16,490 14,728 24,407 14,728 60.3% 20,097 19,894 99.0%

整形 8,305 8,847 9,231 8,496 10,103 7,923 8,034 7,285 7,247 7,227 7,173 8,037 7,671 8,305 7,418 7,137 8,558 10,103 8,558 84.7% 8,847 7,668 86.7%

脳外 4,931 5,098 5,062 4,488 5,119 5,632 5,170 5,955 7,298 5,953 7,306 8,259 7,442 10,120 9,591 10,323 12,409 5,119 12,409 242.4% 5,098 7,955 156.0%

脳血 785 847 832 655 785 999 637 652 1,112 869 576 740 822 647 690 631 457 785 457 58.3% 847 736 86.9%

乳腺 2,942 2,823 2,547 2,846 2,263 2,307 3,747 3,071 3,292 3,345 3,255 3,253 2,345 3,023 3,535 2,486 2,649 2,263 2,649 117.1% 2,823 3,026 107.2%

心外 707 713 527 487 678 748 690 717 740 379 895 804 690 711 512 821 798 678 798 117.6% 713 709 99.4%

泌尿 16,522 17,695 15,771 17,569 17,181 16,781 16,019 16,799 15,290 17,535 16,061 19,127 18,966 19,433 18,526 17,146 17,958 17,181 17,958 104.5% 17,695 17,470 98.7%

皮膚 1,735 2,113 2,089 1,394 3,434 1,514 1,510 2,797 1,632 1,745 3,219 1,764 1,505 3,413 2,091 1,381 3,532 3,434 3,532 102.9% 2,113 2,175 102.9%

眼科 4,250 4,226 3,924 4,253 4,217 4,063 3,743 3,830 4,060 3,479 3,448 3,861 3,985 3,799 3,830 3,808 3,982 4,217 3,982 94.4% 4,226 3,824 90.5%

放射 3,408 4,297 4,020 5,101 5,124 4,406 6,048 2,876 2,818 2,535 2,454 4,007 4,056 3,778 3,867 3,399 2,943 5,124 2,943 57.4% 4,297 3,599 83.8%

耳鼻 1,783 1,816 1,839 1,785 2,196 2,104 2,197 2,040 2,112 2,194 1,650 2,009 2,000 2,079 1,538 1,454 1,953 2,196 1,953 88.9% 1,816 1,944 107.1%

麻酔 11 17 18 18 24 15 22 14 27 23 17 17 33 6 12 19 10 24 10 42.1% 17 18 107.6%

小児 8,649 8,860 10,960 9,706 10,254 9,912 5,889 8,436 6,942 8,917 5,775 8,906 6,385 11,040 6,765 7,455 8,106 10,254 8,106 79.1% 8,860 7,877 88.9%

産婦 7,052 6,945 7,104 7,169 7,961 8,044 10,195 10,090 8,446 8,709 8,072 8,521 8,499 7,806 7,242 7,673 6,958 7,961 6,958 87.4% 6,945 8,355 120.3%

救急 2,098 2,601 1,937 2,054 2,182 3,312 3,994 4,349 4,154 3,927 2,110 1,971 2,122 2,385 2,567 2,004 2,402 2,182 2,402 110.1% 2,601 2,941 113.1%

歯科 3,292 3,609 3,844 3,602 3,923 3,838 3,945 3,611 3,832 3,938 3,663 3,880 3,359 4,227 3,645 3,643 3,646 3,923 3,646 92.9% 3,609 3,769 104.4%

リハ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0% 0 0 0.0%

リ膠 903 1,018 1,104 1,075 1,066 954 1,027 1,065 1,056 777 897 882 808 964 880 913 948 1,066 948 89.0% 1,018 931 91.5%

合計 136,956 139,079 138,667 134,453 157,200 149,209 148,600 148,777 144,288 144,645 129,589 155,526 141,515 152,816 146,700 134,594 143,391 157,200 143,391 91.2% 139,079 144,971 104.2%

R04年度 R05年度 令和 06 年 令和 06 年 令和 07 年 前年同月比較 前年同月まで月平均比較

平均 平均 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 R06.3 R07.3 前年比 R06.3 R07.3 前年比

初診 3,369 3,566 3,654 3,961 3,246 3,122 3,414 3,536 3,964 3,799 3,367 3,542 3,332 4,312 4,245 2,929 3,215 3,246 3,215 99.0% 3,566 3,565 100.0%

再診 6,037 6,454 6,171 6,007 6,857 6,115 6,125 6,032 6,432 6,070 6,029 6,540 5,944 6,656 6,111 5,620 6,107 6,857 6,107 89.1% 6,454 6,148 95.3%

指導 9,188 7,800 7,442 7,691 7,635 7,968 7,907 7,837 8,462 7,792 7,260 7,738 7,593 8,759 8,315 6,851 7,336 7,635 7,782 101.9% 7,800 7,818 100.2%

在宅 10,411 10,261 11,436 8,407 12,944 12,107 8,788 11,467 8,896 11,524 8,125 12,378 7,400 11,699 9,047 10,647 11,481 12,944 11,481 88.7% 10,261 10,296 100.3%

投薬 339 803 1,063 618 742 387 305 362 796 635 196 179 234 2,123 3,781 1,647 595 742 595 80.1% 803 937 116.7%

注射 32,478 32,058 32,826 30,858 41,253 41,441 43,913 41,241 36,546 41,463 33,049 46,368 42,188 38,646 38,468 36,683 40,119 41,253 40,119 97.3% 32,058 40,010 124.8%

処置 1,666 1,498 1,590 1,513 1,146 1,264 1,503 1,380 1,189 1,351 1,388 1,571 1,457 1,881 1,483 1,355 1,187 1,146 1,187 103.5% 1,498 1,417 94.6%

手術 3,171 3,291 2,669 3,553 4,074 3,425 2,602 4,611 4,627 3,409 2,861 3,455 3,620 3,360 3,923 3,765 4,471 4,074 4,471 109.8% 3,291 3,677 111.7%

検査 36,741 37,279 36,583 36,793 39,597 36,840 36,648 37,440 39,038 35,909 35,582 38,326 35,506 38,600 37,628 33,439 34,932 39,597 34,932 88.2% 37,279 36,657 98.3%

画像 22,432 23,773 23,504 22,404 26,612 24,874 24,599 24,868 23,887 22,403 22,812 24,371 23,128 25,380 23,462 21,718 24,258 26,612 24,258 91.2% 23,773 23,813 100.2%

リハ 1,073 1,178 1,127 1,286 1,476 914 972 803 955 935 789 648 796 1,022 904 898 796 1,476 796 53.9% 1,178 869 73.8%

他 7,146 7,862 7,485 8,362 8,618 7,891 9,002 6,344 6,533 6,183 5,694 7,337 7,155 7,716 6,887 6,156 6,162 8,618 6,162 71.5% 7,862 6,922 88.0%

計 134,050 135,824 135,551 131,453 154,200 146,346 145,780 145,922 141,325 141,471 127,154 152,453 138,353 150,153 144,253 131,708 140,656 154,200 140,656 91.2% 135,824 142,131 104.6%

文書 1,275 1,304 1,295 1,181 1,194 1,319 1,199 1,165 1,340 1,370 1,141 1,507 1,209 1,005 1,211 1,613 1,570 1,194 1,570 131.5% 1,304 1,304 100.0%

他 382 544 585 629 526 495 447 515 495 605 440 376 389 438 405 361 345 526 345 65.7% 544 443 81.4%

計 1,249 1,407 1,236 1,189 1,281 1,049 1,175 1,176 1,128 1,199 854 1,190 1,563 1,220 830 913 820 1,281 820 64.0% 1,407 1,093 77.7%

外来計 136,956 139,079 138,667 134,453 157,200 149,209 148,600 148,777 144,288 144,645 129,589 155,526 141,515 152,816 146,700 134,594 143,391 157,200 143,391 91.2% 139,079 144,971 104.2%
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2,527 2,359

3,760 3,397

3,988
3,959

1,229
1,116

725
757

959
907

14,642
13,679

R06 R07

前年同月比較

その他 リハ 画像 検査 手術処置 薬剤 在宅 指導 初再診

2,204 2,276

3,456 3,504

3,046 3,914
951

984723
747929
928

12,592
13,585

R06 R07

前年同月まで月平均比較

その他 リハ 画像 検査 手術処置 薬剤 在宅 指導 初再診

　８ー ３　外来単価

　８ー ４　外来単価の構成

診療科
R04年度 R05年度 令和 06 年 令和 06 年 令和 07 年 前年同月比較 前年同月まで月平均比較

平均 平均 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 R06.3 R07.3 前年比 R06.3 R07.3 前年比

内科 14,129 12,997 13,247 11,742 14,917 11,151 12,371 11,973 10,585 10,913 11,481 10,576 10,223 11,133 12,045 10,821 11,906 14,917 11,906 79.8% 13,032 11,800 90.5%

消内 17,450 16,702 15,763 20,023 20,767 22,292 19,944 19,071 19,200 17,030 17,193 21,828 23,237 23,755 27,872 24,876 19,533 20,767 19,533 94.1% 16,331 21,456 131.4%

代内 14,566 15,380 15,935 14,644 16,721 15,899 16,251 15,265 15,978 15,356 14,704 16,216 16,417 15,678 16,012 16,424 15,158 16,721 15,158 90.6% 15,153 15,787 104.2%

呼内 24,663 26,914 23,723 25,952 36,765 33,138 38,674 37,464 29,618 34,425 27,098 30,601 27,381 23,805 25,761 28,482 29,269 36,765 29,269 79.6% 27,079 30,382 112.2%

循内 10,930 10,968 11,868 10,516 11,772 12,760 11,441 12,856 12,090 10,900 11,010 14,784 11,503 11,106 12,611 11,045 12,073 11,772 12,073 102.6% 10,732 12,237 114.0%

外科 41,020 43,973 46,320 38,087 51,175 49,338 46,625 47,091 39,383 45,457 35,297 38,009 45,861 38,593 36,037 37,652 31,962 51,175 31,962 62.5% 40,552 41,032 101.2%

整形 6,310 6,421 7,567 7,169 7,954 7,247 6,715 6,970 6,573 6,804 6,774 6,991 7,502 7,098 7,024 7,034 8,002 7,954 8,002 100.6% 6,922 7,541 108.9%

脳外 6,846 7,056 7,680 6,907 7,612 8,138 7,625 8,349 9,590 10,462 10,280 10,742 12,066 13,108 14,598 17,089 15,461 7,612 15,461 203.1% 7,190 11,781 163.8%

脳血 15,440 14,616 13,914 16,836 15,046 14,429 14,407 15,993 26,219 15,145 17,198 16,789 13,970 15,743 17,207 11,523 15,825 15,046 15,825 105.2% 14,785 16,325 110.4%

乳腺 28,211 23,576 24,449 23,162 18,866 22,815 34,813 27,899 28,665 30,285 22,286 22,985 21,838 23,532 31,633 24,690 23,118 18,866 23,118 122.5% 22,440 26,196 116.7%

心外 14,035 14,313 12,503 15,565 12,075 18,250 13,720 13,243 13,451 11,773 15,052 15,463 15,682 14,177 15,478 18,602 16,976 12,075 16,976 140.6% 14,591 15,160 103.9%

泌尿 14,787 14,379 14,452 15,783 14,813 15,781 13,628 15,537 13,459 15,985 14,685 16,414 17,654 16,397 16,466 16,082 16,936 14,813 16,936 114.3% 15,408 15,822 102.7%

皮膚 4,167 3,883 4,816 3,454 7,607 3,407 3,477 6,225 3,083 3,615 6,376 3,385 3,520 7,004 5,288 3,768 7,965 7,607 7,965 104.7% 4,684 4,933 105.3%

眼科 5,488 5,562 5,222 6,163 5,784 5,369 5,256 5,456 5,353 5,461 5,349 5,507 5,863 5,419 5,699 5,525 5,989 5,784 5,989 103.5% 5,525 5,546 100.4%

放射 24,891 15,185 22,614 21,219 24,496 21,681 21,389 16,189 17,158 17,478 21,335 17,741 16,332 16,823 18,518 16,549 19,371 24,496 19,371 79.1% 18,766 18,511 98.6%

耳鼻 5,340 4,967 5,410 5,144 5,731 5,384 5,598 5,079 5,419 5,268 4,631 5,676 5,323 5,665 5,230 4,928 4,608 5,731 4,608 80.4% 5,080 5,389 106.1%

麻酔 246 306 477 546 566 526 720 387 646 452 380 334 538 150 245 458 293 566 293 51.8% 448 421 94.1%

小児 15,864 10,340 13,889 10,563 14,272 11,466 6,904 11,032 6,883 10,106 7,238 10,200 7,102 10,395 9,008 11,170 10,354 14,272 10,354 72.5% 10,717 9,460 88.3%

産婦 9,120 8,562 8,552 8,507 9,789 11,263 12,227 12,311 10,292 9,519 10,254 10,152 10,544 9,679 9,567 10,856 9,753 9,789 9,753 99.6% 8,271 11,766 142.2%

救急 17,052 14,075 18,264 16,640 20,221 21,846 20,327 18,778 19,169 17,844 18,170 16,132 17,172 18,293 22,966 16,828 17,405 20,221 17,405 86.1% 17,197 19,298 112.2%

歯科 8,402 7,433 8,708 8,102 9,035 8,646 8,900 8,245 8,385 8,344 8,902 8,150 7,855 8,110 8,322 7,746 7,679 9,035 7,679 85.0% 8,177 8,343 102.0%

リハ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0% 0 0 0.0%

リ膠 10,085 9,658 10,824 10,026 11,220 10,604 9,166 10,650 10,256 9,957 9,300 9,143 10,198 10,234 10,731 9,589 10,876 11,220 10,876 96.9% 10,503 10,065 95.8%

合計 13,018 12,427 13,114 12,625 14,642 14,038 13,728 14,116 12,709 13,521 12,448 13,833 13,716 13,302 14,086 13,943 13,679 14,642 13,679 93.4% 12,592 13,857 110.0%

R04年度 R05年度 令和 06 年 令和 06 年 令和 07 年 前年同月比較 前年同月まで月平均比較

平均 平均 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 R06.3 R07.3 前年比 R06.3 R07.3 前年比

初再診 913 929 951 957 959 886 898 926 935 943 920 915 920 972 1,011 905 907 959 907 94.5% 929 928 99.9%

指導 892 723 720 739 725 764 745 758 761 745 711 702 753 776 812 725 713 725 757 104.4% 723 747 103.3%

在宅 1,011 951 1,106 807 1,229 1,161 828 1,109 800 1,101 795 1,123 734 1,036 883 1,127 1,116 1,229 1,116 90.8% 951 984 103.5%

薬剤 3,187 3,046 3,279 3,023 3,988 4,012 4,164 4,025 3,358 4,023 3,254 4,224 4,206 3,612 4,125 4,058 3,959 3,988 3,959 99.3% 3,046 3,914 128.5%

手術処置 470 444 412 487 496 450 387 580 523 455 416 456 503 464 528 542 550 496 550 111.0% 444 487 109.7%

検査 3,568 3,456 3,539 3,534 3,760 3,534 3,451 3,622 3,511 3,432 3,483 3,478 3,520 3,420 3,674 3,540 3,397 3,760 3,397 90.3% 3,456 3,504 101.4%

画像 2,178 2,204 2,274 2,152 2,527 2,386 2,317 2,406 2,148 2,141 2,233 2,211 2,293 2,248 2,291 2,299 2,359 2,527 2,359 93.4% 2,204 2,276 103.3%

リハ 104 109 109 123 140 88 92 78 86 89 77 59 79 91 88 95 77 140 77 55.2% 109 83 76.1%

その他 694 729 724 803 818 757 848 614 588 591 557 666 709 684 673 652 599 818 556 67.9% 729 662 90.8%

合計 13,018 12,592 13,114 12,625 14,642 14,038 13,728 14,116 12,709 13,521 12,448 13,833 13,716 13,302 14,086 13,943 13,679 14,642 13,679 93.4% 12,592 13,585 107.9%
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Ⅲ 診療情報（年次報告）

【分類及び集計方法】
①　この病歴年報は 2024 年 4 月 1 日～ 2025 年 3 月 31 日までの間に退院した患者を

対象として作成した。
②　疾病分類は、世界保健機関（WHO）により定められた「疾病および関連保健問題の

国際統計分類第 10 回改正」に基づいて作成された厚生労働省大臣官房統計調査部編
第 10 回改正「疾病・傷病および死因統計分類提要」ICD-10（2013 年度版）準拠
を使用した。

③　退院患者情報はすべて、橋本市民病院 退院サマリシステム「Medi-Bank」より抽出
した。

④　同一患者がこの期間に数回退院した場合、各退院時の退院サマリからそれぞれ情報を
抽出した。

⑤　① 月別退院患者数については、１入院期間中に転科があった場合でも１として算入
している。② 診療科別退院患者数と③ 診療科別上位５疾患については、１入院期間
中に転科であった場合はそれぞれの診療科に算入している。

‐ 目次 ‐
　　　
① 月別退院患者数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

- Ⅰ．性別・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 32
- Ⅱ．年齢別・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 32
- Ⅲ．疾病大分類別・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 33
- Ⅳ．在院期間別・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 34
- Ⅴ．地区別・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 34
- Ⅵ．二次医療圏別・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 35

　　
② 診療科別退院患者数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

- Ⅰ．性別・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 36
- Ⅱ．年齢別・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 36
- Ⅲ．疾病大分類別・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 37
- Ⅳ．在院期間別・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 38
- Ⅴ．地区別・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 38
- Ⅵ．二次医療圏別・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 39

③ 診療科別上位５疾患　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
- 診療科別上位５疾患・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 40 ～ 42
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①月別退院患者数（2024年度）

① - Ⅰ：性別（月別）

性別 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 総数

男 246 215 243 235 253 225 264 227 262 275 261 262 2,968 

女 252 242 198 262 220 238 248 273 274 249 217 259 2,932 

合計 498 457 441 497 473 463 512 500 536 524 478 521 5,900 

2023 年度 447 444 474 501 470 477 445 452 443 433 469 456 5,511 

前年度差異 51 13 -33 -4 3 -14 67 48 93 91 9 65 389 

2022 年度 408 441 441 524 433 446 449 475 526 466 437 497 5,543 

2021 年度 475 430 502 510 583 529 510 462 484 496 472 538 5,991 

2020 年度 452 343 429 472 471 430 468 406 506 411 432 525 5,345 
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

月別退院患者数の推移

2024年度 2023年度 2022年度

① - Ⅱ：年齢別

性別 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 総数 前年度差異 2023年度

1 歳未満 9 17 8 16 16 12 24 10 9 15 14 13 163 56 107

1 ～ 4 歳 17 15 15 7 11 8 4 11 5 4 5 18 120 -12 132

5 ～ 9 歳 5 11 4 13 12 7 4 10 10 4 5 4 89 14 75

10 ～ 19 歳 12 11 9 10 19 7 5 10 3 9 6 12 113 29 84

20 ～ 29 歳 9 19 11 18 13 19 16 11 8 10 15 12 161 -9 170

30 ～ 39 歳 13 13 14 11 16 17 20 13 18 17 18 22 192 -44 236

40 ～ 49 歳 20 14 22 25 23 21 18 19 19 19 13 19 232 -17 249

50 ～ 59 歳 30 18 29 41 33 25 35 31 36 40 33 29 380 32 348

60 ～ 69 歳 52 61 57 55 57 51 65 65 73 70 50 70 726 62 664

70 ～ 79 歳 136 101 123 139 116 135 139 140 169 145 139 126 1,608 108 1,500

80 ～ 89 歳 147 137 114 118 113 126 131 140 153 141 125 139 1,584 176 1,408

90 歳以上 48 40 35 44 44 35 51 40 33 50 55 57 532 -6 538

合計 498 457 441 497 473 463 512 500 536 524 478 521 5,900 389 5,511
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①月別退院患者数（2024年度）

① - Ⅲ：疾病大分類別

疾病大分類 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 総数 前年度差異 2023年度

感染症および寄生虫症 13 11 8 11 10 11 15 13 11 7 12 16 138 13 125

新生物 85 81 76 101 97 107 110 98 126 88 92 93 1,154 217 937

悪性（再掲） 71 64 66 76 76 86 87 74 92 76 72 69 909 196 713

良性（再掲） 14 17 10 26 21 21 23 24 34 12 20 24 246 22 224
血液・造血器疾患、 

免疫機構の障害 5 7 5 6 2 6 7 3 2 2 4 4 53 11 42
内分泌 , 栄養および 

代謝疾患 8 12 9 12 9 10 6 5 8 9 10 6 104 -3 107

精神および行動の障害 1 2 0 1 0 0 2 0 1 0 1 0 8 1 7

神経系の疾患 11 7 6 7 9 8 5 11 8 13 7 8 100 10 90

眼および付属器の疾患 38 29 43 50 36 32 34 50 36 54 46 48 496 137 359
耳および

乳様突起の疾患 1 1 0 4 1 2 4 3 3 2 1 4 26 6 20

循環器系の疾患 77 56 61 59 46 50 51 69 72 59 63 81 744 14 730

呼吸器系の疾患 42 54 55 34 41 30 31 29 43 66 37 56 518 -28 546

消化器系の疾患 57 62 49 55 66 64 73 69 82 63 59 64 763 -58 821
皮膚および

皮下組織の疾患 3 4 7 4 5 7 6 5 6 4 2 4 57 9 48
筋骨格系および
結合組織の疾患 15 17 12 11 14 13 14 17 12 14 13 12 164 31 133

尿路性器系の疾患 46 26 41 40 34 33 40 37 35 42 37 43 454 -28 482

妊娠・分娩・産じょく 7 13 10 18 18 18 23 15 13 19 17 13 184 -69 253

周産期に発生した病態 4 0 1 1 2 1 3 2 2 4 1 0 21 -44 65
先天奇形・変形・

染色体異常 1 1 0 0 0 0 1 1 0 1 0 3 8 1 7
症状・徴候、 他に分類

されないもの 1 3 1 4 0 0 1 1 2 0 1 3 17 1 16
損傷・中毒・外因の

影響 71 57 48 56 59 54 67 63 69 62 56 52 714 69 645

保健サービスの利用 3 8 7 11 9 11 17 6 3 10 13 7 105 90 15
原因不明の
新たな疾患 9 6 2 12 15 6 2 3 2 5 6 4 72 9 63

合計 498 457 441 497 473 463 512 500 536 524 478 521 5,900 607 5,511

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度
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①月別退院患者数（2024年度）

① - Ⅳ：在院期間別

在院期間 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 総数 前年度差異 2023年度

1 ～ 7 日 249 229 233 287 263 250 276 255 284 289 247 272 3,134 233 2,901

8 ～ 14 日 96 109 92 94 102 88 93 106 108 100 100 98 1,186 48 1,138

15 ～ 30 日 59 58 60 56 56 60 76 69 83 71 57 71 776 28 748

31 ～ 60 日 61 29 37 37 38 46 47 45 37 48 53 50 528 66 462

61 ～ 90 日 23 23 16 18 11 14 17 14 19 15 16 23 209 12 197

91 ～ 120 日 6 7 0 4 2 5 2 7 2 1 4 6 46 -2 48

121 ～ 180 日 4 2 2 1 1 0 1 3 2 0 1 1 18 1 17

181 日以上 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 3 3 0

合計 498 457 441 497 473 463 512 500 536 524 478 521 5,900 389 5,511

53.1%

52.6%

48.2%

51.3%

48.7%

20.1%

20.6%

23.7%

21.3%

19.1%

13.2%

13.6%

13.6%

12.9%

15.2%

8.9%

8.4%

8.5%

8.5%

9.6%

3.5%

3.6%

4.6%

4.5%

5.6%

0.8%

0.9%

1.0%

1.1%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2024年度

2023年度

2022年度

2021年度

2020年度

在院期間別退院患者割合の推移

1～7日 8～14日 15～30日 31～60日 61～90日 91～120日 121～180日 181日以上

① - Ⅴ：地区別

地区 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 総数 前年度差異 2023年度

～ 1㎞未満 13 6 7 12 12 8 14 8 6 10 9 6 111 -6 117 

1㎞～ 2㎞未満 52 43 31 43 38 36 53 45 48 53 46 36 524 64 460 

2㎞～ 3㎞未満 64 47 54 62 60 64 46 54 55 43 57 63 669 91 578 

3㎞～ 5㎞未満 145 146 144 142 140 121 150 141 161 138 140 159 1727 24 1,703 

橋本市その他 86 90 70 92 99 92 101 99 113 112 79 93 1126 94 1,032 

近隣の市※ 116 101 113 108 100 110 110 133 131 137 113 143 1415 1,268 147 

県内の市 6 7 5 25 11 14 20 14 11 14 12 8 147 -38 185 

県外 15 17 17 13 13 18 18 6 11 17 22 13 180 174 6 

その他 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 -5 6 

合計 498 457 441 497 473 463 512 500 536 524 478 521 5900 1,671 4,228 
※近隣の市・・・九度山町、かつらぎ町、高野町、五條市、河内長野市
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2.1%

2.0%

1.8%
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8.3%

6.8%

7.4%
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22.9%
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3.3%
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3.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2024年度

2023年度

2022年度

2021年度

2020年度

地区別退院患者割合の推移

～1km未満 1km～2km未満 2km～3km未満 3km～5km未満 橋本市その他 近隣の市 県内の市 県外 不明
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①月別退院患者数（2024年度）

① - Ⅵ：二次医療圏別

88.9%

86.9%

87.3%

86.2%

85.5%

8.9%

10.5%

10.3%

10.3%

12.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2024年度

2023年度

2022年度

2021年度

2020年度

都道府県別退院患者割合の推移

和歌山 奈良 大阪 その他

97.4%

97.0%

93.4%

93.9%

97.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2024年度

2023年度

2022年度

2021年度

2020年度

二次医療圏別退院患者割合の推移（和歌山県内）

橋本 和歌山 那賀 その他

都道府県 二次医療圏 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 総数 前年度差異 2023年度

大阪

豊能 0 0 0 0 0 3 2 0 0 1 2 0 8 1 7

三島 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 -2 2

北河内 0 1 0 0 3 0 0 0 1 0 0 0 5 -2 7

中河内 0 1 2 0 0 1 1 0 0 0 0 0 5 1 4

南河内 1 1 3 0 0 2 4 0 3 1 2 4 21 -14 35

堺市 0 1 3 0 0 0 2 0 0 1 1 0 8 4 4

泉州 0 0 0 2 1 0 3 0 0 2 2 0 10 -11 21

大阪市 2 0 0 1 1 3 0 1 0 2 6 4 20 7 13

奈良

北和 2 1 0 0 0 3 1 0 0 0 0 0 7 -4 11

中和 0 1 2 0 2 1 1 2 3 1 3 1 17 -3 20

南和 42 39 40 24 43 28 39 29 45 59 56 59 503 -47 550

和歌山

和歌山 0 0 0 1 2 2 4 2 2 0 1 1 15 -12 27

那賀 5 5 5 21 9 12 15 10 8 13 8 7 118 13 105

橋本 437 400 381 440 408 404 434 454 472 440 393 445 5,108 462 4,646

有田 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 -3 4

御坊 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0

田辺 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 2 -4 6

新宮 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 2 0 2

その他 8 7 5 6 4 4 6 0 2 4 3 0 49 2 47

合計 498 457 441 497 473 463 512 500 536 524 478 521 5,900 389 5,511
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②診療科別退院患者数（2024年度）

② - Ⅰ：性別

性別 内科 呼内 消内 循内 代謝 小児 外科 呼外 整形 脳外 脳血 皮膚 泌尿 産婦 眼科 放射 歯口
外科 救急 総計

男 366 304 364 288 25 164 320 26 238 135 73 6 464 51 205 2 65 1 3,097
女 499 173 261 203 17 142 206 7 396 93 79 7 82 641 292 1 68 1 3,168

合計 865 477 625 491 42 306 526 33 634 228 152 13 546 692 497 3 133 2 6,265

② - Ⅱ：年齢別

年齢 内科 呼内 消内 循内 代謝 小児 外科 呼外 整形 脳外 脳血 皮膚 泌尿 産婦 眼科 放射 歯口
外科 救急 総計

1 歳未満 0 0 0 0 0 91 0 0 0 0 0 0 0 99 0 0 0 0 190
1 ～ 4 歳 0 0 0 0 0 116 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 3 0 120
5 ～ 9 歳 0 0 0 0 0 64 0 0 7 0 0 0 0 0 0 0 18 0 89

10 ～ 19 歳 13 3 3 4 1 35 7 2 31 2 0 0 2 7 0 0 8 0 118
20 ～ 29 歳 9 3 3 3 1 0 9 0 15 3 4 0 0 101 0 0 12 0 163
30 ～ 39 歳 14 3 7 1 1 0 18 1 10 2 2 0 5 123 1 0 7 0 195
40 ～ 49 歳 27 6 34 13 0 0 20 1 24 3 4 1 11 77 5 0 10 0 236
50 ～ 59 歳 24 24 45 31 4 0 49 2 60 16 8 1 41 69 4 0 7 1 386
60 ～ 69 歳 55 63 96 54 5 0 90 6 85 29 17 1 109 60 62 0 17 0 749
70 ～ 79 歳 160 166 208 125 18 0 178 12 124 83 42 6 196 90 252 1 18 0 1679
80 ～ 89 歳 341 162 171 178 8 0 125 8 197 68 57 4 169 51 159 2 30 1 1731
90 歳以上 222 47 58 82 4 0 30 1 80 22 18 0 13 15 14 0 3 0 609

合計 865 477 625 491 42 306 526 33 634 228 152 13 546 692 497 3 133 2 6265
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②診療科別退院患者数（2024年度）

② - Ⅲ：疾病大分類別

疾病大分類 内科 呼内 消内 循内 代謝 小児 外科 呼外 整形 脳外 脳血 皮膚 泌尿 産婦 眼科 放射 歯口
外科 救急 総計

新生物 17 13 6 1 37 2 0 0 1 0 6 2 3 0 0 0 0 151

　悪性（再掲） 149 211 0 0 0 215 7 9 9 2 0 306 214 1 3 31 0 1,180

　良性（再掲） 148 93 0 0 0 206 5 2 3 0 0 302 136 1 3 13 0 932

血液・造血器疾患、  
免疫機構の障害 1 118 0 0 0 9 2 7 6 2 0 4 78 0 0 19 0 249

内分泌 , 栄養および  
代謝疾患 5 23 0 0 1 4 0 0 2 0 0 0 7 0 0 1 0 54

精神および行動の障害 3 7 5 37 1 2 0 1 0 0 0 2 3 0 0 0 0 108

神経系の疾患 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8

眼および付属器の疾患 33 2 1 0 2 0 0 11 21 7 0 0 1 0 0 0 1 106

耳および 
乳様突起の疾患 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 496 0 0 0 497

循環器系の疾患 11 1 2 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 28

呼吸器系の疾患 2 4 427 0 0 1 0 0 154 125 0 1 4 0 0 0 0 765

消化器系の疾患 164 7 13 1 160 6 12 1 0 0 0 0 2 0 0 1 0 540

皮膚および 
皮下組織の疾患 6 348 3 0 18 279 0 2 0 0 0 2 1 0 0 78 0 793

筋骨格系および結合組
織の疾患 1 0 1 0 1 2 0 9 0 0 5 1 1 0 0 8 0 59

尿路性器系の疾患 18 0 0 1 13 0 0 90 0 0 0 3 2 0 0 0 0 177

妊娠・分娩・産じょく 2 3 3 1 5 3 0 0 0 0 0 224 139 0 0 0 0 461

周産期に発生した病態 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 184 0 0 0 0 184

先天奇形・変形・
染色体異常 0 0 0 0 45 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 46

症状・徴候、 他に分類 
されないもの 0 0 1 0 3 2 0 0 0 1 0 1 0 0 0 2 0 10

損傷・中毒・外因の 
影響 1 1 2 0 6 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 17

保健サービスの利用 45 3 20 0 7 9 14 511 41 17 2 3 29 0 0 12 1 900

原因不明の 
新たな疾患 18 1 2 0 5 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 76

原因不明の新たな疾患 0 0 1 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 99 0 0 0 0 105

合計 865 477 625 491 42 306 526 33 634 228 152 13 546 692 497 3 133 2 6,265
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②診療科別退院患者数（2024年度）

② - Ⅳ：在院期間別

在院期間 内科 呼内 消内 循内 代謝 小児 外科 呼外 整形 脳外 脳血 皮膚 泌尿 産婦 眼科 放射 歯口
外科 救急 総計

1 ～ 7 日 185 194 379 238 9 285 269 10 191 49 45 2 437 447 497 0 65 2 3,304
8 ～ 14 日 196 110 146 111 26 21 136 17 163 59 48 5 72 166 0 0 46 0 1,322

15 ～ 30 日 220 93 69 83 7 0 91 4 121 64 44 2 26 43 0 1 13 0 881
31 ～ 60 日 187 72 25 41 0 0 24 2 103 42 13 1 8 30 0 2 8 0 558
61 ～ 90 日 60 8 4 13 0 0 2 0 50 11 2 1 2 6 0 0 1 0 160
91 ～ 120 日 14 0 2 3 0 0 4 0 2 1 0 2 1 0 0 0 0 0 29
121 ～ 180 日 3 0 0 1 0 0 0 0 4 1 0 0 0 0 0 0 0 0 9

181 日以上 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2
合計 865 477 625 491 42 306 526 33 634 228 152 13 546 692 497 3 133 2 6,265

延べ入院日数 21,783 7,694 5,638 7,025 451 1,307 6,091 386 13,780 5,189 2,242 413 3,201 6,034 947 91 1,331 4 83,607
平均在院日数※ 25.18 16.13 9.02 14.31 10.74 4.27 11.58 11.70 21.74 22.76 14.75 31.77 5.86 8.72 1.91 30.33 10.01 2.00 13.35 

 ※小数点第 2 位を四捨五入 

② - Ⅴ：地区別

地区 内科 呼内 消内 循内 代謝 小児 外科 呼外 整形 脳外 脳血 皮膚 泌尿 産婦 眼科 放射 歯口
外科 救急 総計

～ 1㎞未満 37 11 10 8 2 5 9 0 8 6 5 1 10 1 9 0 1 0 123
1㎞～ 2㎞未満 58 36 84 38 5 12 43 3 61 18 7 0 50 49 84 0 5 0 553
2㎞～ 3㎞未満 128 46 68 42 1 64 47 2 72 29 19 0 56 71 59 0 11 0 715
3㎞～ 5㎞未満 269 138 189 137 20 109 141 8 193 59 42 7 144 168 177 2 38 1 1,842
橋本市その他 156 86 114 95 8 39 130 5 122 48 39 1 105 153 67 0 37 0 1,205
近隣の市※ 190 145 140 150 5 54 134 13 144 60 31 4 151 143 94 1 26 1 1,486
県内の市 9 4 10 8 1 9 15 0 17 6 7 0 15 32 4 0 13 0 150

県外 17 10 10 12 0 13 7 2 17 2 1 0 14 71 3 0 2 0 181
住所不明等 1 1 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 1 4 0 0 0 0 10

合計 865 477 625 491 42 306 526 33 634 228 152 13 546 692 497 3 133 2 6,265
※近隣の市・・・九度山町、かつらぎ町、高野町、五條市、河内長野市 
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②診療科別退院患者数（2024年度）

② - Ⅵ：二次医療圏別

都道府県 二次医療圏 内科 呼内 消内 循内 代謝 小児 外科 呼外 整形 脳外 脳血 皮膚 泌尿 産婦 眼科 放射 歯口
外科 救急 総計

大阪

豊能 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 7 0 0 0 0 10

三島 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

北河内 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 3 0 0 0 0 5

中河内 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 2 0 0 0 0 0 5

南河内 2 2 2 0 0 1 3 1 0 1 0 0 5 3 0 0 1 0 21

堺市 0 2 1 1 0 0 0 0 2 0 0 0 0 3 0 0 0 0 9

泉州 0 1 0 2 0 1 0 0 1 1 0 0 2 3 0 0 0 0 11

大阪市 1 2 0 0 0 3 0 0 2 0 1 0 1 12 0 0 0 0 22

奈良

北和 3 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1 0 0 0 7

中和 2 0 0 0 0 0 4 0 3 0 0 0 2 6 0 0 0 0 17

南和 70 31 63 63 3 23 27 2 28 17 5 2 28 62 91 1 6 0 522

和歌山

和歌山 0 0 1 2 0 2 1 0 2 1 2 0 0 4 0 0 0 0 15

那賀 8 4 9 4 1 6 14 0 14 4 2 0 14 24 4 0 13 0 121

橋本 774 433 549 416 38 261 476 30 576 204 141 11 489 529 399 2 112 2 5,442

有田 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1

御坊 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1

田辺 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 3

新宮 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 2

その他 4 2 0 1 0 5 1 0 3 0 1 0 1 30 2 0 1 0 51

合計 865 477 625 491 42 306 526 33 634 228 152 13 546 692 497 3 133 2 6,265
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③診療科上位 ５疾患

診療科 順位 疾病中分類 件数 平均日数

内科

1 位 大腿骨骨折 117 45.2

2 位 固形物及び液状物による肺臓炎 88 26.7

3 位 COVID 関連 48 12.3

4 位 尿路系のその他の障害 35 23.2

5 位 腰椎及び骨盤の骨折 34 44.7

呼吸器内科

1 位 気管支及び肺の悪性新生物 123 9.1

2 位 肺炎，病原体不詳 33 15.3

3 位 その他の間質性肺疾患 31 16.9

4 位 固形物及び液状物による肺臓炎 26 21.5

5 位 睡眠障害 20 2.0

消化器内科

1 位 腸のその他の疾患 112 2.3

2 位 結腸，直腸，肛門及び肛門管の良性新生物 105 2.5

3 位 胃の悪性新生物 46 10.0

4 位 腸の憩室性疾患 44 9.3

5 位 胆石症 30 11.0

循環器内科

1 位 心不全 149 24.0

2 位 狭心症 132 3.9

3 位 急性心筋梗塞 47 17.0

4 位 心臓及び血管のプロステーシス，挿入物及び移植片の合併症 18 9.7

5 位 アテローム＜じゅく＜粥＞状＞硬化 ( 症 ) 16 6.3

代謝内科

1 位 インスリン非依存性糖尿病＜ NIDDM ＞ 29 11.8

2 位 インスリン依存性糖尿病＜ IDDM ＞ 3 9.3

3 位 その他の膵内分泌障害 2 3.0

4 位 下垂体機能低下症及びその他の下垂体障害 2 3.5

5 位 詳細不明の糖尿病 1 4.0

小児科

1 位 肺炎，病原体不詳 58 4.4

2 位 ウイルス肺炎，他に分類されないもの 39 3.7

3 位 細菌性肺炎，他に分類されないもの 24 4.8

4 位 その他のインフルエンザウイルスが分離されたインフルエンザ 16 3.1

5 位 その他及び詳細不明の原因による新生児黄疸 14 3.9

外科

1 位 そけい＜鼠径＞ヘルニア 63 4.7

2 位 直腸の悪性新生物 60 13.9

3 位 胃の悪性新生物 45 16.7

4 位 胆石症 39 6.9

5 位 結腸の悪性新生物 38 14.6
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③診療科上位 ５疾患

診療科 順位 疾病中分類 件数 平均日数

乳腺呼吸器外科

1 位 その他及び詳細不明の胸腔内臓器の損傷 11 9.9

2 位 気胸 7 8.3

3 位 膿胸 ( 症 ) 4 33.5

4 位 呼吸器及び消化器の続発性悪性新生物 3 8.7

5 位 気管支及び肺の悪性新生物 2 7.5

整形外科

1 位 大腿骨骨折 148 20.8

2 位 前腕の骨折 77 13.8

3 位 下腿の骨折，足首を含む 73 32.8

4 位 腰椎及び骨盤の骨折 54 22.5

5 位 肩及び上腕の骨折 50 22.6

脳神経外科

1 位 脳梗塞 95 25.3

2 位 頭蓋内損傷 38 13.4

3 位 脳内出血 29 39.9

4 位 くも膜下出血 8 25.8

5 位 その他の非外傷性頭蓋内出血 8 16.0

脳血管内治療科

1 位 脳梗塞 67 18.0

2 位 脳内出血 17 22.6

3 位 脳実質外動脈の閉塞及び狭窄，脳梗塞に至らなかったもの 17 11.4

4 位 その他の脳血管疾患 14 7.2

5 位 頭蓋内損傷 12 8.8

皮膚科

1 位 帯状疱疹［帯状ヘルペス］ 6 9.2

2 位 天疱瘡 2 65.5

3 位 下肢の潰瘍，他に分類されないもの 1 17.0

4 位 類天疱瘡 1 25.0

5 位 体幹の熱傷及び腐食 1 98.0

泌尿器科

1 位 前立腺の悪性新生物 193 4.6

2 位 膀胱の悪性新生物 86 7.7

3 位 腎結石及び尿管結石 75 5.6

4 位 前立腺肥大 ( 症 ) 74 5.9

5 位 閉塞性尿路疾患及び逆流性尿路疾患 20 3.3

産婦人科

1 位 単胎自然分娩 82 7.9

2 位 卵巣の悪性新生物 49 7.8

3 位 女性性器のポリープ 42 1.0

4 位 子宮体部の悪性新生物 41 9.0

5 位 女性性器脱 29 11.5
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③診療科上位 ５疾患

診療科 順位 疾病中分類 件数 平均日数

眼科

1 位 老人性白内障 491 1.9

2 位 その他の白内障 4 2.0

3 位 その他の部位及び部位不明の続発性悪性新生物 1 1.0

4 位 虹彩及び毛様体のその他の障害 1 2.0

5 位

放射線科

1 位 その他の部位及び部位不明の続発性悪性新生物 2 25.5

2 位 乳房の悪性新生物 1 40.0

3 位

4 位

5 位

歯科・口腔外科

1 位 歯顎顔面 ( 先天 ) 異常［不正咬合を含む］ 30 5.6

2 位 埋伏歯 18 3.1

3 位 その他及び部位不明の性状不詳又は不明の新生物 16 8.6

4 位 歯髄及び根尖部歯周組織の疾患 13 7.3

5 位 頭蓋骨及び顔面骨の骨折 8 24.0

救命救急科

1 位 一過性脳虚血発作及び関連症候群 1 2.0

2 位 その他及び詳細不明の胸腔内臓器の損傷 1 2.0

3 位

4 位

5 位
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救急科

総合内科

呼吸器内科

消化器内科

循環器内科

代謝内科

小児科

外科

整形外科

脳神経外科

呼吸器外科

泌尿器科

皮膚科

産婦人科

眼科

脳血管内治療科、脳血管内治療センター

放射線科

健診センター

病理診断科

麻酔科

歯科口腔外科

Ⅳ 診療科紹介
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【科概要、取り組み、年度総括】
2014 年 ４ 月より専従常勤医が配置され、救急科の運営がスタートしました。当地域の二次救急医療を担う

拠点病院として各専門科と連携をとりながら、診療を行っています。
また、二次救急にとどまらず脳卒中や心筋梗塞といった重篤な患者の積極的な受け入れも行っており、迅

速なカテーテル検査・治療につなげ、必要に応じ高次医療機関への搬送を行っています。さらに、昨年より
入院科を問わず、入院中の患者様の急激な病態変化に対応する RRS（院内迅速対応システム）を導入しました。

消防本部と定期的に実施しているワークステーションやメディカルコントロール会議も継続的に行い、消
防との連携をとりながら、地域住民のみなさまが安心して過ごせるように取り組んでおります。

【今後の展望】
2026 年より遠隔 ICU 設置を予定しており、救急外来や集中治療室の重症患者の対応についてこれまで以上

に高次医療機関との連携を図り、医療の発展に努めてまいります。

【診療実績等】
4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 月平均

救急車受入数 196 198 186 203 213 193 172 202 255 247 210 193 205.7

１ 日平均患者数
外来　7.5 名
入院　0.3 名

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 月平均
紹介患者数 5 1 5 6 6 1 4 10 8 2 5 8 2.1

医師紹介

氏名・補職名・専門領域
専門医・認定医等

氏　　名：中
なか

村
むら

 公
まさ

紀
き

補 職 名：部長
専門領域：※省略　外科参照

※省略　外科参照

氏　　名：田
た

中
なか

 理
り

夏
か

子
こ

補 職 名：副医長
専門領域：救急・集中治療

（2024 年 ４ 月入職）

日本救急医学会 / 専門医
日本集中治療学会

氏　　名：福
ふく

井
い

 智
とも

也
や

専門領域：救急科
総合内科

（2025 年 ３ 月退職）

日本救急医学会
日本航空医療学会
日本 DMAT 隊員

氏　　名：江
え

口
ぐち

 豊
ゆたか

補 職 名：参事
（2024 年 ４ 月入職）
（2024 年 ９ 月退職）

日本救急学会 / 指導医・専門医・功労会員
日本集中治療医学会 / 専門医
日本アフェレシス学会 / 専門医
日本急性血液浄化学会 / 認定指導者
日本血栓止血学会 / 認定医・血栓溶解部会委員
社会医学系専門医協会 / 指導医・専門医
日本救命医療学会 / 名誉会員
日本外科学科
日本消化器外科学会
日本消化器内科学会
日本 shock 学会
近畿救急医学会

救急科
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総合内科

【科概要、取り組み、年度総括】
当院の総合内科の特徴は、①どこに受診したらよいかわからない方の窓口の役目をする外来、②様々な問題

を抱え、一つの科のみでは対応が難しい方（特に高齢者）の入院、③院内でのチーム医療への積極的な参加、
この ３ つが挙げられます。①については、発熱や倦怠感といったどこを受診したらよいかわからない方の外来
診療を行い、そのまま検査や治療を行ったり、専門科へ繋ぐ役割を果たしています。②については、高齢化が
進む今日、様々な問題を抱え入院となる方が多く、医学のみならず社会的・心理的な調整も必要な患者さんに
対する入院・治療を行っています。③に関しては、地域中核病院において緩和ケアや感染管理といったチーム
医療が必要とされ、総合内科医としてその中核的な役割を果たしております。

2024 年度の取り組みは以下です。
① 介護施設への往診開始と地域連携の拡充

2024 年度より、地域の介護保険施設等への施設往診を新たに開始しました。これは、地域の高齢者が住み
慣れた施設で安心して医療を継続できる体制を整備することを目的とした取り組みです。

総合内科医は、施設からの依頼に応じて訪問診療を行い、施設職員や他職種と連携することで、患者・施
設双方にとって安心できる迅速な対応につなげることができました。また、施設との情報共有体制も整備し、
今後は合同カンファレンスの開催や地域多職種研修の実施も視野に入れつつ、在宅医療との連携も強化して
いく方針です。
② 整形外科との連携強化

2023 年度から開始した整形外科との連携は、2024 年度にさらに発展しました。大腿骨頚部骨折や椎体骨折
などの術後高齢患者に対し、病状が安定した段階で総合内科へ転科し、基礎疾患の管理、薬剤調整、リハビ
リ支援、退院支援などを包括的に担当しました。

また、地域包括ケア病棟や在宅医療との連携も強化され、急性期から回復期、さらには在宅・施設医療へ
とつながる切れ目のない医療提供体制の構築に向けて、実践的な取り組みを行いました。
③ 教育・臨床研究活動のさらなる活性化

2024 年度も、研修医や医学生の教育に力を入れ、多くの見学・実習を受け入れました。特に、和歌山県・
三重県・高知県合同の黒潮プロジェクトによる学生の受け入れが増加しており、柔軟な教育体制の整備と教
育の質の向上に努めました。医学生や研修医のみならず、看護師に対する教育体制の整備も進めました。

また、日常診療における疑問や地域医療の課題を出発点とした臨床研究活動も活発化しました。多職種連携、
転科連携、施設往診、在宅支援などをテーマとした研究が複数立ち上がり、学会発表や論文化を通じて成果
を外部に発信することができました。

なお、2025 年度にはナースプラクティショナー（NP）の育成支援を本格的に開始する予定であり、総合
内科がその実践と教育の場の中心的な役割を担うべく準備を進めています。NP との協働教育や臨床研究へ
の展開も視野に入れ、診療・教育・研究が一体となった体制の強化を目指してまいります。

【診療実績等】
１ 日平均患者数

外来　28.2 名
入院　57.8 名
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医師紹介
氏名・補職名・専門領域 資格等

氏　　名：堀
ほり

谷
たに

 亮
りょう

介
すけ

補 職 名：医長
専門領域：総合診療

感染症

日本内科学会 / 認定内科医
　  （同上） 　 / 総合内科専門医
　  （同上） 　 / JMECC インストラクター
日本救急医学会 / ICLS ディレクター
日本感染症学会 / インフェクションコントロールドクター（ICD 制度協議会）
日本化学療法学会 / 抗菌化学療法認定医
日本専門医機構 / 総合診療専門研修 特任指導医
厚生労働省医師臨床研修指導医
熱帯医学衛生学位（DTMH）
熱帯医学専攻修士課程修了（MTM）

氏　　名：岡
おか

林
ばやし

 慎
しん

二
じ

補 職 名：医長（2023 年 ４ 月～）
専門領域：消化器内科

炎症性腸疾患
（2023 年 ４ 月入職）
（2025 年 １ 月退職）

日本内科学会 / 認定内科医
日本消化器病学会 / 専門医
日本消化器内視鏡学会 / 専門医
日本カプセル内視鏡学会 / 認定医

氏　　名：青
あお

木
き

 達
たつ

也
や

補 職 名：副医長
専門領域：総合診療

日本内科学会 / 認定内科医

氏　　名：有
あり

吉
よし

 彰
しょう

子
こ

補 職 名：副医長
副臨床研修センター長

専門領域：画像診断
医学教育
インストラクショナルデザイン

（2025 年 ３ 月退職）

検診マンモグラフィ読影認定医
日本医学放射線学会 / 放射線科専門医
　  　   （同上） 　 　/ 放射線診断専門医・指導医
John Hopkins Bloomberg School of Public health 在学中（2022 年 3 月）
厚生労働省医師臨床研修指導医
医学博士

氏　　名：宮
みや

里
ざと

 悠
ゆう

佑
すけ

補 職 名：副医長
専門領域：総合診療

臨床感染症性感染症一般

日本内科学会 / 認定医
日本感染症学会 / 専門医

氏　　名：平
ひら

山
やま

 陽
よう

士
じ

補 職 名：副医長
専門領域：総合診療

消化器内科

日本内科学会 / 認定内科医
　  （同上） 　 / JMECC インストラクター
日本消化器病学会 / 消化器病専門医
日本救急医学会 / ICLS ディレクター
日本消化器内視鏡学会 / 消化器内視鏡専門医

氏　　名：松
まつ

山
やま

 依
より

子
こ

専門領域：総合診療
血液内科

氏　　名：松
まつ

下
した

　翔
しょう

専門領域：総合内科
日本内科学会 / 総合内科専門医

氏　　名：内
うち

田
だ

 真
まさ

人
と

専門領域：総合内科
循環器内科

日本内科学会 / 内科専門医
日本循環器内科学会

氏　　名：坂
さか

口
ぐち

 勇
ゆう

太
た

専門領域：総合内科
総合診療科専攻医

氏　　名：渡
わた

邉
なべ

 航
こう

大
だい

専門領域：総合内科
（2024 年 ４ 月入職）

氏　　名：酢
す

谷
や

 俊
しゅん

介
すけ

専門領域：総合内科
（2024 年 ４ 月入職）

氏　　名：稻
いな

田
だ

 昭
あき

彦
ひこ

専門領域：総合内科
（2024 年 ４ 月入職）

氏　　名：笠
かさ

井
い

 美
み

緒
お

専門領域：総合内科
（2024 年 ４ 月入職）
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業績
学会、研究会等発表
No 年月 学会・研究会名 演題名 発表者 共同発表者 開催都市

1 2024年４月 内科学会総会　ことはじめ
@ 東京国際フォーラム

COVID-19 発症後の仮面尿崩症を契機に症候性
ラトケ嚢胞による下垂体機能低下症を診断した
一例

森本 雄也 宮里 悠佑、宮田 佳穂里、堀谷 亮介 東京都

2 2024年４月 ESCMID Global 2024
Spotlight on rare mimickers: Cervicofacial 
n o c a r d i o s i s  r e s emb l i n g  P a r i n a ud’s 
oculoglandular syndrome （oral presentation）　

宮里 悠佑 長谷川 祐紀、秋田 豊和、口広 智一、
堀谷 亮介 バルセロナ

3 2024年６月 The 12th Auuneal Meeting of Asian 
Organization of Crohn's Colitis

Real-world comparative effectiveness and safety 
of filgotinib and upadacitinib for ulcerative 
colitis.

Shinji 
Okabayashi 西安

4 2024年６月 the international IFS teleconference A case of primary cutaneous nocardiosis 宮里 悠佑 ロンドン
（オンライン）

5 2024年６月 京都 GIM カンファレンス From September 3rd to April, again. 宮里 悠佑 京都

6 2024年９月 心臓病学会 JCS 胸痛レジストリ 急性心筋梗塞患者の胸痛の特徴 , 救急車利用と
症状認識との関係 内田 真人 仙台

7 2024年11月 第 ７ 回日本臨床疫学会
重症アトピー性皮膚炎患者におけるデュピルマ
ブ処方と単純ヘルペス感染症又は帯状疱疹の発
生リスク

岡林 慎二 東京都

8 2024年11月 大腸肛門病学会学術集会 潰瘍性大腸炎におけるフィルゴチニブ、ウパダ
シチニブの有効性・安全性の比較 岡林 慎二 横浜市

9 2024年12月 第 246 回内科学会近畿地方会 髄液中の糖低下がみられ結核性髄膜炎との鑑別
を要した水痘・帯状疱疹ウイルス髄膜炎の一例 松下 翔 松山 依子、平山 陽士、堀谷 亮介 大阪

講演会
No 年月 会名 演題名 演者 開催都市

1 2024年７月 JSEPTIC-CTG 
臨床研究セミナー

「RCT クリティカルリーディング：バイアスの評価の技術」- 報告する結果の
選択によるバイアス /  全体のバイアスのリスク 岡林 慎二 web

2 2024年８月 諏訪中央病院感染症レクチャー 日本一わかりやすい SAB のみかた 宮里 悠佑 長野県
3 2024年10月 諏訪中央病院感染症レクチャー Case records of the Suwa Central Hospital 宮里 悠佑 長野県
4 2024年10月 Dr.s prime academia（オンライン講演会） ポートフォリオに活かす！総合診療専攻医のためのもやもやした疑問の調べ方 松下 翔 web

5 2024年８月、
11月 全自病協・国診協指導医講習会 タスクフォース 堀谷 亮介 web

6 2024年９月 第 4 回臨床研究 IBD synopsis セミナー 「研究デザインの型」 岡林 慎二 web

7 2024年10月、
12月

卒後医師プログラム責任者養成講習会
タスクフォース 堀谷 亮介 web

8 2024年11月 日本臨床疫学会　第 7 回年次総会　 地域医療を元気にする臨床研究医　 堀谷 亮介 東京都 /
web

9 2024年11月 第 10 回臨床研究 IBD てらこ屋ワークショップ
レクチャー 「文体検索」 岡林 慎二 東京都 /

web
10 2024年12月 JCHO 高浜病院講演会 「キャリアについて」 堀谷 亮介 福井県
11 2025年１月 令和 ６ 年度　地域ケア研修会 医療と福祉の視点から困難事例を考える 平山 陽士 橋本市

12 2025年１月 和歌山　RA 膠原病治療を考える会 総合内科とは？ 堀谷 亮介 西牟婁郡
白浜町

13 2025年２月 天理よろづ病院 「アカデミックジェネラリストを目指して」 松下 翔 奈良県
14 2025年２月 Dr.s prime academia（オンライン講演会） 患者の力を引き出す視点 - 健康生成論 - 松下 翔 web
15 2025年２月 諏訪中央病院感染症レクチャー リケッチア感染症のリアル 宮里 悠佑 長野県

論文
No 年月 誌名等及び巻・頁 題名 筆頭著者 共著者

1 2024年６月 Aliment Pharmacol Ther. 2024 Jun;59（11）
:1451-1452.

Editorial: Exploring the influence of diet on 
later-onset ulcerative colitis — Are eggs and 
spicy foods the key factors in Asia? 

Okabayashi S Kobayashi T. 

2 2024年７月 J Infect Chemother. 2024;30811）:1194-6. 
Association between post-COVID-19 conditions 
and male semen quality in Japan: A descriptive 
investigation

Taketomo 
Maruki

Shinichiro Morioka, Yusuke 
Miyazato, Shinya Tsuzuki, et al.

3 2024年９月 United European Gastroenterol J 2024 Sep 
（in press）.

Real-world comparative effectiveness and 
safety of fi lgotinib and upadacitinib for 
ulcerative colitis: a multicentre cohort study.

Nogami A
Asonuma K, Okabayashi S, 
Ikenouchi M, Matsuda T, Shinzaki 
S, Fukata M, Kobayashi T.

4 2024年10月 Sci Rep. 2024 Oct 30;14（1）:26057.
Non-invasive SARS-CoV-2 RNA detection 
and human transcriptome analysis using skin 
surface lipids. 

Kuwano T

Kanno T, Tobiume M, Hirata Y,
Katano H, Koga M, Nagai H, 
Tsutsumi T, Yoshikawa N, 
Yotsuyanagi H, Kutsuna S, 
Miyazato Y, Kinoshita-Iwamoto N,
Ohmagari N, Kobayashi T, 
Fukushima K, Tanaka M, 
Imamura A, Ueda Y, Iwamura M,
Takada N, Inoue T, Matano T, 
Kawana-Tachikawa A, Suzuki T.

5 2024年10月  BMC Infect Dis. 2024 Oct 24;24（1）:1197.
COVID-19 sever i ty and cort icostero id 
treatment have minimal effect on specific 
antibody production.

Nakamoto T

Iwamoto N, Oshiro Y, Inamura N,
Nemoto T, Ide S, Nakamura K, 
Nomoto H, Akiyama Y, Suzuki T,
Miyazato Y, Suzuki M, Suzuki K, 
Kimura M, Saito S, Kutsuna S, 
Ohmagari N.

6 2024年11月  J Infect Chemother. 2024 Nov;30（11）
:1194-1196.

Association between post-COVID-19 conditions 
and male semen quality in Japan: A descriptive 
investigation.

Maruki T
Morioka S, Miyazato Y, Tsuzuki S, 
Takezawa K, Kuribayashi S, 
Kutsuna S, Ohmagari N, Fukuhara S.

7 2024年12月 Jpn J Infect Dis. 2024 Dec 27. doi: 10.7883/
yoken.JJID.2024.255.

Long-term management of refractory vaginal 
trichomoniasis following initial metronidazole 
treatment failure: A case series

Taketomo 
Maruki

Masahiro Ishikane, Masami Kurokawa, 
Taketo Kubo, Yusuke Miyazato, 
Norio Ohmagari

8 2024年12月 J Gastroenterol 2024. （in press）
 Estimating cancer risk in immune-mediated 
inflammatory diseases exposed to varying 
doses of tumour necrosis factor inhibitors.

Okabayashi S Itaya T, Yamazaki H, Yanai R, 
Isshiki M, Yamamoto, Y.
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No 年月 誌名等及び巻・頁 題名 筆頭著者 共著者

9 2025年２月 Medical Education Online, 30（1）.
（2025）. When is “convenient time” for 
residents?: a trial of Resident Study Log as 
asynchronous learning tool for residents. 

HashimotoT.
Ariyoshi, S., Ariyoshi, T., 
Horitani, R., Hasdianda, M. A., 
Kornsawad, K., … Suzuki, T. 

10 2025年２月 Circ J. 2025 Feb 25;89（3）:394-418.

Strategies for Reducing Sudden Cardiac Death 
by Raising Public Awareness- A Statement 
From the Education and Implementation for 
Cardiac Emergency Committee of the Japanese 
Circulation Society.

Nishiyama C

Yoshimura S, Taniguchi T, Amano T, 
Ando H, Homma Y, Imamura T, 
Itoh T, Kiguchi T, Kiyohara K, 
Konno S, Makimoto H, Manabe T,
Matsuzawa Y, Mitamura H, 
Niwamae N, Sakuma M, Sato K, 
Satoh Y, Tahara Y, Tsujita K, 
Tsukada YT, Uchida M, Ueda Y, 
Iwami T.

雑誌掲載
No 年月 発行元・誌名 題名 筆頭著者 共著者

1 2024年４月 中外医学社 . 学び直し風邪診療 風邪への処方の考え方と対症療法の実際 具 芳明 玉井 道裕、水間 悟氏、宮里 悠佑、
他

2 2024年８月 総合診療 . 2024. Vol.34, No.8 ストーン・ウォーズ 矢吹 拓 宮里 悠佑、他
3 2024年10月 medicina. 2024. Vol.61, No.11 続・Quality Indicator の実装とその改善 小坂 鎮太郎 宮里 悠佑、忽那 賢志、他

4 2024年12月 南江堂 . グローバル感染症マニュアル 性感染症
国立国際医療研
究センター
国際感染症セン
ター

宮里 悠佑、他

webサイト掲載
No 開催年月 掲載先 題名 氏名

1 2024年５月 Antaa Slide 「自主退院」 松下 翔
2 2024年９月 Antaa Slide 「学会に子連れで行ってみよう！子連れ学会珍道中」 有吉 彰子
3 2024年12月 Antaa Slide 「みんなで乗り越えよう！小 1 の壁」 有吉 彰子
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【科概要、取り組み、年度総括】
診療スタッフは常勤医 １ 名が ４ 月より増え ３ 名体制となりました。非常勤医の外来診療応援含め、外来救

急対応を行いました。呼吸器外科常勤医 ２ 名と共同のもと、呼吸器内視鏡検査、超音波気管支鏡ガイド下針
生検（EBUS-TBNA）、局所麻酔下胸腔鏡を行いました。呼吸器内科外科での合同カンファレンスを週 １ 回定
期的に行い、肺がん手術適応症例の検討だけでなく、非悪性腫瘍疾患含め幅広い検討を行い、内科外科かか
わらず症例の共有を行い、質の高い診療を提供できるよう努めています。さらに週 １ 回呼吸器内科外科医師
に加え、理学療法士、病棟看護師、地域医療課職員などと退院に向けてのリハビリ計画や退院計画などの合
同カンファを行いました。

【診療実績等】
１ 日平均患者数
　外来　25.6 名
　入院　18.1 名

医師紹介
氏名・補職名・専門領域 資格等

氏　　名：駿
する

田
だ

 直
ただ

俊
とし

補 職 名：病院長
専門領域：呼吸器一般疾患

日本内科学会 / 総合内科専門医
日本呼吸器学会 / 専門医・指導医
日本結核・非結核性抗酸菌症学会 / 認定医・指導医

氏　　名：田
た

中
なか

 将
まさ

規
のり

補 職 名：副医長
専門領域：呼吸器一般疾患

日本内科学会 / 総合内科専門医

氏　　名：高
たか

倉
くら

 敏
とし

彰
あき

専門領域：呼吸器一般疾患
日本内科学会 / 総合内科専門医

業績
学会、研究会等発表
No 年月 学会・研究会名 演題名 発表者 共同発表者 開催都市

1 2024年７月 第 120 回日本肺癌学会関西支部学術集
会

エルロチニブ治療中に大腸憩室炎・膵炎をきた
し仮性膵嚢胞を形成した一例 田中将規 駿田 直俊、高倉 敏彰、岩橋 優美 和歌山市

2 2025年２月 第 116 回日本呼吸器内視鏡学会近畿支
部会

特徴的な気管支鏡検査所見から臨床的に診断し、
治療を行った気管気管支限局型の再発性多発軟
骨炎を疑う一例

田中将規 大橋 拓矢、駿田 直俊 大阪市

3 2025年３月 第 22 回日本臨床腫瘍学会
Addition of ICI to platinum retreatment for 
recurrent NSCLC after perioperative chemo: a 
multicenter retrospective study

Toshiaki 
Takakura

Ryota Shibaki, AtsushiWashioka, 
Yusuke murakami, Yuhei Harutani, 
Hiroaki Akamatsu, 
Nobuyuki Yamamoto

神戸市

講演会
No 年月 会名 演題名 演者 開催都市

1 2024年10月 橋本市民病院健康セミナー 誤嚥性肺炎とその予防について 駿田 直俊 橋本市

2 2025年2月 Wakayama Lung Cancer Meeting E G F R  u n c o m m o n  m u t a t i o n  N S C L C に 対 し て
Osimertinib+Platinum 併用療法は有効か？ 高倉 敏彰 和歌山市

論文・雑誌掲載
No 年月 誌名等及び巻・頁 題名 筆頭著者 共著者

1 2024年５月 Japanese Journal of Clinical Oncology 
2024;54:837-846.

Antiboy-Drug Conjugates in solid tumors; New 
Strategy for cancer therapy

Toshiaki 
Takakura Toshio Shimizu, Nobuyuki Yamamoto

2 2024年８月 Respirology Case Reports 
2024;12(9):e01401.

Unsuccessful rechallenge with nivolumab in 
a patient with advanced non-small cell lung 
cancer who had a 6-year complete response 
and treatment-free period: case report

Toshiaki 
Takakura

Hiroaki Akamatsu, Atsushi Washioka,
Eriko Murakami, Ryyota Shibaki, 
Toshio Shimizu, Yasuhiro Koh, 
Nobuyuki Yamamoto

3 2024年６月 中外医学社　呼吸器内科診療の掟 55. 肺癌の薬物療法 高倉 敏彰 藤本 大智

4 2025年２月 南江堂　臨床雑誌内科 2025;135（2）:199 EGFR エクソン 20 挿入変異 高倉 敏彰

呼吸器内科
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座長・パネリスト等
No 開催年月 学会・研究会名 演題名 氏名 開催都市

1 2024年４月 伊都橋本がん免疫セミナー （座長） 駿田 直俊 橋本市

2 2024年11月 和歌山県病院協会学術大会 （座長）一般口演 駿田 直俊 和歌山市

3 2024年12月 間質性肺疾患 conference （パネリスト）膠原病に伴う間質性肺疾患の治療戦略 田中 将規 和歌山市

4 2025年２月 日本医療マネジメント学会第 19 回和歌山支部
各区術集会 （座長）一般口演 駿田 直俊 田辺市
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【科の概要と取り組み、年度総括】
消化器内科は、主に消化器病を中心とした一般内科で腹痛、嘔吐、下痢、血便といった消化管（食道、胃、

小腸、大腸）の疾患と、胆石、肝炎、胆嚢炎や膵炎などの肝胆膵の疾患があります。これらの消化器内科疾
患に対し薬剤による治療、内視鏡治療、エコー下透視下での治療を積極的に行っています。

日々の診療においては「患者さんの話をよく聞くこと」、「時間と経費を無駄にしない診療」、「患者さん一
人一人の病状に合わせた治療」を心がけ、また、開業医の先生方、近隣の病院との連携、情報提供や紹介入
院治療などを行っています。

内視鏡治療の需要は年々高くなってきております。消化管癌については早期発見に力を入れ、積極的に拡
大観察を施行しております。今後も当院で完結できるように、低い合併症率、高いクオリティを維持できる
ようにしたいと考えております。

【診療実績】
当院で完結することを目指して、積極的治療を行ってきました。
2024 年の入院患者は 619 人で、2023 年と比べ増加しています。
１ 日平均患者数

外来　22.6 名
入院　13.4 名

2024 年度の内視鏡治療症例数
食道 ESD 3 例
食道 EIS・EVL 4 例
胃 EMR 8 例
胃 ESD 38 例
大腸ポリペクトミー 438 例
大腸 ESD 5 例
内視鏡的消化管止血術 77 例

2024 年度の総内視鏡検査件数
上部内視鏡 1,476 件
下部内視鏡 866 件
ERCP 81 件
EUS 37 件

医師紹介
氏名・補職名・専門領域 資格等

氏　　名：吉
よし

田
だ

　悟
さとし

補 職 名：医長
専門領域：消化器内科

医学博士（和歌山県立医科大学）

氏　　名：岩
いわ

橋
はし

 優
ゆう

美
み

専門領域：消化器内科
日本内科学会 / 認定内科専門医

氏　　名：湊
みなと

口
ぐち

 仁
ひと

史
し

専門領域：消化器内科
（2024 年 ９ 月退職）

氏　　名：榎
えの

本
もと

 武
たけ

典
あき

（2024 年 ４ 月入職）
（2025 年 ３ 月退職）

消化器内科
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循環器内科

【科概要、取り組み、年度総括】
心臓疾患（心不全、狭心症、心筋梗塞、不整脈、心臓弁膜症、心筋症など）を中心に、大動脈、肺動脈、

末梢動脈などの血管に関わる疾患、高血圧症を専門に扱う科です。具体的には息切れ、胸・背中の痛みや圧
迫感、動悸や脈の乱れ、歩行時の下肢の痛みなどの症状を有する方や、健康診断で心電図異常や高血圧、脂
質異常症を指摘された方が受診されます。また、むくみの原因がわからない方や眼前が暗くなり意識が遠の
いたりする発作がある方も心臓病の可能性があります。一度、外来でのチェックをお勧めします。

心臓救急の代表的な疾患としては急性冠症候群（急性心筋梗塞、狭心症）と急性心不全が挙げられます。
特に急性心筋梗塞では、発症後いかに早く再疎通療法を行うかが重要となります。当院周辺には循環器専門
施設がなく、循環器救急疾患の搬送先はほぼ当院に限られます。当科では 24 時間体制の循環器救急医療を実
施し、急性心筋梗塞症を中心にした緊急症例の受け入れを行っています。当科の業務はこのような急性期心
疾患の管理、治療が中心となっており、入院患者の過半数を緊急入院患者が占めています。

本邦では超高齢社会を迎え、合併症を持たれた心不全患者数が増加しています。わが国の高齢者心不全の
予後をみた研究では、80 歳以上の心不全患者の再入院率は １ 年で約 30％です。その意味で、高齢者心不全に
おいては、症状緩和と再入院予防を行い、その人らしい QOL の維持が治療目標となります。心不全の治療
に関しては、急性期の治療のみならず長期の予後、疾患管理も含めた診療を行うため、各診療科との連携に
加え、看護部・検査科・臨床工学科・薬剤部・栄養科やソーシャルワーカーなどの多職種による包括的な診
療をチームで対応するように心掛けています。

これからも、さらに精力的に高度・先進医療を提供することで地域の医療者の方々から信頼される循環器
内科を目指していきます。

【診療実績等】
2024 年度の循環器疾患の入院患者は 456 人で、そのうち心不全患者は 134 人、急性冠症候群患者は 72 人

でした。

１ 日平均患者数
外来　45.4 名
入院　18.0 名

非観血的検査・治療
心エコー 2830 件
心臓核医学（RI）検査 102 件
冠動脈 CT 検査 164 件
心臓 MRI 検査 17 件

観血的検査・治療
総心臓カテーテル検査 254 件
バルーン大動脈弁形成術 （BAV） 6 件
冠動脈インターベンション（PCI） 144 件（緊急：74 件）
抹消動脈疾患のカテーテル治療（EVT） 30 件
ペースメーカー植え込み術　新規 11 件
ペースメーカー　交換 19 件
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医師紹介
氏名・補職名・専門領域 資格等

氏　　名：星
ほし

屋
や

 博
ひろ

信
のぶ

補 職 名：病院長代理
専門領域：循環器内科

日本内科学会 / 認定内科医
日本循環器学会 / 循環器専門医

氏　　名：九
く

鬼
き

 新
しん

太
た

郎
ろう

補 職 名：部長
専門領域：循環器内科

日本内科学会 / 認定内科医
日本循環器学会 / 循環器専門医
医学博士（和歌山県立医科大学）

氏　　名：寒
そう

川
がわ

 浩
ひろ

道
みち

補 職 名：医長
専門領域：総合診療

心血管カテーテル治療

構造的心疾患診療

消化器内視鏡治療

内科感染症

（2024 年 ４ 月入職）

日本内科学会 / 認定内科医、総合内科専門医
日本循環器学会 / 専門医
日本心血管インターベンション治療学会 / 認定医、専門医、施設代表医 近畿支部運営委員
日本消化器病学会 / 専門医
日本消化器内視鏡学会	専門医
日本感染症学会 /ICD
日本プライマリケア連合学会 / 認定医　指導医
日本専門医機構総合診療特任指導医 / 総合診療特任指導医
浅大腿動脈ステントグラフト実施医
日本化学療法学会 / 抗菌化学療法認定医
臨床研修指導医講習修了
緩和ケア研修会終了
日本経カテーテル心臓弁治療学会	
日本心エコー図学会
医学博士（和歌山県立医科大学）

氏　　名：桝
ます

野
の

 富
とみ

造
ぞう

補 職 名：医長
専門領域：循環器内科

日本内科学会 / 認定内科医
日本循環器学会 / 専門医

氏　　名：山
やま

本
もと

 圭
けい

輔
すけ

専門領域：循環器内科
（2025 年 ３ 月退職）

氏　　名：中
なか

井
い

 真
ま

衣
い

専門領域：循環器内科
（2024 年 ９ 月退職）

業績
学会、研究会等発表
No 年月 学会・研究会名 演題名 発表者 共同発表者 開催都市

1 2025年３月 第 44 回 CVIT 近畿地方会 洞不全症候群 3 群の既往のある急性下肢動脈閉
塞の一例 山本 圭輔 桝野 冨造、寒川 浩道、九鬼 新太郎 大阪市

講演会
No 年月 会名 演題名 演者 開催都市

1 2024年５月 和歌山県紀北局研修会 心不全パンデミックに備えて
～急性期治療から在宅治療・介護までシームレスな地域連携を通じて～ 九鬼 新太郎 web

2 2024年７月 高尿酸血症治療を考える会 生活習慣病としての高尿酸血症
～循環器内科医が病型分類を考え直してみた～ 九鬼 新太郎 web

3 2024年７月 有田市医師会生涯教育研究会 生活習慣病としての高尿酸血症
～循環器内科医が病型分類を考え直してみた～ 九鬼 新太郎 有田市

4 2024年９月 高尿酸血症治療を考える会 生活習慣病としての高尿酸血症
～循環器内科医が病型分類を考え直してみた～ 九鬼 新太郎 web

5 2024年10月 2024 年 和歌山呼吸器疾患を考える会 なぜ循環器内科医が COPD 早期医療を重要視するのか 九鬼 新太郎 和歌山市
6 2024年11月 第 27 回紀北地区循環器セミナー 失神の既往のある急性下肢動脈閉塞の一例 山本 圭輔 橋本市
7 2024年11月 ストラクチャ―ジャパン 2024 BAV のキセキ 寒川 浩道 大阪市
8 2025年２月 伊都医師会学術講演会 心不全発症を早期ステージからしっかり予防するには。 九鬼 新太郎 橋本市
9 2025年２月 SHD セミナー BAV のキ・セ・キ 寒川 浩道 橋本市

10 2025年３月 垂水区医師会学術講演会 なぜ循環器内科医が COPD 早期医療を重要視するのか 九鬼 新太郎 神戸市

11 2025年３月 KCJL2025 第 17 回 BAVclub BAV をきわめる retroBAV を極める
スピードアップと安全性担保のための工夫 寒川 浩道 神戸市

12 2025年３月 慢性便秘症セミナー 循環器内科医が便秘医療を考えてみた 九鬼 新太郎 和歌山市

座長・パネリスト等
No 年月 学会・研究会名 役割・演題名 氏名 開催都市

1 2024年6月 MitraClip 座談会 （座長）治療経験を通して分かる介入タイミング 九鬼 新太郎 和歌山市

2 2024年7月 和歌山不整脈先進治療研究会 （座長）「クライオ（冷凍）アブレーションの新たな位置づけ～薦める理由・
選ばれる理由～」 九鬼 新太郎 橋本市

3 2024年10月 Hyperkalemia seminar in WAKAYAMA （座長）心不全管理における高カリウム血症治療の位置づけ 九鬼 新太郎 web

4 2024年11月 LEQVIO Expert Summit （パネリスト） 寒川 浩道、
山本 圭輔 橋本市

5 2024年11月 第 27 回紀北地区循環器セミナー （座長）超高齢心房細動患者さんへの対応～新しいガイドラインでどのように
アップデートされたか～ 九鬼 新太郎 和歌山市

6 2024年11月 日本プライマリケア連合学会近畿地方会 （座長）プライマリ・ケア領域で使われる漢方薬～頭痛・便秘・下痢に対す
る漢方治療について～ 寒川 浩道 和歌山市

7 2024年12月 Wakayama HF ALERT （総合座長）
（パネリスト）シームレスな心不全管理を目指した病院薬剤師の取り組み 九鬼 新太郎 橋本市
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【科の概要と取り組み、年度総括】
代謝内科は主として糖尿病・脂質異常症・肥満症・高血圧・メタボリックシンドローム等のいわゆる「生活習慣病」

の診断・治療・管理をおこなっています。生活習慣病は動脈硬化の危険因子として、特に高齢者の QOL に大きな
影響を及ぼすと考えられ、2007 年以降、超高齢化社会に突入したわが国では生活習慣に早期から積極的に介入し
て個々の患者さんに良質な日常生活を送っていただくことが社会的にも最重要課題となってきています。これらの疾
患を有する患者さんに対して長期間にわたる日常生活への介入、病態・病期に即した薬物治療の選択を行っていく
ためには、地域全体で医療連携を推進していく必要があります。当地域の基幹医療施設である当院においては総
合病院の利点を生かして各専門科や各専門職（看護師・栄養士・薬剤師・検査技師・理学療法士等）との連携を図っ
て、重症度や合併症の評価を行い、それに基づいた生活指導や治療介入を行います。

内分泌疾患領域では甲状腺疾患をはじめ、副腎疾患、下垂体疾患も当科で担っています。比較的特殊な検査を
要するこれらの内分泌疾患の診断及び治療方針の決定を行います。

2024 年度における当科診療体制は常勤医 ２ 名と、非常勤医で近畿大学医学部内分泌・代謝・糖尿病内科か
ら週 ２ 回、和歌山県立医科大学付属病院　糖尿病・内分泌・代謝内科から隔週で外来診療を応援していただい
ていました。2024 年 ４ 月～ 2025 年 ３ 月の当科受診患者は延べ 6458 名、そのうち初診患者数は 67 名でした。
2024 年 ４ 月～ 2025 年 ３ 月に当科で担当した入院患者は 46 名でした。院内で「糖尿病教室」を医師、看護師、
栄養士、薬剤師、検査技師、理学療法士が ２ 週で １ サイクルの内容でそれぞれ開催しており、教育入院患者だけ
でなく、入院中の糖尿病患者はだれでも参加でき、糖尿病についての大まかな知識が得られるように構成されてい
ます。また、糖尿病療養指導士の育成にも積極的にすすめており、現在 ８ 名の CDEJと 10 名の WLCDE が現
場で活躍しています。糖尿病療養支援外来（療養相談・フットケア・糖尿病腎症透析予防）を実施しています。‘糖
尿病ワーキングチーム’は、毎月第 ３ 火曜日に集まって、糖尿病医療チーム内での意見交換や 11 月14 日の‘世界
糖尿病デー’に際して市民病院のブルーライトアップの実施、来院された方へ糖尿病の予防の必要性・合併症な
どについてニュースレターを作成し配布させていただきました。また「糖尿病とその予備軍を対象とした行事」の
企画等として、毎年 11 月に和歌山県立橋本体育館で開催される‘すこやか橋本まなびの日’にも‘糖尿病ワーキン
グチーム’で出展し、血糖・血圧測定と糖尿病クイズを行いました。今後も、行政などとも連携して、地域での健
康教室などの催しにワーキングチームで参加し、近隣地域の医療を提供できるよう努めて参ります。

【診療実績】
１ 日平均患者数

外来　26.6 名
入院	1 .1 名

医師紹介
氏名・補職名・専門領域 資格等

氏　　名：宮
みや

田
た

 佳
か

穂
お

里
り

補 職 名：医長
専門領域：代謝内科

糖尿病

日本内科学会 / 認定内科医
　  （同上）　  / 総合内科専門医
日本糖尿病学会 / 糖尿病専門医、研修指導医

氏　　名：森
もり

　美
み

穂
ほ

専門領域：代謝内科

業績
学会、研究会等発表
No 年月 学会・研究会名 演題名 発表者 共同発表者 開催都市

1 2024年４月 第 121 回　日本内科学会講演会
ことはじめ 2024

COVID － 19 発症後の仮面尿崩症を契機に症候
性ラトケ嚢胞による汎下垂体機能低下症を診断
した一例

森本 雄也 宮田 佳穂里、宮里 悠佑、堀谷 亮介 東京都

代謝内科
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講演会
No 年月 会名 演題名 演者 開催都市

1 2024年７月 第 55 回和歌山内科臨床懇話会 COVID-19 による・・・？ 宮田 佳穂里、
森 美穂 和歌山市

座長・パネリスト等
No 開催年月 学会・研究会名 演題名 氏名 開催都市

1 2024年４月 糖尿病セミナー in 橋本 （座長）STOP ☆ Diabetes　新たに展開する糖尿病診療～ GLP-1 受容体作動
薬をいつ使うか？ 宮田 佳穂里 橋本市
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【科の概要と取り組み、年度総括】
小児科は、常勤医師が ３ 名で月曜から金曜の午前診、午後診と月、木、土曜の時間外診療をしています。

一般的な小児急性疾患から ２ 次救急まで担当するとともに、小児心身症、アレルギー疾患などに漢方薬、小
児鍼等も活用し、専門的かつ総合的な治療に力を入れています。小児循環器疾患には和歌山県立医科大学附
属病院から派遣の非常勤医師が担当しています（週 １ 回水曜午前診）。

今年度年間入院数は約 1,000 人で、その多くは肺炎、気管支炎、胃腸炎などの急性疾患及び気管支喘息、
けいれんなどですが、川崎病、ネフローゼ症候群、化膿性髄膜炎も少数みられます。新生児の対応、処置も行っ
ています。

１ 日外来患者数は約 40 人で急性疾患のほか、気管支喘息、アトピー性皮膚炎などのアレルギー疾患、てん
かんなどの痙攣性疾患にも対応しています。院内出生児の １ ヶ月健診、各種予防接種（アレルギーやけいれ
んのあるこどもにも対応）も行っています。

小児救急医療は近隣の南奈良総合医療センター、和歌山県立医科大学附属病院紀北分院、公立那賀病院と
広域連携し、また地域の開業医院と平日ミニ輪番制で漏れのない対応を目指しています。

橋本市の ４ ヶ月健診（月 １ 回）、１ 歳 ８ ヵ月健診（月 １ 回）、３ 歳 ６ ヵ月健診（月 １ 回）や、あやの台チルド
レンセンターとつくしんぼ園の内科健診（年 ２ 回）に出務しています。

【診療実績】
１ 日平均患者数

外来　41.1 名
入院	 2.7 名

医師紹介
氏名・補職名・専門領域 資格等

氏　　名：大
おお

石
いし

　興
こう

補 職 名：副病院長
副診療部長
部長

専門領域：感染症
免疫アレルギー疾患
心身症
漢方治療
小児鍼

日本小児科学会 / 小児科専門医、指導医

氏　　名：向
むかい

山
やま

 弘
ひろ

展
のぶ

補 職 名：小児科部長
専門領域：小児一般

腎臓病

日本小児科学会 / 小児科専門医
日本小児腎臓病学会 / 代議員
厚生労働省医師臨床研修指導医
小児慢性特定疾病指定医
難病指定医

氏　　名：大
おお

橋
はし

　豪
ごう

専門領域：小児一般
（2024 年 ４ 月入職）
（2025 年 3 月退職）

業績
座長・パネリスト等
No 開催年月 学会・研究会名 演題名 氏名 開催都市

1 2024年６月 第 74 回東洋医学会学術総会 （座長）ミニシンポジウム「小児心身の漢方治療」 大石 興 大阪市

小児科
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【科概要、取り組み、年度総括】
（1）はじめに

本年度からは県下4施設目となる手術支援ロボット（da Vinci Xi）が当院に導入されました。当科の領域では、
2024 年度は結腸癌 13 例（S 状結腸癌：８ 例、上行結腸癌：4 例、盲腸癌：1 例）にロボット支援下手術を行い、
緻密で安全な手術を提供しました。

現在、外科のスタッフは 4 名で、全スタッフが和歌山県立医科大学第二外科教室に所属しています。治療に
は外科専門医・指導医（日本外科学会）、消化器外科専門医・指導医（日本消化器外科学会）、日本内視鏡外
科学会技術認定医が中心となり、消化器・一般外科手術、腹部救急手術を担当しています。2024 年度は 357
件の手術を実施しました（内訳は後述）。

手術内容は胃癌・大腸癌をはじめ、食道癌・肝癌・胆道癌・膵臓癌の全領域の消化器癌手術と、胆石・鼠径
ヘルニア・痔疾患・皮下腫瘍などの良性疾患、虫垂炎・腸閉塞・消化管穿孔、穿孔性腹膜炎などの緊急手術を行っ
ています。

消化器癌診療については、各々の癌治療ガイドラインに則り標準治療を実施しており、手術は可能な限り鏡
視下手術（腹腔鏡下手術、胸腔鏡下手術、ロボット支援下手術）を行なっています。胃癌、大腸癌などの消化
管癌では全例腹腔鏡下手術（結腸癌ではロボット支援下手術）を推進し、食道癌では胸腔鏡下食道切除・腹
腔鏡下胃管作成を施行しています。鏡視下手術により、創部の整容性だけでなく、詳細な外科解剖を得ること
ができ、開腹手術に勝るとも劣らない繊細な手術が可能となっています。また、本年度は胸部食道癌に対する
胸腔鏡下術、肝細胞癌・転移性肝癌に対する肝切除術、膵癌に対する膵頭十二指腸切除術の高難易手術も積
極的に施行しました。

消化器癌以外の良性疾患：胆石や鼠径ヘルニア・腹壁瘢痕ヘルニア、食道裂孔ヘルニアでも腹腔鏡下手術
を推進し、早期退院・社会復帰に寄与しています。痔疾患については、内痔核への通常の切除術だけでなく、
硬化療法や痔瘻・裂孔手術および直腸脱手術（経肛門的、腹腔鏡下）も実施しています。急性虫垂炎や消化
管穿孔などの腹部救急疾患でも腹腔鏡下手術を施行しています。

周術期管理については、理学療法士の協力のもと、術前・術後の周術期がんリハビリテーションを積極的に
行い、術後の合併症予防、早期の社会復帰に取り組んでいます。さらに、院内でせん妄対策チームを立ち上げ、
高齢患者の術後せん妄予防、身体抑制軽減に努めています。

手術以外の治療としては、当院消化器内科医師と協力して内視鏡治療や X 線透視下の治療も担っています。
内視鏡的治療としては、大腸ポリープに対する内視鏡的粘膜切除（EMR）、総胆管結石に対する内視鏡的乳頭
切開（EST）による砕石術、摂食障害者への内視鏡的胃瘻造設術（PEG）を行っています。X 線透視下には、
急性胆嚢炎に対する経皮経肝胆嚢ドレナージ（PTGBD）や細菌性胆管炎に対する経皮経肝または内視鏡的胆
道ドレナージ術（PTBD、ENBD）、腸閉塞に対するイレウス管留置術も実施しています。

消化器癌の薬物療法やがん終末期患者に対する緩和ケアについては、薬剤師やがん化学療法認定看護師、
緩和ケアチーム（緩和ケア認定看護師）、医療ソーシャルワーカー、訪問看護ステーションと連携をとって対
応しています。

外科の週間スケジュールは、月曜日に総回診を行い、水曜日はメディカルスタッフと共に術前患者の治療法
を検討する術前カンファレンスを行なっています。木曜日には消化器内科スタッフと消化器疾患カンファレン
ス（キャンサーボード）を実施し院内での消化管疾患の治療法を検討し、消化器疾患グループの活性化に務め
ています。また、金曜日には病理カンファレンスを実施し、手術を行なった症例の病理結果の振り返り、今後
の治療法の検討を実施しています。

外科研修医および学生に対する教育は、縫合・結紮研修、腹腔鏡手術トレーニング機器を用いた指導を行い、
術前カンファレンス等を通じて解剖・手術内容を理解した上で、実際に手洗いし手術に参加してもらいます。

地域の病院・開業医との連携に対する取り組みは、免疫チェックポイント阻害剤の免疫関連有害事象を地域
で早期発見、重症化を予防する目的で、紀和病院、和歌山県立医科大学紀北分院、当院とで“伊都橋本医療
圏免疫療法サポートチーム”（Ito-Hashimoto ICI Support Team: （呼称）アイアイサポートチーム）を発足し、
病診薬連携を通じた地域活動を行っています。また、2025 年 2 月 1 日には例年同様、「伊都橋本医療圏消化器
疾患カンファレンス」を開催し、山本病院、紀和病院、地域の開業医の先生方と消化器疾患について症例検討
会を開催し、病診連携の強化に努めています。

外科
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（2）対象疾患
一般外科、消化器外科、腹部救急疾患
対象疾患：消化器癌（胃・大腸、食道、肝・胆・膵）、胆道良性疾患、各種ヘルニア（鼠径、臍、腹壁、食
道裂孔）、肛門疾患

（3）診療内容
＜手術＞消化器癌及び消化器良性疾患、腹部救急疾患
（主な鏡視下手術）

食道癌：胸腔鏡下食道切除術、縦隔鏡下食道切除術
胃癌・粘膜下腫瘍：腹腔鏡下胃切除術、腹腔鏡下胃全摘術、腹腔鏡・内視鏡合同手術
食道胃接合部癌：胸腔鏡下胸腔内吻合術
結腸癌・直腸癌：ロボット支援下（腹腔鏡下）結腸切除術、腹腔鏡下直腸切除（切断）術
胆石：腹腔鏡下胆嚢摘出術
鼠径ヘルニア・腹壁瘢痕ヘルニア、食道裂孔ヘルニア：腹腔鏡下修復術
虫垂炎：腹腔鏡下虫垂切除術
胃・十二指腸潰瘍穿孔：腹腔鏡下穿孔部閉鎖術
腸閉塞：腹腔鏡下腸閉塞解除術
他、救急疾患の腹腔鏡下手術

＜検査＞
内視鏡（上部消化管、大腸、胆道）、消化管透視、腹部超音波、CT、MRIなど

＜処置＞内視鏡的処置（EMR、ESD、消化管出血に対する止血、ESTほか）
胆道感染に対する経皮経肝胆嚢ドレナージ（PTGBD）、経皮経肝胆管ドレナージ（PTBD）、
イレウス管留置術、メタリックステントを用いた胆管・消化管狭窄治療
経皮内視鏡的胃瘻造設術（PEG）、ジオンによる痔核の4段階硬化療法（ALTA）

＜手術日＞
月曜日、水曜日、隔週木曜日、隔週金曜日

（4）主な医療機器
手術支援ロボット（da Vinci Xi）、４K モニター腹腔鏡装置、電子内視鏡装置、超音波画像診断装置ほか

【診療実績】
１ 日平均患者数

外来　23.9 名
入院　15.4 名

手術件数
全身麻酔	 304 件
腰椎麻酔	 16 件
局所麻酔	 37 件
合計	 357 件

疾患別
疾患、術式別 件数（うち鏡視下手術）

食道がん 4（4）
胃がん 19（18）
結腸がん 30（28）
直腸がん 14（14）
肝切除 6
膵頭十二指腸切除 9
イレウス 9（5）
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胆石症 58（54）
そけい部ヘルニア 64（46）
痔核・痔瘻 18
食道裂孔ヘルニア 2（2）
直腸脱 3
虫垂炎 35（33）
急性腹膜炎手術 1
その他 85
合計 357

【取り組みや今後の展望】
① 患者主体の身体に優しい医療を提供する（低侵襲手術の推進）
② 医療過誤・事故を生じないように努め、安全な医療を提供する
③ がん診療連携拠点病院として、標準がん治療を地域住民に提供する
④ 救急医療、災害医療の地域拠点病院としての役割を果たす
⑤ 地域の医療施設と密に連携をとる
⑥ 主要学会の指導医・専門医資格を取得し維持する
⑦ 学会・論文活動を継続し、自己研鑽に努める

医師紹介
氏名・補職名・専門領域 資格等

氏　　名：中
なか

村
むら

 公
まさ

紀
き

補 職 名：副病院長
外科部長
救急科部長
卒後臨床研修センター長

専門領域：消化器がん治療
特に上部消化管（食道・胃）外科
内視鏡外科

日本外科学会 / 認定医、専門医、指導医
日本消化器外科学会 / 専門医、指導医、評議員
　　　（同上）　　　/ 消化器がん外科治療認定医
日本がん治療認定医機構 / がん治療認定医
日本食道学会 / 食道科認定医、食道外科専門医、評議員
日本内視鏡外科学会 / 日本内視鏡外科学会技術認定（胃）
日本胃癌学会 / 代議員
近畿外科学会 / 評議員
Certificate of da Vinci console surgeon（手術支援ロボット）
厚生労働省医師臨床研修指導医
和歌山県立医科大学非常勤講師

氏　　名：小
お

澤
ざわ

　悟
さとる

補 職 名：部長（2024 年 ４ 月～）
専門領域：消化器外科

緩和医療

日本外科学会 / 認定医、専門医
日本消化器外科学会 / 専門医
日本消化器病学会 / 専門医
日本消化器内視鏡学会 / 専門医
日本がん治療認定医機構 / がん治療認定医
臨床研修指導医
DMAT

氏　　名：藤
ふじ

田
た

 洋
よう

一
いち

補 職 名：部長
専門領域：消化器外科

（2025 年 ３ 月退職）

日本外科学会 / 専門医
日本消化器外科学会 / 専門医・指導医
日本消化器病学会 / 専門医
日本消化器内視鏡学会 / 専門医
医学博士
臨床研修指導医

氏　　名：村
むら

上
かみ

 大
だい

輔
すけ

補 職 名：副医長
専門領域：消化器外科

（2025 年 ３ 月退職）

日本外科学会
日本消化器外科学会
日本消化器病学会
大腸肛門病学会
日本臨床外科学会
日本癌治療学会
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氏　　名：嶋
しま

田
だ

 浩
こう

介
すけ

補 職 名：医監
専門領域：消化器外科

栄養療法
排便機能
災害医療

日本外科学会 / 専門医・指導医
日本消化器外科学会 / 専門医・指導医
　　　（同上）　　　 / 消化器がん外科治療認定医
日本消化器病学会 / 消化器病専門医
日本臨床栄養代謝学会 /TNT 修了
日本医師会認定産業医
厚生労働省医師臨床研修指導医
緩和ケア指導医
BLS、ACLS 修了
JPTEC 修了
JATEC 修了
DMAT

業績
学会、研究会等発表
No 年月 学会・研究会名 演題名 発表者 共同発表者 開催都市

1 2024年10月 第 74 回和歌山消化器外科談話会 地方病院におけるロボット支援下手術導入に対
する取り組み 中村 公紀 小澤 悟、藤田 洋一、村上 大輔 和歌山市

2 2024年11月 第 86 回日本臨床外科学会学術集会 地域医療における臨床外科医の果たす役割とそ
の魅力 中村 公紀 小澤 悟、藤田 洋一、村上 大輔 宇都宮市

講演会
No 年月 会名 演題名 演者 開催都市

1 2024年12月 Japan Oncology KAMPO Forum 2024 
周術期 Day

食道癌術後低栄養状態に対する六君子湯の有用性
ー臨床試験から見えた漢方薬の可能性ー 中村 公紀 Web

2 2025年２月 第 3 回伊都橋本医療圏消化器疾患カンファレンス 地方病院におけるロボット支援下手術の導入 中村 公紀 橋本市

座長・パネリスト等
No 年月 学会・研究会名 演題名 氏名 開催都市

1 2024年４月 伊都橋本医療圏　がん免疫セミナー （座長）和歌山医大式胃癌治療 中村 公紀 橋本市
2 2024年７月 第 79 回日本消化器外科学会総会 （座長）代謝・栄養 中村 公紀 下関市
3 2025年３月 第 97 回日本胃癌学会総会 （座長）化学療法 中村 公紀 名古屋市
4 2025年３月 伊都橋本医療圏 化学療法学術セミナー （座長）肝細胞癌に対する外科治療 ​- 開腹から腹腔鏡、ロボット手術へ ‐ 中村 公紀 橋本市
5 2025年３月 第 ５ 回南河内がんゲノム医療連携の会 （座長）病病連携によるがんゲノム医療の成果と展望 中村 公紀 河内長野市
6 2025年３月 第 ５ 回南河内がんゲノム医療連携の会 （パネリスト）紹介前後の患者さん・主治医間のフォローにおける気付き 中村 公紀 河内長野市
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【概要】
R６ 年度は 53％（132 症例中 70 例）の大腿骨近位部骨折患者さんに受傷後 48 時間以内の緊急手術治療を施

行致しました。患者さんの ADL を低下させる本骨折を準救急で手術する事で、術後合併症の低減、入院期
間の短縮に繋がります。高齢者大腿骨近位部骨折の早期手術体制をより充実させたいと思います。

また今後とも四肢外傷全般の標準的治療を地域の中核病院として実施していきたいと思います。特に緊急
性の高い外傷（切断肢指、開放性骨折、広範皮膚欠損創など）に対して、速やかに対応していきたいと思い
ます。

R６ 年度全手術件数（R６.４.１-R７.３.31）　総症例 634
骨折 357

大腿骨近位部 132（人工骨頭 64　観血的整復固定術 68） うち緊急手術加算症例 70
大腿転子下から骨幹部 ９ 
大腿骨遠位 ５
膝蓋骨 ９
下腿 62（近位 ８，骨幹部 ７，遠位 47）
足部足趾 13
骨盤 ０
鎖骨 13
肩甲骨 ０
上腕 25（近位 ７　骨幹部 ３　遠位 ９）　上腕骨頭置換 １
前腕 67（近位 ６　骨幹部 ６　遠位 55）
手部手指 22（手部 ９　指 13）

関節外科 37
人工関節置換術　36（股関節 13　膝関節 23　肩関節 ０）
膝関節鏡手術 １（半月板切除縫合、遊離体除去） ４
十字靭帯再建 ０

手外科・足外科 111
絞扼性神経障害 40　（手根管症候群 34　肘部管症候群 ５　Guyon 管 １）
腱鞘切開 37（ばね指腱消切開 37　ドケルバン ０）
有茎皮弁 １、遊離皮弁 １
デュプイトレン拘縮手術 ２
手関節形成術 ３
骨切り術 ０
関節固定術 ８
再接着、腱損傷、神経損傷、血管損傷、靱帯断裂、腱剥離など　14
アキレス腱断裂 ５

脊椎 １
頸椎手術 ０
胸椎手術 ０
腰椎破裂骨折後方固定 １

骨軟部腫瘍 14　（軟部腫瘍 12　骨腫瘍 ２）
その他 114

骨内異物除去術 75
感染処置および創傷処理 32
四肢、指切断 ７
授動術 ０

同一症例の別皮切手術はそれぞれ別個にカウント。

１ 日平均患者数
外来　50.2 人
入院　36.2 人

整形外科
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医師紹介
氏名・補職名・専門領域 資格等

氏　　名：林
はやし

　未
み

統
と

補 職 名：副病院長
診療部長
整形外科部長

専門領域：手外科
四肢外傷
マイクロサージャリー

日本整形外科学会 / 整形外科専門医
日本手外科学会 / 手外科専門医、手外科指導医
中部日本整形外科災害外科学会 / 評議員
身体障害者福祉法第 15 条指定医師（肢体）
医学博士
小児運動器疾患管理医師

氏　　名：峰
みね

　巨
なおや

補 職 名：部長
専門領域：整形外科一般

関節外科

日本整形外科学会 / 日本整形外科学会認定リウマチ医
　　　（同上）　　/ 日本整形外科学会認定リハビリテーション医
　　　（同上）　　/ 日本整形外科学会認定スポーツ医
日本専門医機構 / 整形外科専門医
日本人工関節学会 / 認定医
身体障害者福祉法第 15 条指定医師（肢体）
AOTrauma Member,AOTrauma Japan 上級会員
医学博士

氏　　名：谷
たに

上
がみ

 正
まさ

純
ずみ

補 職 名：副医長
専門領域：整形外科一般

日本整形外科学会 / 専門医、運動器リハビリテーション医

氏　　名：中
なか

田
た

 朋
とも

紀
のり

補 職 名：副医長
専門領域：整形外科一般

（2024 年 ４ 月入職）

氏　　名：菅
すが

野
の

 裕
ゆう

一
いち

郎
ろう

専門領域：整形外科一般

氏　　名：村
むら

田
た

 顕
あき

優
まさ

補 職 名：医員
専門領域：整形外科一般

（2024 年 10 月入職）

氏　　名：石
いし

本
もと

 悠
ゆう

介
すけ

補 職 名：医員
専門領域：整形外科一般

（2024 年 ６ 月退職）

氏　　名：中
なか

村
むら

 裕
ゆう

一
いち

補 職 名：医員
専門領域：整形外科一般

（2024 年 ７ 月入職）
（2024 年 ９ 月退職）

業績
論文・雑誌掲載
No 年月 誌名等及び巻・頁 題名 筆頭著者 共著者

1 2024年10月 中部日本整形外科災害外科学会雑誌（0008-
9443）68 巻秋季学会 Page301

月状骨骨折を合併した橈骨遠位端骨折の 1 例（会
議録） 菅野 裕一郎 林 未統、北裏 卓也、峰 巨、

谷上 正純

2 2024年12月 和歌山医学（0043-0013）75 巻 4 号 
Page166-167

橈骨遠位端骨折に月状骨骨折を合併した稀な 1
例（会議録） 菅野 裕一郎 林 未統、峰 巨、谷上 正純、

北裏 卓也、石本 悠介

3 2024年12月 和歌山医学（0043-0013）75 巻 4 号 
Page167

有鈎骨鈎骨折後の偽関節による小指屈筋腱皮下
断裂の一例（会議録） 石本 悠介 林 未統、峰 巨、谷上 正純、

中田 朋紀、菅野 裕一郎

座長・パネリスト等
No 開催年月 学会・研究会名 演題名 氏名 開催都市

1 2025年２月 紀北地区骨粗鬆症地域連携懇話会 （座長）紀北分院における BKP 患者の骨粗鬆症治療の状況 林 未統 伊都郡
かつらぎ町
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【科の紹介】
当科は一般外来および入院患者さんの診療に加え、伊都、橋本地域の頭部外傷、脳卒中に対応しております。

入院患者内脳卒中患者は ６ 割近くに及び、年々増加しています。
2022 年 ４ 月脳血管内治療科をオープンし、tPA、急性期血行再開術の恩恵をより多くの患者様にうけてい

ただくよう、Code Stroke　system を整備し、救急隊からの連絡を直接聞き、早期に対応準備し、治療までの
time を短縮し、超急性脳梗塞には経静脈的血栓溶解療法に加え、急性期血栓機械的血栓捕捉術をシームレスに
行えるよう努めています。

また LEICA 社の顕微鏡システムを導入し、術中蛍光色素による脳血管撮影が可能となり、脳腫瘍手術では、
腫瘍と正常脳との境界を明らかにする、蛍光色素をもちいた、臨床研究も行っています。

当科では「画像支援ナビゲーション手術」を行っています。この手術で使用される Medtronic 社製のニュー
ロナビゲーター Stealth Station　S8 は、自動車の道案内に用いられる‘カーナビ’のようなものです。 病変部
と周辺組織の立体的位置を正確に表示してくれるため、手術の際にどこを切開しどのように進めば安全に病変部
まで到達できるのか、といったことが一目瞭然です。その結果、神経や血管を傷つけることなく安全に病変部を
取り除くことができるようになり脳腫瘍の治療で成果をあげています。さらに、重要脳神経や重要機能を司る脳

（手足の動き、言語）近傍脳腫瘍摘出時には神経モニタリングを併用し画像支援ナビゲーションと共に病変部を
切除する精度を高めるだけでなく安全性の向上に努めています。

また和歌山県下では数少ない専門外来　平成 25 年 ９ 月からは、「物忘れ外来」（担当：大饗医師）を開設し、
早期アルツハイマー型認知症の治療薬（レカネマブ、ドナネマブ）にも対応しています。

【診療実績】
１ 日平均患者数

外来　33.3 人
入院　13.2 人

【診療実績】
手術実績　68 例

脳血管障害
開頭ネッククリッピング術 3 例
開頭流入動脈クリッピング術 1 例
開頭血腫除去術 3 例
定位的血腫吸引除去術 0 例
脳動静脈奇形摘出術 1 例
バイパス術 0 例
脳室ドレナージ術 8 例
外減圧術 1 例
脳腫瘍
開頭脳腫瘍摘出術 5 例
経蝶形骨洞下垂体腫瘍摘出術 1 例
生検術 2 例
神経血管減圧術 0 例
外傷　　　　　　　　　　　　
開頭血腫除去術 2 例
頭蓋形成術 3 例
慢性硬膜下血腫穿頭洗浄術 31 例
水頭症
脳室腹腔シャント術 2 例
腰椎くも膜下腔腹腔シャント術 0 例
感染
脳膿瘍排膿術 2 例
その他 3 例

脳神経外科
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血管内手術　56 例
脳動脈瘤ステント・コイル塞栓術 3 例
脳動脈瘤コイル塞栓術 6 例
脳動脈瘤フローダイバーター留置術 2 例
脳動脈瘤母血管閉塞術 2 例
頚動脈ステント留置術 11 例
頭蓋内血管拡張術 2 例
急性期血栓回収術 15 例
脳動静脈奇形（塞栓術） 1 例
硬膜動静脈瘻（塞栓術） 3 例
脳腫瘍絵栄養血管塞栓術 1 例
慢性硬膜下血腫（動脈塞栓術） 6 例
鼻出血（動脈塞栓術） 2 例

【今後の課題】
新しい手術技術の導入を行い、新規患者の獲得
地域社会への啓蒙活動の強化

医師紹介
氏名・補職名・専門領域 資格等

氏　　名：垣
かき

下
した

 浩
こう

二
じ

補 職 名：副病院長
地域医療部長
脳神経外科部長

専門領域：脳腫瘍
脳卒中の外科治療
神経機能の外科治療

日本脳神経外科学会 / 脳神経外科専門医、指導医
日本脳卒中学会 / 脳卒中専門医、指導医
日本頭痛学会 / 認定頭痛専門医
医学博士

氏　　名：大
お

饗
わい

 義
よし

仁
ひろ

補 職 名：部長
専門領域：脳腫瘍の外科治療

認知症治療

日本脳神経外科学会 / 脳神経外科専門医
日本摂食嚥下リハビリテーション学会 / 日本摂食嚥下リハビリテーション学会認定士

業績
学会、研究会等発表
No 年月 学会・研究会名 演題名 発表者 共同発表者 開催都市

1 2024年12月 第 52 回　日本頭痛学会総会 診断までに時間を要した前頭部痛を伴った有痛
性眼筋麻痺の １ 例 垣下 浩二 大饗 義仁 横浜

2 2025年３月 第 50 回　日本脳卒中学会学術集会 短期間に皮質下脳内出血を繰り返した多発感染
性脳動脈瘤の １ 例 垣下 浩二 大饗 義仁、吉村 良 大阪

講演会
No 年月 会名 演題名 演者 開催都市

1 2024年５月 興和社内研修会 認知症治療について 大饗義仁 橋本市

2 2024年６月 医療と介護の連携代表の会 特発性正常圧水頭症の診断と治療 垣下 浩二 橋本市

3 2024年７月 第 24 回和歌山認知症研究会 これまでの認知症診療とレケンビへの期待 大饗 義仁 web

4 2024年９月 第 ５ 回南奈良・紀北 Network Conference これまでの認知症診療とレケンビへの期待 大饗 義仁 web

5 2024年９月 伊都薬剤師会研修会 片頭痛の病態とメカニズムに基づいたこれからの片頭痛治療 垣下 浩二 橋本市

6 2024年９月 Migraine Web Seminar 当院の片頭痛治療の実際 - 満足度の高い診療を目指して予防薬を使いこなす - 垣下 浩二 web

7 2024年10月 認知症市民公開講座 地域でささえる認知症～これまでとこれから～ 大饗義仁 橋本市

8 2024年12月 橋本市民病院　認知症関連医療連携セミナー 見逃されやすい治療可能な認知症　特発性正常圧水頭症の診断と治療 垣下 浩二 橋本市

9 2025年１月 てんかんと認知症　Seminar これって認知症？～見逃しやすい高齢者てんかん～ 大饗 義仁 橋本市

10 2025年１月 新宮市・東牟婁郡・紀南医師会学術講演会 「脳外科からみた認知症医療」 大饗 義仁 新宮市

11 2025年２月 地域の頭痛診療を考える会 奥深い頭痛診療　片頭痛編 垣下 浩二 橋本市

12 2025年２月 脳神経外科医のための認知症セミナー これまでの認知症診療とレケンビへの期待 大饗 義仁 和歌山市

13 2025年２月 橋本医療圏認知症勉強会 「脳外科からみた認知症医療」 大饗 義仁 橋本市

座長・パネリスト等
No 開催年月 学会・研究会名 演題名 氏名 開催都市

1 2024年６月 Migraine Expert Meeting in Wakayama （座長）片頭痛診療 Update  ～新たな選択肢フレマネズマブへの期待～ 垣下 浩二 和歌山市
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No 開催年月 学会・研究会名 演題名 氏名 開催都市

2 2024年８月 クローズアップ　Migraine Online Seminar in 
Wakayama

（座長）片頭痛の診断のポイントと治療　～抗 CGRP 抗体製剤のリアルワー
ルドの片頭痛治療効果について～ 垣下 浩二 橋本市

3 2024年９月 Alzheimer's Desease Network Conference in 
紀北

（座長）わかりやすいレカネマブ治療の実際
（パネリスト）これからの認知症治療について考える 大饗 義仁 web

4 2024年９月 第 ５ 回南奈良・紀北 Network Conference （パネリスト）これからの認知症診療について考える 大饗 義仁 web

5 2025年１月 てんかんと認知症　Seminar （座長）認知症とてんかんをいっしょに学ぶ 垣下 浩二 橋本市

6 2025年２月 脳神経外科医のための認知症セミナー （パネリスト）これからの認知症診療について考える 大饗 義仁 和歌山市
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【概要】
■診療体制について

2023 年 ４ 月より呼吸器外科の入院診療および手術を再開しました。2019 年 ３ 月末をもって乳腺・呼吸器外
科が常勤医不在となり外来診療のみとなっておりましたが、呼吸器外科専門医 ２ 名が着任しました。

■診療について
おもに次のような対象疾患に対する手術やインターベンションを実施します。
・肺悪性腫瘍（原発性肺がん / 転移性肺腫瘍）
・気胸などの嚢胞性疾患
・縦隔腫瘍（胸腺腫など）
・急性膿胸（胸膜炎による胸水貯留）
・胸膜疾患（胸膜中皮腫など）
・その他　外科的生検（診断確定 / 集学的治療のための遺伝子解析などを目的とした肺部分切除手術）

近年、呼吸器外科領域の診療は大きく変化しました。その一つは、胸腔鏡下手術など低侵襲手術の流れです。
かつての大きく開胸する手術アプローチから、ビデオ胸腔鏡下手術によるいわゆる“からだにやさしい手術”
が定着しました。当科でも一部の疾患を除き基本的に胸腔鏡を用いた手術を行っており、胸壁への手術侵襲
が小さいため術後の疼痛が軽減されて入院日数も短縮されています。また、ガイドラインにそって、病期や
画像所見より適応例には術後の肺機能温存を考えた積極的縮小手術も実施しています。

次に、遺伝子治療や免疫チェックポイント阻害薬などの新たながん治療薬が続々と開発され、がん治療も
多様化しています。肺がんや肺転移を伴った他臓器がんに対して、手術・薬物・放射線治療を組み合わせた
集学的治療における呼吸器外科の役割も一層大きくなりました。画像診断や検査・術後の診断など、従来通
りの放射線科医や病理医との連携とともに、呼吸器センターとして呼吸器内科と一体となって診療にあたる
ため、特に肺がんでは診断から治療までスピーディーで完結型の診療が、また急性膿胸や気胸に対してもタ
イムリーな外科的対応が可能になりました。

また、「人生 100 年時代」ともいわれる高齢化社会を迎え、呼吸器外科においても手術対象年齢が高くなっ
ています。合併症を有する患者さんもまれではなく、また肺切除術に伴う呼吸機能ロスなども考慮し、QOL
の維持・向上を目指したチーム包括ケアーを重視しています。総合病院の強みを生かして、合併疾患のある
患者さんには他科との連携をはかり、看護師・薬剤師・リハビリテーション療法士・栄養士・ソーシャルワー
カーらメディカルスタッフのサポートも得て、安全で良質な診療を心がけています。

【診療実績】
１ 日平均患者数
　外来　5.7 人
　入院　0.9 人

医師紹介
氏名・補職名・専門領域 資格等

氏　　名：阪
さか

口
ぐち

 全
まさ

宏
ひろ

補 職 名：部長
専門領域：呼吸器外科一般

日本呼吸器外科 / 専門医
日本呼吸器外科学会 / 評議員
日本外科学会 / 専門医・指導医
医学博士

呼吸器外科
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氏　　名：大
おお

橋
はし

 拓
たく

矢
や

補 職 名：医長
専門領域：呼吸器外科 手術全般

（胸腔鏡手術・ロボット手術・
拡大手術）

日本呼吸器外科学会 / 指導医・評議員
日本呼吸器外科学会 / 胸腔鏡安全技術認定取得
日本呼吸器内視鏡学会 / 気管支鏡指導医・専門医・評議員
日本呼吸器気学会 / 専門医
日本気管食道科学会 / 専門医
日本外科学会 / 専門医
日本がん治療認定機構 / 認定医
日本ロボット外科学会 / 専門医 Class B
Certificate of Da Vinci Console Surgeon/ 手術支援ロボット Da Vinci 認定資格取得
医学博士
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【科概要、取り組み、年度総括】
これまで行ってきた上部尿路結石に対する細径尿管鏡を用いた経尿道的手術（TUL）、前立腺肥大症に対

する経尿道的前立腺レーザー核出術（HoLEP）や膀胱がんに対する経尿道的膀胱腫瘍切除術（TUR － Bt）、
女性泌尿器科疾患に対する手術も安定して行っています。加えて、上部尿路がん（腎盂がんや尿管がん）や
腎がんなどの泌尿器科悪性腫瘍に対する腹腔鏡手術も積極的に実施するようになり、別記の通り一定の症例
数を重ね、安定した手術成績を示しております。2017 年 １ 月に腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術の施設認定を獲
得し、限局性前立腺がんに対する腹腔鏡下手術も継続実施しております。2018 年 １ 月からは難治性の過活動
膀胱に対する仙骨神経刺激療法（SNM）についても施設認定を受けました。2020 年度からは、難治性過活動
膀胱に対するボツリヌストキシン膀胱壁注入療法も取り入れ症例を重ねつつあります。

これまでどおり、患者さんの生活の質（QOL）を重視しつつ診療に取り組みたいと考えております。地域
医療に少しでも貢献できるよう努力いたします。

●診療内容
次のような泌尿器科疾患を対象としています。

① 泌尿器科悪性腫瘍（腎がん、腎盂がん、尿管がん、膀胱がん、前立腺がん、精巣腫瘍など）
② 排尿障害（前立腺肥大症、神経因性膀胱など）
③ 尿路結石（膀胱結石、腎結石、尿管結石など）
④ 尿路性器感染症（膀胱炎、腎盂腎炎、前立腺炎、性感染症など）
⑤ 小児泌尿器科（停留精巣、包茎など）
⑥ 性機能障害（ED、男性更年期など）
⑦ 女性泌尿器科（尿失禁、性器脱など）

【診療実績】
１ 日平均患者数

外来　54.5 名
入院	  8.0 名

手術日は火曜日、木曜日、金曜日の午後です。主に火曜日に全身麻酔手術を予定しております。手術実績
に関しては １ 月から 12 月のものを掲載いたします。
（　）内は腹腔鏡下手術件数

手術名 2020 年 2021 年 2022 年 2023 年 2024 年
副腎摘除術（鏡視下） 4 （4） 1 （1） 1 （1） 1 （1） 0
根治的腎摘除術（鏡視下） 3 （3） 3 （3） 5 （5） 2 （2） 2 （2）
単純腎摘除術 0 1 （1） 0 0 0
腎部分切除術 4 （4） 6 （5） 1（1） 0 1 （1）
腎尿管全摘膀胱部分切除術（鏡視下） 4 （4） 4 （4） 2 （1） 4（3） 2（2）
経尿道的尿管砕石術（TUL） 84 86 81 65 79
腹腔鏡下腎盂形成術 0 0 0 0 0
膀胱全摘除術（開腹） 1 1 1 2 0
回腸（結腸）導管造設術 1 1 1 1 0
経尿道的膀胱腫瘍切除術 42 65 72 82 76
尿失禁手術（TVT、TOT） 3 6 3 3 2
高位精巣摘出術 1 3 1 1 1
経尿道的前立腺レーザー核出術 54 74 71 40 66
経尿道的水蒸気治療 - - 5 18 4
前立腺全摘除術（鏡視下）
　　　　　※ 2024 年（ロボット支援下） 15 （14） 23 （22） 20 （20） 12（12） 22（20）
膀胱砕石術 7 5 5 18 13
陰嚢内小手術 8 7 2 7 2
ボツリヌストキシン膀胱壁注入療法 14 26 8 18 9
その他手術 34 30 14 10 13
合計 279 342 293 284 292

泌尿器科
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医師紹介
氏名・補職名・専門領域 資格等

氏　　名：平
ひら

林
ばやし

 康
やす

男
を

補 職 名：筆頭部長
専門領域：泌尿器一般

尿路結石
尿失禁
前立腺肥大症
下部尿路機能

日本泌尿器科学会 / 泌尿器科専門医、指導医
日本性感染病学会 / 日本性感染病学会認定医
医学博士

氏　　名：倉
くら

本
もと

 朋
とも

未
み

補 職 名：部長
専門領域：泌尿器一般

（2024 年 ４ 月入職）

医学博士（和歌山県立医科大学）
日本泌尿器科学会 / 専門医、指導医
日本泌尿器内視鏡・ロボティクス学会 / ロボット支援手術プロクター（手術指導医、前立腺）
泌尿器腹腔鏡技術認定医

氏　　名：梅
うめ

本
もと

 秀
ひで

俊
とし

補 職 名：副医長
専門領域：泌尿器科一般

排尿障害
（2024 年 ６ 月退職）

日本泌尿器科学会 / 専門医
日本排尿機能学会 / 専門医
日本がん治療認定医機構 / がん治療認定医

氏　　名：和
わ

田
だ

 拓
たく

磨
ま

補 職 名：医員
専門領域：泌尿器科一般

（2024 年 10 月入職）

Certificate of da Vinci console surgeon（手術支援ロボット）

業績
学会、研究会等発表
No 年月 学会・研究会名 演題名 発表者 共同発表者 開催都市

1 2024年10月 第 57 回紀の国フォーラム
尿管結石を併発した異所性尿管に対し、腹腔鏡
下尿管切石術、尿管膀胱心吻合術を施行した １
例

和田 拓磨 倉本 朋未、平林 康男、稲垣 武 和歌山市

2 2025年２月 第 258 回　日本泌尿器科学会関西地方
会

尿管結石を併発した異所性尿管に対し、腹腔鏡
下尿管切石術、尿管膀胱心吻合術を施行した １
例

和田 拓磨 倉本 朋未、平林 康男、稲垣 武 和歌山市

講演会
No 年月 会名 演題名 演者 開催都市

1 2025年１月 第 425 回診療懇話会 ロボット支援腹腔鏡下前立腺全摘除術について 倉本 朋未 橋本市
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【科概要、取り組み、年度総括】
皮膚科は 2009 年より常勤体制となり、現在も常勤医師 １ 名、応援医師数名交代制で主に外来を中心に診療

を行っています。周辺に皮膚科専門の開業医の数が少ないため、common skin diseases 中心ですが、原因究
明のため血液検査や DLST 検査、金属パッチテストなどの貼付試験、皮内反応などを可能な限り行っています。
病理組織学的検査により診断精度の上がることが期待できる症例に関しては、積極的に皮膚生検検査や外来
で行える範囲での小切除も行っています。

2012 年 11 月より紫外線治療機器が導入となり、尋常性乾癬や菌状息肉症などの皮膚疾患に対して光線療
法を行えるようになりました。

また、他科と連携し褥瘡をはじめ入院中の皮膚疾患に対しても積極的にかかわり治療に携わっています。
入院加療が必要な場合（熱傷、帯状疱疹、薬疹など）は入院による加療も行っています。

【診療実績】
１ 日平均患者数

外来　21.8 名
入院	1 .0 名

医師紹介
氏名・補職名・専門領域 資格等

氏　　名：服
はっ

部
とり

 舞
まい

子
こ

補 職 名：部長
専門領域：皮膚科一般

日本皮膚科学会 / 皮膚科専門医

皮膚科
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【科概要、取り組み、年度総括】
（1）婦人科の特徴

子宮頸がん、子宮体がん、卵巣がんなどの悪性腫瘍は、手術療法、放射線療法、化学療法を組み合わせ
た集学的治療を行っています。子宮頸がんは、子宮頸部円錐切除から広汎性子宮全摘術、化学療法同時併
用放射線療法など、ガイドラインに従って手術を行っています。

子宮筋腫は、薬物療法にて月経困難症や月経過多症などの症状の軽減を図りますが、このような保存的
治療に効果がないときは手術を選択します。手従来から行われてきた腟式や腹式手術だけでなく、鏡視下
手術（腹腔鏡、子宮鏡）も行っています。子宮全摘術も、できる限り腹腔鏡下での手術を選択しており、
2024 年度からはロボット支援下腟式子宮全摘術が主になりつつあります。開腹術より術後の回復も早く、
より患者様への負担が少ない手術を心がけています。

卵巣良性腫瘍は、原則的に腹腔鏡下手術を行っています。
子宮脱や膀胱瘤は、骨盤支持装置が障害され発生する疾患で排尿障害や排便障害、外陰部不快感など

QOL が大きく損なわれる疾患です。当科では膀胱瘤、子宮下垂に対しては経腟メッシュ手術、子宮脱に対
しては腟式子宮全摘術＋腟断端仙骨子宮靱帯固定術または腟閉鎖術と病状に合わせて術式を選択していま
す。2024 年度は腟式子宮全摘術＋腟断端仙骨子宮靱帯固定術は、腹腔鏡下やロボット支援下で行うことが
主になってきおります。

（2）産科の特徴
当院では安全で快適な分娩を目指しています。妊娠、分娩、育児に対する不安をできるだけ小さくして安心

して出産を迎えられるように助産師が指導させていただきます。どのようなお産をしたいか希望を伺い、母体
自身が積極的に出産に臨めるようにと考えています。例えば、仰向けの分娩だけでなく、側臥位や四つん這い
など母体が楽な姿勢での分娩（フリースタイル）も行い、満足度の高い分娩を目指しています。分娩後は、母
児の早期接触を行い、その後の母児同室により自宅での育児が順調に行えるようにサポートしています。

【診療実績等】
１ 日平均患者数

外来　35.1 名
入院　12.9 名

分娩数 116 件
主要手術件数 259 件
　婦人科悪性腫瘍手術 30 例

　子宮悪性腫瘍手術 8 例
　卵巣悪性腫瘍手術 5 例
　子宮頸部円錐切除 17 例

　婦人科良性腫瘍手術 31 例
　　子宮全摘術 23 例
　　　腹式 10 例
　　　腟式（子宮脱症例含む） 13 例
　　子宮筋腫核出術（腹式） 1 例
　　付属器切除術（腹式） 7 例
　鏡視下手術 148 例
　　腹腔鏡下またはロボット支援下手術 74 例
　　　LM 2 例
　　　TLH（子宮脱手術時　５ 例含む） 16 例
　　　RATLH（子宮脱手術時　２ 例含む） 11 例
　　　卵巣腫瘍 45 例
　　子宮鏡下手術 74 例
　　　内　子宮鏡下子宮筋腫摘出術 10 例
　性器脱手術 29 例 
　　ＴＶＭ 6 例
　　腟閉鎖術 3 例

産婦人科
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　　腟式子宮全摘術＋腟閉鎖又は腟断端仙骨子宮靱帯固定術
　　　　　　　　　　　　　　　　（腹腔鏡下、ロボット支援下含む） 20 例

　帝王切開 21 例
　　帝王切開率 18.1％

医師紹介
氏名・補職名・専門領域 資格等

氏　　名：古
ふる

川
かわ

 健
けん

一
いち

補 職 名：病院管理者
専門領域：生殖内分泌

不妊症
婦人科腫瘍学
周産期医学

日本産婦人科学会 / 産婦人科専門医、指導医
和歌山県立医科大学医学部　臨床教授
母体保護法指定医師
医学博士（和歌山県立医科大学）
da Vinci Certificate

氏　　名：池
いけ

島
じま

 美
み

和
わ

補 職 名：部長
専門領域：産婦人科

日本産婦人科学会 / 産婦人科専門医、指導医
日本専門医機構 / 産婦人科専門医
日本産婦人科遺伝診療学会 / 周産期認定医
厚生労働省医師臨床研修指導医
母体保護法指定医
難病指定医
da Vinci Certificate
日本周産期新生児学会 /NCPR 専門コースインストラクター

氏　　名：武
たけ

田
だ

 真
しん

一
いち

郎
ろう

専門領域：産婦人科全般
（2025 年 ２ 月入職）

日本産婦人科学会 / 専門医
日本婦人科内視鏡学会	

氏　　名：杉
すぎ

山
やま

 勇
ゆう

太
た

専門領域：産婦人科
（2025 年 ３ 月退職）

氏　　名：杉
すぎ

山
やま

 有
ゆ

紀
き

専門領域：産婦人科

業績
学会、研究会等発表
No 年月 学会・研究会名 演題名 発表者 共同発表者 開催都市

2 2024年７月 第 21 回和歌山県母性衛生学会学術集会 妊娠後期に発した特発性腹腔内出血の一例 池島 美和 古川 健一 和歌山市

座長・パネリスト等
No 開催年月 学会・研究会名 演題名 氏名 開催都市

1 2024年５月 和歌山県産婦人科医学術集会 （座長）産科部門 ５ 題 池島 美和 和歌山市

2 2024年７月 和歌山県紀北産婦人科講演会 （座長）子宮筋腫の治療について～ GnRH アナログ製剤を中心に～ 古川 健一 岩出市

3 2024年10月 第 ２ 回和歌山若手医師婦人科腫瘍勉強会 （パネリスト）再発卵巣癌について考える 杉山 勇太 和歌山市
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眼科

【科概要、取り組み、年度総括】
2024 年 ４ 月から常勤医 １ 名体制となりましたが、2024 年 10 月に西田医師が着任し、２ 名体制となりました。

火曜日・木曜日の外来診察は完全予約制とさせていただき、ご紹介についても事前に地域連携室で予約をお
取りいただいての予約受診制としております。

白内障手術は、諸事情により、日帰り入院か １ 泊 ２ 日入院での手術としており、両眼手術希望の方は同月
内の ２ ～ ３ 週あけての手術とさせていただいております。近隣の先生方にご協力いただき、周術期は当院で、
術後の経過観察については診療所等でという連携を強く推進し、手術件数を維持して待ち期間が長くならな
いように取り組んでいます。

【診療実績等】（2024 年度）
１ 日平均患者数

外来　	34.0 名
入院	1 .7 名

手術件数　　　計 526 件
（内訳）	 白内障手術　525 件
	 その他の手術　1 件

全身状態の悪化、体調不良等で手術延期となった方が増加傾向にあり、前年比微減となりました。

医師紹介
氏名・補職名・専門領域 資格等

氏　　名：金
きん

　桂
けい

洙
しゅ

補 職 名：副病院長
部長
診療情報部長
医療安全管理部長
感染管理室長

専門領域：眼科一般
白内障

医療安全管理者

氏　　名：西
にし

田
だ

 功
こう

一
いち

補 職 名：医員
専門領域：眼科

（2024 年 10 月入職）

日本眼科学会 / 専門医

業績
講演会
No 年月 会名 演題名 演者 開催都市

1 2024年11月 第 44 回医療情報学連合大会・第 25 回日本医療
情報学会学術大会 「医療 DX 時代の医療者コミュニケーション」 金 桂洙 福岡市
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【科概要、取り組み、年度総括】
脳血管障害に対し急速に発達している脳血管内治療を積極的に導入、展開する目的に 2022 年度から脳血管内

治療科が新設されました。
脳血管内治療が必要な方への定期治療はもちろんのこと、原則 24 時間脳神経救急に対応できる体制を整備し

ており、緊急で治療が必要な方に対しても積極的に脳血管内治療を行っております。
可能な範囲で学会や研究会にも参加し、先進的な脳血管内治療も取り入れて行っていくように努めています。
また近年脳血管内治療の分野では、従来の鼠径部からのアプローチ方法だけでなく、手首の動脈からアプロー

チする方法が盛んに行われるようになってきております。これは従来の鼠径部からの方法では術後の数時間の安
静が必須でしたが、手首から行うことで、特に安静は不要となり、術後早期離床ができ、患者さんの満足度が向
上するというデータが出ております。当科でも積極的にこの手首からのアプローチを用いた脳血管内治療を行っ
ております。

【診療実績】
１ 日平均患者数
　外来　2.2 名
　入院　5.4 名

医師紹介
氏名・補職名・専門領域 資格等

氏　　名：吉
よし

村
むら

　 良
りょう

補 職 名：部長
専門領域：脳卒中

脳血管内治療
災害医療

（2025 年 ３ 月退職）

日本脳神経外科学会 / 脳神経外科専門医、指導医
日本脳神経血管内治療学会 / 日本脳神経血管内治療学会認定専門医
日本脳卒中学会 / 日本脳卒中学会認定専門医、指導医
社会医学系指導医（社会医学系専門医協会）
日本 DMAT 隊員（総括 DMAT）
ISLS（脳卒中初期診療コース）コーディネーター
JATEC（外傷初期診療コース）インストラクター
日本 DMAT インストラクター
MCLS（多数傷病者初期診療コース）世話人
ADLS/BDLS（アメリカ災害医学コース）インストラクター

業績
講演会
No 年月 会名 演題名 演者 開催都市

1 2024年10月 和歌山脳神経疾患フォーラム 脳卒中と高血圧における診療と治療の最新知見
～ガイドラインを踏まえて～ 吉村 良 和歌山市

2 2025年２月 伊都薬剤師会研修会 脳卒中に対する薬物療法と災害時薬物治療について 吉村 良 橋本市

座長・パネリスト等
No 開催年月 学会・研究会名 演題名 氏名 開催都市

1 2024年９月 第 5 回南奈良・紀北 Network Conference （座長）脳卒中てんかん発作マネジメント～ PER-IV 使用経験を含めて～ 吉村 良 web

脳血管内治療科、脳血管内治療センター
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【科概要、取り組み、年度総括】
スタッフは、2004 年 10 月に当院で放射線科開設以来、一人体制（放射線科専門医）で画像診断、アンギ

オ撮影、TAE、動注などの IVR、放射線治療などを行っていましたが、2020 年 ４ 月より大西先生を迎え、２
人体制となりました。2024.4 より ４ ヶ月交代で稲垣先生、玉井先生、味村先生に勤務していただきました。

画像診断は、X 線、CT、MRI、RI、血管造影検査などによって、得られた画像を読影して、病気の診断を
します。２ 人体制になったため、読影量は増加し、CT,MRI の約 ８ 割強を読影しています。

血管造影では、診断だけでなく、肺、肝、腎、膀胱、子宮などの臓器に対して、塞栓術（ジェルパート、
コイルなど）、抗がん剤の動注なども行っています。

放射線治療は、新病院移転に伴い、2005 年 １ 月より稼動し、2006 年は 70 名、その後徐々に治療患者数が
増加し、2009 年に当院では初めて 100 件を超え、８ 年連続で 100 件を越えていましたが、今年は 2022.8. より
放射線治療装置新規更新のため、2023.2.20. まで停止。2023.2.21 より治療再開しています。以前の機種より性
能向上し、より照射野を絞れるようになっています。

部位は、頭部、肺、肝、子宮、前立腺など多岐にわたっています。CT シミュレーターのため、照射部位
がしぼれ、周囲の照射による副作用を軽減でき、ひいては、照射線量を増加させることができます。

放射線治療、アンギオ治療はがん診療連携拠点病院には欠かせない治療です。末期治療、疼痛緩和治療と
しても放射線治療は必要です。

８ 年前より前立腺がんの治療薬であるゾーフィゴが当院でも使用可能になりました。これは、核医学製剤
としては ２ 番目の治療薬であり、骨転移のある患者さんに対して効果が期待出来ます。一ヶ月に一回を ６ 度、
６ ヶ月かかります。患者さんの疼痛緩和、QOL の意味からも有用な薬剤となることが期待されています。

【診療実績】
画像診断（ＣＴ、ＭＲＩ、ＲＩ等） 約 16,000 件
検診の画像診断（胸部単純、胃透視） 約 3,000 件
アンギオ 10 件
放射線治療 95 件

１ 日平均患者数
外来　9.6 名
入院　0.3 名

医師紹介
氏名・補職名・専門領域 資格等

氏　　名：角
つの

井
い

 一
かず

之
ゆき

補 職 名：部長
専門領域：放射線科

日本医学放射線学会 / 放射線科専門医
　　　（同上）　　 　/ 放射線科研修指導者

氏　　名：稲
いな

垣
がき

 利
り

紀
き

補 職 名：医員
専門領域：放射線科

（2024 年 ４ 月入職）
（2024 年 ７ 月退職）

氏　　名：玉
たま

井
い

 くるみ
補 職 名：医員
専門領域：放射線科

（2024 年 ８ 月入職）
（2024 年11月退職）

氏　　名：味
み

村
むら

 亮
りょう

祐
すけ

補 職 名：医員
専門領域：放射線科

（2024 年12月入職）
（2025 年 ３ 月退職）

放射線科
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【科概要、取り組み】　
2019 年 4 月から、常勤医 2 名（和歌山県立医科大学・口腔外科学教室）、歯科衛生士 3 名、歯科技工士 1 名、

火曜日のみ非常勤医 +1 名（月 1 回）で診療を行っています。
地域の歯科医師会ならびに医師会と病診連携をとりながら、病院歯科口腔外科としての特徴を最大限に活

かして外来診療・入院治療を行えるように取り組んでおります。
なお 2021 年 10 月より日本口腔外科学会の「研修施設」の認定を受けています。

【診察内容】
口腔外科として診療対象は一般の歯科医院では対応困難な埋伏歯や顎口腔領域の炎症、顎骨の骨折や歯の

脱臼などの外傷、嚢胞、腫瘍、顎変形症、先天異常、口腔粘膜疾患、唾液腺疾患と多岐にわたります。また、
ウィルス感染症による口内炎や神経性疾患などの口腔内科的な診断・診療も範疇となります。多様な基礎疾
患をもつ患者様に対しても、各科と協力しながら身体機能の早期回復を目指して治療に取り組んでおり、睡
眠時無呼吸症候群の治療の一環として口腔内装具の作成なども行っています。

また病院歯科として口腔機能の維持・改善を行うことにより早期の経口摂取の開始、誤嚥性肺炎の防止な
どにつとめ、1 日も早い回復を目指した口腔ケアにも積極的に取り組んでいます。近年、オーラルマネージ
メントの重要性が取り上げられており、当院でも栄養サポートチーム（NST）、呼吸サポートチーム（RST）、
摂食嚥下リハビリチーム、緩和ケアサポートチームに参加しております。また糖尿病の教育入院の一環とし
て口腔衛生指導にも取り組んでいます。

なお、地域の歯科医師会との病診連携を明確にしているため、循環器疾患や脳血管障害、糖尿病などの有
病者の方の抜歯などは当科で担当し、その後の一般歯科治療は紹介元の歯科医院に逆紹介させていただいて
います。

【診療実績】
１ 日平均患者数

外来　22.3 名
入院	3 .4 名

外来初診件数　1,221 件（１ 日平均 5.0 名）
外傷（骨折：8 件、歯の外傷 4 件、軟組織創傷 23 件）
炎症（膿瘍 12 件、顎骨炎 7 件、上顎洞炎 6 件、インプラント周囲炎 2 件）
睡眠時無呼吸症候群 9 件
口腔粘膜疾患（口腔乾燥症 10 件、白板症 3 件、扁平苔癬 10 件、ウィルス性口内炎 4 件、その他の口腔
粘膜疾患 38 件）
嚢胞（歯原性嚢胞 27 件、非歯原性嚢胞 1 件、軟組織嚢胞 21 件）
良性腫瘍および腫瘍類似疾患（歯原性腫瘍 3 件、非歯原性腫瘍 2 件、腫瘍類似疾患 20 件）
歯科心身症 31 件
顎関節疾患（顎関節症 35 件、顎関節脱臼 5 件）
神経性疾患（神経痛 2 件、神経麻痺 1 件）
唾液腺疾患（唾液腺炎 3 件、唾石症 4 件、良性唾液腺腫瘍 1 件、悪性唾液腺腫瘍 1 件）
悪性腫瘍（癌腫 8 件、悪性リンパ腫 1 件）
歯（P/Per など 126 件、Perico/ 埋伏歯 / 位置異常 364 件）
先天異常・その他の発育異常 8 件

入院手術件数 153 件
歯・歯槽外科手術（智歯抜歯術 36 件、智歯以外の抜歯術 49 件、その他の手術 2 件）
補綴前外科手術・顎堤形成手術（その他の手術 3 件）

歯科口腔外科
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インプラント関連手術（インプラント摘出術 3 件）
消炎手術（膿瘍切開術 3 件、顎骨骨髄炎消炎手術 1 件、腐骨除去術 7 件、その他の手術 3 件）
良性腫瘍・嚢胞・腫瘤形成性疾患等の手術（軟組織腫瘍切除術 2 件、顎骨嚢胞摘出・開窓術 17 件）
唾液腺関連手術（唾石摘出術 1 件）
上顎洞関連手術（上顎洞根治術 1 件）
顎顔面外傷手術 / 異物除去手術（上顎骨骨折手術 2 件、異物除去術 5 件）
癌 / 前癌病変関連手術（舌部分切除術 2 件、頬粘膜・口底切除術 7 件、下顎辺縁切除術 1 件、選択的頸
部郭清術 2 件）
再建外科手術（局所皮弁移植術 1 件、人工材料を用いた顎骨再建術 1 件、その他の手術 4 件）

【今後の課題】
高齢化社会による疾病構造の変化とともに有病者率は年々増加傾向にあります。それにあわせ抗凝固・抗

血小板療法や免疫抑制剤の使用、ビスフォスフォネート製剤による顎骨壊死のリスクなど、歯科治療に際し
て注意を要する対象も増加しています。今後は更に安心・安全な医療の提供が求められるようになり、悪性
腫瘍の手術や放射線・化学療法における周術期の口腔ケアなど、病院歯科としての口腔外科のニーズはます
ます高まってきています。また、地域における中核病院の歯科口腔外科として、医科・歯科の病診連携がよ
りスムーズになるように頑張りますので、今後とも宜しくお願い致します。

医師紹介
氏名・補職名・専門領域 資格等

氏　　名：田
た

中
なか

 章
あき

夫
お

補 職 名：部長
専門領域：口腔外科全般

日本口腔外科学会 / 専門医、指導医
日本がん治療認定医機構 / がん治療認定医（歯科口腔外科）
日本口腔科学会 / 認定医、指導医
日本口腔ケア学会 / 口腔ケア認定　４ 級
歯科医師臨床研修指導医

氏　　名：原
はら

田
だ

 一
いっ

生
せい

専門領域：口腔外科全般
（2025 年 ３ 月退職）

日本口腔外科学会 / 認定医

業績
学会、研究会等発表
No 年月 学会・研究会名 演題名 発表者 共同発表者

1 2024年９月 第 92 回和歌山医学会総会 上顎に生じた周辺性エナメル上皮癌の １ 例 原田 一生 田中 章夫、木村 雅友、和田 健

2 2024年９月 第 92 回和歌山医学会総会 減圧術が有効であった巨大な下顎の歯原性角化嚢胞の １
例 田中 章夫 森 恵一、原田 一生、和田 健

3 2024年９月 第 92 回和歌山医学会総会 選択的動注化学療法を施行した口腔扁平上皮癌の ５ 例 田中 章夫 原田 一生、吉村 良、角井 一之、
米本 加奈子、磯本 晃佑、和田 健

4 2024年９月 第 92 回和歌山医学会総会 口唇を含む頭頸部がん患者における口唇再建術の経験 和田 健 原田 一生、服部 舞子、吉村 良、
田中 章夫

5 2024年11月 第 69 回日本口腔外科学会総会・学術大会 下顎歯肉癌術後症例に対しカスタムメイドプレートを
用いて二次再建した ３ 例の検討 原田 一生 家田 晋輔、田中 章夫、和田 健、

松村 達志

論文・雑誌掲載
No 年月 誌名等及び巻・頁 題名 筆頭著者 共著者

1 2024年４月 和歌山医学　75 巻 １ 号 p. 40-46 TS-1 単独 NAC で著効を示し、機能温存手術が
可能となった超高齢口腔がんの ２ 例 和田 健

田中 章夫、森 恵一、家田 晋輔、
田坂 ゆかり、岡本 健二朗、
松村 達志

2 2024年７月 眼科　66 巻 ７ 号　689—695 骨粗鬆症治療薬ビスホスホネート製剤による薬剤
関連顎骨壊死から眼合併症をきたした １ 例 白井 久美 雑賀 司珠也、田中 章夫

3 2024年９月 和歌山医学　75 巻 ３ 号 p. 122-126 下顎智歯抜歯後にガス壊疽を生じ呼吸管理を要
した １ 例 溝端 直樹

鈴木 滋、田坂 ゆかり、角谷 有吏子、
水間 庸介、井原 健太、畑 美緒、
原田 一生、松村 達志、玉川 俊次、
木下 哲也、保富 宗城、米満 尚志、
井上 茂亮

4 2024年10月 眼科　66 巻 10 号　1059—1068
視神経症発症から長期経過後にステロイド治療
を開始し視機能改善が得られた IgG4 関連疾患
の １ 例

白井 久美 田中 章夫、木村 雅友、雑賀 司珠也

77診療科紹介（歯科口腔外科）

Ⅳ 

診
療
科
紹
介



【科の概要】
当科では手術が施行される患者様に、専門の知識を有した医師が、全身麻酔や硬膜外麻酔、脊髄くも膜下

麻酔等を行っています。手術中だけでなく、周術期にも積極的に介入しています。術後痛の対策に、自己調
節機能のついた持続硬膜外麻酔やオピオイドの持続静注を行っています。手術前には術前診察を丁寧に行い、
我々が患者様の状態を把握するだけでなく、患者様に対し安全に手術を乗り切るための指導を行っています。
禁煙やフレイルの予防など、手術侵襲に対抗するために患者様が出来ることの意識付けを行い、受け身の姿
勢ではなく、ともに手術を乗り切るという気持ちを強く持って頂けるように努力しています。

人口の高齢化に伴い、術前に様々な合併症を持った患者様が増加しております。また、手術の進歩により、
非生理的な状態に長時間さらされる術式も多くなってきました（極端な頭低位・長時間の気腹・頻回な体位
変換など）。手術中の絶え間ない監視を通じて、さまざまな変化に迅速に対応するように努力しています。

【取り組み】
手術室を効率よく運営するために、各診療科の手術室使用枠再編を行いました。手術室の空室時間が少な

くなり、手術待ちの患者様の減少に貢献しています。また、使用する薬剤の配置が各部屋で異なっていまし
たが、統一し、誤薬防止・作業の効率化に努めるほか、新たに救急カートを常設し、急変時への対応をし易
くしました。

【今後の展望】
2025 年 ４ 月から科長が交代し、常勤医師が ２ 名、非常勤医師が各日 １ 名の、毎日 ３ 名体制で対応いたします。

しかし、手術件数が多く、各科麻酔も行って頂いているのが現状です。
また、高解像度のエコー機器の導入を予定しており、それに伴い術後痛対策として神経ブロックを積極的

に取り入れていきたいと考えています。

【診療実績】
2024 年度の総手術件数は、2,247 症例、そのうち麻酔科が管理した症例は 1029 症例、全身麻酔症例は 828

症例です。

医師紹介
氏名・補職名・専門領域 資格等

氏　　名：西
にし

浦
うら

 徳
のり

裕
ひろ

補 職 名：筆頭部長
専門領域：麻酔科領域全般

（2025 年 ３ 月退職）

日本麻酔科学会 / 麻酔科専門医

氏　　名：箕
みの

西
にし

 利
とし

之
ゆき

補 職 名：部長
専門領域：一般手術麻酔

日本麻酔学会 / 専門医・指導医
医学博士

業績
論文・雑誌掲載
No 年月 誌名等及び巻・頁 題名 筆頭著者 共著者

1 2024年６月 Bulletin of Osaka Medical and 
Pharmaceutical University 70 (1)

Intraoperative Slow Train-of-four Monitoring 
Mode of the Orbicu la r is Ocu l i  Muscle 
Prevents Postoperative Nausea and Vomiting

Maiko Kataiwa
Hiroshi Iranami, Aki Ohmori, 
Aki Hirai, Masanori Haba,
Toshiyuki Minonishi, Shizue Iwahashi,
Nobuhiko Uematsu, and Shin Yamada

麻酔科
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【科概要、取り組み、年度総括】
健診センターは 2006 年 ４ 月から常勤医 １ 人体制で週に ３ 日間運営していましたが、2008 年 ４ 月からは毎日

の健診が可能となり、保健師 １ 名、事務員 ５ 名とともに健診業務を行っています。
当健診センターでは、人間ドック（一日ドック、二日ドック等）、生活習慣病健診（協会けんぽ等）、がん検

診（肺がん、胃がん、大腸がん等）、脳ドック、女性検診（乳がん検診、子宮がん検診等）、その他の健診（各
企業の定期健診、雇用時や入学時の健診等）、さらには職員健診等も含め、様々な健診業務を診療各科や診療
技術部の協力も得ながら実施しています。

2008 年度から特定健康診査、特定保健指導が義務付けられ、当健診センターでも特定健康診査を実施して
きましたが、2023 年度からは特定保健指導も実施し、特に生活習慣病の早期発見、予防に取り組んでいきた
いと思っています。

健診センターでは、二次予防である一般的な健康診断のほか、生活習慣の指導、啓蒙等の一次予防も行い、
これら予防医学全般を通じて地域住民の健康の保持、増進に貢献出来ればと考えています。

【診療実績】
2024 年度健診センター実績（2024 年 ４ 月～ 2025 年 ３ 月）
健診受診者総数 3,339 名
　（内訳）
　人間ドック（一日、二日、生活習慣病健診） 836 件
　特定健康診査（国保、社保） 543 件
　がん検診（肺、胃、大腸） 1,941 件
　脳ドック 177 件
　女性検診（子宮がん、乳がん） 1,733 件
　その他の健診 1,189 件

（2024 年度の特定保健指導は諸事情により実績はありません）

医師紹介
氏名・補職名・専門領域 専門医・認定医等

氏　　名：瀧
たき

谷
だに

 裕
ひろ

緒
お

補 職 名：部長
専門領域：内科

糖尿病

日本内科学会 / 認定内科医
　　（同上）　 / 総合内科専門医
日本糖尿病学会 / 糖尿病専門医
　　（同上）　 　/ 糖尿病研修指導医
日本人間ドック・予防医療学会 / 認定医
　　　　　　（同上）　 　　　　/ 人間ドック健診情報管理指導士
厚生労働省医師臨床研修指導医
日本医師会認定産業医

健診センター
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【科概要、取り組み、年度総括】
日本病理学会研修登録施設となっており、和歌山県内でも数少ない病理専門医が常勤する病理診断科です。

担当職員は常勤病理専門医 １ 名、非常勤病理専門医 ２ 名、非常勤口腔病理専門医 １ 名、臨床検査技師 ３ 名（す
べて細胞検査士）です。生検および手術検体の病理組織診断、細胞診断、および病理解剖を担当しています。

【診療実績】
組織件数：2,238 件、　ブロック数：9,396 個 
 HE 染色標本枚数 : 9,510 枚、特殊染色標本枚数 : 285 枚、免疫染色標本枚数：1,535 枚
 細胞診件数：4,804 件、　プレパラート枚数： 7,567 枚
 迅速組織診件数：32 件、　迅速細胞診件数：12 件

剖検件数： 0 件
臨床との症例検討：適時
外科 - 病理症例検討会（隔週金曜日 8 時 30 分より）25 回

CPC ２ 回

CPC 症例
・2024 年 ４ 月 15 日

肺癌切除中に出血性ショックで死亡した 80 歳代男性の １ 症例
呼吸器外科　大橋拓矢、阪口全宏
病理医　木村雅友

・2024 年 10 月 11 日
S 状結腸穿孔部摘除術後に小腸穿孔を来した 70 歳代男性の １ 症例
主治医　外科　藤田洋一
指導医　総合内科　堀谷亮介
研修医　岡本拓巳、金田真弥、坂本佳隆、鎌田恵大、草間友規、黒田小百合
病理医　木村雅友

研修医受け入れ
１ 人（５,６ 月の ２ ヶ月 )　玉置沙由里

医師紹介
氏名・補職名・専門領域 資格等

氏　　名：木
き

村
むら

 雅
まさ

友
とも

補 職 名：部長
専門領域：病理診断

日本病理学会 / 病理専門医
日本臨床細胞学会 / 細胞診専門医

業績
学会、研究会等発表
No 年月 学会・研究会名 演題名 発表者 共同発表者 開催都市

1 2024年３月 第 113 回日本病理学会総会 １ 型糖尿病患者剖検肺にムーコルの胞子嚢や厚
膜胞子を認めた １ 例 小島 美沙

木村 雅友、定本 聡太、筑後 孝章、
前西 修、雨宮 和紀、中山 靖子、
宮﨑 義継、佐藤 隆夫、桑原 一彦

名古屋市

2 2024年11月 第 63 回日本臨床細胞学会秋期大会 分生子からの発芽管形成が細胞診で認められた
気管支肺アスペルギルス症の １ 例 山下 美優

木村 雅友、上杉 忠雄、秦 僚平、
佐竹 未帆、鈴木 陽菜、節安 佑貴、
水野 瑶子、淡路 有恵、田中 千琴、
植田 清文、桑原 一彦、佐藤 隆夫

千葉市

論文・雑誌掲載
No 年月 誌名等及び巻・頁 題名 筆頭著者 共著者

1 2024年４月 日本医真菌学会雑誌 65 巻 53-60 頁 総説　真菌と病理：類円形菌体の鑑別に焦点を
あてて 木村 雅友 なし

病理診断科
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No 年月 誌名等及び巻・頁 題名 筆頭著者 共著者

2 2024年４月 診断病理 41 巻 152-157 頁 胎児消化管類似癌と一般型腺癌が併存したα
-fetoprotein 産生胃癌の １ 例 梶山 博 木村 雅友、前倉 俊治、原田 博史、

加藤 智也、中村 公紀

3 2024年７月 希少深在性真菌症の診断・治療ガイドライ
ン　13-34 頁 ( 日本医真菌学会 ) II. 病理 ２ 木村 雅友 なし

4 2024年10月 眼科　66 巻　1059-1068 頁
視神経症発症から長期経過後にステロイド治療
を開始し視機能改善が得られた IgG4 関連疾患
の １ 例

白井 久美 田中 章夫、木村 雅友、雑賀 司珠也

5 2024年11月 Pathology International vol.74: pp.648-654 Rare finding of mucorales sporangia  and 
chlamydospores in tissue Misa Kojima

Masatomo Kimura, 
Kazuhiko Kuwahara, 
Hisatomo Tamaki, Ryuji Yasumatsu,
Sota Sadamoto, Takayuki Shinohara,
Kazuki Amemiya, 
Yoshitsugu Miyazaki, Akihiko Ito

座長・パネリスト等
No 開催年月 学会・研究会名 演題名 氏名 開催都市

1 2024年11月 第 68 回日本医真菌学会・第 ８ 回アジア・太平
洋医真菌学会合同学術集会 （座長）シンポジウム 11 真菌症の病理に関する最近の話題 2024 木村 雅友 京都市
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看護部

外来

3階西病棟

3階東病棟

4階西病棟

4階東病棟

5階東病棟

ＨＣＵ病棟

中央手術室 /中央材料室
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【概要】
●看護職
看護部長		  　神保　昌世
副看護部長		  　西林　和美（兼務）　近藤　史子
外来	 看護師長	 廣西　和代（兼務）　舩野　真樹（兼務）　狩谷　真紀
３階東病棟	 看護師長	 福島　治美
３階西病棟	 看護師長	 目賀多　悦子
４階東病棟	 看護師長	 川北　ひさ
４階西病棟	 看護師長	 東本　桂
５階東病棟	 看護師長	 西林　和美（兼務）
中央手術室	 看護師長	 舩野　真樹（兼務）
中央材料室	 看護師長	 舩野　真樹（兼務）
ＨＣＵ	 看護師長	 舩野　真樹（兼務）
入退院支援室	 看護師長	 恋中　理恵
	 看護師長	 廣西　和代（兼務）

※10月１日付け人事異動あり

看護部長		  神保　昌世
副看護部長		  西林　和美　　近藤　史子
外来	 看護師長	 廣西　和代　　川北　ひさ
３階東病棟	 看護師長	 福島　治美
３階西病棟	 看護師長	 目賀多　悦子
４階東病棟	 看護師長	 戸川　千佳
４階西病棟	 看護師長	 東本　桂
５階東病棟	 看護師長	 舩野　真樹 
中央手術室	 看護師長	 高松　万由実
中央材料室	 看護師長	 高松　万由実（兼務）
ＨＣＵ	 看護師長	 狩谷　真紀
入退院支援室	 看護師長	 恋中　理恵

看護職スタッフ総数（2025年３月31日現在）
助産師　　：  15名
看護師　　：200名
准看護師　：  ４名
看護補助者：  55名（外来クラーク・病棟クラーク・ナイトサポーター含む）
救命救急士：  １名

【理念・目標】
●理念・基本方針・目標
看護部理念

私たちは、「患者の権利」を尊重し、安心、安全、安楽な看護を提供します

看護部基本方針
１．患者の生命の尊厳と人権を尊重した看護をおこないます
２．急性期病院の看護専門職として、常に自己研鑽を重ね、後進の育成に努めます

看護部 部長　神保　昌世
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３．病床機能に応じて、それぞれの職種が専門職制を活かした看護を提供します
４．多職種連携に努め、地域完結型看護を目指します

看護部教育理念
患者満足と安心・安全を基本とし、急性期病院の医療に対応した専門的な看護を提供できる看護職を育成

する

看護部教育方針
＊病院の理念、看護部の理念に基づいて、質の高い看護を提供できる看護職を育成する
＊新人教育、現任者教育を２つの柱とし、それぞれの立場と段階に応じた教育と教育的な援助をおこなう
＊看護の専門職業人として看護実践能力を高め、患者ケアの質向上を図ることを支援する
＊職位、役割に応じた研修、学会などに参加する機会を提供する

看護部目標
＊看護部は、「つながる看護」を掲げ看護実践を展開します
１．医療の質と安全の向上

1責任をもち役割を果たす
2感染予防と拡大防止を実施

２．働きやすい職場づくり
1業務改善・時間管理
2多職種間の協働

３．看護の質向上
1患者満足度の向上
2自己研鑽を重ねる

【実績】
　別紙参照

【今後の課題】
１．院内外の連携・協働の継続と地域貢献
２．人材確保と職場環境の充実
３．専門性の高い看護職の育成

　　　※　次年度は「紡ぐ看護」を掲げ、看護実践を展開していく
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2024 年度　委員会 ･ 会議 参加者リスト
部　署 氏　名 日　程 時　間 委員会名 場　所

1 5 東 前垣内 真由美 4 月5日（金） 13:30 ～ 16:00 第 1 回　県役員・委員会委員合同会議 和歌山県看護協会　1 階研修室

2 看護管理 横芝 真紀 4 月13日（土） 13:30 ～ 16:00 令和 6 年能登半島地震　災害支援ナース報告会及び意見交換会 和歌山県看護協会　大ホール

3 3 東 田中 君枝 4 月17日（水） 14:00 ～ 16:00 第 1 回　和歌山県看護連盟青年部会議 和歌山県看護連盟事務所

4 外来 舩野 真樹 4 月19日（金） 10:00 ～ 16:00 第 1 回　教育委員会 和歌山県看護研修センター　大ホール

5 5 東 前垣内 真由美 4 月 20日（土） 12:30 ～ 16:30 令和 6 年度　第 1 回和歌山県看護協会・看護連盟合同研修の協力員 和歌山県看護協会　大ホール

6 4 東 川北 ひさ 4 月 26日（金） 13:30 ～ 17:00 第 1 回　医療安全対策委員会 和歌山県看護研修センター

7 5 東 前垣内 真由美 5 月10日（金） 13:30 ～ 16:00 第 2 回　県役員・委員会委員合同会議 和歌山県看護協会　1 階研修室

8 外来 舩野 真樹 5 月13日（月） 10:00 ～ 16:00 第 2 回　教育委員会 和歌山県看護研修センター

9 3 東 田中 君枝 5 月15日（水） 14:00 ～ 16:00 第 2 回　和歌山県看護連盟青年部会議 和歌山県看護連盟事務所

10 5 東 前垣内 真由美 5 月18日（土） 12:45 ～ 15:30 令和 6 年度　和歌山県看護連盟研修会の協力員 和歌山県勤労福祉会館プラザホープ

11 看護管理 横芝 真紀 5 月 21日（火） 15:00 ～ 16:00 令和 6 年度　第 1 回　合同運営会議 和歌山県看護研修センター　大ホール

12 看護管理 横芝 真紀 5 月 29日（水） 10:00 ～ 16:00 第 １ 回　災害看護対策委員会 和歌山県看護研修センター

13 3 東 田中 君枝 6 月1日（土） 11:30 ～ 16:30 病院アピールコンテストの開催委員 和歌山県看護協会　研修センター

14 5 東 前垣内 真由美 6 月7日（金） 13:30 ～ 16:00 第 3 回　県役員・委員会委員合同会議 和歌山県看護協会　1 階研修室

15 外来 舩野 真樹 6 月10日（月） 10:00 ～ 16:00 第 3 回　教育委員会 和歌山県看護研修センター

16 外来 舩野 真樹 6 月11日（火） 10:00 ～ 17:00 「潜在看護職員支援　学び直し研修（紀北）」研修の協力員 看護研修センター

17 5 東 前垣内 真由美 6 月13日(木） 
6 月14日（金） 10:30 ～ 17:20 2024 年度　日本看護連盟通常総会　 ザ・プリンスパークタワー東京 

B2F　「コンベンションホール」

18 看護管理 横芝 真紀 6 月15日（土） 13:00 ～ 16:00 令和 6 年度和歌山県看護協会通常総会における委員会報告 和歌山城ホール　小ホール

19 看護管理 横芝 真紀 6 月19日（水） 10:00 ～ 16:00 第 2 回　災害看護対策委員会 和歌山県看護研修センター

20 看護部長 神保 昌世 6 月19日（水） 10:00 ～ 11:30 橋本医療圏看護部長会議 紀和病院

21 3 東 田中 君枝 6 月19日（水） 14:00 ～ 16:00 第 3 回　和歌山県看護連盟青年部会議 和歌山県看護連盟事務所

22 4 東 川北 ひさ 6 月 21日（金） 13:30 ～ 17:00 第 2 回　医療安全対策委員会 和歌山県看護研修センター

23 外来 舩野 真樹 7 月 2日（火） 9:00 ～ 17:00 「新人のためのフィジカルアセスメント」研修の協力員 和歌山県看護研修センター

24 3 東 高水 佳代 7 月5日（金） 10:00 ～ 16:00 第 １ 回　助産職能委員会 和歌山県看護研修センター

25 外来 舩野 真樹 7 月 8日（月） 10:00 ～ 16:00 第 4 回　教育委員会 和歌山県看護研修センター

26 看護管理 横芝 真紀 7 月9日（火） 10:00 ～ 16:00 ナースにできる災害看護 / 初級編
～災害時、あなたは医療人としてどう動く？～　講師および協力員 和歌山県看護研修センター

27 5 東 前垣内 真由美 7 月9日（火） 13:30 ～ 16:30 第 4 回　県役員・委員会委員合同会議 和歌山県看護協会　1 階研修室

28 看護部長 神保 昌世 7 月17日（水） 10:00 ～ 11:30 橋本医療圏看護部長会議 紀和病院

29 3 東 田中 君枝 7 月17日（水） 14:00 ～ 16:00 第 4 回　和歌山県看護連盟青年部会議 和歌山県看護連盟事務所

30 入退院 
支援室 恋中 理恵 7 月19日（金） 14:00 ～ 15:00 令和 6 年度伊都地区支部役員会 紀和病院

31 外来 舩野 真樹 8 月 2日（金） 12:00 ～ 17:00 「看護管理者向けタスクシフト・タスクシェアを進めよう！」研修
の協力員 和歌山県看護研修センター

32 外来 舩野 真樹 8 月5日（月） 10:00 ～ 16:00 第 5 回　教育委員会 和歌山県看護研修センター

33 5 東 前垣内 真由美 8 月6日（火） 13:30 ～ 16:30 第 5 回　県役員・委員会委員合同会議 和歌山県看護協会　1 階研修室

34 HCU 大谷 佳代 8 月 8日（木） 11:00 ～ 17:15 看護部感染委員会合同交流会 日本赤十字社和歌山医療センター

35 3 東 中薗 侑季 8 月 8日（木） 11:00 ～ 17:15 看護部感染委員会合同交流会 日本赤十字社和歌山医療センター

36 3 西 武田 莉恵 8 月 8日（木） 11:00 ～ 17:15 看護部感染委員会合同交流会 日本赤十字社和歌山医療センター

37 外来 森 重憲 8 月 8日（木） 11:00 ～ 17:15 看護部感染委員会合同交流会 日本赤十字社和歌山医療センター

38 地域連携 廣西 和代 8 月 8日（木） 11:00 ～ 17:15 看護部感染委員会合同交流会 日本赤十字社和歌山医療センター

39 3 東 高水 佳代 8 月16日（金） 10:00 ～ 16:00 第 2 回　助産職能委員会 和歌山県看護研修センター

86 看護部紹介（2024 年度　委員会 ･ 会議 参加者リスト）

Ⅴ 

看
護
部
紹
介



部　署 氏　名 日　程 時　間 委員会名 場　所

40 外来 舩野 真樹 8 月19日（月） 9:00 ～ 17:00 「Excel でのデータ分析②：身近な数値データの分析方法」研修の協
力員 和歌山県看護研修センター

41 看護部長 神保 昌世 8 月 21日（水） 10:00 ～ 11:30 橋本医療圏看護部長会議 紀和病院

42 3 東 田中 君枝 8 月 21日（水） 14:00 ～ 16:00 第 5 回　和歌山県看護連盟青年部会議 和歌山県看護連盟事務所

43 看護管理 横芝 真紀 8 月 22日（木） 10:00 ～ 16:00 第 3 回　災害看護対策委員会 和歌山県看護研修センター

44 4 東 川北 ひさ 8 月 23日（金） 9:15 ～ 17:00 「医療安全へのポジティブアプローチ」研修の協力員 和歌山県看護協会　大ホール

45 3 東 高水 佳代 8 月 24日（土） 10:00 ～ 12:00 令和 6 年度　第 1 回助産師研修会 和歌山県看護協会　研修室

46 4 東 川北 ひさ 8 月30日（金） 13:30 ～ 17:00 第 3 回　医療安全対策委員会 和歌山県看護研修センター

47 3 東 高水 佳代 9 月7日（金） 10:00 ～ 16:00 第 3 回　助産職能委員会　・三職能合同研修会 和歌山県看護研修センター

48 看護部長 神保 昌世 9 月7日（金） 10:00 ～ 16:40 近畿ブロック政策セミナー 奈良県コンベンションセンター

49 5 東 西林 和美 9 月7日（金） 10:00 ～ 16:40 近畿ブロック政策セミナー 奈良県コンベンションセンター

50 外来 舩野 真樹 9 月9日（月） 10:00 ～ 16:00 第 6 回　教育委員会 和歌山県看護研修センター

51 5 東 前垣内 真由美 9 月10日（火） 13:30 ～ 16:30 第 6 回　県役員・委員会委員合同会議 和歌山県看護協会　1 階研修室

52 看護部長 神保 昌世 9 月18日（水） 10:00 ～ 11:30 橋本医療圏看護部長会議 紀和病院

53 3 東 田中 君枝 9 月18日（水） 14:00 ～ 16:00 第 6 回　和歌山県看護連盟青年部会議 和歌山県看護連盟事務所

54 4 東 川北 ひさ 9 月 27日（金） 10:00 ～ 17:00 第 4 回　医療安全対策委員会 和歌山県看護研修センター

55 看護管理 横芝 真紀 10 月2日（ 水 ） 15:30 ～ 16:30 令和 6 年度　第 2 回　合同運営会議 和歌山県看護研修センター　大ホール

56 3 東 福島 治美 10 月2日（ 水 ） 16:00 ～ 17:00 令和 6 年度　第 1 回橋本保健所管内母子保健関係者連絡会議 伊都振興局

57 3 東 和所 直美 10 月2日（ 水 ） 16:00 ～ 17:00 令和 6 年度　第 1 回橋本保健所管内母子保健関係者連絡会議 伊都振興局

58 5 東 前垣内 真由美 10 月5日（ 土 ） 13:00 ～ 16:00 「日本の看護の未来」研修の協力員 和歌山県立情報交流センター　Big-U

59 5 東 舩野 真樹 10 月7日（ 月） 10:00 ～ 16:00 第 7 回　教育委員会 和歌山県看護研修センター

60 5 東 前垣内 真由美 10 月8日（ 火 ） 13:30 ～ 16:30 第 7 回　県役員・委員会委員合同会議 和歌山県看護協会　1 階研修室

61 看護管理 横芝 真紀 10月16日（水） 10:00 ～ 16:00 第 4 回　災害看護対策委員会 和歌山県看護研修センター

62 3 東 田中 君枝 10月16日（水） 14:00 ～ 16:00 第 7 回　和歌山県看護連盟青年部活性委員会 和歌山県看護連盟事務所

63 3 東 田中 早苗 10月21日（月） 15:00 ～ 16:30 第 1 回　推薦委員会 和歌山県看護研修センター

64 看護部長 神保 昌世 10月23日（水） 10:00 ～ 11:30 橋本医療圏看護部長会議 紀和病院

65 外来 池田 景子 10月23日（水） 13:00 ～ 15:00 「災害支援ナース養成研修」感染症編の事前打ち合わせ 和歌山県看護研修センター

66 看護部長 神保 昌世 10月29日（火） 13:30 ～ 15:00 令和 6 年度「地区別施設会員代表者会」 紀和病院

67 入退院 
支援室 恋中 理恵 10月29日（火） 13:30 ～ 15:00 令和 6 年度「地区別施設会員代表者会」 紀和病院

68 5 東 舩野 真樹 10月30日（水） 9:00 ～ 17:00 「チーム作りにかかせないリーダーのスキルを身につけよう」研修
の協力員 和歌山県看護研修センター

69 入退院 
支援室 恋中 理恵 11月9日（ 土 ） 9:00 ～ 11:00 令和 6 年度行事「すこやか橋本　まなびの日」　前日準備 和歌山県立橋本体育館

70 入退院 
支援室 恋中 理恵 11月10日（日） 9:00 ～ 15:00 令和 6 年度行事「すこやか橋本　まなびの日」 和歌山県立橋本体育館

71 外来 藤川 惠司 11月10日（日） 9:00 ～ 15:00 令和 6 年度行事「すこやか橋本　まなびの日」 和歌山県立橋本体育館

72 5 東 前垣内 真由美 11月12日（火） 13:30 ～ 16:30 第 8 回　県役員・委員会委員合同会議 和歌山県看護協会　1 階研修室

73 3 東 高水 佳代 11月15日（金） 10:00 ～ 16:00 第 4 回　助産職能委員会 和歌山県看護研修センター

74 看護部長 神保 昌世 11月20日（水） 10:00 ～ 11:30 橋本医療圏看護部長会議 紀和病院

75 3 東 田中 君枝 11月20日（水） 14:00 ～ 16:00 第 8 回　和歌山県看護連盟青年部活性委員会 和歌山県看護連盟事務所

76 5 東 舩野 真樹 11月25日（月） 10:00 ～ 16:00 第 8 回　教育委員会 和歌山県看護研修センター

77 3 東 高水 佳代 11月30日（土） 10:00 ～ 16:00 令和 6 年度　助産師職能集会 和歌山県看護協会　研修室

78 看護管理 横芝 真紀 12 月2日（ 月） 10:00 ～ 16:00 第 5 回　災害看護対策委員会 和歌山県看護研修センター

79 5 東 前垣内 真由美 12 月6日（ 金 ） 9:30 ～ 12:00 2024 年都道府県別会議 和歌山県看護協会　1 階研修室
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部　署 氏　名 日　程 時　間 委員会名 場　所

80 5 東 前垣内 真由美 12 月6日（ 金 ） 13:30 ～ 16:30 第 9 回　県役員・委員会委員合同会議 和歌山県看護協会　1 階研修室

81 5 東 舩野 真樹 12 月9日（ 月） 10:00 ～ 16:00 第 9 回　教育委員会 和歌山県看護研修センター

82 3 東 田中 君枝 12月14日（土） 11:30 ～ 16:30 病院アピールコンテストの開催委員 和歌山県看護協会　研修センター

83 看護部長 神保 昌世 12月18日（水） 10:00 ～ 11:30 橋本医療圏看護部長会議 紀和病院

84 3 東 田中 君枝 12月18日（水） 14:00 ～ 16:00 第 9 回　和歌山県看護連盟青年部活性委員会 和歌山県看護連盟事務所

85 3 東 高水 佳代 12月21日（土） 10:00 ～ 16:00 第 5 回　助産職能委員会 和歌山県看護研修センター

86 5 東 前垣内 真由美 1 月14日（火） 13:30 ～ 16:30 第 10 回　県役員・委員会委員合同会議 和歌山県看護協会　1 階研修室

87 看護部長 神保 昌世 1 月15日（水） 10:00 ～ 11:30 橋本医療圏看護部長会議 紀和病院

88 3 東 田中 君枝 1 月15日（水） 14:00 ～ 16:00 第 10 回　和歌山県看護連盟青年部会議 和歌山県看護連盟事務所

89 3 東 高水 佳代 1 月17日（金） 10:00 ～ 16:00 第 6 回　助産職能委員会 和歌山県看護研修センター

90 外来 川北 ひさ 1 月 24日（金） 9:15 ～ 17:00 「心理的安全性がある組織とは」研修の協力員 和歌山県看護協会　大ホール

91 3 東 高水 佳代 1 月 25日（土） 10:00 ～ 16:00 令和 6 年度　第 2 回助産師研修会 和歌山県看護協会　研修室

92 5 東 舩野 真樹 1 月 27日（月） 10:00 ～ 16:00 第 10 回　教育委員会 和歌山県看護研修センター

93 看護管理 横芝 真紀 1 月 29日（水） 10:00 ～ 16:30 第 6 回　災害看護対策委員会 和歌山県看護研修センター

94 外来 川北 ひさ 1 月31日（金） 13:30 ～ 17:00 第 5 回　医療安全対策委員会 和歌山県看護研修センター

95 3 東 田中 早苗 2 月6日（木） 15:00 ～ 16:30 第 2 回　推薦委員会 和歌山県看護研修センター

96 5 東 舩野 真樹 2 月10日（月） 10:00 ～ 16:00 第 11 回　教育委員会 和歌山県看護研修センター

97 入退院 
支援室 恋中 理恵 2 月10日（月） 14:00 ～ 15:30 令和 6 年度伊都地区支部役員会 紀和病院

98 3 東 高水 佳代 2 月14日（金） 10:00 ～ 16:00 第 7 回　助産職能委員会 和歌山県看護研修センター

99 5 東 前垣内 真由美 2 月18日（火） 13:30 ～ 16:30 第 11 回　県役員・委員会委員合同会議 和歌山県看護協会　1 階研修室

100 看護管理 横芝 真紀 2 月19日（水） 9:00 ～ 17:00 「【管理者編】いざという時、あなたは組織をどう守る？」
研修の協力員 和歌山県看護研修センター

101 看護部長 神保 昌世 2 月19日（水） 10:00 ～ 11:30 橋本医療圏看護部長会議 紀和病院

102 3 東 田中 君枝 2 月19日（水） 14:00 ～ 16:00 第 11 回　和歌山県看護連盟青年部会議 和歌山県看護連盟事務所

103 外来 池田 景子 2 月19日（水） 13:00 ～ 16:30 和歌山県災害医療従事者研修 日本赤十字社和歌山医療センター

104 3 東 和所 直美 2 月 20日（木） 14:30 ～ 16:00 令和 6 年度　第 2 回橋本保健所管内母子保健関係者連絡会議 伊都振興局

105 看護部長 神保 昌世 3 月1日（土） 13:30 ～ 15:30 令和 6 年度　施設会員代表者会 和歌山県看護研修センター

106 3 東 福島 治美 3 月1日（土） 13:30 ～ 15:30 令和 6 年度　施設会員代表者会 和歌山県看護研修センター

107 3 東 仲谷 早苗 3 月1日（土） 13:30 ～ 15:30 令和 6 年度　施設会員代表者会 和歌山県看護研修センター

108 3 東 和所 直美 3 月1日（土） 13:30 ～ 15:30 令和 6 年度　施設会員代表者会 和歌山県看護研修センター

109 看護管理 横芝 真紀 3 月5日（水） 10:00 ～ 16:00 第 7 回　災害看護対策委員会 和歌山県看護研修センター

110 外来 廣西 和代 3 月7日（金） 13:30 ～ 16:00 令和 6 年度　四天王寺大学　看護学部実習懇談会 四天王寺大学　看護棟 1 階

111 3 東 福島 治美 3 月7日（金） 13:30 ～ 16:00 令和 6 年度　四天王寺大学　看護学部実習懇談会 四天王寺大学　看護棟 1 階

112 5 東 前垣内 真由美 3 月 8日（土） 14:00 ～ 15:30 「医療機関におけるハラスメント」研修の協力員 和歌山県勤労福祉会館　プラザホープ

113 5 東 舩野 真樹 3 月10日（月） 10:00 ～ 16:00 第 12 回　教育委員会 和歌山県看護研修センター

114 3 東 高水 佳代 3 月14日（金） 10:00 ～ 16:00 第 8 回　助産職能委員会 和歌山県看護研修センター

115 看護部長 神保 昌世 3 月19日（水） 10:00 ～ 11:30 橋本医療圏看護部長会議 紀和病院

116 3 東 田中 君枝 3 月19日（水） 14:00 ～ 16:00 第 12 回　和歌山県看護連盟青年部会議 和歌山県看護連盟事務所

117 外来 川北 ひさ 3 月 21日（金） 13:30 ～ 17:00 第 6 回　医療安全対策委員会 和歌山県看護研修センター

118 5 東 前垣内 真由美 3 月 29日（土） 14:00 ～ 15:30 「看護職として生きていくために必要な〇つのこと」研修の協力員
和歌山県民文化会館　４ 階
中会議室
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2024 年度　ラダー新人研修
日　程 研修内容 参加人数

1 5 月15 日（水） 看護倫理 8 名
2 6 月12 日（水） フィジカルアセスメント① 8 名
3 7 月10 日（水） フィジカルアセスメント② 8 名
4 8 月14 日（水） 多重課題① 9 名
5 9 月11日（水） 急変対応 8 名
6 10 月 2 日（水） 緩和ケア 9 名
7 10 月 23 日（水） 脳卒中 9 名
8 10 月 25 日（金） 写経（院外研修） 9 名
9 11 月11日（月） 感染管理 9 名
10 11 月13 日（水） 輸血管理 9 名
11 12 月18 日（水） 麻薬管理 8 名
12 1 月15 日（水） 褥瘡 8 名
13 2 月19 日（水） 糖尿病 8 名
14 3 月12 日（水） ナラティブ 9 名
15 3 月19 日（水） 多重課題② 9 名

2024 年度　ラダーⅠ研修
日　程 研修内容 参加人数

1 5 月16 日（木） 看護倫理 15 名
2 6 月 6 日（木） ケーススタディ 14 名
3 8 月15 日（木） 看護研究（外部講師講義） 14 名
4 9 月19 日（木） ケーススタディ発表会① 14 名
5 10 月 7 日（月） ケーススタディ発表会② 14 名
6 10 月17 日（木） メンバーシップ 14 名
7 12 月 5 日（木） ACLS 14 名
8 1 月16 日（木） 退院支援 14 名
9 2 月13 日（木） がん化学療法看護 14 名

2024 年度　ラダーⅡ研修
日　程 研修名 参加人数

1 6 月 26 日（水） 問題解決技法① 4 名
2 8 月 15 日（木） 看護研究（外部講師講義） 4 名
3 9 月 25 日（水） 問題解決技法② 4 名
4 10 月 1 日（火 ） 院外研修（説明会） 12 名
5 10 月 2 日（水）・3 日（木） 訪問看護同行体験 2 名
6 10 月 10 日（木）・11 日（金） 訪問看護同行体験 2 名
7 10 月 16 日（水）・17 日（木） 訪問看護同行体験 2 名
8 10 月 22 日（火）・23 日（水） 訪問看護同行体験 2 名
9 10 月 30 日（水） リーダーシップ研修（看護協会） 4 名
10 11 月 6 日（水）・7 日（木） 訪問看護同行体験 2 名
11 11 月 11 日（月）・12 日（火） 訪問看護同行体験 2 名
12 12 月 2 日（月） 訪問看護同行体験後　意見交換会 11 名
13 12 月 25 日（水） 問題解決技法③　発表会 4 名

2024 年度　看護補助者研修　【対象 :　病棟ケアワーカー　病棟・外来クラーク】
月　日 研修名 参加人数

1 6 月 7 日（金）
医療安全研修

19 名
2 6 月 10 日(月） 16 名
3 8 月 7 日（水）

感染対策研修
16 名

4 8 月 16 日（金） 20 名
5 10 月 4 日（金）

車椅子・ストレッチャー移乗・移送研修
17 名

6 10 月 15 日（火） 24 名
7 11 月 1 日（金）

倫理研修
24 名

8 11 月 15 日（金） 23 名
9 12 月 6 日（金）

全身清拭・寝衣交換研修
13 名

10 12 月 11 日（水） 12 名
11 2 月 7 日（金）

陰部清拭・おむつ交換研修
12 名

12 2 月 12 日（水） 12 名
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2024 年度　院外研修参加リスト
研修名 日　程 主　催 人数

1 認定看護管理者教育セカンドレベル修了者の看護管理実践報告会 4/6（土） 公益社団法人和歌山県看護協会 1 名

2 令和 6 年能登半島地震　災害支援ナース報告会及び意見交換会 4/13（土） 公益社団法人和歌山県看護協会 1 名

3 2024 年度　看護部長育成塾　第 2 期 4/12（金）～ 3/14（金）の間 
全 12 回オンラインセミナー 一般社団法人　日本病院経営支援機構 1 名

4 和歌山県看護教育機関連絡協議会　第 22 回　総会および研修会　 4/13（土） 和歌山県看護教育機関連絡協議会 17 名

5 令和 6 年度　第 1 回和歌山県看護協会・看護連盟合同研修 
2024 年度診療報酬・介護報酬改定その後 4/20（土） 公益社団法人和歌山県看護協会 17 名

6 看護師の深刻な離職状況と有効対策 3/20（水）～ 6/19（水）まで
Ｗeb配信 アウトカム・マネジメント研究所 13 名

7 「看護部門のための診療報酬改定オンラインセミナー」 5/10（金）～ 8/9（金）までWeb
配信 公益社団法人　全国自治体病院協議会 13 名

8 新人看護師の行動特性を見ながら行う教育・指導の実践 5/3（金）～ 5/31（金）までWeb
配信 アウトカム・マネジメント研究所 13 名

9 心電図モニターの読み方（初級編） 6/4（火） 公益社団法人和歌山県看護協会 2 名

10 令和 6 年度　和歌山県看護協会通常総会 6/15（土） 公益社団法人和歌山県看護協会 18 名

11 第 60 回 機能強化検討ワークショップ 6/21（金） NEC　MegaOak ユーザーフォーラム
事務局 1 名

12 令和 6 年度　和歌山県看護連盟通常総会 6/22（土） 和歌山県看護連盟 6 名

13 周手術期のトータルケア（Web） 6/30（日） 公益社団法人和歌山県看護協会 1 名

14 看護補助者の推進のための看護管理者研修 7/27（土） 公益社団法人和歌山県看護協会 2 名

15 看護補助者の活用推進のための看護管理者研修 7/29（月） 公益社団法人和歌山県看護協会 1 名

16 アフターコロナで見えてきた感染管理～薬剤耐性菌の脅威はすぐそこに～ 7/29（月） 公益社団法人和歌山県看護協会 3 名

17 退院支援看護師研修 9/3・9/27・10/7・12/9 公益社団法人和歌山県看護協会 1 名

18 新人看護職員実地指導者研修 5/25（土）～ 11/21（木）の間
全 5 回 公益社団法人和歌山県看護協会 2 名

19 和歌山県保健師助産師看護師実習指導者講習会 6/12（水）～ 8/2（金）の間
全 22 回 公益社団法人和歌山県看護協会 2 名

20 医療安全管理者養成研修 7/1（月）～ 1/31（金） 
オンデマンド+集合研修 公益社団法人和歌山県看護協会 4 名

21 小児看護専門看護師に聞く！小児看護の基礎 8/20（火） 公益社団法人和歌山県看護協会 2 名

22 医療安全へのポジティブアプローチ～ポジティブに捉え実践できるチカラ～ 8/23（金） 公益社団法人和歌山県看護協会 2 名

23 実践に活かすフィジカルアセスメント（基礎知識編） 8/29（木） 公益社団法人和歌山県看護協会 1 名

24 三職能合同研修会 9/7（土） 公益社団法人和歌山県看護協会 1 名

25 【初級編】①　看護研究とは 9/13（木） 公益社団法人和歌山県看護協会 1 名

26 防ごう転倒転落と確認不足～なぜ起こるのか転倒転落・確認不足‼～ 9/18（水） 公益社団法人和歌山県看護協会 1 名

27 糖尿病の理解（基礎編） 10/3（ 木 ） 公益社団法人和歌山県看護協会 3 名

28 糖尿病の理解（応用編 - 最新の薬物療法 -） 10/3（ 木 ） 公益社団法人和歌山県看護協会 3 名

29 病院勤務の看護職員認知症対応力向上研修 10/9（ 水 ）.10/10（ 木 ）.10/16（ 水 ） 公益社団法人和歌山県看護協会 1 名

30 令和 6 年度　和歌山県総合防災訓練 10/16（ 水 ） 和歌山県危機管理部危機管理局災害対
策課 1 名

31 第 62 回 機能強化検討ワークショップ 10/25（ 金 ） NEC　MegaOak ユーザーフォーラム
事務局 1 名

32 チーム作りにかかせないリーダーのスキルを身につけよう 10/30（ 水 ） 公益社団法人和歌山県看護協会 4 名

33 【初級編】②　研究計画書を書こう 11/1（ 金 ） 公益社団法人和歌山県看護協会 1 名

34 論理的でわかりやすい文章の書き方 11/11（ 月 ） 公益社団法人和歌山県看護協会 1 名

35 国民保護共同図上訓練 11/18（ 月 ） 和歌山県危機管理部危機管理局災害対
策課 1 名

36 身体的拘束最小化に向けて 11/19（ 火 ） 公益社団法人和歌山県看護協会 5 名

37 認定看護師フォローアップ研修 11/30（ 土 ） 公益社団法人和歌山県看護協会 4 名

38 助産師職能集会「保健指導に役立つ感染対策」 11/30（ 土 ） 公益社団法人和歌山県看護協会 6 名

39 新人・若手看護師を育成できる教育計画を企画しよう 12/3（ 火 ） 公益社団法人和歌山県看護協会 2 名

40 令和 6 年度　災害派遣医療チーム研修 12/10（ 火 ） ～ 12（ 木 ） 災害派遣医療チーム（DMAT） 1 名

41 病院勤務の医療従事者向け認知症対応力向上研修 12/11（ 水 ） 公益社団法人和歌山県看護協会 6 名

42 【初級編】③　効果的なプレゼンテーションを学ぼう 12/13（ 金 ） 公益社団法人和歌山県看護協会 1 名

43 令和 6 年度　和歌山県 DMAT ロジステックス研修 12/14（ 土 ） ～ 15（ 日 ） 和歌山県福祉保健部健康局医務課 1 名

44 2024 年度　研修会 12/21（ 土 ） 和歌山県看護教育機関連絡協議会 2 名

45 南海レスキュー訓練参加 1/14（火） 災害派遣医療チーム（DMAT） 2 名

46 入退院支援における看護師の役割 1/17（金） 公益社団法人和歌山県看護協会 3 名

47 心理的安全性がある組織とは 1/24（金） 公益社団法人和歌山県看護協会 1 名

48 第 ２ 回助産師研修会（Web）「周産期領域のグリーフケア」 1/25（土） 公益社団法人和歌山県看護協会 3 名

49 災害支援ナース交流会 1/29（水） 公益社団法人和歌山県看護協会 1 名

50 医療事故調査制度に係る令和 6 年度「支援団体統括者セミナー」 2/9（日） 和歌山県医師会 1 名

51 DMAT　近畿 MCLS 標準コース 2/16（日） 災害派遣医療チーム（DMAT） 1 名

52 災害看護／管理者編　いざという時、あなたは組織をどう守る？ 2/19（水） 公益社団法人和歌山県看護協会 1 名
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研修名 日　程 主　催 人数
53 外来における在宅療養支援能力向上のための研修 2/22（土） 公益社団法人和歌山県看護協会 1 名

54 知っておきたいスキンケアの今 2/28（金） 公益社団法人和歌山県看護協会 1 名

55 令和 6 年度　和歌山県　患者の意向を尊重した意思決定支援研修会 3/2（日） 和歌山県福祉保健部健康局医務課 1 名
研修参加人数 187 名

2024 年度　講師派遣
担当科目・単元 担当学科・担当学年 日　程 時間数 場　所 講師名

1 成人の健康と看護Ⅰ
（循環器）

和歌山県立高等看護学院
看護学科 ２ 年生
48 名

①②　5 月13日（月）		 9:00 ～12:10
③④　5 月20日（月）		 9:00 ～12:10
⑤⑥　5 月27日（月）		 9:00 ～12:10
⑦　　6 月3日（月）		 10:40 ～12:10
試験　6 月19日（水）		 45 分

14 時間
（90 分× ７ 回） 和歌山県立高等看護学院 神谷 好美

2 成人の健康と看護Ⅱ
（脳神経）

和歌山県立高等看護学院
看護学科 ２ 年生
48 名

①　　6 月10日（月）		 9:00 ～10:30
②③　6 月14日（金）		 9:00 ～12:10
④⑤　6 月21日（金）		 9:00 ～12:10

10 時間
（90 分× ５ 回） 和歌山県立高等看護学院 山本 奈保美

3 母性看護活動論Ⅱ
（周産期医療と看護）

和歌山県立高等看護学院
看護学科 ２ 年生
48 名

①　　10 月3日（木）	 	14:40 ～ 16:10
②③　10 月 21日（月）	 	13:00 ～ 16:10
④⑤　10 月31日（木）	 	13:00 ～ 16:10

10 時間
（90 分× ５ 回） 和歌山県立高等看護学院 林 愛莉

4 災害看護と国際看護
（災害看護）

和歌山県立高等看護学院
看護学科 ２ 年生
48 名

①②　10 月 8日（火）	 	9:00 ～ 12:10 ４ 時間
（90 分× ２ 回） 和歌山県立高等看護学院 天野 健一

5 ウィメンズヘルス支援論 ２ 堺看護専門学校
看護第 １ 学科　２ 年

①　　11 月18日（月）	 	11:00 ～ 12:30
②　　11 月 29日（金）	 	11:00 ～ 12:30
③　　12 月6日（金）	 	11:00 ～ 12:30

６ 時間
（１ 講義：90 分） 堺看護専門学校 加藤 江里子

項　目 主　催 日　程 時　間 場　所 講　師

1

新人看護技術研修会
・静脈注射および点滴静脈内注射法
・一時的導尿　・経鼻的胃管栄養法 
・吸引（口腔・鼻腔）

公益社団法人
和歌山県看護協会 4 月 22 日（月） 9:00 ～ 17:00 看護研修センター　

大ホール 舩野 真樹

2 がん診療連携拠点病院の緩和ケア提供体
制に関するピアレビュー 共催　公立那賀病院 5/13（月） 12:00 ～ 17:00 公立那賀病院 横芝 真紀

3
和歌山県においてがん診療に携わる医師
等に対する緩和ケア研修会　ファシリ
テーター

共催　公立那賀病院 6 月 2 日（日） 9:00 ～ 17:30 公立那賀病院 横芝 真紀

4 「安心につなげる感染管理（基礎編、応用
編）」

公益社団法人 
和歌山県看護協会 6 月 24 日（月） 10:00 ～ 16:00 看護研修センター 枡田 美加子

5 DMAT 隊員養成研修（第 ３ 回）における
講師 兵庫県災害医療センター

7 月 3 日（水） 9:00 ～ 17:55 兵庫県災害医療センター

丸 勇真
7 月 4 日（木） 9:05 ～ 17:20 日本赤十字社兵庫県支部
7 月 5 日（金） 8:25 ～ 19:20 兵庫県こころのケアセンター
7 月 6 日（土） 8:30 ～ 15:20 兵庫県広域防災センター

6
ナースにできる災害看護 / 初級編
～災害時、あなたは医療人としてどう動
く？～災害の基礎知識

公益社団法人 
和歌山県看護協会 7 月 9 日（火） 10:00 ～ 10:50 看護研修センター 横芝 真紀

7

2024 年度感染管理ベストプラクティス
Web ワーキング
≪第 １ 回≫グループワーキング　アドバ
イザー派遣

一般社団法人日本感染管理
ベストプラクティス研究会 8 月 3 日（土） 10:00 ～ 12:00 Web 開催　

（Zoom ミーティング） 神保 昌世

8 令和 ６ 年度　第 １ 回助産師研修会　「妊娠
と糖尿病」

公益社団法人 
和歌山県看護協会 8 月 24 日（土） 10:00 ～ 12:00 和歌山県看護協会　

研修室 高水 佳代

9

2024 年度感染管理ベストプラクティス
Web ワーキング
≪第 ２ 回≫グループワーキング　アドバイ
ザー派遣　

一般社団法人日本感染管理
ベストプラクティス研究会 9 月 14 日（土） 10:00 ～ 12:00 Web 開催　

（Zoom ミーティング） 神保 昌世

10 第１回　感染管理マネージャー修了者フォ
ローアップ研修

公益社団法人 
和歌山県看護協会 9 月 14 日（土） 13:30 ～ 15:00 橋本市民病院　講堂 枡田 美加子

11 「災害支援ナース養成研修」のファシリ
テーター派遣

公益社団法人 
和歌山県看護協会 11 月 6 日（水） 9:30 ～ 16:30 和歌山県看護協会

研修センター 横芝 真紀

12 「災害支援ナース養成研修」のファシリ
テーター派遣

公益社団法人 
和歌山県看護協会 11 月 13 日（水） 9:30 ～ 16:00 和歌山県看護協会

研修センター 池田 景子

13

2024 年度感染管理ベストプラクティス
Web ワーキング
≪第 ３ 回≫グループワーキング　アドバ
イザー派遣

一般社団法人日本感染管理
ベストプラクティス研究会 11 月 16 日（土） 10:00 ～ 12:00 Web 開催　

（Zoom ミーティング） 神保 昌世

14 ストーマケアセミナー 株式会社
大黒ヘルスケアサービス 11 月 23 日（土） 9:00 ～ 12:30 和歌山城ホール 市村 智子

15 令和 ６ 年度　助産師職能集会「保健指導
に役立つ感染対策」

公益社団法人
和歌山県看護協会 11 月 30 日（土） 10:00 ～ 12:00 和歌山県看護協会　

研修室 枡田 美加子

16 第２回　感染管理マネージャー修了者フォ
ローアップ研修

公益社団法人
和歌山県看護協会 12 月 14 日（土） 13:30 ～ 15:00 橋本市民病院　講堂 枡田 美加子
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17

2024 年度感染管理ベストプラクティス
Web ワーキング
≪第 4 回≫グループワーキング　アドバ
イザー派遣

一般社団法人日本感染管理
ベストプラクティス研究会 1 月 18 日（土） 10:00 ～ 12:00 Web 開催　

（Zoom ミーティング） 神保 昌世

18

令和 ６ 年度保健師業務実績発表会 50 周年
記念大会

「災害時の保健医療福祉活動～能登半島地
震から学ぶモノ～」

和歌山県福祉保健部
健康局医務課 1 月 24 日（金） 13:15 ～ 15:15 和歌山県自治会館

２ 階会議室 丸 勇真

19 第3回　感染管理マネージャー修了者フォ
ローアップ研修

公益社団法人
和歌山県看護協会 3 月 5 日（土） 13:00 ～ 15:00 橋本市民病院　講堂 枡田 美加子

20

2024 年度感染管理ベストプラクティス
Web ワーキング
≪第 5 回≫グループワーキング　アドバ
イザー派遣

一般社団法人日本感染管理
ベストプラクティス研究会 3 月 22 日（土） 10:00 ～ 12:00 Web 開催　

（Zoom ミーティング） 神保 昌世

2024 年度　学会発表・参加
学会名 主　催 日　程 演　題 発表者

1 国保直診在宅医療研究会　第 25 回研究集会 国保在宅医療研究学会 6 月 8日（土）
地域包括病棟における看護師とケアワーカーの協働
～ケアワーカーも患者を受け持ちカンファレンスに
参加する～

山本 秀世

2 第 26 回　日本医療マネジメント学会学術集会 日本医療マネジメント学会 6 月 21日（金） 
6 月 22日（土）

COVID 流行下における発熱相談ダイヤルの一本化と
地域の共通予約票導入の効果 枡田 美加子

3 第 11 回日本手術看護学会　近畿地区大会 日本手術看護学会　近畿地区 6 月 29日（土） 「周術期看護の未来を考える」
～多様化する社会に求められる看護～ 古垣 秀治

4 第 39 回　日本環境感染学会総会・学術集会 日本環境感染学会 7 月 25日（木） 
7 月 26日（金）

当院におけるバンコマイシン（VRE）耐性腸球菌
アウトブレイク収束に向けた取り組みについて 枡田 美加子

5 第 26 回　日本褥瘡学会 日本褥瘡学会 9 月6日（金） 
9 月7日（土）

体圧分散マットレスの管理モデルの開発
～部署別体圧分散マットレスの運用手順と管理表を
用いた実践報告～

市村 智子

6 第 55 回　日本看護学会学術集会 日本看護学会 9 月 27日（金） 
～ 29日（日）

看護師が報告した薬剤関連インシデント分析
～薬剤関連のインシデントを分析して～ 岡本 麻里

7 第 55 回　日本看護学会学術集会 日本看護学会 9 月 27日（金） 
～ 29日（日）

ケースカンファレンス定着のための課題検討
～看護師への意識調査より～ 宮本 靖代

8 第 64 回　全国国保地域医療学会 全国国民健康保険 
診療施設協議会

10 月 4日（金） 
10 月5日（土）

「生活のしやすさについての質問票」から見えたがん
患者の社会的苦痛への介入 横芝 真紀

9 第 62 回　日本自治体病院学会 in 新潟 全国自治体病院協議会 10 月31日（木） 
11 月1日（金）

ポジショニングと背抜きをスタッフに周知し効果的
な褥瘡予防対策を目指して

市村 智子 
濱田 一世 
駒井 郁子

10 第 62 回　日本自治体病院学会 in 新潟 全国自治体病院協議会 10 月31日（木） 
11 月1日（金）

手指衛生のタイミングにおけるブラインド下での直
接観察の効果 戸川 千佳

11 第 62 回　日本自治体病院学会 in 新潟 全国自治体病院協議会 10 月31日（木） 
11 月1日（金）

看護師の標準予防策の理解と実践が病院内感染にも
たらす効果 川北 ひさ

12 第 29 回　和歌山県病院協会学術大会 
第 20 回　和歌山県病院協会大会 和歌山病院協会 11 月17日（土） ポジショニングと背抜きをスタッフに周知し効果的

な褥瘡予防対策を目指して
駒井 郁子 
濱田 一世

13 第 29 回　和歌山県病院協会学術大会 
第 20 回　和歌山県病院協会大会 和歌山病院協会 11 月17日（土） 地域包括病棟におけるケアワーカーの役割

～ケアワーカーも退院前カンファレンスに参加して～ 秀島 睦

14 第 26 回　日本救急看護学会学術集会 日本救急看護学会 11 月18日（月） 
11 月19日（火）

救急・手術室・HCU・脳外科病棟看護師における
NHISS 評価困難感の関連要員の検討 高松 万由美

15 第 19 回　医療の質安全学会学術集会 医療の質・安全学会 11 月 29日（金） 
11 月30日（土） プラス ONE 対応の提供とナースコール頻度の関連 山川 有美 

川北 ひさ

16 第 19 回　医療の質安全学会学術集会 医療の質・安全学会 11 月 29日（金） 
11 月30日（土）

インシデントレポートの意識改革への取り組み
～ネガティブなイメージからポジティブへ～ 杉田 佳奈美

17 第 19 回　医療の質安全学会学術集会 医療の質・安全学会 11 月 29日（金） 
11 月30日（土）

VRE のアウトブレイク対応を振り返る
～感染委員として病棟の見直しと対策～ 西山 叶恵

18 第 44 回　日本看護科学学会学術集会 日本看護科学学会 12 月7日（土） 
12 月 8日（日）

2 型糖尿病患者への心疾患合併症予防教育と HbA1c
自己把握の関連 奥田 昌子

19 日本医療マネジメント学会 
第 19 回和歌山支部学術集会 日本医療マネジメント学会 2 月 8日（土）

終末期がん患者の鎮静における倫理的妥当性の検討
から
～病棟スタッフの意識変化～

横芝 真紀

20 日本医療マネジメント学会 
第 19 回和歌山支部学術集 日本医療マネジメント学会 2 月 8日（土） 当院での看護補助者研修への取り組み

～研修後の実践能力評価を取り入れて～ 山口 カスミ

21 日本医療マネジメント学会 
第 19 回和歌山支部学術集会 日本医療マネジメント学会 2 月 8日（土） リーダー看護師育成への取り組み

～チェックリストと判断基準を用いて～ 尾崎 加代

22 第 39 回　日本がん看護学会学術集会 日本がん看護学会 2 月 22日（土） 
2 月 23日（日）

根治切除不能小腸がんに羅患した AYA 世代
～患者家族の介入からみえた課題～ 米本 加奈子
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2024 年度　イベント参加
イベント名 主  催 日　程 参加者

1 令和 6 年度 国保野上厚生総合病院附属看護専門学校
入学式 国保野上厚生総合病院附属看護専門学校 4月2日（火） 神保 昌世

2 錦秀会看護専門学校　入学式 錦秀会看護専門学校 4月4日（木） 廣西 和代
3 令和 6 年度　和歌山県立高等看護学院　入学式 和歌山県立高等看護学院 4月10日（水） 神保 昌世

4 病院アピールコンテストへの参加 和歌山県看護連盟 6月1日（土） 大井 咲来、井野 佑香
大谷 珠里

5 東京医療保健大学　情報交換会および交流会 東京医療保健大学 7月14日（日） 稲本 澪、川端 大輝

6 国保野上厚生総合病院附属看護専門学校　ホームカミ
ング 国保野上厚生総合病院附属看護専門学校 8月3日（土） 井上 実咲、迫間 朱音

7 令和 6 年度「子ども冒険村事業」 橋本市教育委員会
8月19日（月） 池田 景子、井野 佑香
8月20日（火） 山本 奈保美

8 令和 6 年度「ナースカー乗務」 橋本北消防署
9月9日（月） 谷口 愛利
9月10日（火） 田中 理音
9月11日（水） 富岡 春香

9 令和 6 年度「みんなあつまれ！橋っ子祭り」 橋本市教育委員会 9月22日（日） 黒田 愛

10 公開授業見学 和歌山県立高等看護学院

9月30日（月） 廣西 和代
10月3日（木） 戸川 千佳、中岡 明子

10月22日（火） 田中 ゆり、嶋 律子
谷口 綾子

11 公開授業（ケーススタディ）見学 和歌山県立高等看護学院
10月23日（水） 福島 治美、舩野 真樹

西山 亜弓
10月24日（木） 東本 桂、恋中 理恵

12 令和 6 年度 看護宣誓式 和歌山県立高等看護学院 10月4日（金） 西林 和美

13 令和 6 年度「すこやか橋本　まなびの日」 和歌山県看護協会 11月10日（日）

恋中 理恵、柏木 知美
藤川 惠司、奥田 昌子
高水 佳代、岩角 麻衣
岡本 麻里、田中 千尋
福永 雄太、菊山 教子

神谷 好美

14 令和 6 年度 国保野上厚生総合病院附属看護専門学校
宣誓式 国保野上厚生総合病院附属看護専門学校 11月11日（月） 神保 昌世

15 錦秀会看護専門学校　宣誓式 錦秀会看護専門学校 11月12日（火） 廣西 和代

16 第 18 回「まっせ・はしもと」 橋本市経済推進部農林振興課
11月16日（土） 渋谷 加奈子
11月17日（日） 富岡 由美

17 公開授業見学 和歌山県立高等看護学院

11月19日（火） 神谷 好美、林 愛莉
1月9日（木） 目賀 多悦子、田中 ゆり

2月4日（火） 天野 健一、高松 万由実
山川 有美

18 OSCE のおける模擬患者 和歌山県立高等看護学院 11月21日（木） 神谷 好美、山口 順平
19 病院アピールコンテストへの参加 和歌山県看護連盟 12月14日（土） 岡本 涼伽

20 第 28 回　「橋本マラソン」 橋本市教育委員会 2月2日（日） 亀井 小夏、辰巳 瞳
池田 景子

21 大阪保健福祉専門学校　課程修了式 大阪保健福祉専門学校 2月26日（水） 廣西 和代
22 令和 6 年度　和歌山県立高等看護学院　卒業式 和歌山県立高等看護学院 3月3日（月） 神保 昌世

23 令和 6 年度 国保野上厚生総合病院附属看護専門学校
卒業式 国保野上厚生総合病院附属看護専門学校 3月3日（月） 西林 和美

24 錦秀会看護専門学校　卒業式 錦秀会看護専門学校 3月7日（金） 目賀 多悦子

25 令和 6 年度　「地域で育てる看護師教育を考える会」 和歌山県立高等看護学院 3月7日（金）
廣西 和代
神谷 好美
中岡 明子

26 令和 6 年度ジュニアリーダー研修会 橋本市教育委員会
3月25日（火） 神谷 好美
3月27日（木） 釜本 仁美

2024 年度　施設見学
見学内容 施設名 日　程 参加者

1 診療看護師による在宅診療、在宅看護の活動を視察 やよい在宅クリニック
５月29日（水） 枡田 美加子
５月30日（木） 神保 昌世、枡田 美加子

2 診療看護師による診療所での役割と活動を視察 生協浮間診療所
６月12日（水） 神保 昌世
６月13日（木） 神保 昌世、枡田 美加子

3 大学病院循環器内科での診療看護師の役割と活動内容
について 順天堂大学医学部付属 順天堂医院 ７月３日（水） 神保 昌世、枡田 美加子

4 和歌山県立医科大学附属病院におけるロボット支援下
手術見学について 和歌山県立医科大学付属病院 手術室 ７月３日（水） 古垣 秀治

5 訪問看護における診療看護師の役割についての視察 ウィル訪問看護ステーション江戸川 ９月３日（火） 川北 ひさ、廣西 和代
6 診療看護師の活動に関する視察調査訪問 東京都立広尾病院 10月15日（月） 廣西 和代
7 総合内科医の研修及び診療看護師派遣について協議 地域医療振興協会 10月16日（火） 廣西 和代
8 川崎病院視察見学に参加 川崎病院 10月18日（金） 川北 ひさ、廣西 和代

9
中央材料室業務の除染、洗浄、メンテナンス、包装、
滅菌の流れを見学
施設の設備、ME 機器、手術室の設備環境等の見学

エア・ウォーター 国際くらしの医療館・神戸 12月20日（金） 高松 万由実、古垣 秀治

10 ハイブリット手術室に係る先進地病院への視察 大阪公立大学医学部附属病院 １月25日（土） 高松 万由実、古垣 秀治

11 診療看護師の業務内容・所属、診療看護師の在宅医療
や介護保険施設との連携、報酬体系など 湘南鎌倉総合病院 ２月18日（火） 神保 昌世、廣西 和代

東本 桂
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2024 年度　認定・その他学会資格取得者 / 研修修了一覧

資格・研修修了 主　催 2020年度 
（R2年度）

2021年度 
（R3年度）

2022年度 
（R4年度）

2023年度 
（R5年度）

2024年度 
（R6年度）

1 認定看護管理者ファーストレベル 公益社団法人 和歌山県看護協会・大阪府看護協会 26 名 24 名 25 名 28 名 26 名

2 認定看護管理者セカンドレベル 公益社団法人 和歌山県看護協会・奈良県看護協会 /
学校法人 藍野大学 キャリア開発・研究センター 11 名 10 名 11 名 12 名 11 名

3 【認定看護師】　感染管理認定看護師 公益社団法人 日本看護協会 2 名 2 名 2 名 2 名 3 名

4 【認定看護師】　脳卒中リハビリテーション看護認定
看護師 公益社団法人 日本看護協会 1 名 1 名 1 名 1 名 1 名

5 【認定看護師】　がん化学療法看護認定看護師 公益社団法人 日本看護協会 1 名 1 名 1 名 1 名 1 名
6 【認定看護師】　皮膚・排泄ケア認定看護師 公益社団法人 日本看護協会 1 名 1 名 1 名 1 名 1 名
7 【認定看護師】　緩和ケア認定看護師 公益社団法人 日本看護協会 2 名 1 名 1 名 1 名 1 名
8 【認定看護師】　救急看護認定看護師 公益社団法人 日本看護協会 1 名 1 名 1 名 1 名 1 名
9 【認定看護師】　糖尿病看護認定看護師 公益社団法人 日本看護協会 1 名 1 名 1 名 1 名

10 ACLS インストラクター 
（ADVANCED　CARDIOVASCULAR　LIFE　SUPPORT） 和歌山 ACLS 研究会 3 名 3 名 3 名 2 名 1 名

11 日本臨床救急医学会認定　ISLS コース　 和歌山 ISLS 研究会 30 名 23 名 21 名 20 名 20 名

12 ICLS（Immediate　Cardiac　Life　Support）　 二 次
救命処置コース 一般社団法人 日本救急医学会 23 名 18 名 18 名 18 名 69 名

13 災害支援ナース登録者 公益社団法人 和歌山県看護協会 7 名 5 名 5 名 1 名 3 名

14
新型コロナなど新興感染症等に係る看護職員等確保
事業
和歌山県災害支援ナース養成研修

公益社団法人 日本看護協会　/
公益社団法人 和歌山県看護協会 3 名 3 名

15 近畿ブロック DMAT 技能維持研修 厚生労働省 1 名 1 名 1 名 1 名 1 名

16 JADM　(Japanese　Association　for　Disaster　
Medicine) 日本集団災害医学会 4 名 4 名 4 名 3 名 3 名

17 医療安全管理者養成研修 公益社団法人 日本看護協会 1 名 2 名 3 名 5 名 5 名
18 医療安全管理者養成研修 公益社団法人 和歌山県看護協会 20 名 20 名 20 名 20 名 18 名
19 医療安全管理者養成研修 一般社団法人 医療の質・安全学会 3 名 3 名 3 名 3 名 3 名
20 医療安全管理者養成研修　〈専門コース〉 公益社団法人 全国自治体病院協議会 3 名 3 名 3 名 3 名 3 名
21 医療安全管理者養成研修　〈管理コース・実践コース〉 公益社団法人 全国自治体病院協議会 3 名 2 名 2 名 2 名 2 名
22 医療安全対策に係る研修　（第 2 回 PSP セミナー） 公益社団法人 日本医療機能評価機構 2 名 2 名 2 名 2 名 2 名
23 臨床指導者（保健師助産師看護師実習指導者講習会） 都道府県知事 19 名 21 名 21 名 20 名 22 名
24 新人看護職員実習指導者研修 公益社団法人 和歌山県看護協会 12 名 12 名 13 名 13 名 13 名

25 看護師特定行為研修　
公立大学法人 和歌山県立医科大学 /
公益社団法人 日本看護協会 / 特定行為研修管理委員会
公立大学法人大阪 大阪市立大学 / 公益社団法人 大阪府
看護協会

3 名 4 名 4 名 5 名 5 名

26 和歌山県 ELNEC-J コアカリキュラム看護師教育プ
ログラム 和歌山県がん診療連携協議会 5 名 4 名 4 名 4 名 7 名

27 退院支援看護師養成研修　 公益社団法人 和歌山県看護協会 4 名 3 名 3 名 3 名 3 名
28 退院支援看護師研修 都道府県知事 2 名 2 名 2 名 2 名 2 名
29 院内臓器移植コーディネーター 都道府県知事 4 名 4 名 1 名 1 名 3 名
30 栄養サポートチーム専門療法士 一般社団法人 日本静脈経腸栄養学会 1 名 1 名 1 名 1 名 1 名

31 看護管理者研修 「看護管理者のための経営分析セミ
ナー 」 公益社団法人 医療・病院管理研究協会 3 名 2 名 2 名 2 名 1 名

32 看護管理者研修 「看護補助者の活用推進のための看
護管理者研修」 公益社団法人 和歌山県看護協会・奈良県看護協会 7 名 6 名 12 名 12 名 14 名

33 看護管理者研修 　看護補助者の活用と成長支援 有限会社ビジネスブレーン 6 名 6 名 6 名 6 名 6 名
34 看護管理研修 「看護の評価マネジメント」 公益社団法人 医療・病院管理研究協会 1 名 1 名 1 名 1 名 1 名
35 看護管理研修 「看護における機能連携」 公益社団法人 医療・病院管理研究協会 1 名 1 名 3 名 3 名 2 名

36 看護管理研修　「看護管理　看護ミドルマネジャー
研修」 公益社団法人 医療・病院管理研究協会 2 名 2 名 1 名

37 看護管理者研修  「看護補助者の更なる活用のため
の看護管理者研修」 公益社団法人 全日本病院協会 2 名 2 名 2 名

38 緩和ケア研修会　（がん診療に携わる医師以外の医
療従事者に対する） 都道府県知事 19 名 14 名 13 名 13 名 11 名

39 緩和ケア研修会　（がん等の診療に携わる医師等に
対する） 厚生労働省 9 名 10 名 10 名 10 名 10 名

40 がん看護専門分野指導者研修 国立研究開発法人 国立がん研究センター 3 名 2 名 2 名 2 名 2 名

41 がん看護コース （インテンシブ） ７ 大学連携先端的がん教育基盤創造プラン組織運営委員
会 3 名 3 名 3 名 2 名 2 名

42 がんリハビリテーション研修 和歌山がんリハ研修会実行委員会 / 
和歌山県立医科大学附属病院 ３ 名 ３ 名 ３ 名 ３ 名 ３ 名

43
次世代のがんプロフェッショナル養成プラン

（地域に生き未来に繋ぐ高度がん医療人の養成） が
んリハビリテーション看護セミナー

和歌山県立医科大学附属病院 2 名 2 名

44 糖尿病重症化予防 （フットケア） 研修会 公益社団法人 和歌山県看護協会 8 名 8 名 8 名 6 名 6 名
45 日本糖尿病療養指導士 一般社団法人 日本糖尿病療養指導士認定機構 6 名 5 名 7 名 4 名 2 名
46 和歌山県地域糖尿病療養指導士 （WLCDE） 和歌山地域糖尿病療養指導士認定委員会 11 名 11 名 11 名 11 名 3 名
47 フットケア指導士認定セミナー　（第 ８ 回） 一般社団法人 日本フットケア学会　学術委員会 1 名 1 名 1 名 1 名 1 名
48 認知症対応力向上研修 厚生労働省 19 名 18 名 18 名 27 名 26 名
49 認知症高齢者の看護実践に必要な知識の研修 公益社団法人 日本看護協会 13 名 10 名 12 名 12 名 12 名
50 認知症ケア専門士認定 一般社団法人　日本認知症ケア学会 2 名 2 名 2 名 2 名 2 名
51 地域ケアスキル・トレーニングプログラム 自治医科大学看護学部 1 名 2 名 2 名
52 オムツフィッター （３ 級） 株式会社 はいせつ総合研究所 2 名 2 名 1 名 1 名 1 名
53 下部尿路機能障害の治療とケア研修会 公益社団法人 全日本病院協会兵庫県支部 2 名 2 名
54 アドバンス助産師 一般社団法人 日本助産評価機構 4 名 4 名 1 名 1 名 5 名
55 分娩期の胎児心拍数陣痛図　（CTG） 公益社団法人 和歌山県看護協会 3 名 3 名 3 名 3 名

56 フィジカルアセスメント : 新生児のフィジカルアセ
スメント 公益社団法人 和歌山県看護協会 2 名 2 名 2 名 2 名

57 高血圧・循環器病予防療養指導士 高血圧・循環器病予防療養指導士認定委員会 1 名 1 名 1 名 1 名 1 名
58 ３ 学会合同 呼吸療法認定士 ３ 学会合同呼吸療法認定士認定委員会 5 名 5 名 2 名 3 名 5 名
59 消化器内視鏡技師 一般社団法人 日本消化器内視鏡学会 4 名 4 名 1 名 1 名 2 名
60 医療リンパドレナージセラピスト養成講習会 特定非営利活動法人 日本医療リンパドレナージ協会 1 名 1 名 1 名 1 名 1 名
61 関西ストーマケア講習会修了 関西ストーマケア講習会 3 名 3 名 3 名 3 名 3 名
62 CRC 養成研修会修了 一般社団法人 日本病院薬剤師会 1 名 1 名 1 名 1 名 1 名
63 弾性ストッキング・コンダクター講習会 日本静脈学会 3 名 2 名 2 名 2 名 2 名
64 周術期管理チーム 公益社団法人 日本麻酔科学会 2 名 2 名 1 名 1 名 1 名

65 JHWESA 環境サービス認定専門家 特定非営利活動法人 日本医療・福祉環境サービス協会
（JHWESA） 1 名 1 名

66 脳卒中相談支援講習会 一般社団法人 日本脳卒中学会 1 名 1 名 1 名
67 脳卒中相談窓口多職種講習会 一般社団法人 日本脳卒中学会 1 名
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【概要】
外来はプライマリケアの第一線として、疾患を持ちながら生活する患者や回復期にある患者を支える場で

あり、また治療方針の決定や新たな治療・ケアの導入の場としても、住み慣れた環境での療養を支える地域
ケアシステムの要の一つともいえます。高齢患者、慢性疾患患者、生活の支援を要する患者が増加するな
か、日々の外来での対応が重要であると考え、療養支援に多職種で取り組んでおります。今後も、患者や家
族を中心に在宅での生活を支えることができる外来をめざし取り組んでまいります。

【スタッフ構成】：看護師長２名・副看護師長２名・主任看護師３名・看護師27名・救急救命士１名
　　　　　　　　　クラーク18名

【部署目標】
１．医療の質と安全の向上

1責任を持ち役割を果たす
　・患者背景を捉え、患者が地域で安心して生活ができるよう関わる
2感染予防と拡大防止を実施
　・病院の入り口であることを意識し、移さない・移らない意識を持ち、感染対策を実施する
　・手指衛生のタイミングを意識した感染対策、マニュアルを遵守する

２．働きやすい職場づくり
1業務改善・時間管理
　・リーダーを中心とした、ブロック内での業務確認と報告を徹底
　・各スタッフが業務習得に意欲を持ち、協力し合いながら実践する
2多職種間の協働
　・地域・外来・病棟で患者情報を共有し、継続した看護を提供する
　・患者介入が必要な患者を察知し、情報から他職種と連携できる

３．看護の質向上
1患者満足度の向上
　・診察を待っている患者への目配り・気配りし、異変に気付く
　・患者の情報をみんなで共有できるように継続看護の記録を残す
1自己研鑽を重ねる
　・院内・外の研修に参加し、みんなで共有する
　・生涯学習の意識を持ち、主体的に自己研鑽に取り組む

 
【取り組み】

①毎朝礼時にインシデントレポート（0～5レベル）を共有し、現状や対策について検討
②勉強会

開催月 研修内容 講師
５月 個人情報・プライバシー ナーシングスキル視聴
７月 入退院支援における外来看護師の役割 ナーシングスキル視聴
９月 聴く力～心に寄り添う技術 ナーシングスキル視聴
10月 救急外来での脳血管障害患者の対応（実践） 脳卒中リハビリテーション看護師
12月 RRSについて 救急外来認定看護師
１月 つらい知らせを受ける患者への対応 緩和認定看護師

【今後の課題】
・外来での療養支援体制の整備および病棟や地域との連携強化
・外来における患者および家族への支援体制の構築（外来セル看護の導入）

外来 師長　廣西　和代・川北　ひさ
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【概要】
消化器内科・消化器外科・泌尿器科・呼吸器内科・呼吸器外科の診療科による54床の混合病棟です。急性

期から回復期を経て、在宅退院を目指す患者・家族の希望を伺い、受け持ち看護師を中心に医師・看護師・
薬剤師・理学療法士・医療ソーシャルワーカー等の多職種で関わりを持ち、社会復帰や在宅に向けた支援を
行っています。また多職種カンファレンスを実施し手術後、患者の状態に合わせて安全かつスムーズな離床
の促進、異常の早期発見や合併症の予防に努めています。

【スタッフ配置】
病棟スタッフ構成は看護師長１名、主任看護師３名、看護師25名、ケアワーカー２名、医療ソーシャルワー

カー１名、病棟クラーク１名を含む31名で構成し、ペアナーシングと受け持ち制で看護を展開しています。

【病棟目標】
１．医療の質と安全の向上
　１）責任をもち役割を果たす

・チーム内で相談し患者の入院前から退院を見据えた関わりを実践する。
・病棟内で決めたルールは逸脱せずマニュアルを守る。

　２）感染予防と拡大防止を実施
・患者に触れる前・触れた後の手指衛生を確実に実施し水平感染ゼロ！！
・一患者アルコール使用回数25回／日以上の徹底。
・手指衛生の方法を理解し的確に実施できる。

２．働きやすい職場づくり
　１）業務改善・時間管理

・病棟スケジュール・ペア体制を確実に実施し、発信しあい時間内に業務を終了する事ができる。
・時間外平均月５時間以内／人を目標に達成する。

　２）多職種間の協働
・ハドル・デブリーフィングでの受け持ち患者の状態や今後について発信し共有できる。
・ケースカンファレンスを月２回実施し、カンファレンスへの参加の促し、多職種にも情報共有し患者の

退院に向けた関わりを行う。
３．看護の質の向上
　１）患者満足度の向上

・疾患別のパンフレット作成し退院後の生活支援につなげる
・患者説明用パス作成し入院時から退院を見据えた関わり

　２）自己研鑽を重ねる
・病棟内勉強会開催　２ヶ月に１回開催
・セーフティプラス　　毎月学習
・ラダー研修・生涯研修を受け、自分の目標を立て、目指す看護師像になる。

【取り組み等】
病棟内で医師や認定看護師と相談しながら定期的に勉強会を開催し、専門性の高い看護を提供できるよう

に努力しています。
5 月 化学療法勉強会① 10 月 大腸癌
７ 月 ドレーン管理 11 月 ストマ管理
８ 月 胃癌 12 月 食道癌
9 月 化学療法勉強会② 1 月 膵臓癌

【今後の課題】
患者さんが安心・安全で療養生活を送ることができ、できるだけ早期に元の生活に戻ることを目標とし、

受け持ち看護師が責任を持って多職種と連携を図りながら患者やご家族に合わせた看護を提供していきます。
また、専門性を高めていけるよう、より自己研鑽に努めていきます。

3 階西病棟 師長　目賀多　悦子
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【概要】
病棟の紹介（特徴）

産科・婦人科・整形外科・眼科・皮膚科・代謝内科・内科の41床の混合病棟です。病棟スタッフの構成は、
看護師長１名、副看護師長２名、主任看護師１名、助産師13名、看護師15名、看護補助者２名、クラーク１名、外
来助産師１名、外来クラーク１名、の37名体制です。産科では、日本助産評価機構より認定を受けた助産師が
中心となり、妊娠初期から産後のケアまで、助産外来から病棟へ継続した支援を行っています。婦人科・内科
共に手術、化学療法を受けられる方、終末期患者さんの看護を行っています。多岐に渡る疾患の患者さんの
看護を行っています。それらの患者さんを他職種と連携し早期より退院支援に取り組んでいます。

【病棟目標】
１．医療の質と安全の確保

１）責任をもち役割を果たす
・患者さんの立場で看護に責任をもち、最終確認を徹底
・「あれ？」気づいたことは前に習えではなく声に出す！

２）感染予防と拡大防止に努める
・患者に触れる前・触れた後　手指衛生100％実施
・病棟内発生感染症の水平感染０％

２．働きやすい職場づくりの確保
１）心理的安全性の風土づくり

・仕事は１人で抱え込まず、相談。みんなで協力！
・互いの仕事へ理解をもち、柔軟に意見交換・対応をおこなう

２）業務改善、時間管理
・各自、時間スケジュールを計画し業務時間内に終える
・リーダーが主となり、全体的な業務調整・修正を行う

３）多職種協働、タスクシフト・シェア
・他職種とも互いにタスクシフト・シェアで協働

３．看護の質向上
１）人材確保と定着に努める

・良好なコミュニケーションによる働きやすい職場風土作り
・看護の魅力をカンファレンスを通してみんなで共有

２）計画的な教育推進による人材育成
・自分の強み・得意を活かした年間勉強計画に沿い知識・技術の向上

【取り組み・実績】
・助産師・看護師協働ペア体制の継続
・病棟スケジュールシートを用いて病棟全体協力体制の確立、業務の効率化
・ベッドサイドでの安全環境ラウンド実施
・感染対策・手指消毒病棟目標値達成にむけての取り組み
・橋本市の産後ケア事業として産後ケア対象者の受け入れ
　受け持ち助産師による、退院後1週間目の電話訪問の実施
・手術室と連携し超緊急帝王切開時のマニュアルに沿って定期的なシュミレーションの開催

【今後の課題】
・助産師・看護師協働ペア体制の確立・業務改善
・ペア体制、病棟スケジュールシートの確立・タスクシェアで時間管理に努める
・新人看護師、中途採用者・４～５年目以降助産師の育成・定着に努める
・安全環境ラウンド感染対策継続し感染予防・拡大防止に努める
・産後うつ軽減にむけての取り組みの継続（助産外来・産後ケア・電話訪問等）

3 階東病棟 師長　福島　治美
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【概要】
４階西病棟は、循環器内科20床、脳神経外科17床、歯科口腔外科４床、総合内科９床の混合病棟です。循環器

内科疾患、脳血管疾患患者を24時間体制で入院対応をしています。歯科口腔外科では、主に手術患者を受け
入れています。総合内科では、疾患が多岐にわたっており、診断がつくまで詳しい検査を行い、説明と同意
のもと速やかに治療も行われます。入院された患者様には、点滴管理、内服管理、心電図モニタリング、検
査準備、検査や術後の観察、リハビリ、生活指導が主な業務内容です。循環器疾患、脳血管疾患患者は、緊
急入院が８割を占めますので、緊急入院時も速やかに対応できるように努めています。

病棟スタッフの構成は、看護師長１名、副看護師長２名、主任看護師２名、看護師24名、看護補助者４名、ク
ラーク１名、ナイトサポーター２名の35名体制です。今年度も業務効率化チーム体制と時間管理、勤務体制の
変更での看護実践に取り組みました。また、病棟内では、多職種での病棟ラウンドや診療科別カンファレン
スを行い、医師だけでなく、PT、OT、ST、管理栄養士、MSW等との連携を図り、安全・安心な看護ケア
を実践しました。

【病棟目標】
１－１）責任を持ち役割を果たす　

①チームメンバーと協力し個々の患者状態に合わせた看護を提供する
②チームメンバーと協力し入院から退院先を考え関わることができる

１－２）感染予防と拡大防止に努める
①手指消毒使用量の目標値を達成する（目標値20回/１患者）
②経路別感染対策に合わせた管理方法を理解し実践する

２－１）心理的安全性の風土作り
①対等に意見を出し合い助け合う：補完体制の確立

２－２）業務改善・時間管理
①勤務体制についてスタッフ話し合い、常に業務負担の見直しを行い働きやすい体制への改変
②勤務時間内に業務が終了できるよう、スタッフ１人ひとりがタイムスケジュール管理の徹底

２－３）多職種間の共同、タスクシフトシェア
①心不全カンファレンス、ＮＳＴ、脳外科回診などを通し多職種連携と退院支援を進める

３－１）人材確保の定着に努める
３－２）計画的な教育推進による人材育成

①スタッフ全員の知識の向上とスキルアップ
②キャリアアップ支援・院内、外研修への積極的参加

【実践内容と次年度の課題】
・看護実践では固定チームナース制を取り入れ、スケジュール管理の徹底を行いました。ナイトサポー

ターの導入により夜間の患者対応も充実しました。さらに、勤務体制を変更したことで、超過勤務時間
の削減になりました。今後も看護業務の見直しを行い、働きやすい職場環境作りに努めます。

・感染対策では、手指消毒剤の使用量を20回/１患者以上の目標がなかなか達成できませんでした。今後も
患者対応だけでなく、５つのタイミングでの手指消毒の徹底に努めます。

・毎年、継続した学習会を企画し、実施できています。看護師のスキルアップができ、多職種カンファレ
ンスが充実しました。今後も、患者様が安心して治療を受けることができる環境、看護提供を進めま
す。

4 階西病棟 師長　東本　桂
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【概要】
４東病棟は整形外科、小児科、総合内科の混合病棟です。病棟スタッフの構成は、看護師長１名、副看護師

長１名、主任看護師２名、看護師27名、看護補助者４名、ナイトサポーター１名、病棟クラーク１名の37名体制
です。整形外科では、外傷による骨折など、主に手術が必要となる患者さんを24時間体制で受け入れていま
す。今年度より手術日を拡充しており、より早期に手術を実施し回復していただけるように努めています。
総合内科では、内科系疾患全般に対して、点滴管理、内服管理、症状緩和を行い、元の生活の戻れるよう看
護しています。小児科は、呼吸器疾患を中心に緊急入院の受け入れを行っています。

患者さんが退院後も安心して生活できるように、病棟スタッフ全員で患者・家族との関わりを大切にし、
看護を提供しています。

【病棟目標】
１．医療の質と安全の向上

１）責任を持ち役割を果たす
・受け持ち看護師が中心となり、患者の退院後の生活を見据えたケアが提供できる

２）感染予防と拡大防止に努める
・１患者１日アルコール使用回数25回
・適切なタイミングで個人防護具を使用できる

２．働きやすい職場づくり
１）心理的安全性の風土づくり

・会議やカンファレンスで自己の考えを発言できる
２）業務改善、時間管理

・セル看護提供方式の導入により、患者へタイムリーなケアができる
３）多職種、タスクシフト・シェア

・多職種による転倒転落予防カンファレンスを効果的に行い、転倒を15％減少させる
３．看護の質向上

１）人材確保と定着に努める
・自己の伸ばしたい分野についての院外研修・学会に参加できる

２）計画的な教育推進による人材確保
・病棟研修会の企画・運営を看護師が主体となって実践する

【病棟の取り組み】
・チーム医療の一環としてリハビリと連携し、転倒予防を目的とした転倒予防カンファレンスをベッドサ

イドで実施、前年度と比較し転倒件数の削減につながりました
・整形外科の「５分ミニレクチャー」勉強会を月２回実施し、整形外科領域の知識の向上につとめました
・先取り看護の提供、「他に出来ることはありませんか？」と声かけするプラス１対応により、患者が安心

できる入院環境の提供およびナースコールの削減に取り組みました

【今後の課題】
・今年度の取り組みの定着に向け評価と修正を行い、さらなる充実を図ります
・受け持ち看護師が責任を持って、退院後を見据えた看護を提供します
・専門性を高めていけるよう、自己研鑽に努めていきます
・患者に寄り添い、患者が安心して入院できる療養環境を提供します
・多職種連携を強化し、医療の質を向上していきます

4 階東病棟 師長　戸川　千佳
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【概要】
5東病棟は、地域包括ケア病棟として49床で運営しています。10月からは病棟編成に伴い急性期病棟へ変更

になりましたが、これまで同様、リハビリや在宅への生活復帰支援が必要な患者様、または直接地域からの
患者様を受け入れています。患者・家族様が安心して退院後も生活できるように、多職種でカンファレンス
を実施し、その方に適した療養環境の整備や退院支援を行っています。主に整形外科の術後でリハビリの継
続が必要な患者様、内科、呼吸器疾患の様々な患者様が、入院、また急性期病棟から転棟され、個別性のあ
る看護が提供できるように努めています。

【病棟目標】
１．医療の質と安全の向上

①責任を持ち役割を果たす。
・看護師・ケアワーカーが協力し患者の安全を守る
・患者の安全と倫理性を考えた行動ができる

②感染予防と拡大防止を実施
・確実な手指消毒の実施と手順方法の確立
・経路別感染対策を踏まえた行動ができ、部署内での感染伝播を起こさない

２．働きやすい職場づくり
①業務改善・時間管理

・スケジュール表を活用し、お互いに協力し合って業務内に勤務を終了する
②多職種間の協働

・多職種で退院に向けて目標を設定し、みんなで退院支援に取り組む
・看護師・ケアワーカーがカンファレンスで自分の意見を述べることができる

３．看護の質向上
①患者満足度の向上

・患者が安心・安楽に過ごせる環境を提供し、患者の望む退院支援ができる
・丁寧な言葉使いや対応を行う

②自己研鑽を重ねる
・クローバー研修・看護補助者研修を通して、自身の自己研鑽に努める
・病棟内で勉強会（倫理カンファレンス・KYT・ケースカンファレンス等）を ４ 回／年以上実施する

【病棟の取り組み】
１．MSW・理学療法士・他職種の方・地域の方々との積極的な退院に向けてのカンファレンスの実施
２．理学療法士と連携した療養環境の共有
３．定期的に倫理カンファレンスの実施
４．KYT（事例検討）・倫理カンファレンス・疾患の勉強会を実施

【今後の課題】
・看護師、ケアワーカーのタスクシェア・シフトの見直し
・個別性のある患者・家族への退院支援

5 階東病棟 師長　舩野　真樹
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【概要】
主に呼吸・循環管理が必要な急性期疾患や意識障害、重篤な代謝障害、開頭・開腹手術や侵襲性の高い術

後の患者等、24 時間体制で受け入れて看護を展開しています。2024 年度は、１ 日平均患者 4．0 名であり、
看護必要度の条件を満たす患者を多く受け入れ、重症患者の状態管理・看護を行っています。

【看護職員の構成】
看護師長　１ 名、　主任看護師　１ 名、　看護師　13 名、　ケアワーカー １ 名
４ 対 １ の看護体制による安全管理により、患者に安心・安楽な看護を展開するよう努めています。

【ＨＣＵ目標】
１．医療の質と安全の向上

１）責任をもち役割を果たす
①次の人のことを考え、自分がすべきことを確実に行い、次の人に繋げる
②気付いた事は声に出して、みんなで反応！
③「あれ？」はそのままにせず、危険予知！

２）感染予防と拡大防止に努める
①手指衛生のタイミングを意識して適切に実施する
②感染経路を考えPPEを適正使用する
③これくらい大丈夫と安易に考えず報告！

２．働きやすい職場づくり
１）心理的安全性の風土づくり

①人の意見を押しつけず、みんなで協力できるように声を掛け合う
②お互いが共感・敬意・注意を言葉に出し合える、圧力のない環境にする

２）業務改善・時間管理
①各自で１日のスケジュールを立てて行動し、時間内に業務を終える
②リーダーは鳥瞰的に把握して適宜修正する
③節約意識を持ち、経費削減に繋げる

３）多職種協働、タスクシフトシェア
①看護師以外でも可能な業務を振り分けて委譲し、患者に関わる時間を増やす
②緊急入院患者の生活背景を把握し、早期からMSWやコメディカルと情報交換を行い、退院までの目

標を持って関わり、病棟に繋げる
３．看護の質向上

１）人材確保と定着に努める
①活発に声を掛け合い、笑顔あふれる病棟にする
②新メンバーの育成をみんなで行い、困った時はみんなでフォローする

２）計画的な教育推進による人材育成
①各自得意な分野の勉強会を行い、知識を交換し高める

HCU 師長　狩谷　真紀
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【取り組み】
2024 年度は ｢みんなで病棟づくり｣ を掲げ、以下の ４ チームによる活動を展開しました
チーム 目標 活動内容

医療安全 ・指さし呼称の習慣化
・６R による確認
・セーフティプラスによる学習
・チェックリストの使用確認
・入院時チェック表の見直し
・インシデント情報共有

①　内服・点滴準備・ミキシング・ルート確認・指示内容
のタイミングで指さし呼称の実施状況を確認、スタッ
フ間でのチェック・評価

②　６R 項目の理解状況確認・テスト、実施状況確認・評
価

③　インシデントを元にチェック表の修正を行い周知徹底
④　８ 月～ 12 月の間、毎月学習項目を決めて視聴とテスト

を行い実施状況を確認・評価
業務改善
物品管理

教育

・意識的にスケジュール管理を行
い、予測を立てて業務を行う

①　申し送りの短縮化と前残業をなくす
②　勤務交代を速やかに行う
③　各スタッフの予定が分かるように表示し進行をチェッ

ク
病棟勉強会の年間計画と実施 ①　ナーシングスキルを用いて毎月視聴項目を決めて視聴

とテストを行い、実施状況を確認・評価
②　スタッフ自ら勉強会を企画し実施する

過不足のない物品管理を行う ①　長期休暇前のストック減量化
②　SPD シール紛失 ０

感染対策
環境整備

・アルコールジェルを必要なタイ
ミングで正しい手順で実践できる
・感染に関する知識、技術を向上
し、患者・スタッフ間で感染させ
ない

①　HCU 内の整理整頓
②　ベッド周囲の環境整備
③　手指消毒使用量と実施タイミングのチェック・評価
④　必要な PPE を適切なタイミングで使用・交換出来て

いるかチェック・評価
⑤　PPE の着脱方法の確認

多職種連携
退院支援

・入室 ３ 日目で多職種とのカンファ
レンスを行い、情報共有、退院支
援に継続する
・看護サマリーの完全な記載を目
指す
・患者家族の思いを傾聴できる関
係性の確立

①　退院を見据えた情報収集を行い提供する
②　カンファレンスの実施状況を確認・評価
③　毎朝カンファレンス対象患者を把握し、担当看護師が

実施する
④　病棟に繋げられる看護サマリーを記載する
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【概要】
手術室は５ルームあり、消化器外科、整形外科、脳神経外科、眼科、産婦人科、泌尿器科、歯科口腔外科、

心臓血管外科の手術を行っています。2024年度の手術件数は2,301件で、全身麻酔症例は891件(下記表参照)で
した。手術体制としては365日24時間受け入れ体制をとっています。緊急手術に対しては、手術室稼働率を上
げていくことを目的とし、空き枠の活用を推進しています。

スタッフは、主任看護師２名、看護師９名、臨床工学技士２名で構成されおり、手術の安全な進行と患者の安
全のため、情報交換を行う時間をとり日々手術にあたっています。2023年度から稼働しているロボット支援
下手術は、泌尿器科、外科、産婦人科の３科で開始されており、大きなとラブルもなく順調に導入が進んでい
ます。それに伴い、臨床工学科との連携も進んでいます。

令和 06 年度手術件数 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

待機 202 179 148 192 168 140 180 187 179 157 141 138 2,011

緊急 9 19 15 17 19 16 19 16 14 49 48 49 290

合計 211 198 163 209 187 156 199 203 193 206 189 187 2,301

全麻 70 69 64 83 81 63 83 82 79 76 72 69 891

2024 年度手術室目標をもとに以下のチームを編成し、具体的目標設定を行い活動しました。
チーム 目標 活動内容

医療安全 ・０ レベルの報告を受けて共有し業務改善に
繋げる

・０ レベル報告書の共有をカンファレンスを通
じて行い、具体的な業務改善に努める

感染対策 ・手指衛生のタイミングを守る
・手指消毒薬の適正使用

・ブラインドチェックを行い手指衛生の ５ つの
タイミングや手指消毒薬の適正使用ができる

業務改善・
多職種共働

・時間管理を考えた情報共有ができる
・ロボット支援下手術にスタッフ全員が対応

できる
・効率的な器械展開を行う

・各部屋の行動計画をチームで共有したのち、
朝礼時に情報共有を行う

・ロボット支援下手術のマニュアルを完成させ
る

・器械展開の行動計画をたてリーダーへ共有す
る

患者満足度
・自己研鑽

・部署外研修を行う
・周術期看護に関する研修会に参加する

・術前末梢カテーテルの挿入に関して、資料を
作成し病棟へ向けて研修を企画開催する

・院外研修として全員 １ 階は必ず院外研修を受
講するように働きかける

中央手術室／中央材料室 師長　高松　万由実
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薬剤部

臨床検査科

放射線科

臨床工学科

リハビリテーション科

栄養管理科

歯科技工室

地域医療部

医療安全管理部

Ⅵ 診療技術部・地域医療部・医療安全管理部紹介
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【概要】
１．薬剤部の理念

質の高い薬物療法に寄与し地域医療に貢献する。

２. スタッフ
薬剤部長　：　齊藤 喜宣
主　　任　：　小山 惠理、井上 裕子、宮本 賢典、木村 ナオ子、村田 典代
指  導  員　：　松山 真範、森﨑 潤埜、西之坊 実里
薬  剤  師　：　三星 マヤカ、木田 瑞季、畑中 星輝、落合 知実、船富 綾香、横山　蘭

山之口 楓夏（派遣）、輿水　遙（派遣）
助　　手　：　西田 祐子、織田 和隆、海堀 智子、得原 かなこ

薬  剤  師……………計 17 名（常勤　15 名、派遣　２ 名）
助　　手………………４ 名

３. 主な業務と取り組み
（1）電子カルテ・調剤部門システムを含むマスタ管理業務
（2）入院患者への調剤業務
（3）注射薬の一施用ごとの払出し業務
（4）医薬品安全管理業務
（5）麻薬・覚醒剤原料・毒薬・向精神薬・血液製剤等管理業務
（6）医薬品情報提供業務
（7）中心静脈栄養および抗悪性腫瘍注射薬の混合調製業務
（8）入院・外来患者への薬剤管理指導業務
（9）入院患者の持参薬調査および報告業務
（10）各種チーム医療への参画
（11）適切な薬物治療を提供するための病棟薬剤業務
（12）COVID 治療薬の管理

【実績】
1．令和 ６ 年度　薬剤管理指導統計	

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計
総指導人数 447 411 390 454 425 460 566 525 549 536 508 536 5,807

服薬指導件数 777 785 745 835 751 818 1078 970 987 953 911 964 10,574
ハイリスク指導件数 232 231 247 234 220 248 361 333 321 308 302 286 3,323
通常指導件数 441 455 408 508 460 482 607 549 595 577 535 607 6,224
麻薬指導件数 5 18 15 17 14 12 27 13 27 16 12 17  193
退院指導件数 235 214 194 231 191 186 269 274 277 302 263 257 2,893
外来がん指導件数 18 28 23 13 21 19 12 14 7 8 8 5 176

2．令和 ６ 年度　TDM 件数
4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

VCM 15 15 9 12 15 6 32 29 25 27 6 6  197

TEIC 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

GM 2 0 5 3 7 0 0 0 0 5 1 2 25

薬剤部 薬剤部長　齊藤　喜宣
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3．令和 ６ 年度　無菌製剤調製件数
4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

TPN 18 22 1 9 0 0 0 7 12 15 5 17  106

抗がん剤（入院） 34 45 22 28 19 34 45 33 26 35 30 20  371

抗がん剤（外来） 129 140 130 130 149 99 145 135 105 116 103 99 1,480

【今後の課題】 
①　入院患者に適切な薬物治療を提供するため、引き続き病棟薬剤業務を実施する体制を整える。
②　チーム医療に積極的に参加し NST・糖尿病・がん薬物療法・感染対策・緩和・腎臓・医薬品情報等の認

定薬剤師や専門薬剤師などの取得をバックアップする。
③　医薬品安全管理の観点から医師・看護師・他のコメディカルや患者に適切な情報提供を行い、各診療ガ

イドライン等に基づき医薬品の適正使用に貢献できる業務を展開する。
④　腎機能低下時・肝機能低下時・高齢者などの投与量の減量が必要な患者に対しては、ポリファーマシー

の観点に注目しながら適切な処方提案を実施する。
⑤　薬品購入に際して購入方法の見直しを含め、医薬品採用品目の適正化を図り、院内採用薬で代用可能な

薬剤の処方提案を推進するとともに適切な在庫量の維持に努める。
⑥　医薬品の供給不足（特に後発品）を予防するために情報収集を行い、早期対応に取り組み医薬品の安定

供給に努める。
⑦　実務実習生を継続して受入れ薬剤師の育成に貢献する。
⑧　適宜、部内研修会を行い、薬剤師の知識レベルの向上をはかる。

業績
学会、研究会等発表
No 年月 学会・研究会名 演題名 発表者 共同発表者 開催都市

1 2025年３月
22日

和歌山県病院薬剤師会　スキルアッ
プ研修会

バンコマイシンの TDM の指標変更前後の比較
検討 落合 知美 和歌山市

参加した学会・研修会等
年月 学会・研究会名 参加者 開催都市

2024年６月18日
～７月16日 スタートアップセミナー2024【オンデマンド】 WEB開催

2024年６月28日
～７月12日 Essentialセミナー　NEO2024 Aプログラム WEB開催

2024年７月19日
～８月２日 Essentialセミナー　NEO2024 Bプログラム WEB開催

2024年８月９日～
８月23日 Essentialセミナー　NEO2024 Cプログラム WEB開催

2024年７月24日
～８月20日 ブラッシュアップセミナー2024【オンデマンド】 WEB開催

2024年９月21日 第27回和歌山栄養療法研究会 和歌山市

2024年10月５日 第30回和歌山県病院薬剤師会医療安全管理に関する研修会 和歌山市

2024年11月17日 第20回和歌山県病院大会・第29回和歌山県病院協会学術大会 和歌山市
2024年11月１日

～12月20日 令和６年度がん専門薬剤師集中教育講座 WEB開催

2025年１月25日
～１月26日 第46回日本病院薬剤師会近畿学術大会 神戸市

2025年３月14日 令和６年度連携充実加算に関する研修会 
「（抗がん剤による）皮膚障害」 ZOOM講習形式

部内研修会等の開催
年月 研修テーマ名 参加者 開催場所

2024年４月 COVID-19について 薬剤師10名 東館２階会議室

2024年４月 アルツハイマー治療薬について 薬剤師14名 東館２階会議室

2024年６月 バンコマイシンのTDM研修 薬剤師13名 第１会議室

2024年６月 心不全治療について 薬剤師12名 第１会議室

2024年８月 胃がん治療薬について 薬剤師12名 東館２階会議室

2024年８月 肺炎診療ガイドラインについて 薬剤師10名 東館２階会議室

2024年９月 肥満症治療について 薬剤師11名 東館２階会議室

2024年11月 アルツハイマー型認知症に伴う精神疾患治療について 薬剤師10名 東館２階第２会議室
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年月 研修テーマ名 参加者 開催場所
2024年12月 慢性心不全治療について 薬剤師11名 東館２階会議室

2024年12月 抗がん剤の前投薬について 薬剤師10名 東館２階会議室

2024年12月 てんかん治療について 薬剤師９名 東館２階会議室

2025年１月 結腸直腸癌治療について 薬剤師９名 東館２階会議室

2025年１月 妊婦へのRSウイルスワクチンについて 薬剤師７名 東館２階会議室

2025年１月 抗RD－１モノクロナール抗体を使った治療について 薬剤師９名 東館２階会議室

2025年１月 子宮頚癌治療について 薬剤師11名 東館２階会議室

2025年２月 アルツハイマー病治療について 薬剤師８名 東館２階会議室

2025年３月 肺高血圧症治療について 薬剤師13名 東館２階会議室
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【１．令和 ６ 年度の目標】
①各担当部門において専門性を追求し、診療に貢献する。
②最新の情報を収集し、知識技術の向上に努める。
③内部精度管理を充実させ、報告する検査結果の信頼性を担保する。
④新たに付与された医療行為に限定せず、現状のできることからタスクシフト / シェアを実践する。
⑤病院機能評価や機器更新に備え、効率的且つ安全な動線および均等な労働バランスを構築する。

【２．人員配置】
○検体検査部門	 ７ 名
○生理検査部門	６  名
○病理検査部門	 ３ 名
○超音波検査室	 １ 名
○細菌検査部門（委託）	２  名
○中央採血室看護師	 ３ 名
○採血室および生理検査受付事務	２  名

【３．外部精度管理調査結果】
①令和 ６ 年度日臨技サーベイ：98.7 点
②令和 ６ 年度日本医師会サーベイ：97.8 点
③令和 ６ 年度和臨技サーベイ：99.5 点

【４．検査実績】

臨床検査科 技師長　秋田　豊和
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業績
学会、研究会等発表
No 年月 学会・研究会名 演題名 発表者 共同発表者 開催都市

1 2025年２月 第 43 回和歌山県医学検査学会 肝炎ウイルス撲滅対策を当院でも始めました 守本 結衣 山崎 宗計、井田 麻衣加、前原 純、
辻本 武寛、秋田 豊和 和歌山市

2 2025年２月 第 43 回和歌山県医学検査学会 病院機能評価を機に変更したパニック値報告の
運用 秋田 豊和

山崎 宗計、井田 麻衣加、前原 純、
辻本 武寛、田中 和寿子、井上 知香、
坂東 久美子、 東川 幸恵、豊田 耕三

和歌山市

3 2025年２月 第 43 回和歌山県医学検査学会 当院における過去 5 年間の血液培養検査の実施
状況 松本 実樹 長谷川 祐紀、秋田 豊和 和歌山市

講演会
No 年月 会名 演題名 演者 開催都市

1 2024年５月 第 １ 回和臨技生物化学分析班研修会 令和 ５ 年度和臨技精度管理調査について（免疫血清部門） 前原 純 和歌山市

2 2024年７月 第 18 回大臨技教育セミナー 検査センターに就職して 松本 実樹 大阪市

3 2024年９月 関西医療大学　キャリア支援イベント ブランチラボで働く臨床検査技師 松本 実樹 大阪府

4 2024年12月 和臨技災害フォーラム 2024 JIMTEF 災害医療研修を受講して～わからん略語がいっぱい～ 秋田 豊和 和歌山市

5 2025年１月 第 ３ 回和臨技微生物班研修会 イ ノ シ シ 咬 傷 か ら 分 離 さ れ た Lancefield A 群 陽 性 の レ ン サ 球 菌      
Streptococcus suis subsp. hashimotonensis subsp.nov. の新種提案を経験して 長谷川 祐紀 和歌山市

論文・雑誌掲載
No 年月 誌名等及び巻・頁 題名 筆頭著者 共著者

1 2024年11月 Systematic and Applied Microbiology Vol
ume47,Issue5,September2024,126538

Streptococcus suis subsp.hashimotonensis 
subsp.nov.;Lancefield group A antigen-positive 
organisms isolated from human cl in ica l 
speciments and wild boar oral cavity samples

長谷川 祐紀 秋田 豊和

座長・パネリスト等
No 開催年月 学会・研究会名 演題名 氏名 開催都市

1 2024年10月 第 ３ 回肝炎撲滅プロジェクト合同会議 （パネリスト）当院における肝炎ウイルス撲滅に向けたワーキングチームの始動 秋田 豊和 和歌山市

2 2024年12月 第 15 回阪和肝臓病カンファレンス （パネリスト）肝炎対策チーム　ゼロからのスタートアップと展望 辻本 武寛 和歌山市
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１．【概要】
放射線科では様々な大型医療機器を搭載する中で、各診療科の一助として画像提供を行っています。装置

ごとでの医療安全の確保と専門性を高めると共に、認定資格を所有したスタッフを装置責任者として配置し
ています。

『理念』
・患者の人権を尊重し、常に温かさ・思いやり・優しさを持って接します。

『行動指針』
・親切で分かりやすい説明を心掛けます。
・専門職としての自覚を持ち、知識・技術向上の研鑽に努めます。
・放射線機器の安全利用を行い、患者さんと術者の被ばく線量の低減に努め診断価値の高い画像提供を

行います。
・他部門と連携しチーム医療への貢献に努めます。
・地域連携室を通して、医療機器共同利用にも積極的に受け入れます。

 
２．【スタッフ】

　　技師長　：　藤本　佳文
　副技師長　：　三木田　正夫
　　　主任　：　小坂　将弘　・　森本　拓也　・　宮田　政明　
　　　　　　：　武田　有紀　・　西村　一真　・　森本　勝士　
　　指導員　：　阿比留　功大　・　小間　大器
　　　技師　：　榎本　美咲　・　小坂　恵子　
専属看護師　：　1 名　
　　　助手　：　1 名

【有資格】
・日本血管撮影インターベンション専門診療放射線技師
・日本磁気共鳴専門技術者
・検診マンモグラフィ撮影認定診療放射線技師　
・日本消化器がん検診学会　胃がん検診専門技師
・Ｘ線ＣＴ認定技師
・救急撮影認定技師
・画像等手術支援認定診療放射線技師
・放射線機器管理士
・医用画像情報管理士
・放射線管理士
・第 １ 種放射線取扱主任者　
・塩化ラジウム注射液を用いた RI 内用療法における適正使用に関する安全取扱講習修了
・医療安全管理者　（日本医師会医療安全推進者養成講座修了）
・放射線被ばく相談員

３．【実績】
・年々需要が高まるマンモグラフィや乳房ＭＲＩ撮影に対して、女性技師が対応することにより検査・

検診への抵抗を可能な限り取り除くよう努め、選ばれる病院を目指しています。
・各検査に於いて高度な専門性が求められる傾向にあり、各種研修会等への参加および専門資格（認定

技師）の取得など、積極的な取り組みを行うと共に、情報を共有し的確な画像提供を行える状況と環

放射線科 技師長　藤本　佳文
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境を整備しています。
・被ばく管理ソフトの導入により、各検査に於いて被ばくの低減化に取り組んでいます。
・市の教育委員会のイベントに参加し、市民の方々と交流をはかり、放射線検査を知っていただく取り

組みを行いました。

2024 年度　放射線科実績（検査件数）・放射線治療（新患患者数）
　 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

一般撮影 １７１８ １８２１ １６８０ １７６７ １７０４ １６７４ １８６３ １７８１ １９７４ １９１１ １６９７ １７６９
C　T ９６９ １０２３ １０３１ １００３ ９９９ ９８９ ９９５ ９４９ １０９２ ９７０ ９５６ １０４７
CT

（外注件数） ３２ ３４ ２９ ３０ ２７ ２９ ２８ ３３ ２８ ２０ ３４ ３３

M R I ４４５ ４１１ ４３４ ４３３ ３５３ ３７０ ４７３ ４３８ ４５９ ４１５ ３７２ ３８２
MRI

（外注件数） ４１ ５５ ３６ ４０ ２７ ３６ ４２ ３４ ４０ ４４ ４２ ４８

T　V ７２ ９３ ８６ ８１ ８９ １１２ １０４ １０７ ９８ ８９ １０７ ８４
Angio ４１ ３１ ４６ ４２ ３５ ３９ ４９ ４１ ５０ ５７ ４２ ６８
マンモ ５５ ８９ ９７ １０２ １０４ １１７ １１４ １２６ １１７ ８７ １０９ ３１

歯科撮影 ９２ ９２ ７６ １０４ ９４ ９４ ９１ ９２ １０１ ８９ ９７ ９１
骨塩 ３６ ５３ ５３ ４５ ５５ ６５ ５９ ３５ ５９ ４１ ４５ ５７

ポータブル １９０ ２１５ １５６ １６８ １６９ １１４ １７１ １６９ １７２ １８９ １６８ １６７
核医学検査 ２７ ２５ ２４ １７ ２３ １７ ２９ ２０ ２４ ３５ ２３ ２２
放射線治療 １３８ ２７６ １４３ １３０ １１４ ８７ ２１１ ２４５ ２２７ １７３ １６０ １４６

治療（新患 ) ９ １２ ４ ８ ５ ６ １１ ８ ７ ７ ９ ８

２０２４ 年度　参加研修会
日付 研修会名 会場

４ 月 11・12 日 ITEM　2024 国際医用画像総合展 パシフィコ横浜
４ 月 21 日 JAPIA　第 44 回機構主催セミナー WEB
５ 月 19 日 診療放射線技師のためのフレッシャーズセミナー 和歌山県立医科大学
５ 月 23 日 第 １ 回　和歌山 MR サロン WEB

５ 月 29 日 24 年度放射線診療に従事するものに対する診療放射線の安全
管理のための研修 WEB

６ 月 15 日 第 158 回　放射線治療かたろう会 WEB
６ 月 15 日 第 22 回　キャノンユーザー会 WEB
６ 月 16 日 和歌山県放射線技師会第 36 回定期総会　第 １ 回研修会 旧和歌山県議会議事堂

７ 月 日本診療放射線技師会　クリニカルラダー WEB
７ 月 26 日 第 44 回　滋放技師分科会 WEB
８ 月 24 日 第 11 回　和歌山放射線腫瘍研究会 和歌山県立医科大学
９ 月 ９ 日 第 68 回　滋賀 MRI 研究会 WEB
９ 月 14 日 第 159 回　放射線治療かたろう会 WEB
９ 月 21 日 和歌山県放射線技師会　第 ２ 回研修会 WEB
９ 月 25 日 Cyber MRI　Basic WEB
10 月 28 日 和歌山県肺がん（胸部エックス線）検診従事者研修会 和歌山ビッグ愛

11 月 日本診療放射線技師会　マネジメントラダー WEB
11 月 １ 日～
12 月 ９ 日 第 1 回　日本放射線医療技術学術大会 WEB

11 月 １ 日 第 32 回　日本消化器関連学会　JDDW 2024KOBE 神戸コンベンションセンター
11 月 15 日 第 59 回　神奈川技術研究会 ホテルアバローム紀の国

11 月 17 日
第 29 回　和歌山県病院学術大会

ホテルアバローム紀の国
第 20 回　和歌山県病院大会

11 月 21・22 日 日本放射線腫瘍学会　第 37 回学術大会 パシフィコ横浜ノース
11 月 29 日 日本心臓 CT 技術研修会　e-learning 2024 WEB
12 月 ４ 日 Club Alphenix 2024 WEB
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日付 研修会名 会場

12 月 14 日
第 1 回　和歌山県フィリップス MRI ユーザー会　 和歌山南
若手向け研修会 放射線科クリニック

12 月 21 日 第 160 回　放射線治療かたろう会 WEB
12 月 29 日 2024 年度　RTT 統一講習会　コース ２ WEB

１ 月 25・26 日 業務拡大に伴う統一講習会 CIVI 北梅田研修センター
２ 月 ６ 日 第 112 回　関西 MRI 技術研修会 WEB

２ 月 ９ 日 2024 年度　JSRT 近畿支部（日本放射線技術学会）
超基礎講座「核医学の現在～未来」 WEB

２ 月 13 日 第 60 回　神奈川技術研修会 WEB
２ 月 13 日 第 １ 回　和歌山 MR サロン WEB
２ 月 21 日 第 59 回　核医学の基礎を学ぶ会 WEB
２ 月 21 日 SHD 講習会 大阪公立大学医学部付属病院
２ 月 22 日 第 50 回　ニュータウンカンファレンス WEB
２ 月 26 日 第 ７ 回　Road to Gyro WEB
３ 月 ５ 日 第 61 回　神奈川技術研修会 WEB
３ 月 29 日 第 161 回　放射線治療かたろう会 WEB

【今後の展望と課題】
2023 年 ２ 月から、トモシンセシス検査が可能なデジタルマンモグラフィ装置が導入されました。フルデジ

タル化で画質と診断能の向上に繋がり、より精度の高い画像提供が行えるようになりました。
11 月には県立橋本体育館において「すこやか橋本　まなびの日」に一区画お借りしました。「放射線／被

ばく相談」と題し参加させていただき、市民の方々と交流を持たせていただきました。
来年度は、「パノラマ／デンタル」、「核医学装置」「透視装置」の機器更新を行う予定です。「パノラマ／デ

ンタル」もマンモグラフィ装置同様フルデジタル化となり、精度の高い画像を提供できると考えています。
昨年度より、近隣地域の個人診療所やクリニックからＣＴ検査やＭＲＩ検査、核医学検査　等を当病院で

受けていただける様取り組んでいます。今年度は昨年度より医療機器共同利用が増加しました。
機器更新に伴い、院内の撮影・検査は勿論、近隣の先生方より求められる画像提供が行えるよう努力し、

また当日予約にも対応できる様、今後とも取り組んでいきます。
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1、概要
2005 年度臨床工学科新設
2015 年度 ４ 月より業務拡大の １ つとして、内視鏡業務開始
2016 年度 ４ 月より手術室業務開始
それに伴いスタッフ増員し、現在ＭＥ業務 ５ 名、手術室業務 ２ 名（専従）体制で業務を実施
2024 年度より、ダヴィンチ Xi を導入し、ロボット支援手術が始まり、セッティングなど機器の操作にも

携わる

【理念】
ＭＥ機器を安全かつ効率よく使用できる環境を整える
チーム医療に参加し、医療の質を上げる

【スタッフ】
ＭＥ業務　小嶋　宏之　　　　　手術室業務（専従）　岩谷　亮佑
　　　　　宮本　征士　　　　　　　　　　　　　　 梶谷　亮介
　　　　　西　真吾　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　横山　貴也
　　　　　松本　拓巳

【業務内容】
（カテ室業務）

心臓カテーテル検査およびＰＣＩにおけるポリグラフ及び周辺機器の操作、使用する医療材料の取り扱い。
永久ペースメーカー植込み時のプログラマー操作

（手術室業務）
各科手術機器の操作。
専従技士による手術介助業務（直接・間接）
　注　手術室業務実績は下表【実績】には件数は入っていません

（血液浄化業務）
病棟における持続血液濾過透析をはじめとする各種血液浄化法の実施。

（人工呼吸器管理業務）
院内で使用する人工呼吸器の保守及び点検業務。

（医療機器管理業務）
人工呼吸器（13 台）、輸液ポンプ（97 台）、シリンジポンプ（60 台）、低圧持続吸引器（７ 台）などの機器
を効率よく使用できるよう中央管理を行う。院内の医療機器の管理台帳を作成し各 ME 機器の保守点検及
び修理業務の管理。

（ペースメーカー外来）
毎月ペースメーカー外来日を設け、定期的にペースメーカーチェックを行う。

（在宅呼吸療法）
在宅での呼吸療法で使用する機器の手配、使用説明およびその指導、管理。

（内視鏡業務）
内視鏡室での検査・治療の補助及び機器の洗浄・管理を行う。
小腸カプセル内視鏡検査の準備・装着・回収・解析記録の処理を行う。

臨床工学科 技師長　小嶋　宏之
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2、実績
2024 年度臨床工学科実績								        　（数字は件数）

2023 年度 2024 年度

臨 床 業 務

カ テ 室 業 務
Ｐ Ｃ Ｉ 142 157
心 カ テ 101 130
そ の 他 321 355

内 視 鏡 業 務 ※ 内 視 鏡 3,309 3,490
カ プ セ ル 8 10

病 棟 業 務 C H D F ＋ H D 12 7
そ の 他 88 105

手術室業務 7 6
ペースメーカーチェック 331 315
呼出件数 36 61

修 理・ 点 検 業 務 修 理 業 務 132 251
点 検 業 務 1,270 1,016

合 計 5,757 5,968

3、今後の展望と課題
今後、ますます医療が発達しそれに伴い新しい医療機器を使用する治療が増えてきます。
それらの機器を安心・安全に使用できるよう、研鑽に努めていきたいと思います。
また、ＭＥ機器の更新についても積極的に関わっていきたいと思います。

業績
学会、研究会等発表
No 年月 学会・研究会名 演題名 発表者 共同発表者 開催都市

1 2025年３月 第 30 回日本災害医学会 能登半島地震における金沢以南医療保健福祉調
整本部の搬送指揮を振り返っての分析と課題 西 真吾 愛知県
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【概要】
リハビリテーション科は、基本的動作能力の回復等を目的とする理学療法、応用的動作能力、社会的適応

能力の回復等を目的とした作業療法、言語聴覚能力や摂食嚥下機能の回復等を目的とした言語聴覚療法等の
治療法より構成され、いずれも実用的な日常生活における諸活動の向上と獲得をめざしています。

それぞれ理学療法士（PT）23 名、作業療法士（OT）４ 名、言語聴覚士（ST）２ 名が携わっており、処方
診療科は多岐に渡りいずれの診療科においても早期からリハビリテーション処方となることがほとんどであ
り、入院初日より超早期のベッドサイド介入を行い早期離床、廃用症候群の予防に徹しています。

定期的なカンファレンスや回診等で、治療状況や ADL 状況など医師、看護師、関係多職種と情報を共有
して患者さん個々の計画を立てて実施し、１ 日でも早く実用的な日常生活活動を実現し、早期退院できるよ
う取り組んでいます。運動器疾患では退院後も必要に応じて外来での継続的なリハビリを提供しています。

また和歌山県立医科大学よりリハビリテーション医が非常勤医師として勤務しており、臨床場面において
リハビリテーションに必要な指示を詳細に指導していただいています。

＜施設基準＞ ＜有資格者＞

・運動器リハビリテーション（Ⅰ） ・３ 学会合同呼吸療法認定士：６ 名

・脳血管疾患等リハビリテーション（Ⅰ） ・がんのリハビリテーション研修修了者：17 名

・廃用症候群リハビリテーション（Ⅰ） ・地域包括ケア推進リーダー：４ 名

・呼吸器リハビリテーション（Ⅰ） ・介護予防推進リーダー：４ 名

・心大血管疾患リハビリテーション（Ⅰ） ・和歌山県糖尿病療養指導士：２ 名

・がん患者リハビリテーション ・リンパ浮腫療法士：１ 名

・医療安全管理者：１ 名

・心不全療養指導士：１ 名

【スタッフ紹介】（2024 年 4 月）

理学療法士 23 名 作業療法士 ４ 名 言語聴覚士 ２ 名

槻木 重裕 松田 恒輝 中谷 竜也 水野 恵子 坂井 俊文

浅倉 洋司 阪部　陸 橋角 亮佑 汐崎 敦子 木村 奈央実

吉岡　徹 井向 博信 大江 光司 佐藤 将人

松本 隆幸 濱田 知也 中西 翔大 大原　元

内田 利加 佐本 善紀 浅野 佑太

松島 宏治 櫻井　諒 東　槇佑

菅野 徳央 尾家 千尋 井森　智哉

小原 準矢 則岡 優佑

リハビリテーション科 技師長　槻木　重裕
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【科の取り組み】
・理学療法部門

病気やケガ等により身体に障害を来した患者さんの基本的動作能力（寝返り・起き上がり・座る・立つ・歩く）
の維持・回復を主な目的としての運動療法（関節可動域運動・筋力増強運動・基本動作練習等）に加え、日
常生活に必要な日常生活動作練習を行うことにより ADL・QOL 向上を目的に寝たきり予防、家庭復帰、社
会復帰をめざしています。

リハビリ実施患者数　　　　　　　　　　　 疾患別リハ実施単位数　　　　　　　　　
疾患別 令和５年度 令和６年度 疾患別 令和５年度 令和６年度

運動器疾患 12,769 17,641 運動器疾患 23,101 30,929
脳血管疾患 6,181 6,482 脳血管疾患 9,254 10,601
廃用症候群 8,201 10,431 廃用症候群 10,280 13,877
呼吸器疾患 5,232 4,572 呼吸器疾患 6,217 6,061
心大血管疾患 2,132 2,347 心大血管疾患 2,949 3,435
がん疾患 1,456 2,842 がん疾患 1,896 3,518

合　計 35,971 44,315 合　計 53,697 68,421

・作業療法部門
上肢や手指の運動機能回復、着替え・トイレといったような日常生活動作練習、家事・職業など生活関連

動作練習、認知・注意・記憶力などの低下といった高次脳機能障害に対するアプローチを行っています。また、
手の装具の製作や自助具の紹介・製作、福祉用具や家屋改造の相談なども行っています。

リハビリ実施患者数　　　　　　　　　　 疾患別リハ実施単位数　　　　　　　　　
疾患別 令和５年度 令和６年度 疾患別 令和５年度 令和６年度

運動器疾患 3,840 3,322 運動器疾患 7,090 6,351
脳血管疾患 3,529 3,803 脳血管疾患 5,708 6,649
廃用症候群 158 290 廃用症候群 303 229
呼吸器疾患 16 7 呼吸器疾患 36 14
心大血管疾患 40 0 心大血管疾患 65 0
がん疾患 6 35 がん疾患 16 67

合　計 7,589 7,457 合　計 13,218 13,640

・言語聴覚療法部門
脳卒中後遺症により話す、聴く、書く等が困難となる失語症、麻痺で正しく発音ができない構音障害に対

しコミュニケーション能力向上、記憶力や判断力の低下などの高次脳機能障害を対象とします。また、飲み
込むことが困難となる嚥下障害に対してもロから食べることを目標として評価・訓練・指導を行います。摂
食嚥下障害に対するニーズが高く各診療科から依頼があります。

リハビリ実施患者数　　　　　　　　　　　 疾患別リハ実施単位数　　　　　　　　　
疾患別 令和５年度 令和６年度 疾患別 令和５年度 令和６年度

脳血管疾患 3,097 2,836 脳血管疾患 3,965 3,853
廃用症候群 1,034 624 廃用症候群 1,174 688
呼吸器疾患 1,851 638 呼吸器疾患 2,273 734
がん疾患 10 27 がん疾患 11 37
摂食機能療法 680 277 摂食機能療法 1,020 277

合　計 6,672 4,402 合　計 8,443 5,589
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【 診療実績 】
・入院／外来

・部門別診療点数

【 今後の課題 】
地域の中核病院として救急を断らない事を掲げリハビリ部門も急性期治療の一翼を担っています。早期か

ら介入し機能障害だけではなく日常生活動作の改善を図っていく必要があります。2024 年 ９ 月で地域包括ケ
ア病棟が廃止となり、今後は急性期病床で在宅に向けた取り組みの強化がより重要になります。

各種新患に応じたリハビリテーションを実施していくため、自己研鑽を励みそれぞれが専門性を持った治
療を行っていく必要があります。

業績
学会、研究会等発表
No 年月 学会・研究会名 演題名 発表者 共同発表者 開催都市

1 2025年３月
STROKE2025（第 50 回日本脳卒中学
術集会、第 54 回日本脳卒中の外科学
術集会、第 41 回 SAH/ スパズム・シ
ンポジウム）

動眼神経麻痺患者における急性期作業療法 佐藤 将人 浅倉 洋司、坂井 俊文、吉村 良 大阪市

2 2024年11年 第 20 回和歌山県病院大会
第 29 回和歌山県病院協会芸術大会

突発性正常圧水頭症患者における歩行機能と前
頭葉機能の関連性
－ TUG と FAB 下位項目の検討－

菅野 徳央
佐藤 将人、松田 恒輝、井向 博信、
佐本 善紀、東 慎佑、木村 奈央実、
坂井 俊文、浅倉 洋司

和歌山市

講演会
No 年月 会名 演題名 演者 開催都市

1 2024年12月 橋本市民病院　健康セミナー 肩こり、腰痛予防について 浅倉 洋司 橋本市　学文路公民館

2 2024年10月 橋本市民病院　健康セミナー 誤嚥に負けない嚥下リハビリについて 坂井 俊文 橋本市　橋本地区公民館

参加した学会・研修会等
No 開催年月 学会・研究会名 開催都市

1 2024年９月 第 32 回総合リハビリテーション賞 授賞式 東京都（文京区）
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【概要】
栄養管理科は管理栄養士 ３ 名で業務を行っています。主な業務は外来および入院患者の栄養管理です。そ

の中で最も中心となるのは栄養食事指導業務であり、外来栄養食事指導（地域連携や保健指導も含む）、入院
栄養食事指導を行っています。糖尿病教育入院における糖尿病教室、がん領域では外来化学療法の質向上の
ための総合的な取り組みとして、外来化学療法栄養指導を行っています。ＮＳＴや褥瘡関連においてはチーム
医療の中で重要な役割を担います。また退院後の他施設とのシームレスな連携を図る為、栄養情報提供書の作
成も精力的に行っています。給食食事部門との調整では嚥下調整食や食欲不振食の内容や工夫について、改良
を重ねてきました。入院患者も年々高齢化が進み、治療食を兼ねた嚥下調整食の必要性もでてきました。2020
年度以降は糖尿病食と嚥下食を兼ねた糖尿病嚥下食の食事作りに踏み切り、稼働後は取り組みの評価も行いま
した。災害対策委員会における栄養管理科の備えについては、今後、給食会社との連携を図り、運営体制等の
課題に取り組む必要があります。病院管理栄養士は専門性を高め、個々の患者の栄養管理、栄養補給法の提
案のみならず施設基準における給食食事部門との連携や調整など、全体を通した多岐に渡る栄養管理体制の運
営が必要です。給食部門は平成 11 年に直営から給食会社へ全面委託となり、入院患者の食数管理、献立作成、
食材発注、在庫管理、調理、盛り付け、配膳、下膳、洗浄は給食会社が行っています。

＜理念＞
◇　相手の立場に立ち、あたたかく「心」のかよった栄養管理を提供し地域に貢献する。
＜行動指針＞
１．食の安全、安心を基本に、より良い栄養管理を提供する為に心身の健康管理を大切にする。
２．個々の病態に応じて、個々の食生活に配慮した実践可能な栄養食事指導を行う。
３．知識・技術の自己研鑽を怠らず、多様な場面でも協働し、親切丁寧な対応を心掛ける。

【スタッフ】
技師長　藤本　佐和子
主　任　髙橋　佐智
指導員　下垣内　愛奈

＜有資格：専門・認定管理栄養士＞
がん病態栄養専門管理栄養士　１ 名
病態栄養認定管理栄養士　１ 名
栄養サポートチーム（NST）専門療法士　１ 名
日本糖尿病療養指導士（CDEJ）２ 名
和歌山地域糖尿病療養指導士（WLCDE）２ 名

（給食会社　シダックスフードサービス株式会社）33 名

【実績】
令和 ６ 年度給食提供実施件数および栄養指導件数

月
食種 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 年度平均

一般食 常食 5,026 4,870 5,384 5,788 5,768 5,744 6,472 6,181 6,963 7,244 6,080 6,691 6,018
軟食等 5,867 7,157 6,243 6,748 6,329 5,767 5,895 5,714 7,078 7,981 7,212 7,512 6,625

特別食 加算 4,461 3,930 3,754 3,524 4,056 4,509 5,023 4,679 4,293 4,023 4,207 4,562 4,252
非加算 204 251 305 301 291 297 313 290 407 306 367 178 293

計 15,558 16,208 15,686 16,361 16,444 16,317 17,703 16,864 18,741 19,554 17,866 18,943 15,883
患者外食 職員食 557 449 479 500 504 460 569 510 573 513 468 537 510
その他 託児所 122 96 85 105 84 116 182 178 171 174 175 214 142

計 679 545 564 605 588 576 751 688 744 687 643 751 612

集
団

個
人

栄
養
指
導

外来集団 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
入院集団 4 2 2 2 1 0 2 0 1 0 1 2 1
外来個人 27 28 20 23 27 27 25 23 29 34 22 28 26
入院個人 53 44 41 29 26 34 37 43 45 35 34 39 38

計 84 74 63 54 54 61 64 66 75 69 57 69 79

糖尿病性腎症重症化予防 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

栄養管理科 技師長　藤本　佐和子
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2024 年度　外来・入院栄養食事指導実施件数

【栄養管理委員会】
＜栄養管理委員会＞
2024 年 ９ 月 19 日

＊ GLIM 基準について
＊栄養情報連携料について
＊嗜好調査（糖尿病食）について
＊陣痛食について

2024 年 11 月 ７ 日
＊院内食事箋規約改訂について
＊ GLIM 基準について

管理栄養士１人あたりの算定点数
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【食事についての紹介】
行事食は毎月 １ ～ ２ 回行われ、暦行事にちなんだ料理・普通食～治療食（特別食）の行事食を提供しています。
オリジナルメッセージカードも添えて提供しています。

【行事食の紹介】
１ 月 １ 日～ １ 月 ３ 日	 正月料理（雑煮・黒豆・田作り・数の子・紅白なます・赤飯・鯛）
１ 月 ７ 日	 七草粥
２ 月 ３ 日	 節分（巻き寿司・鰯・節分豆）
３ 月 ３ 日	 ひな祭り
４ 月 ４ 日	 お花見弁当
５ 月 ５ 日	 子供の日
６ 月	 入梅
７ 月 ７ 日	 七夕
８ 月 15 日	 夏祭り
９ 月 15 日	 敬老の日
10 月	 秋祭り
11 月	 開院記念日
12 月	 冬至、クリスマス、大晦日

【食種】
院内食事箋規約より､ 常食（Ａ～Ｄ）､ 軟菜食（３ 分粥､ ５ 分粥､ ７ 分粥､ 全粥､ 軟飯）、流動食（流Ａ、流Ｂ、流 ２）
食欲不振食（なごみ食）陣痛食、産褥食、嚥下食、経管栄養食、術前食（消外術前リハビリ食、イーラス）
各術後食（術後 ONS、術Ａ、術Ｂ、術Ｃ、術Ｅ）、糖尿病食、糖尿病嚥下食、脂質異常症食、腎臓食、ネフロー
ゼ食（A、B）、透析食（A、B、C、D）、心臓食（Ａ、心ＢⅠ、心ＢⅡ、心Ｃ）、肝臓食（Ａ～Ｃ）、膵臓食（３
分粥～米飯）、胆嚢炎・胆石食（流動～米飯）、潰瘍食（１ 分粥～米飯）、腸炎食（３ 分粥～全粥）、貧血食、低
残渣食、低ヨード食、大腸検査食、小児食（Ａ～Ｄ）、離乳食（Ａ～Ｄ）、小児腸炎食（Ａ～Ｄ）、小児腎臓食（Ａ
―Ａ～Ｄ、Ｂ－Ａ～Ｄ、Ｃ－Ａ～Ｄ）小児ネフローゼ食（Ａ－Ａ～Ｄ、Ｂ－Ａ～Ｄ）があり、合計２００種類
以上の食種となる。この食種に加え、多様な個人対応（アレルギー除去食含む）も行っています。

【今後の課題】
安全・安心で且つ患者様に喜んでいただける食事作りと、各専門性を活かした栄養管理と栄養食事指導の

拡充を図り、地域に貢献できるよう発信していきたいと考えております。

業績
2024年度参加した学会・研修会・研究会・生涯教育
No 開催年月 学会・研究会名 開催都市

1 2024年4月 ・2024年度「診療報酬を１から学ぶ」研修会　日本栄養士会 オンライン　オンデマンド

2 2024年４月 ・令和６年度社会保障制度（診療報酬・介護報酬・障害福祉サービス等）の改定に関する研修会　　
日本栄養士会 オンデマンド

3 2024年５月 ・2024年度GLIM基準の理解と実践のためのオンデマンド　日本栄養士会 オンデマンド

4 2024年５月 ・ネスレ臨床セミナー～診療報酬改定と現場で取り組むべきこと～ web

5 2024年６月～ ・日本栄養治療学会　How to研究セミナー2025年～Basicコース６月～R７．１月 web

6 2024年６月～７月 ・第38回臨床栄養学術セミナー　日本栄養士会 オンライン　オンデマンド

7 2024年７月～８月 ・第11回JADEC年次学術集会 オンライン

8 2024年9月 ・第27回和歌山栄養療法研究会 和歌山市

9 2024年９月 ・橋本・伊都給食施設連絡協議会　給食・栄養管理講習会 橋本市

10 2024年10月 ・2024年度がん栄養療法実践セミナー（基本編）　日本栄養士会 e- ラーニング

11 2025年１月 ・日本病態栄養学会第28回年次学術集会 京都

12 2025年３月 ・第44回食事療法学会 オンライン

13 2025年３月 ・第15回南大阪・紀北NST研究会 大阪府

14 2025年3月 ・特定給食施設講習会「嚥下調整食分類2021基準と給食施設においての活用法」 岩出市
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【概要】
歯科技工室は、歯科口腔外科外来に設置構成された歯科専門技術職です。

＜理念＞
１）専門職として患者様に対応する。
２）他職種とのコミュニケーションづくりをする。
３）患者様が来院しやすい病院づくりをする。

＜スタッフ＞
歯科技工士	 下坂洋二（会計年度任用職員）
歯科衛生士	 北河寛子（会計年度任用職員）
	 松浦昌世（会計年度任用職員）
	 橋川彩夏（会計年度任用職員）
	 菅原楓加（会計年度任用職員）

⑴　技工部門
歯科医師の指示の下、他科から依頼のさまざまな技工物や睡眠時無呼吸症候群に対する口腔内装置、手

術後の顎欠損患者様の顎補綴、止血用のシーネ、顎関節治療用のスプリント、歯ぎしり防止用ナイトガー
ド等を迅速に作製し、入院患者様の生活の質向上に努めています。

⑵　診療部門
歯科衛生士は、歯科診療補助業務の他、外来患者様と入院患者様に専門的口腔ケアなどを行います。周

術期口腔機能管理では、医科と連携し、歯科医師と共に口腔管理を行います。また、嚥下機能が低下して
いる他科の入院患者様などを歯科医師と共に往診し、病棟看護師の協力の下、専門的口腔ケアを行います。
チーム医療では、ＮＳＴチーム、緩和ケアチームに積極的に参加しています。

【実績】
2024 年度　周術期口腔ケア患者人数	 （人）

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

15 16 11 13 13 8 13 17 22 16 17 13 174

2024 年度　往診口腔ケア・外来口腔ケア・周術期口腔ケア（延べ件数）

　 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

往診口腔ケア 41 50 53 45 29 25 44 48 68 78 88 58 627

外来口腔ケア 16 15 15 18 22 32 23 25 24 17 19 18 244

周術期（往診） 16 11 14 11 13 9 14 9 18 12 14 10 151

周術期（外来） 25 22 22 26 17 24 21 31 38 29 41 27 323

【今後の課題】
周術期では、術前 ･ 術後の口腔機能管理を行うことにより、術後肺炎などの合併症予防ができることが期

待されています。診療部門では、通常外来診療と並行して、歯科医師と共に周術期口腔機能管理を行ってい
るため、術後の口腔ケア介入のタイミングを検討し取り組んでいく必要があると考えています。

歯科技工室 　下坂　洋二
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【１．概要】
地域医療部では前方支援を地域医療係、後方支援を入退院支援係とし、地域における中核病院として地域医

療機関及び関係機関と連携を深め、患者様に対してより質の高い医療を提供できるよう活動しています。
2024 年度も地域の医療機関からの診療・検査の予約受付や転院受入れを行うとともに、医師・看護師・そ

の他のコメディカル等と連携して、急性期治療後の在宅復帰・転院の退院調整などの支援を患者様・ご家族に
対して実施しました。

※ 2024 年 10 月より地域医療連携室と入退院支援室を統合し、地域医療課・地域医療連携係と入退院支援
係となりました。

【２．人員配置】

【３．実績】
【地域医療連携係】

前方支援業務では、連携業務の推進強化のための渉外活動を促進し、「かかりつけ医」を推奨するため伊都
医師会及び五條市医師会を中心に「連携登録医」を締結し、外来に連携登録医ポスターを配置しています。また、
院内・院外ホームページでの連携登録医を検索できるようにしています。2024 年度の橋本市民病院連携登録
医数は 128 診療所となっています。（2025 年 3 月 31 日時点。3/31 に 1 診療所閉院。）

地域医療課の窓口に専属の看護師を配置することで地域の医療機関からご紹介いただいた患者様の速やか
な受入れに努め、受診予約や結果連絡等に関する業務を行うとともに、土曜日 ( 午前中のみ）や平日の 19 時
までの受診予約も行っています。

地域医療機関からの診療依頼に対して適切な診療科への予約取得を行うとともに、診療経過・検査結果・入
院経過などの報告支援や、当日緊急受診の要請・入院要請に対して、迅速かつ適切な受診調整、入院の受入
れ調整を行っていきます。

⑴ 　紹介率・逆紹介率
　　 紹介率 逆紹介率

2020年度 32.9％ 50.0％
2021年度 35.8％ 54.4％
2022年度 37.5％ 56.3％
2023年度 37.5％ 51.8％
2024年度 38.6％ 50.2％

地域医療部 部長　垣下　浩二

 
 

補職名 備考

地域医療課 課 長 ： 髙木　誠　（副地域医療部長兼務）
看 護 師 長 ： 恋中　理恵

課 長 補 佐 ： 泉本　大祐　（社会福祉士）
主 幹 ： 山本　茂晴　（事務員）

片山　倫誠　（事務員）

渋谷　加奈子（看護師）
他、会計年度看護師４名

主 任 ： 畑中　里香　（社会福祉士）

主 任 ： 上中居　幹太（社会福祉士）
主 任 ：

入退院支援係 係 長 ： 橋爪　祥人　（社会福祉士）

副 部 長 ： 髙木　誠　（地域医療課長兼務）

課 長 補 佐 ： 山内　壯一　（事務員）

組織名 氏名（職種）

地域医療部 部 長 ： 垣下　浩二（副院長兼務）

地域医療連携係 係 長 ： 名村　絵理子（事務員）

他、会計年度事務員６名

吉鶴　伸太朗（社会福祉士・精神保健福祉士）
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⑵ 　渉外活動の状況
近隣施設、医療機関との医療連携の強化を図る目的で定期的に訪問している。

伊都郡・橋本市 五條市 その他 合計
2022 年度 100 件 ６ 件 ３ 件 109 件
2023 年度 118 件 16 件 １ 件 135 件
2024 年度 49 件 ４ 件 ７ 件 60 件

⑶　「橋本市民病院連携登録医制度」の運用状況
　連携登録医契約状況　128 診療所（2025 年 ３ 月 31 日現在）

〈医科〉伊都医師会登録医数　　　　66 診療所
　　　　五條市医師会登録医数　　　22 診療所
　　　　他地域医師会登録医数　　　１ 診療所

〈歯科〉伊都歯科医師会登録数　　　39 診療所
（詳細は巻末連携登録医を参照ください。）

⑷　地域医療機関向け広報誌の発行
　①「2024 年度橋本市民病院診療科紹介パンフレット」　９ 月発行

⑸　研修会等開催
・橋本市民病院連携登録医セミナー　（於：橋本市商工会館）

　外科　　　　令和 ６ 年 12 月 ５ 日（木） 18:30 ～ 21:30　橋本市商工会館
　総合内科　　令和 ７ 年 ３ 月 13 日（木） 18:30 ～ 21:30　橋本市商工会館

 
【入退院支援係】

入退院支援係では、病床の効率的な運用を図ると共に患者様の入院から退院まで円滑に安心して医療をう
けられるよう、入院前から一人一人の状況を身体的・社会的・精神的背景から把握し、病棟と院内外多職種
で情報を共有し入院中の一貫した支援を行っています。

また、ソーシャルワーク業務を中心に各種相談業務に取り組みました。がん相談支援センターでは、がん
に関しての情報の発信や外来通院時からの療養支援、がん相談や緩和ケアチームの活動にも携わり、がん医
療に係る相談業務等にも積極的に取り組みました。橋本市民病院がん患者サロン「サロン・ド・サクラ」を
毎月第 ３ 水曜日に開催しています。

【 今後の課題 】
在宅医・訪問看護・ケアマネージャー・介護施設・各市町村等と連携を密にして退院支援・調整の質の向

上を図る。
また、紹介率・逆紹介率の向上を目的として、地域医療機関とのよりよい医療連携の構築を目指すこと、お

よび医療・介護・福祉行政が一体となり、地域住民のケアをスムーズに行えるような支援を目指していく。

業績
学会、研究会等発表
No 年月 会名 演題名 発表者 共同発表者 開催都市

1 2024年11月 第 3 回日本地域医療学会学術集会 地域の開業医から当院にもとめられていること（アンケート結果） 山内 壯一 富山市

2 2025年3月 第 30 回日本災害医学会総会学術集会記念大会 医療ソーシャルワーカーの業務調査員が経験した能登半島地震　
DMAT 派遣の特徴 上中居 幹太

吉村 良、
天野 健一、
池田 景子

名古屋市

参加した学会・研修会等
No 年月 学会・研究会名 参加者 開催都市

1 2024年9月 第 34 回　日本がんチーム医療研究集会 吉鶴 大阪

2 2024年6月 第 26 回　医療マネージメン学会学術集会 恋中 福岡

3 2024年9月 第 55 回　日本看護学会学術集会 恋中 熊本

4 2024年12月 第 44 回　日本看護科学会学術集会 恋中 熊本
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2024 年度 地域医療連携係　事務業務件数
4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 月平均

電話対応 1,960 1,669 1,766 1,874 1,630 1,496 1,574 1,329 1,643 1,841 1,591 1,918 1,691
FAX 対応 3,194 2,735 2,647 2,986 2,377 2,609 2,901 2,876 2,558 2,959 2,649 2,775 2,772
紹介予約取得 333 343 364 361 273 365 381 348 319 293 316 358 338
逆紹介予約取得 75 63 69 61 55 62 66 47 59 74 50 58 62
経過報告書送付 543 542 495 560 447 515 534 481 457 421 452 471 493
受診報告書 61 70 56 76 65 93 93 56 83 71 73 87 74
入院報告書 171 142 136 188 160 169 178 161 165 180 151 160 163
退院報告書 132 121 119 143 131 127 134 143 128 139 135 131 132
死亡報告書 13 8 7 5 9 9 9 11 9 15 8 10 9
未受診報告書 0 0 3 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0
画像診断結果送付 64 94 70 82 68 76 77 73 78 70 78 90 77

≪ 地域医療連携統計 ≫
紹介患者数　年度推移

2024年度　診療科別　紹介患者数
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≪ 地域医療連携統計 ≫

➢ 伊都橋本地域医療機関からの紹介患者数

➢ 五條市医療機関からの紹介患者数

➢ 全地域医療機関からの紹介患者数

地域別　紹介患者数
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≪ 地域医療連携統計 ≫
医療機関等　紹介患者数 ( 2024年度TOP35 )
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≪　2024年度　退院支援統計　≫
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≪　2024年度　退院支援統計　≫
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≪　2024年度　がん相談統計　≫
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【概要】
医療安全管理と感染管理活動は、院内活動だけでなく、地域の医師会及び歯科医師会・薬剤師会や近隣病院、

保健・福祉施設、行政機関との情報交換や連携の強化に努めています。医療安全、感染管理のそれぞれの立
場から、院内外の多職種との協働・連携を推進し、役割を遂行しています。

【スタッフ紹介】
・医療安全管理部部長	 金　桂洙	 （副病院長・眼科部長）
・医療安全管理者（専従）	 近藤　史子	 （医療安全管理室長・看護副部長）
・感染管理認定看護師	 枡田　美加子	 （感染管理室長）
・感染管理認定看護師（専従）	 長坂　光芳	 （感染管理者）
・医薬品安全管理責任者	 齊藤　喜宣	 （薬剤部長）
・医療機器安全管理責任者	 小嶋　宏之	 （臨床工学科技師長）
・放射線安全管理責任者	 藤本　佳文	 （放射線科技師長）
・医療安全管理医師	 松下　翔	 （総合内科医師）
・医療安全管理室主幹	 山口　博志	 （医療安全管理室兼感染管理室）
・感染管理事務	 小嶋　文子

【実績】
医療安全管理室
・医療安全カンファレンス（週 １ 回）
・医療安全対策委員会（月 １ 回）
・セーフティマネジメント委員会（月 １ 回）
・患者サポートカンファレンス（週 １ 回）
・医療安全研修（年 ２ 回）
・自治病医療安全管理対策研修会（web 研修）
・院内医療安全ラウンド（52 回【13 部署 4 クール】）
・医療事故事例検討会（３ 例）
・医療事故調査委員会（自己支援センター分）（１ 例）
・新規採用者研修、ラダー研修（ラダーⅠ受講者）、補助者研修など
・医療機器研修（人工呼吸器・耐圧持続吸引）
・薬剤安全管理研修（１ 回）
・放射線安全管理研修会（１ 回）
・医療安全ニュース発行（毎月）
・ベスト ０ レベル発行（毎月）

感染管理室
・院内感染対策会議（月 １ 回）
・院内感染管理ラウンド実施（週 ２ 回）
・ICT ／ AST 会議（週 １ 回）
・ICT ワーキング（月 １ 回）
・院内感染対策研修会（年 ２ 回）
・新規採用者、補助者研修（適宜）
・橋本医療圏感染対策合同カンファレンス（年 ４ 回）
・伊都橋本地区病院感染症連絡会（年 ４ 回）
・サーベイランス：全入院患者（月 １ 回）
・サーベイランス：SSI（年 ２ 回）
・サーベイランス：UTI
・症状サーベイランス（毎日）
・定点把握感染症発生報告（週 1 回）
・ICT/AST NEWS の発行（適宜）

業績
学会、研究会等発表
No 年月 学会・研究会名 演題名 発表者 共同発表者 開催都市

1 2024年12年 第 15 回阪和肝臓病カンファレンス 肝炎対策チーム　ゼロからのスタートアップと
展望

近藤 史子、
辻本 武寛 近藤 史子、辻本 武寛 和歌山市

医療安全管理部 部長　金　桂洙
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【概要】
病気や障害を持ちながらも住み慣れた地域や家庭で暮らしたい、愛する家族と共に在りたいという気持ち

を大切にし、その人らしい療養生活を送れるよう看護ケアの提供・自立への援助に取り組んでいます。また、
居宅介護支援事業所を併設しており、在宅復帰に向け、院内だけでなく、関係市町村、地域の保健・医療・
福祉サービスとの綿密な連携を図り、適切なサービスが統合的かつ効率的に提供できるよう支援しています。

【スタッフの体制】
看護師：８ 名（パート ２ 名）
介護支援専門員：１ 名
事務員：３ 名

【実績】
2024 年度目標
「事例検討会や研修会を充実させ、スタッフのスキルアップを図る」

ア　学習と成長の視点
在宅療養支援に不可欠な「在宅看取り」や「緩和ケア」などの研修を受講し、知識・技術の向上を図り、

毎月のスタッフ会議では事例検討を通して、個々の学びを全体で共有しました。後継者の育成のため、看
護学生の実習を受け入れ、実習指導を通して自己の看護を振り返ることができました。また、当院看護部
のラダー教育による実習を受け入れし、地域で生活する療養者とその家族の支援について、病院看護師と
の連携を強化していく機会となりました。院内カルテを共有できる強みを生かし、在宅退院前から入院中
の様子を情報収集し、綿密な看護計画を立案し丁寧な看護を提供しました。また、病院から在宅療養移行
へのプロセスがよりスムーズとなるよう退院カンファレンスには積極的に参加しました。医療安全意識の
向上を目指し、今年度は、22 例のインシデント報告をもとにカンファレンスをもち、重大事故発生防止に
努めました。

イ　顧客の視点
院内外の主治医を始め、各連携機関との情報交換を密に行いながら、今年度は 45 名の在宅看取りを支え

ることができました。今後も人生の最期の伴走者として寄り添い、質の高い在宅療養、悔いのない在宅看
取りを目指します。

ウ　財務の視点
年間売上実績　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円
医療保険サービス収入 37,481,271
介護保険サービス収入 37,457,654
居宅介護支援事業所収入 6,042,378

利用者状況（2024 年 ４ 月～ 2025 年 ３ 月）	  単位：人
4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

訪問患者数 97 108 105 108 109 116 112 113 110 116 112 110
新規患者数 ８ 13 ８ 11 ７ ９ ８ ８ 11 10 ９ ７
在宅看取り １ ２ ４ ４ ２ ３ ３ ６ ４ ６ ４ ６

2024 年度　学生実習受け入れ状況
四天王寺大学　看護学部 2024 年 ８ 月 26 日～ ９ 月 20 日 ４ 名
大成学院大学　看護学部 2024 年 10 月～ 2025 年 １ 月 ６ 名
橋本市民病院　看護師 2024 年 10 月～ 11 月 12 名

橋本市訪問看護ステーション 所長　久村　みのり
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2024 年度研修・学会参加状況
内容 日時 主催 参加職員

令和 ６ 年度能登半島地震　派遣災
害支援ナースの報告及び意見交換
会

2024 年
４ 月13 日 和歌山県看護協会 曽和

訪問看護の基礎講座 ４ 月19 日 日本訪問看護財団 福井　
訪問看護師向け在宅看取り教育プ
ログラム ４ 月19 日 日本訪問看護財団 曽和

改正個人情報保護制度研修 ４ 月 24 日 橋本市民病院 全員
和歌山県訪問看護ステーション連
絡協議会
第 27 回総会、第 １ 回研修会「人
権研修」

６ 月 ８ 日 和歌山県訪問看護ステーション
連絡協議会 久村

感染管理研修（麻疹・空気感染） ７ 月１日～ 橋本市民病院 全員
医療安全研修（放射線） ７ 月10 日 橋本市民病院 全員

伊都橋本心不全ネットワーク ９ 月 ５ 日 日本ベーリンガーインゲルハイ
ム株式会社 久村　藤木

当院における退院支援・他職種連
携 10 月12 日 和歌山県訪問看護ステーション

連絡協議会 久村　曽和

暴力 / ハラスメント 10 月12 日 橋本市民病院 全員
ストマケアセミナー 11 月 30 日 大黒ヘルスサービス 上田

改正個人情報保護制度研修 12 月 ２ 日～
５ 日 橋本市民病院 全員

伊 都 橋 本 心 不 全 ネ ッ ト ワ ー ク
2024 冬 12 月 ４ 日 日本ベーリンガーインゲルハイ

ム株式会社 久村　曽和

呼吸に障害がある人の看護に必要
な知識 12 月17 日 和歌山県看護協会 植田

医療安全研修（転倒転落予防） １ 月 ９ 日 橋本市民病院 全員
和歌山県医療的ケア児コーディ
ネーターフォローアップ研修

2025 年
１ 月17 日 社会福祉法人和歌山つくし会 曽和

接遇研修 ２ 月 20 日 橋本市民病院 全員
緩和ケア研修 ２ 月 27 日 橋本市民病院 全員
感染研修 ２ 月 25 ～ 28 日 橋本市民病院 全員

アウィクル注オンライン説明会 ３ 月19 日 ノボノルディスクファーマ株式
会社 久村

「これからの訪問看護」訪問看護
の質の向上を考える ３ 月 22 日 和歌山県訪問看護ステーション

連絡協議会 久村
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経営管理課 課長　岡村　惠介

【概要】
経営管理課は、企画経理係、用度係、システム係の ３ 係で構成しています。
企画経理係は、病院事業に関する総合計画の策定及び推進、病院事業の経営健全化の推進、予算の調整と

執行管理を主な業務。
用度係は、施設の整備や維持管理、薬品、診療材料物品などの購入・調達、医療機器の新規購入及び更新

などの用度業務を主な業務。
システム係は、病院情報システムをはじめ、インターネットを含む院内ネットワークや通信機器など、シ

ステム全般の保守管理業務及びホームページの管理や広報誌の発行などの広報業務を主な業務としています。

【課題】
・資金確保と経営改善の取組み
・高額医療機器の導入・更新及び建物や附属設備等の更新・修繕の増加に対する財源の確保と迅速な対応
・システムに係るＢＣＰ及びセキュリティの強化
・広報活動の強化
・業務のマニュアル化、平準化、ＤＸ化

【目標】
・『橋本市民病院経営強化プラン』に基づき、資金確保及び収益確保や費用削減など経営改善の取組みを着実

に実施する。
・長期的な医療機器や建物・附属設備の更新計画を作成する。
・システムに係るＢＣＰマニュアルの見直しを行う。
・健康セミナーの開催やＳＮＳの活用など、積極的な広報活動を実施する。
・過去の慣習だけで運営しているさまざまな事案についてマニュアル化を行う。

【スタッフ紹介】
経営管理課長 ・・・・・・・・・・・・・・岡村　惠介
経営管理課長補佐（兼企画経理係長）・・・・名村　隆
用度係長 ・・・・・・・・・・・・・・・・武田　朋容
システム係長 ・・・・・・・・・・・・・・飯田　淳
企画経理係 ・・・・・・・・・・・・・・・２ 名
用度係 ・・・・・・・・・・・・・・・・・３ 名
システム係 ・・・・・・・・・・・・・・・１ 名

138 事務局紹介（経営管理課）

Ⅷ 
事
務
局
紹
介



医事情報課 課長　谷澤　由紀

【概要】
医事情報課は、医事係と診療情報係の ２ 係で構成しています。
医事係の主業務は、診療報酬制度の運用です。実業務のほとんどは委託しておりますが、その管理により

精度が大きく変化するため、高い精度管理を維持できるよう研鑽に努めております。
健康保険法等による制度の改正や ２ 年ごとに診療報酬改定も行われるため、常に最新の情報を得、その情

報を発信することが必要です。また、医事統計業務、患者未払金の管理、施設基準の管理等も業務としてお
ります。

医事係には、医師事務作業補助者も在籍しており、診断書や退院サマリの作成、病名のカルテ代行入力、
手術データのオンライン入力等、医師事務作業補助業務のニーズは拡大しており、今後も体制の充実を図っ
てまいります。

診療情報係は、患者管理医療データの作成・報告・提出業務、また、紹介状・手術記録等紙ベースでの運
用を行っているデータの取り込み、カルテデータの取り出しを行っております。

医療データと言え多岐にわたっており、主には退院患者の病名コーディング、身体状況、入院経路、退院
後の動向等々 １ 人 １ 人の細かい患者データをまとめた様式関係、診療内容をデータ化したＥＦファイル等厚
労省から提出を義務付けられたデータをはじめ、がん拠点病院として提出を義務つけられた癌登録や、キャ
ンサーボード等がん診療に関する様々な会議・勉強会を開催し、基準が高度化したがん拠点病院の認定が維
持できるよう努めております。

【目標】
１．知識の向上に努め、診療報酬請求の精度管理を行う　
２．適正な診療報酬請求のため情報収集・共有を行う
３．未収金を減少させる
４．がん拠点病院の維持
５．より正確な患者データの作成と期日までの提出
６．個人情報の漏洩防止

【課題】
医業収益の分析を行い、新たな収益増加を検討するとともに、病床機能報告及び外来機能報告を基に、地

域医療における役割を含めた今後の当院のあり方について検討すること。

【スタッフ紹介】
医事情報課課長・・・・・谷澤　由紀
医事情報課主幹・・・・・堀　芳彰
医事情報課課長補佐・・・浅田　浩嘉
医事情報課副主幹・・・・井上　正輔
医事係・・・・・・・・・11 名
診療情報係・・・・・・・３ 名
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職員課 課長　野口　朋弘

【概要】
職員課は、人事研修係、給与厚生係の ２ 係で構成しています。
人事研修係は、職員の人事、研修、臨床研修を主な業務。
給与厚生係は、職員の給与、労務、服務や福利厚生などを主な業務としています。
人事研修係では、安定した人材確保に注力し特に看護師の採用については課内でアイデアを出し合い、看

護部や広報担当とも協力して取組を行い、当院に興味を持っていただけるように病院の認知度・イメージアッ
プに努めました。また、2024 年に NPO 法人卒後臨床研修評価機構（JCEP）による第三者評価を受審し、認
定基準に達しているとして認定病院の指定を受けました。

給与厚生係では、DX 化の一環として給与明細の電子化を進めて参りました。令和 ７ 年 ６ 月の完了を目指
しております。（令和 ７ 年 ３ 月末時点で、約 ７ 割が手続きを完了）

【課題】
・病院経営が多様化し、人の入れ替わりの激しいなかにおいても、迅速に人材を確保する必要がある。
・DX 化
・人材育成の制度作り
・各種システムの更新および見直し
・職員のメンタルヘルス対応の取組
・職員研修の体系構築

【2025 年度目標】
・医師の働き方の制度設計と運用を整える。
・人事給与制度を見直しと働き方改革を推進する。
・人事考課制度の継続的運用を行う。
・医師、看護師の安定的な人材確保。

【スタッフ紹介】
職員課長 ・・・・・・・・・・・・・・野口　朋弘
職員課長補佐（兼人事研修係長）・・・・池田　知将
職員課副主幹（兼給与厚生係長）・・・・香川　貴俊
人事研修係 ・・・・・・・・・・・・・１ 名
給与厚生係 ・・・・・・・・・・・・・５ 名
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Ⅸ 委員会紹介

No. 委員会名 目的

1 薬事委員会
医薬品の新規採用、医薬品の不良在庫防止、その他における薬剤関連業務の
合理化に資する事項を検討することで、病院経営の効率化を図っています。

2 － 0 診療材料検討委員会
各部署からの要望あるいは材料コスト等を考慮し、適正な診療材料の採用や
変更をおこなうことを目的としています。

2 － 1 診療材料管理システム委員会 医療材料諸管理の適正化、標準化、並びに定数の適正化を目的としています。

3 － 0 救急医療対策委員会

救急医療の充実を目的とし、院内及び地域の救急体制について検討を行いま
す。メディカルコントローラー機能検討、消防との連携、受け入れの検証、
外来救急体制等幅広く議論を行っています。また、症例検討会も委員会主導
で開催しています。

3 － 1 BLS ワーキング
BLS とは Basic Life Support の略で一次救命処置の事であり、救急プライマ
リケアの一環として必要なことと考えられます。多くの職員が具体的に学習
できるように研修会の開催を計画しています。

4 クリニカル・パス推進委員会
医療の質の向上のため、院内クリニカルパスの使用推進を行い、適用率の向
上を目的としています。

5 診療管理委員会（QC）
外来・病棟部門の業務及び業務連携を円滑にすること、ならびに患者に対す
る医療の質の向上について検討することを目的としています。

6 健診センター運営委員会

健診センターにおける方針管理、運用、各部門の調整を目的としています。
健診部門においては、他部署との健診調整が重要であり、計画的な運用のた
めには密に連携をとっていく必要性が高く、健診センター長を中心に運用方
針を決定しています。また、市役所など他機関との調整・連携も行っています。

7 中央手術室運営委員会 中央手術室の適切な管理と運営に関する検討を行うことを目的としています。

8 内視鏡センター運営委員会 内視鏡室の適正な管理と運営を検討することを目的としています。

9 － 0 カテーテル室運営委員会
カテーテル室の適切かつ合理的な運営管理と、関連研修施設認定取得のため
の体制整備及びその認定維持を図ることを目的としています。

９ － １ SHD ワーキング
職員並びに地域住民がＡＥＤの使用等を含む一次救命処置の知識と技術の習
得をするために、協力・援助することを目的としています。

10 病床運営管理委員会
病床の適切な管理と効率的な運営に関する検討を行い、高度急性期の HCU（ハ
イケアユニット）, 急性期の一般病棟、回復期の地域包括ケア病棟を患者の病
状に応じて適切な選択すること等を目的としています。

11 放射線運営委員会
放射線検査における患者および職員の安全に関する検討ならびに被ばく管理
に関する取り組み、その他放射線に関する事項について審議を行います。

12 臨床検査運営委員会 臨床検査の適正な管理及び合理的な運営を図ることを目的としています。

13 輸血管理委員会

安全で適正な輸血の在り方をサーベイランスするために設置されています。
輸血療法の適応、血液製剤の選択と適正使用、輸血マニュアルの整備、血液
製剤の保管・管理と使用状況調査、事故・副作用・合併症の把握と対策、輸
血関連情報の伝達、院内採血・自己血採血などのマニュアルの整備などを話
し合い、検討しています。

14 － ０ 栄養管理委員会
患者給食および栄養管理の質向上に資するため、栄養管理、栄養改善に関す
る事項の検討を目的としています。

14 － １ NST ワーキング
患者の栄養状態やQOL向上のため、医師・看護師・薬剤師・管理栄養士・
言語聴覚士・歯科衛生士など他職種が連携し、栄養管理・栄養改善について
検討することを目的としています。

14 － ２ 嚥下ワーキング
嚥下障害に対する共通認識を持ち、スムーズに退院できることを目指してい
ます。

14 － ３ 口腔ケアチーム
１、外来及び入院患者の口腔内管理を他職種と連携し支援する。
２、口腔ケアの知識の共有とスキルアップを図る。

14 － ４ 糖尿病ワーキング

外来及び入院患者の糖尿病療養生活を多職種連携し支援します。院内・院外
問わず、地域住民の方々に糖尿病への理解と関心を深めて頂けるように啓蒙
活動を行います。糖尿病治療にあたり療養支援に関する知識の共有とスキル
アップを図ります。

15 － ０ がん診療対策委員会
がん診療連携拠点病院としてその役割を果たし、機能強化にかかる事業を推
進することを目的としています。

15 － １ 緩和ケアワーキング 当院における緩和ケアの充実を図ることを目的としています。
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No. 委員会名 目的

15 － ２ 化学療法ワーキング
がん化学療法に関わる諸問題の討議や治療計画（レジメン）を科学的根拠に
基づき審査し、組織学的に統括、管理し安全に化学療法を行うことを目的と
しています。

15 － ３ キャンサーボードワーキング

がん患者さんの病態に応じたより適切ながん医療の提供ができるよう他職種
によるカンファレンスの場を定期的に設けられるように活動しています。ま
た、地域がん診療連携拠点病院として院内におけるがん治療の把握と共有を
図ることを目的としています。

16 肝炎対策委員会
和歌山県の肝炎対策の方針に基づき、伊都橋本地域における肝炎患者の受検・
受診・受療を促進し、適切な説明と治療がスムーズに行い肝癌患者の撲滅さ
せることを目的とする。

17 病院機能向上委員会
橋本市民病院の職員と患者の安全を確立させ、医療の質向上への意識化、行
動化として、職員全体が主体的に取り組み質の改善を図り、病院機能の向上
を目的としています。

18 医療機器選定・購入委員会
医療機器等の新規導入または更新に際し、業務効率及び患者サービス向上に
ふさわしい機器を整備することを目的としています。

19 － ０ 診療情報管理委員会
診療情報の適切な記録と管理及び、医療情報システムの運営、開発について
の諸問題を検討し、診療情報の適切な管理と業務の効率化を図ることを目的
としています。

19 － １ 電子カルテ運営委員会
電子カルテの適切な運営・管理・改善に係わる事項を審議することを目的と
しています。

20 － ０ 院内感染対策委員会
院内感染予防と拡大防止を積極的に推進し、院内感染管理の万全を期すると
ともに、院内感染が発生した際にはその対策を樹立させ、ICT と連携して周
知徹底することを目的としています。

20 － １ AST（抗菌薬適正使用支援チーム）
院内感染対策委員会での決定事項に沿って、感染症患者への適時介入や診断
の支援、抗菌薬適正使用を現場で支援する組織です。また抗菌薬適正使用に
向けたサーベイランスや教育・啓発を行うことを目的としています。

20 － ２ ICT（院内感染対策チーム）
院内感染対策委員会の下部組織であり、感染対策を現場で推進する実働組織
です。院内感染状況を把握・介入・評価を行い、感染対策の改善と感染率の
低減に努めることを目的としています。

20 － ３ ICT ワーキング
院内感染対策委員会での決定事項に沿って ICT の指示により、感染対策を実
践現場で実施・指導する実働組織です。また、ICT と共にサーベイランスを
実施し、感染対策改善と感染率の低減に努めることを目的としています。

21 － ０ 褥瘡対策委員会
入院患者の褥瘡予防と改善を図り、安心・安全な医療を提供するため改善・
対策を検討を目的としています。

21 － １ 下肢病変ワーキング
他疾患で入院し見過ごしてしまいがちな下肢病変患者を早期発見し、早期に
予防治療が行える下肢病変患者を入院中にピックアップし、外来治療・ケア
に継続していく。

22 － ０ 医療安全管理対策委員会
医療安全管理対策委員会の目的は、病院における医療事故を防止し、安全か
つ適切な医療の提供体制を確立することを目的としています。

22 － １ セーフティマネジメント委員会

医療安全管理対策規程に基づき設置されたセーフティマネージャーを中心に、
医療安全管理対策を実効あるものにするため、事故の原因分析や事故防止の
具体策について、問題解決のためグループに分かれて調査・検討対策するこ
とを目的としています。

22 － ２ RST（呼吸サポートチーム）

RST（Respiratry Support Team: 呼吸ケアサポートチーム）は、主に人工呼
吸器を装着した患者を対象に、医師、看護師、理学療法士、歯科衛生士や臨
床工学技士などの多職種が集まって活動するチームです。
具体的な内容は、呼吸ケアチーム回診で、人工呼吸器を装着した患者が適切
な人工呼吸器設定となっているかの確認や、安全管理が守られているかどう
か、人工呼吸器関連の合併症予防が適切に行われているかの確認などを行い、
人工呼吸器からの早期離脱を目指します。その確認したことを臨床の現場に
提案や提言として還元し、より適正な人工呼吸器管理をサポートします。

22 － ３ せん妄（抑制）対策ワーキング

医療安全管理指針に基づき設置された各部署の選任されたメンバーを中心に
せん妄・抑制対策を実効あるものにするため、身体拘束の最小化の取り組み・
せん妄発生の原因分析や防止の具体策について、調査・検討・対策立案する
ことを目的としています。

23 緊急医療安全委員会
病院における重大医療事故の発生時に速やかに対応する体制を整えることを目
的としています。

24 － ０ 医療放射線安全管理委員会
委員会は、診療放射線の安全利用に係る管理と被ばく線量管理の検討を目的
としています。
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No. 委員会名 目的

24 － １ 医療放射線適正化チーム
放射線検査に従事する職員や検査を受けられる患者さんの被ばく線量を管理
し、適正化していくことを目的としています。

25 放射線治療安全管理委員会
放射線治療装置の取扱いに係る放射線障害防止と公共の安全を確保すること
を目的としています。

26 医療ガス安全管理委員会
医療ガス（診療の要に供する酸素、各種麻酔ガス、吸引、医療用圧縮空気、
窒素等をいう）設備の安全管理を図り、患者の安全を確保することを目的と
しています。

27 － ０ 災害医療対策委員会
災害医療全般、防災・防火に関することを取り扱い、地域災害拠点病院とし
ての体制整備、日常の防災対策を主として取り扱うことを目的としています。

27 － １ DMAT 部会

災害医療対策委員会の下部に位置し、院内 DMAT の情報共有及び技能維持
が目的です。平時において、DMAT メンバーは病院の組織上横断的に配置さ
れているため、院内においてはこの部会が唯一の正式な病院組織となってお
ります。

27 － ２ 防火委員会 日常の防火対策及び訓練について検討することを目的としています。

28 教育・研修委員会
医療安全管理体制の確立及び、職員の技術・知識等の向上のため、研修会等
の開催を企画・管理し、職員の資質向上を図ることを目的としています。

29 まごころ委員会
まごころ委員会の目的は、橋本市民病院におけるコミュニケーションの強化
をはかり、患者サービスの向上を目指すことを目的としています。

30 病院広報委員会
橋本市民病院の事業活動を正確かつ迅速に職員に周知させるとともに、市民
に対する広報・広聴活動を行うことを目的としています。

31 図書運営委員会 図書室の適切な運営管理と利用促進、図書・文献の整理を目的としています。

32 職員安全衛生管理委員会

労働安全衛生法第 18 条の規定により次の事項を調査審議し、職員の意見を収
集することを目的としています。

（１）労働者の健康障害を防止するための基本となるべき対策にすること
（２）労働者の健康の保持増進を図るための基本となるべき対策に関すること
（３）労働災害の原因及び再発防止対策で、衛生に係るものに関すること
（４）前 ３ 号に掲げるもののほか、労働者の健康障害の防止及び健康の保持増

進に関する重要事項

33 ハラスメント対策委員会
ハラスメント防止及びハラスメントに関する苦情の調査及び審議を行うこと
を目的としています。

34 福利厚生委員会 職員相互の親睦と福利厚生の増進を図ることを目的としています。

35 働き方改革推進委員会

2019 年 6 月に働き方改革関連法が成立し、2024 年 4 月から勤務医の時間外労
働時間の上限が制限されます。当院においても医師を中心とした働き方改革
を進めていくにあたり、「医師の働き方改革ワーキングチーム」と「多職種に
よる働き方改革ワーキングチーム」の 2 チームを立ち上げ、それぞれのワー
キングチームの視点から働き方改革に取り組んでいくことを目的としていま
す。

36 医療連携運営委員会
病病・病診連携推進、保健・介護・福祉機関との連携協力体制の強化、これ
らに対する院内・院外への啓蒙活動を図ることを目的としています。

37 － ０ 倫理・治験審査委員会

倫理・治験審査委員会は下記の目的を以って組織しています。
・倫理・治験審査委員会の目的は、臨床倫理的課題（医療行為の妥当性、終

末期医療、脳死判定、宗教に関する問題など）に対する病院の方針を審議
し明確にする。

・臨床倫理的課題に対する病院の方針を職員に周知する
・病院長が治療及び研究について実施の可否を決定するための諮問機関とし

て審議するため
・橋本市民病院治験取扱規程（平成 18 年橋本市病管規程 10 号）第 2 条第 1

項の規定により、橋本市民病院において治験を行うことの適否、その他の
治験に関する調査審議を行うため

37 － １ 児童等虐待防止委員会
子どもへの虐待対応マニュアル等を整備し、児童等虐待の早期発見に努め、
早期に対応対策していくことを目的としています。

37 － ２ 臓器提供ワーキング
臓器提供の希望があった時に、患者家族さんからの希望に添えるよう臓器提
供体制を構築することを目的としています。

37 － ３ 医薬品適応外使用検討委員会 医薬品の適応外使用についての安全供給を検討しています。

38 臨床研修管理委員会
橋本市民病院とその協力病院における初期臨床研修に係わるすべての事項に
ついて審議を目的としています。

39 専門研修管理委員会
橋本市民病院における新専門医制度に係わるすべての事項についての審議を
目的としています。
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委員会組織図

令和6年度　院内各種委員会一覧令和6年度　院内各種委員会一覧
管 理 者 の 任 命 委 員 会 大 区 分 サ ブ グ ル ー プ院 長 委 嘱 委 員 会

専門研修管理委員会

倫理・治験審査委員会

医療連携運営委員会

働き方改革推進委員会

福利厚生委員会

ハラスメント対策委員会

職員安全衛生管理委員会

図書運営委員会

病院広報委員会

まごころ委員会

教育・研修委員会

災害医療対策委員会

医療ガス安全管理委員会

放射線治療安全管理委員会

医療放射線安全管理委員会

救急医療安全委員会

医療安全管理対策委員会

褥瘡対策委員会

院内感染対策委員会

診療情報管理委員会

医療機器選定・購入委員会

病院機能向上委員会

肝炎対策委員会

がん診療対策委員会

栄養管理委員会

輸血管理委員会

病床運営管理委員会

カテーテル室運営委員会

内視鏡センター運営委員会

中央手術室運営委員会

健診センター運営委員会

クリニカル・パス推進委員会

救急医療対策委員会

診療材料検討委員会

薬事委員会

診療管理委員会（QC）

臨床検査運営委員会

放射線運営委員会

臨床研修管理委員会

医薬品適応外使用検討委員会

臓器提供ワーキング

児童等虐待防止委員会

防火委員会

DMAT委員会

セーフティマネジメント委員会

下肢病変ワーキング

ICTワーキング

キャンサーボードワーキング

化学療法ワーキング

緩和ケアワーキング

糖尿病ワーキング

嚥下ワーキング

NSTワーキング

SHDワーキング

BLSワーキング

診療材料管理システム委員会

口腔ケアチーム

ICT

AST

電子カルテ運営委員会

医療放射線適正化チーム

せん妄（抑制）対策ワーキング

RST（呼吸サポートチーム）

医療の質に
関する委員会

経営の質に
関する委員会

医療情報に
関する委員会

安全に
関する委員会

駿田 直俊
(病院長)

教育・研修・
環境整備に

関する委員会

院外の者が
加わる委員会

駿田 直俊
(病院長)

駿田 直俊
(病院長)

駿田 直俊(病院長)

地域医療連携に
関する委員会

垣下 浩二(副病院長)

池之内 正行
(事務局長)

金 桂洙
(副病院長)

星屋 博信
(院長代理)

大石 興
(副病院長)

最
高
幹
部
会
議

所
属
長
会
議

最
高
幹
部
会
議

所
属
長
会
議
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橋本市民病院連携登録医療機関リスト （123医療機関）

橋本市民病院連携登録医（医科 86医療機関）
地区 No. 医療機関名称 連携登録医 往診 標榜

橋本北部

1 おおはぎ眼科 大萩 康子  眼科

2 おおはぎ内科 大萩 晋也 ○ 内科 胃腸科 呼吸器科 リハビリテーション科 小児科

3
医療法人 橋本孝佑会
奥野クリニック

奥野 孝 ○
脳神経外科 外科 内科 神経内科 放射線科 整形外科
リハビリテーション科

4 きみが丘クリニック 康 龍男 ○ 内科 アレルギー科 血液内科 小児科 皮膚科

5
しらさぎ台クリニック
山内耳鼻咽喉科

山内 一真 耳鼻咽喉科 アレルギー科

6 医療法人 曽和医院 曽和 正 ○ 内科 小児科 消化器科 循環器科 アレルギー科

7 田倉皮膚科クリニック 田倉 学 皮膚科 内科

8 藤堂診療所 藤堂 泰三 内科 皮膚科 外科 理学療法

9 ナサコ内科 名迫 由美子 内科 漢方治療

10 ひぶせ耳鼻咽喉科 火伏 宏美 耳鼻咽喉科 

11 みなみ胃腸肛門科・外科 南 浩二 ○ 胃腸科 肛門科 外科 内科 皮膚科 放射線科

12 めがね先生の上田こどもクリニック 上田 悟史 小児科

13 医療法人 緑横会 横田整形外科 横田 英史 ○ 整形外科 リウマチ科 リハビリテーション科 放射線科

14 吉川こどもクリニック 吉川 明男 小児科

70 いわくらクリニック 岩倉 伸次 ◯ 内科 消化器内科 肛門外科

橋本東部

15 いこまレディースクリニック 生駒 久男 産婦人科 心療内科 内科

16 稲垣泌尿器科医院 稲垣 武／稲垣 侑 皮膚科 泌尿器科 外科

17 医療法人 博周会 梅本診療所 梅本 博昭 ○ 内科 消化器内科 外科 整形外科

18 医療法人 岡田整形外科 岡田 正道 整形外科 リハビリテーション科 放射線科

19 医療法人 仁清会 岡本クリニック 岡本 一仁 ○ 麻酔科（ペインクリニック） 内科

20 奥村マタニティクリニック 奥村 嘉英 産婦人科 内科 小児科

21 奥村レディースクリニック 向林 学 婦人科

25 医療法人 わかば会 田中診療所 田中 耕治 ○ 内科 糖尿病 漢方

26 医療法人 谷内クリニック 谷内 まゆみ／谷内 俊文
内科（総合・消化器・循環器・呼吸器） アレルギー科
小児科 リハビリテーション科

27
医療法人 涼悠会
トメモリ眼科・形成外科

留守 良太／留守 祥子 眼科 形成外科 美容整形

28 豊澤医院 豊澤 浩 ○ 内科 小児科

29 医療法人 佑々会 林耳鼻咽喉科 林 泰弘 耳鼻咽喉科 アレルギー科

32 松園胃腸科・内科 松園 泰彦 消化器内科 内科 胃腸科 放射線科

33 医療法人 南クリニック胃腸肛門科 南 光昭 ○ 内科 外科 肛門外科 皮膚科 消化器内科

34 森本胃腸肛門科 森本 悟一 ○ 胃腸科 肛門科 外科 内科

134 つきやま眼科クリニック 月山 純子 眼科、コンタクト
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地区 No. 医療機関名称 連携登録医 往診 標榜

橋本西部

35 伊藤クリニック 伊藤 洋 ○
外科　内科　消化器内科／外科　呼吸器内科　整形外科
脳神経外科　泌尿器　循環器内科

36 植阪クリニック 植阪 和修 ○ 胃腸内科　外科　内科　肛門外科

37 医療法人 狩谷産婦人科 狩谷 功 婦人科　内科

38 医療法人 河原整形外科 河原 史郎 整形外科

39 栗山クリニック 栗山 司 ○
外科　内科　胃腸科　整形外科　脳神経外科
リハビリテーション科

40 医療法人 青藍会　小林医院 小林 豊和 ○ 内科　小児科　循環器　放射線科

41 医療法人 せせらぎ会　小林診療所 田中 英治 ○ 内科　循環器内科

42 阪上医院 阪上 良行 内科

43 たきわき皮フ科クリニック 瀧脇 弘嗣 皮膚科

44 医療法人 辻本クリニック 辻本 俊和 ○
循環器内科　消化器内科　内科　小児科　脳神経外科
整形外科　禁煙外来

45 虎谷内科小児科医院 虎谷 彰久 ○ 内科　小児科　消化器科　循環器

46 医療法人 康紀会　なかいクリニック 中井 康人 ○ 心療内科　精神科　内科　神経科

47 ハギノ眼科クリニック 萩野 雅洋 眼科

49 松岡医院 松浦 良光 ○ 整形外科　外科　内科

50 医療法人 森下会　森下クリニック 森下 昌亮 ○
内科　循環器内科　呼吸器内科　消化器内科
リハビリテーション科　放射線科

かつらぎ町

52 上田消化器・内科クリニック 上田 和樹 ○ 内科　消化器内科

53 上田神経科クリニック 上田 英樹 老年精神科

54 木秀クリニック 横手 秀行 内科　整形外科　脳神経外科　神経内科

55 医療法人 仁人会　北林医院 北林 佳憲 整形外科　外科

56 黒岩クリニック 黒岩 丈清 ○
内科　胃腸科　循環器科　呼吸器科　放射線科　理学療法科
内視鏡科

57 阪中外科 阪中 孝三 ○ 内科　外科　整形外科

58 たかの耳鼻咽喉科 高野 郁晴 ○ 耳鼻咽喉科

59 医療法人 永野医院 永野 公一 ○ 内科　消化器　循環器　呼吸器

60 馬場眼科 馬場 幸男 ○ 眼科

61 医療法人 九曜會　前田医院 前田 至規 ○ 内科　小児科

63 医療法人 幸生会　米田小児科医院 米田 勝紀 小児科　アレルギー科

136 にじいろ内科クリニック 岡本 美保 内科　老年内科

九度山町

64 医療法人 萩会　萩原内科・小児科 萩原 正史 ○ 内科　小児科

65 医療法人 淳雄会　保脇整形外科医院 保脇 淳之 ○ 整形外科　リウマチ科　リハビリテーション科

66 医療法人 英裕会　横手クリニック 横手 英義／横手 裕子 ○
脳神経外科　整形外科　外科　リハビリテーション科
循環器内科　胃腸内科　呼吸内科

高野町

67 花谷医院 花谷 誠也 ○ 内科

68 富貴診療所 田中 利平 ○ 内科

69 高野町立高野山総合診療所 田中 瑛一朗／廣内 幸雄 総合診療

岩出市 133 レディースクリニック和 帽子 英二 婦人科、産婦人科
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地区 No. 医療機関名称 連携登録医 往診 標榜

五條市

71 足立医院 足立 聡 ○ 内科　小児科　婦人科

72 医療法人 岩井内科・皮膚科 岩井 務／岩井 佐代子 ○ 内科　循環器科　リハビリテーション科　皮膚科

74 医療法人 南和会　大川橋診療所 小延 知暉 ○
内科　外科　小児科　放射線科　整形外科　消化器内科
肛門科　リハビリテーション科

75 鎌田医院 鎌田 修 内科

76 医療法人 鎌田医院　賀名生診療所 鎌田 勝三郎 ○ 内科　放射線科

77 医療法人 鎌田医院　田園診療所 鎌田 勝三郎 ○ 内科　婦人科

78 医療法人 社団恵生会　後藤医院 後藤 寛 ○ 内科　小児科　放射線科　産婦人科

79 医療法人 阪口眼科 阪口 昌子 ○ 眼科

80 寒川医院 寒川 英明 ○ 内科　外科

81 医療法人 素心会　杉﨑医院 杉﨑 俊照 ○ 内科　外科　消化器科　乳腺科　肛門科　リハビリテーション科

82 竹本医院 竹本 成一 ○ 内科

83 医療法人 桜翔会　田畑医院 田畑 尚一 ○ 泌尿器科　内科　人工透析科

84 辻田クリニック 辻田 重信 内科　消化器科　放射線科

85 医療法人 中垣整形外科 中垣 公男 整形外科　リウマチ科　リハビリテーション科

86 中谷内科医院 中谷 吉宏 ○ 内科

88 ひらい内科クリニック 平井 妙代子 内科　呼吸器科　アレルギー科

89 前防医院 前防 則彦 ○ 内科

90 槇野医院 槇野 久春 ○ 内科　消化器科　眼科

91 医療法人 水本整形外科 水本 茂 整形外科　リハビリテーション科　リウマチ科

92 医療法人 山田医院 山田 宏治 ○ 内科

135 森川耳鼻咽喉科 森川 大樹 耳鼻咽喉科
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橋本市民病院連携登録医（歯科　37医療機関）
地区 No. 医療機関名称 連携登録医 標榜

橋本北部

93 岩上歯科 岩上 正嗣 歯科

94 おかもと歯科クリニック 岡本 光裕 歯科

95 加藤歯科医院 加藤 大太郎 歯科

96 ひまわり歯科医院 花岡 政文 歯科

98 堀切歯科診療所 堀切 卓 歯科

99 森歯科医院 森 隆浩 歯科

100 森田歯科医院 森田 滋子 歯科

101 いわかみ歯科医院 岩上 訓男 歯科

102 おかだ歯科クリニック 岡田 隆秀 歯科

103 落合デンタルオフィス 落合 茂弘 歯科

104 海堀歯科医院（古佐田） 海堀 昭彦 歯科

105 こじま歯科医院 小嶋 一史 歯科

106 後藤歯科 後藤 彰基 歯科

107 隅田歯科医院 隅田 素能子 歯科

108 つちだ歯科医院 土田 雅久 歯科

109 とよざわ歯科クリニック 豊澤 悟 歯科

110 ほりはた歯科医院 堀畑 幸則 歯科

112 村上歯科医院 村上 浩孝 歯科

113 海堀歯科医院（学文路） 海堀 昭登志 歯科

114 下田歯科クリニック 下田 隆志 歯科

115 はたの歯科クリニック 畑野 修一 歯科

高野口町

116 石川歯科医院 石川 哲也 歯科

117 喜多歯科医院 喜多 義郎 歯科

118 辻歯科医院 辻 正信 歯科

119 辻本歯科クリニック 辻本 和弥 歯科

120 守内歯科医院 守内 一誠 歯科

121 吉川歯科医院 吉川 武志 歯科

かつらぎ町

122 うちた歯科 内田 憲二 歯科

123 恩地歯科医院 恩地 良幸 歯科

124 木村歯科医院 木村 幸弘 歯科

125 楠井歯科医院 楠井 貴介 歯科

126 阪中歯科 阪中 孝之 歯科

127 たえなか歯科クリニック 妙中 泰之 歯科

128 田村歯科クリニック 田村 修志 歯科

129 医療法人歯優会　中島歯科医院 中島 優 歯科

130 中平歯科医院 中平 良基 歯科

131 ゆあさ歯科医院 湯浅 祥司 歯科

（2025年３月31日現在）
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